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೶ༀධՁʹ͓͚Δώτ૊৫ͷར༻ଅਐΛ

େ໺　ହ༤
લɾཱࠃҩༀ඼৯඼Ӵੜڀݚॴ௕

ҩༀ品の開ൃにおいては、ඇྟচݧࢼでಘられた結Ռ
をجに༗๬な候ิ物࣭がબばれ、ྟচݧࢼに進Ήが、そ
のաఔでछࠩがݪҼとなって、ظ଴したༀ効がಘられな
かったり、思いが͚ないಟ性が現れたりすることによ
り、υロッϓア΢τするものがଟい。ྫえば NI)（ถ
国国立Ӵ生研究ॴ）がຫ性 # ༀとして開ൃྍ࣏Ԍ؊ܕ
したϑΟアルϦジン（Fialuridine）のྟচݧࢼで؊不全
がൃ現し 5 ໊がࢮ๢した事݅（Mc,en[ie et al�
 1995）
がある。このༀ物では、൓෮౤༩ಟ性ݧࢼでのகྔࢮに
ώτとラッτとの間で 2
000 ഒҎ্のࠩがあり、そのݪ
ҼはώτϛτコンυϦア΁のಛҟతな取込みによること
が໌らかになった（Lee et al�
 200�）。また、ന݂පと
ༀとして開ൃされたྍ࣏ױ໔Ӹ࣬ݾࣗ C%2� アゴニス
τ߅ମ（T(N1�12）のॳ回ྟচݧࢼで、ऀئࢤ全һ（�
໊）にۃめて重ಞな༗֐作用がൃ現したことはهԱに新
しい（200� 年）。この৔߹は、サイτΧイン・スτーϜ

（CytoLine storN）のൃ現に関して、Χニクイβルをؚ
Ή実ݧ動物とώτとの൓Ԡ性に大きなछࠩがあったこと
がݪҼであった。

Ұํ、ҩༀ品開ൃにおいて、1991 年から 2000 年の間
にༀ物動態がݪҼとなるυロッϓア΢τのׂ߹が大きく

গしたと報告されている（,ora and Landisݮ 200�）。
この大きな理由としては、この間のༀ物動態研究の進ల
とともに、Ҡ২などの໨తでఠ出されながら༷ʑな理由

で利用できなかったࢼ料の研究利用が進み、ώτಛҟత
なༀ物動態学తな問題点をඇྟচݧࢼஈ֊で໌らかにす
ることができるようになったことが大きいと思われる。

とこΖで、Ұൠに、農ༀや食品ఴՃ物、ҰൠԽ学物࣭
౳は動物実ݧ結Ռのみにより評価されることから、छ
ࠩやݸ人ࠩを考ྀし、動物実ݧでಘられた無ಟ性ྔの
1�100 ҎԼにઁ取ڐ容ྔをઃఆすることにより、ώτに
お͚る安全が֬保されている。しかし、৔߹によっては、
લड़のように 100 ഒҎ্のࠩを考ྀしな͚ればならな
いこともある。ٯに、安全率が 100 ҎԼの஋でも良い
৔߹もある。実際、ダイオΩγンの評価の৔߹は、ώτ
は実ݧ動物よりもײ౓が高いとは思われないとの考えを
。にҰ日଱容ઁ取ྔ（T%I）がఆめられたج

ҩༀ品Ҏ֎においても、生ମにお͚るༀ物୅ँの面で
த৺తな໾ׂをՌたしているώτ؊ࡉ๔やώτ؊ଁのࡉ
๔Լ分ըなどを用い、ώτඪ本での結Ռを動物実ݧ結Ռ
とൺֱすることにより、ώτࡉ๔にରするಛҟతなಟ
性、ώτಛҟత୅ँ物によるಟ性について考࡯できる。
結Ռとして安全性評価のϨϕルを্͛ることができるこ
とから、今後のώτ組৫の利用֦大を๬Ήものである。
なお、農ༀ開ൃا業にとっては、طに、動物での୅ँ実ݧ
系を立্ͪ͛ていることから、このために要する௥Ճඅ用
は、ώτ؊ࡉ๔のߪೖඅ用とそれを用いた୅ँ実ݧと分
ੳظ間が௥Ճされるのみで、それ΄ど高いものではない。
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197� 年ɹ ౦ژ大学ༀ学系大学Ӄത࢜՝ఔɹ修ྃɹༀ学
ത࢜त༩される

197� 年ɹ国立Ӵ生ݧࢼॴɹೖॴ
199� 年ɹ 国立ҩༀ品食品Ӵ生研究ॴɹ安全性生物ݧࢼ

研究ηンλーༀ理部長ɹब೚
2005 年ɹ国立ҩༀ品食品Ӵ生研究ॴ෭ॴ長
2011 年ɹ同্ɹॴ長
201� 年ɹ同্ɹఆ年ୀ৬

ུྺ
େ໺ɹହ༤（͓͓ͷɹ΍す͓）
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The deposition of aNyloid ϐ�protein （Aϐ） in the brain is an inWariant feature of Al[heiNer`s disease （A%）� 
7itaNin A
 Xhich has been traditionally considered an anti�oYidant coNpound
 plays a role in Naintaining higher 
function in the central nerWous systeN� 1lasNa or cerebrospinal fluid concentrations of WitaNin A and ϐ�carotene 
haWe been reported to be loXer in A% patients
 and these WitaNins haWe been clinically shoXn to sloX the 
progression of deNentia� 7itaNin A （retinol
 retinal and retinoic acid） and ϐ�carotene haWe been shoXn in ┭┲ⓤ┺┭┸┶┳ 
studies to inhibit the forNation
 eYtension and destabili[ing effects of ϐ�aNyloid fibrils� Recently
 the inhibition of 
the oligoNeri[ation of Aϐ has been suggested as a possible therapeutic target for the treatNent of A%� 8e haWe 
recently shoXn the inhibitory effects of WitaNin A and ϐ�carotene on the oligoNeri[ation of Aϐ�0 and Aϐ�2 ┭┲ⓤ┺┭┸┶┳� 
In preWious ┭┲ⓤ ┺┭┺┳ studies
 intraperitoneal inKections of WitaNin A decreased brain Aϐ deposition and tau 
phosphorylation in transgenic Nouse Nodels of A%
 attenuated neuronal degeneration
 and iNproWed spatial learning 
and NeNory� Thus
 WitaNin A and ϐ�carotene could be Ley Nolecules for the preWention and therapy of A%�
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̍ɽ͸じΊʹ
アルπハイマーප（A%）は、アϛロイυ ϐ୿ന（Aϐ）

をओ੒分とする࿝人ൗとա৒ϦンࢎԽλ΢୿നをओ੒分
とするਆݪܦઢ維性変Խの出現をࣔす೴ප理によってಛ
௃͚ͮられる、進ߦ性のೝ஌঱性࣬ױである。ൃݽ性
A% のݪҼはະだ໌らかではないが、機ংとして Aϐڽ

ू஝ੵがॳめにىこり、これがਆݪܦઢ維性変Խやਆܦ
こしてೝ஌঱をൃ঱すると考ىなどのප変をҾきࢮ๔ࡉ
えられている（アϛロイυΧスέーυԾઆ）1）。

Aϐは、ϞϊマーからオϦゴマー、さらには、よりଟ
ྔମにूڽすることにより、ਆܦಟ性をൃشする。よっ
て、 このूڽաఔを્֐することは重要なྍ࣏λーゲッ

Ϗλϛϯ"ͱΞϧπϋΠϚʔප
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τとなりಘる 2）。
Ϗλϛン A ྨ（ਤ 1）は೴ਆܦ系でଟく߹੒され、೴

ਆܦ系のଟくのҨ఻子ൃ現を調અしている �ʙ5）。Ϗλϛ
ン A ྨはࢎ߅Խ物࣭で、高ྸऀにお͚る高次೴機能の
維持にも関わっている �）。

զʑはҎલにϏλϛン A ྨや ϐôΧロチンが Aϐのઢ
維ܗ੒を཈੍するばかりでなく、ط存の Aϐઢ維を不安
ఆԽさせる効Ռがあることを報告した。さらにۙ࠷、
զʑはϏλϛン A ྨと ϐôΧロチンが AϐオϦゴマーܗ
੒を཈੍することも報告した。本૯આでは、Ϗλϛン A
ྨと ϐôΧロチンの Aϐूڽにٴ΅すӨڹを解ੳした報
告を঺հし、A% 。΁の可能性を論ͣるྍ࣏

̎ɽ"βूڽ

Aϐから Aϐઢ維がܗ੒されていくաఔは、重߹֩ґ
存性重߹Ϟデルにैうとされている（ਤ 2）7
 �）。重߹֩
֊こりにくく、൓Ԡ全ମの཯଎ஈى੒૚は೤ྗ学తにܗ
になっているが、いったん重߹֩がܗ੒されると、ઢ維
伸長はҰ次൓Ԡ଎౓論Ϟデル、すなわͪ重߹֩、あるい
はすでに存在するઢ維அ୺にલۦ୿ന࣭である Aϐが立
ମߏ଄を変Խさせながら次ʑに結߹することにより、଎
やかに進ߦする（ਤ 2）。ैདྷ、೴アϛロイυとして஝

ੵする Aϐઢ維がਆܦಟ性をൃشすると考えられていた
が、ۙ年、ઢ維ܗ੒のないूڽମである AϐオϦゴマー
こそがਆܦಟであるというઆも報告されている 9）。

A% ೴の可༹性ը分からந出した Aϐダイマーはγナ
ϓス఻ୡを障֐することが報告された 10）。զʑは、
1hoto�induced cross�linLing of unNodified proteins 

（1IC61）により作੡した AϐオϦゴマーからϞϊマー、
ダイマー、τϦマー、テτラマーを分཭・ந出し、オー
ダーґ存性に 2 次ߏ଄変׵を൐って、サイζやࡉ๔ಟ性
も増Ճすることを໌らかにした 11）。

  

̏ɽ┍┲ⓤ┺┭┸┶┳ ϨϕϧͰͷϏλϛϯ�"ͷޮՌ

զʑは、Ҏલにࢎ߅ԽϏλϛンとそのアナロά、すな
わͪϏλϛン A ྨ（Ϩチϊール、Ϩチナール、Ϩチϊ
インࢎ）、ϐôΧロチン、Ϗλϛン #2 、Ϗλϛン #� 、
Ϗλϛン C、Ϗλϛン & が ┭┲ⓤ┺┭┸┶┳ での Aϐઢ維ܗ੒に
について、チオϑラϏンڹすӨ΅ٴ T を用いた分ޫܬ
ޫఆྔ๏およͼ電子ݦඍڸをओに用いて調べた。その結
Ռ、これらのԽ߹物のなかで、Ϗλϛン A ྨと ϐôΧロ
チンがೱ౓ґ存性に Aϐのઢ維ܗ੒とઢ維伸長を཈੍し
た 12）。さらにϏλϛンA ྨと ϐôΧロチンはೱ౓ґ存性に
存のط Aϐઢ維を不安ఆԽし、ࡉ๔ಟ性をܰݮさせた 12）。
ઢ維ܗ੒཈੍およͼط存ઢ維不安ఆԽ効ՌのڧさはϨチ
ϊールʹϨチナールʼ ϐôΧロチンʼϨチϊインࢎのॱ
であった 12）。

Ϗλϛϯ"ͱΞϧπϋΠϚʔප
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ඍݦ子間ྗݪ、ڸඍݦզʑは、1IC61、 電子、ۙ࠷
Ϗλϛンྨがه্、をओに用いてڸ AϐオϦゴマーܗ੒
にٴ΅すӨڹも解ੳした 1�）。その結Ռ、ϏλϛンA（Ϩ
チϊール、Ϩチナール、Ϩチϊインٴ（ࢎͼ ϐôΧロチン
は、Aϐ�0 、Aϐ�2 のオϦゴマーܗ੒を཈੍するҰํで、
Ϗλϛン #2 、Ϗλϛン #� 、Ϗλϛン C、Ϗλϛン &
はオϦゴマーܗ੒を཈੍しないことをൃ見した（ਤ �）。
Ϗλϛン A ྨの AϐオϦゴマーܗ੒཈੍効Ռをൺֱし
たとこΖ、ϨチϊインࢎʼϨチϊールʾϨチナールʼ
ϐôΧロチンのॱであった 1�）。また、Ϩチϊインࢎは Aϐ�2
オϦゴマーܗ੒཈੍によりࡉ๔ಟ性をܰݮした 1�）。

Ҏ্の結Ռより、ϨチϊールとϨチナールは、ઢ維ܗ
੒཈੍効Ռがڧく、ϨチϊインࢎはオϦゴマーܗ੒཈੍
により効Ռがあることが分かった。Ϩチϊール、Ϩチ

ナール、およͼ ϐôΧロチンはਫ༹ӷதではۃ性を༗し
ないҰํで、ϨチϊインࢎはΧルϘΩγルجによるӄ性
ՙ電を༗していること、 ਫ༹性のڧ౓は、Ϩチϊインࢎ
ʼϨチナールʼϨチϊールのॱであることより、ӄ性ՙ
電やਫ༹性のڧ౓が 低分子オϦゴマー΁の結߹性にӨ
していると考えられたڹ 1�）。Ұํで、アルデώυج（Ϩ
チナール）やώυロΩγج（Ϩチϊール）は、より高分
子のूڽମに結߹しやすく、Aϐઢ維ܗ੒཈੍につなが
ることが考えられた 1�）。

̐ɽ┍┲ⓤ┺┭┺┳ ϨϕϧͰͷϏλϛϯ"ͷޮՌ

┭┲ⓤ┺┭┺┳ においてϏλϛン A のܽ๡によって高次೴機
能障֐やAϐ௜ணがىこったとする報告がいくつかある。

Ϗλϛン A ܽ๡マ΢スではւഅの長ظ増ڧが高౓に
཈੍され、長ظ཈ѹのফࣦがみられ、重要なことに、こ
れらのॴ見はϏλϛン A のิॆによって回෮したと報
告された 1�）。

また、コンτロール・マ΢スとϏλϛン A 無しのӤ
をઁ取したマ΢スをൺֱして、Ϗλϛン A ܽ๡により
ニϡーロάラニンのൃ現が༗ҙにݮগすることにより、
ೝ஌機能障֐がىこることも報告された 15）。

さらに、 A% Ϟデルマ΢スに � ि間Ϩチϊインࢎをܦ
ෲߢతに౤༩したとこΖ、೴಺の Aϐ௜ணだ͚でなく、
λ΢୿നのϦンࢎԽもݮগさせ、さらに高次೴機能障֐
も改ળすることが報告された 1�）。

̑ɽώτʹ͓͚ΔϏλϛϯ"ͷޮՌ

A% では݂ਗ਼や݂ᕶのϏλϛンऀױ A ྨや ϐôΧロチ
ンの低Լが報告されている 17ʙ21）。�5ʙ9� のࡀ ��2 人の
高ྸऀにおいて、݂ᕶ ϐôΧロチンೱ౓が高い΄どهԱ
機能が良޷であったことが報告されている 22）。また、オ
ランダでのԣஅత研究は ϐôΧロチンのઁ取がଟい΄ど、
高ྸऀのೝ஌機能が良޷であることをࣔしている 2�）。Ϗ
λϛンAは೴݂ӷ関໳を௨աしやすいとの報告もあり2�）、
ώτにお͚る効Ռもظ଴される。ただし、ա৒ઁ取によ
るϏλϛン A ա৒঱（ܰ౓であればԼཀྵなどの食தಟ
༷঱ঢ়、重ಞであれば݇ଵײ、ൽෘ障֐、೴ѹဏ進によ
る಄௧ٴͼうっ݂ೕ಄など）に஫ҙするඞ要がある 25）。
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̒ɽ͓ΘΓʹ

Ϗλϛン A や ϐôΧロチンは、┭┲ⓤ┺┭┸┶┳ だ͚でなく、┭┲ⓤ
┺┭┺┳ 実ݧ系においても Aϐ֐્ूڽ効Ռをࣔし、 A% に
ରする࣬ױ修০効Ռがある可能性がある。
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զʑの生׆は、༷ʑなԽ学物࣭により支えられている。Խ学物࣭を安全に利用するためには、それͧれのԽ学物
࣭によりݒ೦されるಟ性のڧさやछྨをత֬に೺Ѳすること、すなわͪ安全性評価が重要である。Խ学物࣭の安全
性評価は動物ݧࢼをؚΉ༷ʑなݧࢼによりߦわれているが、時間やコスτがかかることや動物Ѫޢの؍点から、よ
り効率తかつ৴པできる新たな評価ख๏の開ൃがٻめられている。ߏ଄׆性૬関を࢝めとした ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ 評価ख๏は
解ܾࡦのҰつとしてظ଴され、世界֤国で実用Խに͚޲たݕ討が進められているとともに、ถ国を࢝めとした੍ن
౰ہ౳において、限られたൣғではあるがطにϦスク評価に用いられている。本ߘでは、Խ学物࣭Ϧスク評価にお
͚る ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ ख๏のঢ়گと、զʑの研究ࣨにお͚る研究をؚΉ、ώτ݈߁Өڹ分໺にお͚る評価ख๏開ൃの動޲を
঺հする。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

CheNicals proWide huNans Xith Nany conWeniences and iNproWe our liWes in Nany Xays� Safety inforNation on 
cheNicals is necessary for the proper use and NanageNent of cheNical substances or the products containing theN� 
Many types of toYicity tests
 including aniNal tests
 are necessary for safety assessNent of cheNicals� )oXeWer
 due 
to aniNal Xelfare concerns
 cost and long tiNes necessary for testing
 the deWelopNent of neX
 reliable and efficient 
Nethods is badly needed� The ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ approach
 Xhich inWolWes structure�actiWity relationships
 is considered to be 
one proNising Nethod and is currently being studied for possible future practical applications� Although in liNited 
scope
 ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ Nethods are already used for safety assessNent for risL assessNent by authorities
 such as the &1A 
in the 6nited States� In this paper
 the current state of the use of ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ Nethods in cheNical safety assessNent 
Xill be introduced and Xill include studies froN our laboratory on huNan health risL assessNent�

ཁɹࢫ

̍ɽ͸じΊʹ

զʑの生׆は、޻業用Խ学物࣭を࢝め農ༀ、食品ఴՃ
物、Խহ品およͼҩༀ品などଟくのԽ学物࣭により支え
られている。それらԽ学物࣭は、ࢲたͪにଟくの利ศ性

を༩えてくれるҰํで、これまで時に重大な݈߁ඃ֐を
Ҿきىこしてきた。そうしたաڈの܇ڭから、今日で
は新たに্ࢢされるԽ学物࣭については、その用్にԠ
͡た安全性評価のための༷ʑなݧࢼがٛ務෇͚られてい
る。そのҰํで今日のような安全性ݧࢼがߦわれるҎલ

Խֶ෺࣭ͷ҆શੑධՁʹ͓͚Δ ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ ධՁख๏ͷར༻ʹ͍ͭͯ
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から使用されているԽ学物࣭のଟくについては、安全性
評価はߦわれていない。それらのԽ学物࣭については、
これまでの使用実੷から安全であるかの͝とく使用され
ଓ͚ているが、使用ྔの増大や、新たな用్や使用ܗ態
での使用により、これまで報告されていない݈߁ඃ֐が
在Խする可能性は൱ఆできない。Խ学物࣭による新たݦ
な݈߁ඃ֐の๷ࢭのためにはૣٸな安全性評価の実ࢪが
๬まれるが、安全性ະ評価のままྲྀ௨しているԽ学物࣭
は਺ສछともいわれており、それら全てについて動物ࢼ
するのはඞ要とࢪを実ݧࢼをؚΉ安全性評価のためのݧ
なるඅ用やظ間の面から現実తではない。さらには、動
物ݧࢼについては、動物Ѫޢの؍点からもなるべく࠷খ
限にཹめることがٻめられており、ط存Խ学物࣭のみな
らͣ新نԽ学物࣭の安全性評価においても、より効率త
かつ৴པ性の高い新たな安全性評価ख๏の֬立が๬まれ
ている。ۙ年、これまでに஝ੵされたݧࢼ৘報をもとに
Խ学物࣭の安全性を ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ で༧ଌ評価するख๏が解ܾ
޲଴されており、世界֤国で実用ԽにظのҰつとしてࡦ
͚たݕ討が進められている。

̎ɽ҆શੑධՁʹ༻͍ΒΕΔ ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ ධՁख๏

生物׆性の ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ ༧ଌは、Խ学物࣭の生物学త׆性
がその物࣭ݻ༗の性࣭によってઆ໌可能であり、した
がってԽ学ߏ଄からの༧ଌやط஌のྨࣅԽ߹物の׆性か
らのਪఆが可能であるとのલ提に立っている 1）。

安全性評価に用いられる ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ ख๏は、ߏ଄׆性૬
関とΧテゴϦーアϓローチに大ผされる。ΧテゴϦーア
ϓローチでは、Խ学物࣭をάルーϓ（ΧテゴϦー）Խし
てΧテゴϦーにଐする物࣭のデーλギϟッϓ（デーλの
無い部分）を他のΧテゴϦー物࣭のデーλから༧ଌする
2）。ΧテゴϦーとは、物理Խ学త性࣭とώτ݈߁もしく
はڥ؀΁の༗֐性やڥ؀தでのফࣦڍ動（生分解性や஝
ੵ性）のྨࣅが༧૝され、これらの性࣭がԽ学ߏ଄のྨ
ଇతなύλーンにैうと༧૝されるن性の結Ռとしてࣅ
Խ学物࣭άルーϓのことで、άルーϓԽのࠜڌとなるྨ
ମۦ଄、共௨のલߏや部分ج能׭性としては、共௨のࣅ
や分解生੒物౳が用いられる。ΧテゴϦーにؚまれるԽ
学物࣭のಟ性エンυϙインτを、ߏ଄や作用機ং౳のྨ
するΧテゴϦーϝンόーの同͡ಟ性エンυϙインτのࣅ
実ݧデーλより༧ଌして、デーλิ׬するख๏をϦーυ

アクロースとݺͿ。ΧテゴϦー物࣭のߏ଄や性࣭からエ
ンυϙインτをఆ性త、ఆྔతに༧ଌする。৔߹によっ
ては、τϨンυ解ੳや֎部のߏ଄׆性૬関Ϟデルを用い
てデーλギϟッϓをิ׬する。ΧテゴϦーアϓローチの
、大の೉関は、ΧテゴϦーのఆٛにある。Ұൠతには࠷
なるべくଟくのྨࣅ物࣭をؚΉΧテゴϦーは、গ਺の物
࣭に限ఆされたΧテゴϦーよりも৴པ性が高い。༧ଌし
たいಟ性エンυϙインτについてデーλがೖख可能なྨ
うߦ物࣭が存在しな͚れば、ΧテゴϦーアϓローチをࣅ
ことはできない。ΧテゴϦーのܗ੒、Ϧーυアクロース
のଥ౰性の評価にはઐ໳Ոの൑அがඞ要である。

Ұํ、ߏ଄׆性૬関には、׆性に関༩すると思われる
ෳ਺の分子ߏ଄طड़子や物理తύラϝーλとの関܎を౷
ஙしてఆߏ討し、૬関ࣜや൑ผϞデルをݕ学తにൺֱܭ
ྔతもしくはఆ性త൑ఆをߦう（ఆྔత）ߏ଄׆性૬関

（（2）SAR）、ط஌デーλから評価しようとする生物׆性
をもたらすಛ௃తな部分ߏ଄をఆٛし、部分ߏ଄の༗無
もしくは組み߹わせたݧܦଇルールから൑ఆをߦうエΩ
スύーτγステϜなどのख๏がある。いͣれのख๏もط
஌৘報をجにしたݧܦతな൑அにͮجくものであり、༧
ଌの৴པ性やద用性は༧ଌϞデルやアラーτߏஙに用い
られたԽ学ߏ଄の਺と生物׆性の৘報の࣭にґ存する。
さらには、े分な৘報の無いエンυϙインτにはϞデル
ࢢ、性૬関解ੳには׆଄ߏ。ஙそのものができないߏ
ൢ・ϑϦーをؚΉ༷ʑなιϑτ΢Σアが利用可能であ
る。Խ学物࣭の安全性評価に༗用なιϑτ΢Σアについ
て、Ԥभҕһ会共同研究ηンλー（JRC� Joint Research 
Centre）よりৄࡉなϨϏϡーがެදされているのでそ
ͪらをࢀরするとよい �）。

̏ɽ�Խֶ෺੍࣭نʹ͓͚Δ ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ ධՁख๏ར
༻ͷݱঢ়

┭┲ⓤ ┷┭┰┭┧┳ 評価ख๏は、限られたൣғではあるがطにถ
国を࢝めとしたϦスク評価機関౳で用いられている。Ҏ
Լでは֤国にお͚る利用ঢ়گについて֓આする。

ถ国のԽ学物੍࣭ن๏であるToYic Substances Control 
Act（TSCA）では、新نԽ学物࣭のಧ出において事業
ऀにಛఆのݧࢼデーλの提出をٛ務෇͚ていない。その
ためಧ出される新نԽ学物࣭のଟくについては安全性ࢼ
で（1A&）ہޢ保ڥデーλがܽ೗しており、ถ国؀ݧ
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は安全性評価のため༷ʑな ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ ιϑτ΢Σアをಠࣗ
に開ൃして評価に用いている。&1A では、それらのι
ϑτ΢Σアをެ開 �）するとともに、ا業ಠࣗのԽ学物࣭
スクϦーニンά評価にお͚る ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ 評価をਪ進するた
め The Sustainable Futures （SF） InitiatiWe を組৫して
それらのιϑτ΢Σアを用いたԽ学物࣭ ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ 評価τ
Ϩーニンάを実ࢪしている。

ԤभのԽ学物੍࣭ن๏である R&AC)（Registration
 
&Waluation
 Authori[ation and Restriction of CheNicals）
では、新نԽ学物࣭とط存Խ学物࣭の۠ผなく全Խ学物
࣭（1τンʗ年 Ҏ্）について੡଄༌ೖྔにԠ͡た安全
性ݧࢼデーλのొ࿥を事業ऀに要ٻしているが、動物
Ѫޢの؍点から、ݧࢼデーλの無いԽ学物࣭について、
ొ࿥にඞ要な৘報をಘるために୅ସ๏の׆用とฒͼ、
2SAR ౳ ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ ख๏の׆用をਪ঑している 5）。現ঢ়で
は、ώτ݈߁Өڹ評価に関しては、ओにྨࣅ物࣭からの
ΧテゴϦーアϓローチによるొ࿥がओであり、いわΏる
2SAR Ϟデルの使用਺はগないが、&6 では R&AC) の
にあわせて༷ʑなߦࢪ ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ 安全性評価に関する研究
ϓロジΣクτが進められており、RA&C) の本֨ӡ用に
൐い৘報ެ開が進Ήことで、新たなϞデル開ൃなどの進
లがظ଴される。

Ұํ、զが国の新نԽ学物࣭の事લ৹੍ࠪ౓であるԽ
学物࣭৹੍ࠪن๏（Խ৹๏）では、ೱॖ性評価について
2SAR の׆用をҰ部ೝめている。また、さらには、ฏ
੒ 2� 年౓改正により࢝められた༏ઌ評価Խ学物࣭のϦ
スク評価においてҨ఻ಟ性౳の 2SAR πールの׆用が
。討されているݕ

O&C% では、高生産ྔԽ学物࣭点ݕϓロάラϜ（)igh 
1roduction 7oluNe CheNical（)17）1rograNNe）により、 
Ճໍ֤国の੓෎とا業で分୲してハβーυデーλ、ば
く࿐デーλを収ूし、ॳظϦスク評価のための SI%S 

（スクϦーニンά用デーληッτ）を作੒するϓロάラ
Ϝ（SIAMɿSI%S Initial AssessNent Meeting、現在は
CoCAMɿCooperatiWe CheNicals AssessNent Meeting�））
を進めており、զが国で評価を୲౰したジϝチルアニϦ
ンྨ 7）を࢝めとしたྨԑ物࣭の評価においては、Χテゴ
ϦーアϓローチによるҰׅ評価がߦわれている。また、
O&C% では、Ճໍ֤国にお͚る安全性評価にお͚る ┭┲ⓤ
┷┭┰┭┧┳ ख๏の׆用をਪ進するため、੍ن機関や関ऀ܎が
共௨に利用可能な ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ 安全性評価ϓラッτϗーϜと
して O&C% 2SAR ToolboY（O&C% T#）�）の開ൃを進

めている。O&C% T# には、֤国から提ڙされたԽ学物
࣭のԽ学ߏ଄৘報やಟ性৘報とともに、Ճໍ֤国からの
ઐ໳Ոでߏ੒される O&C% T# マネージϝンτάルー
ϓにより、Խ学物࣭の安全性評価に༗用であると൑அさ
れた֤छπールが౥ࡌされており、無ঈで利用可能であ
る。また、੍ن໨తで用いられるߏ଄׆性૬関ख๏のຬ
たすべき৚݅を O&C% ଇݪ 9）としてެදしている。

&FSA（&uropean Food Safety Authority）や J&CFA
（The Joint FAO�8)O &Ypert CoNNittee on Food 
AdditiWes）では、食品߳料のϦスク評価において、ಟ
性学తݒ೦ᮢ஋をแׅ評価する TTC（Threshold of 
ToYicological Concern）アϓローチが用いられてい
る。TTC ࣗମはߏ଄׆性૬関ではないが、&FSA や
J&CFA の TTC 評価スΩーϜにお͚るԽ学物࣭分ྨの
ため CraNer rule とݺばれるԽ学ߏ଄からのಟ性分ྨ๏
が用いられている。CraNer rule は、1972 年に CraNer
らによりൃදされたԽ学ߏ଄からݒ೦されるಟ性Ϩϕル
を � クラスに分ྨするख๏であり、その後、Munro らに
より֦ுがߦわれた 10）。&FSAのscientific coNNittee（Պ
学ҕһ会）では、CraNer rule は、�0 年Ҏ্લにߏஙさ
れた分ྨルールであるが、その後の研究から現在でも༗
用であると結論している 11）。

ҩༀ品੍نの国際ج४をݕ討する日ถ &6 ҩༀ品੍ن
調和国際会議（IC) � International Conference on )ar�
Nonisation of Technical ReRuireNents for Registration 
of 1harNaceuticals for )uNan 6se）でݕ討されている
Ҩ఻ಟ性不७物評価のΨイυライン（IC) M7）Ҋ 12）にお
いては、Ҩ఻ಟ性ݧࢼ結Ռが無い不७物について、┭┲ⓤ
┷┭┰┭┧┳ 評価をೝめている。Ҩ఻ಟ性の ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ 評価のため
には、O&C% ଇにैうݪ 2 छྨの（2）SAR を用いて
い、そのうͪߦ 1 छྨはルールϕースのエΩスύーτγ
ステϜを、もう 1 छྨは౷ܭϕースのख๏を用いること
とされている。

̐ɽҨ఻ಟੑͷ ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ ධՁ

Խ学物࣭のൃがん性は、ώτの݈߁にとって࠷も重ಞ
なಟ性のҰつである。ൃがん性物࣭に関するߏ଄׆性૬
関研究のྺ࢙は長く、19�0 年ࠒにはطにϕンπϐϨン
の物性とൃがん性との関連を໌らかにするための研究
がߦわれている。1970 年୅になって JaNes & &li[abeth 
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Miller らは、ଟくのൃがん性Խ学物࣭は、ٻ電子性༠ಋ
ମか、もしくは生ମ಺でそれらに୅ँされて、ൃがんඪ
త組৫において %NA やλンύク࣭などの֩ٻ性جと結
߹し、がんをҾきىこすという理論をএえた 1�）。その
後、ൃがん性Խ学物࣭（アルΩルԽࡎ、インλーΧϨー
λーなど）にײड性をもつサルϞネラ変ҟגを用いた
ANes ݧࢼ 1�）が開ൃされ、ANes でཅ性をࣔすԽ学ݧࢼ
物࣭の作用は、΄とんど Millers Ծઆのൣᙝでଥ౰と考
えられた。現在では、ൃがん性物࣭は作用機ংの؍点か
ら %NA に௚઀ଛইを༩えるҨ఻ಟ性ൃがん物࣭と、௚
઀తに %NA ଛইをىこすことは無いඇҨ఻ಟ性ൃがん
物࣭に分ྨされ、Ҩ఻ಟ性ൃがん物࣭は Miller Ծઆに
ैったಛ௃を持ͪ、それࣗମがٻ電子性であるか、その
୅ँ産物や୅ँத間ମがٻ電子性を持つことがࣔされて
いる。Miller のٻ電子理論にଓいて、Ashby と Tennant
はถ国 National ToYicology 1rograN の 222 のԽ学物࣭
のதから͛っൃྨࣃがん性ݧࢼཅ性とڧい૬関性をࣔす
1� छྨのߏ଄アラーτ（SAɿStructural Alert）を同
ఆし、ൃがん性༧ଌϞデルを開ൃした 15）。その後のݕ
ূで、Ashby の SAR Ϟデルは、ൃがん性ݧࢼ結Ռとは
�5� のҰகにཹまったのにରして、ANes 結Ռとはݧࢼ
7�� がҰகし 1�）、Ҩ఻ಟ性物࣭にରする༧ଌ性が高い
ことがࣔされた。

ANes に関しては、これまでにଟくのݧࢼ ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ ༧
ଌϞデルが開ൃされている。国立ҩༀ品食品Ӵ生研究
ॴでは、国際తに評価の高いزつかのߏ଄׆性૬関Ϟ
デルを用いて ANes ༧ଌにお͚る༗用性についてݧࢼ
を進めている。)ayashiূݕ らは、༧ଌアルゴϦζϜ
がそれͧれҟなる � छのൢࢢιϑτ΢Σア（%&R&,、
A%M&8OR,S、MultiCAS&）による SAR Ϟデルの༧
ଌ結Ռを組み߹わせることにより、֤ݸผϞデルのܽ点
を૬ิし、ANes が可能であるこ্޲の༧ଌਫ਼౓のݧࢼ
とを報告した 17）。

� छのιϑτ΢Σアのうͪ、%&R&, は、ط஌デーλ
からཅ性をࣔすಛ௃తな部分ߏ଄が SA として஌ࣝϕー
スとともにデーλϕースԽされており、SA をࢦඪとし
てఆ性తに༧ଌをߦうエΩスύーτγステϜ 1�）である。
Ұํ、A%M&8OR,S は、Խ学物࣭のߏ଄からࢉܭさ
れるߏ଄طड़子から ANes 結Ռと૬関性の高いύラݧࢼ
ϝーλをந出して、ଟ変ྔ解ੳ、ύλーンೝࣝ౳により
結Ռを༧ଌするݧࢼ 19）、さらに、MultiCAS& はそのத
間ܕであり、౷ܭॲ理により༗ҙに׆性と૬関している

部分ߏ଄（#IO1)OR&）をݕ出し、同͡ #IO1)OR&
を持つԽ߹物ηッτ಺にお͚る׆性のҧいをهड़子

（MO%6LATOR）によりهड़して׆性༧ଌをߦう 20）。
エΩスύーτγステϜでは、高౓なఆྔ༧ଌをߦうのは
೉しいが、༧ଌのࠜڌ（஌ࣝϕース）が容易に֬ೝでき
ることやϞデル全ମのߏ଄を変えることなく஌ࣝϕー
スの௥Ճ֦ுをߦうことができる౳の利点がある。し
かし、ط஌のཅ性物࣭の SA とのマッチンάにより༧ଌ
をߦうため、全ての SA とマッチンάしなくともその
Խ߹物がӄ性であるとは൑ఆできない。MultiCAS& や
A%M&8orLs のように਺学తख๏や౷ܭ学తख๏を用
いるख๏では、ఆྔ஋をもとにϞデルߏஙをߦうことで
ఆྔతなϞデルߏஙも可能であり、かつ人ҝతなόイア
スは排除されるが、ݧܦతなಟ性ઐ໳Ոの஌見を൓өす
ることは೉しい。また、๲大な਺のهड़子を機ցతに生
੒してબผをߦうため学習のաఔでۮવの૬関によるϞ
デルがߏஙされる可能性がある。

)ayashi らはこれまでのݧܦから、分子ྔが �
000 Ҏ
্の高分子Խ߹物の大部分はҰൠに ANes ӄ性であݧࢼ
ることなどを考ྀしたܾఆथをߏஙし、� つの SAR Ϟ
デル全てにおいてཅ性もしくはӄ性の৔߹に൑ఆをߦう
ことで、୯ҰϞデルによる༧ଌにൺべ༧ଌ率はܶతに޲
্し、ײ౓ �7�、ಛҟ性 95�、Ұக率 9�� とඇৗに高
い༧ଌ結Ռをࣔした。ただし、このܾఆथで༧ଌ可能な
Խ学物࣭のׂ߹（Applicability）は໿൒分ఔ౓（55�）
であった。ஶऀらは、)ayashi らの用いた � छの SAR
Ϟデルを用いて食品߳料 ��7 物࣭の ANes デーλݧࢼ
によるূݕをߦった 21）。その結Ռ、ײ౓ �7�、ಛҟ性
�1�、Ұக率 7�� と、ಛにײ౓が低い結Ռとなった。
ったデーληッτのཅߦҼとして൑ఆをݪ౓が低いײ
性物࣭が �� 物࣭とগないため、਺Խ߹物のޡ൑ఆに
より大きくײ౓が低Լしたことが͛ڍられる。Ұํで、
ANes でཅ性結Ռがಘられているにもかかわらͣݧࢼ �
छのιϑτ΢Σア全てでӄ性൑ఆされた物࣭について調
ࠪした結Ռ、ཅ性・ӄ性の結Ռがࠞ在するෳ਺の ANes
Խతࢎ結Ռが報告されている物࣭や、ϝΧニζϜがݧࢼ
障֐によると報告されている物࣭がؚまれており、Ήし
Ζଥ౰な൑ఆ結ՌであΖうと考࡯された。

染৭ମҟৗݧࢼは ANes と同༷に重要なݧࢼ ┭┲ⓤ┺┭┸┶┳
Ҩ఻ಟ性߲ݧࢼ໨のҰつである。ஶऀらは染৭ମҟৗࢼ
についてもݧ ANes 同༷のアϓローチによる༧ଌをݧࢼ
౓、ಛҟ性、Ұக性とも全てײ、みたがࢼ ANes にݧࢼ
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ྼる結Ռであった。染৭ମҟৗݧࢼ結Ռࣗମが、͛っࣃ
ྨൃがん性ݧࢼ結Ռと૬関性が低いこともࢦఠされてお
り、Ұ部の染৭ମҟৗཅ性結ՌはҨ఻ಟ性と無関܎であ
る可能性がある。染৭ମҟৗݧࢼの༧ଌ性の্޲には、
SAR Ϟデルの改良だ͚でなく染৭ମҟৗࣗݧࢼମの改
良もඞ要と考えられる。

̑ɽ┭┲ⓤ┺┭┺┳ ൓෮ಟੑͷ ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ ධՁ

動物ݧࢼは安全性評価においてඇৗに重要である。Ұ
ํで安全性評価にお͚る༷ʑなݧࢼのうͪ࠷も時間やコ
スτのかかるݧࢼであり、さらには動物Ѫޢの؍点か
ら、それを୅ସするかもしくはগしでもݮらすことが可
能なख๏として ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ ख๏΁のظ଴は高い。しかしな
がら、これまでのとこΖྨߏࣅ଄のԽ学物࣭の৘報をも
とにしたΧテゴϦーアϓローチによる評価ྫはあるが、
性૬関では、TTC׆଄ߏ 評価にお͚る CraNer rule の
ద用を除いて国際తにೝめられる ┭┲ⓤ┺┭┺┳ ൓෮ಟ性につ
いての ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ 評価ख๏は開ൃされていない。

Խ学物࣭が ┭┲ⓤ┺┭┺┳ で作用（ಟ性）をൃ現するには、
性のような઀৮部Ґにお͚る൓Ԡによる৔߹を除いܹࢗ
て、生ମに取り込まれるඞ要がある。創ༀ研究において、
ମ಺ٵ収性の良くないༀ物を൑ఆするためのݧܦଇであ

るϦϐンスΩーଇ 22）は༗໊である。۩ମతにはਫૉ結
߹υナー（O) と N)）が 5 Ҏ্、ਫૉ結߹アクηϓݸ
λー（N と O など）が 10 Ҏ্、分子ྔがݸ 500 Ҏ্、
分配܎਺（Log1）が 5 Ҏ্、のいͣれかにあてはまる
ༀ物はܦ口ٵ収性が良くないとされる。ܦ口アϕイラϏ
ϦテΟーの্޲は、ҩༀ品であれば、より低用ྔでのༀ
効ൃ現がظ଴されるが、Խ学物࣭であればより低用ྔで
ಟ性のൃ現する可能性がある。さらに、ۙ年の༹ࢷ性と
Խ߹物の性࣭との関܎についてのϨϏϡー2�）では、ܦ口
、をड͚ڹ収性はບಁա性と༹解౓、୅ँ安ఆ性にӨٵ
log1 は 0ʙ� が๬ましく、ҰํでҰൠಟ性については、
性の増Ճにより༹ࢷ 1roNiscuity （いΖんなλンύク࣭
にඇಛҟతに結߹する性࣭）が増大し、log1 ʼ � もし
くは log1 ʼ 2 で 1roNiscuity がܶతに増大し、さらに
Ԙج性Խ߹物はࢎ性やத性Խ߹物にൺべて 1roNiscuity
が高く、log1 ʼ � 、1SA� ʻ 75 ̃2 のԽ߹物はಟ性Ϧ
スクが 2�5 ഒ高まることがࣔされている。

զが国のط存Խ学物࣭点ݕϓロάラϜで൓෮౤༩ಟ性
�2）ݧࢼ 日間ݧࢼもしくは生৩ൃ生ซ߹ݧࢼ）が実ࢪ
された 2�� Խ߹物について、Log1 ஋（ࢉܭ஋）とಟ性
NO&L）ྔڹにお͚る無Өݧࢼ ஋）の関܎を解ੳした
結Ռ（ਤ 1）、Log1 ஋ʹ 2ʙ� のൣғに NO&L ஋の低
い物࣭がूதしており、Log1 ஋の۠間͝とにԽ学物࣭
の NO&L ฏۉ஋をࢉܭすると Log1 ஋ʹ 2ʙ� の物࣭の
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ฏۉ NO&L ஋を୩として Log1 が高いもしくは低いԽ
߹物܈では、Log1 ஋にैってฏۉ NO&L ஋が高くな
る޲܏が໌らかである。この結Ռは、Խ学物࣭の ┭┲ⓤ┺┭┺┳
ಟ性評価においても༹ࢷ性が重要なࢦඪとなることをࣔ
すとともに、Log1 ஋ʹ 2ʙ� の物࣭であっても NO&L
஋の高い物࣭はଟく、それだ͚では不े分であることも
ࣔしている。

ಟ性とҰ口に言っても ┭┲ⓤ┺┭┺┳ でൃ現するಟ性変Խは
ଟछଟ༷である。さらには、同͡ଁثにお͚るಟ性変Խ
であっても ┭┲ⓤ┺┭┺┳ でのಟ性ൃ現はଟ༷なϝΧニζϜに
よってҾきىこされ、ಟ性ϝΧニζϜ͝とにಛҟతなԽ
学ߏ଄が関༩する可能性が考えられる。ߏ଄׆性૬関に
よる評価のためには、ಟ性ϝΧニζϜ͝とにϞデルߏங
をߦうඞ要がある。しかし、௨ৗのಟ性ݧࢼ結Ռからಟ
性ϝΧニζϜを൑அすることはࠔ೉であり、さらに同͡
ϝΧニζϜでಟ性ൃ現する૬౰਺のԽ学物࣭がな͚れば
Ϟデルߏஙができないことが、┭┲ⓤ┺┭┺┳ ಟ性の༧ଌをࠔ೉
にしている。ஶऀらは、؊ಟ性についてϝΧニζϜがҟ
なると૝ఆされるओ要なප理変Խについてݸผに༧ଌϞ
デルをߏஙして、それらを組み߹わせることで༧ଌਫ਼౓
が্޲する༧උతな結Ռをಘており、現在、ূݕを進め
ている。しかし、༷ʑなଁثにお͚るଟ༷なಟ性変Խそ
れͧれについて༧ଌϞデルをߏஙするためには、それͧ
れのಟ性変Խについて解ੳにదしたデーληッτのॆ実
が今後の՝題としてあ͛られる。

現在、O&C% をத৺としてಟ性ൃ現の分子ϝΧニζ
Ϝに立٭したෳ਺の評価Ϟデルを用いた評価ख๏のݕ
討が進められている。すなわͪ、༷ʑな ┭┲ⓤ┺┭┺┳ ಟ性に
ついてಟ性ൃ現にܨがる分子ϝΧニζϜである AO1

（AdWerse OutcoNe 1athXay）2�）を໌らかにしてそれͧ
れについて評価Ϟデルをߏஙして、それらを組み߹わせ
て ┭┲ⓤ┺┭┺┳ ಟ性の評価をߦおうとするものである。AO1
にରする ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ 評価系のߏஙには、ಟ性൓Ԡのきっか
͚となる分子イϕンτである Nolecular initiating eWent

（MI&）が໌֬Խされており、MI& を評価可能な ┭┲ⓤ┺┭┸┶┳
評価系が利用可能で、Ϟデル（アラーτ）ߏஙのための
Խ߹物スクϦーニンάデーλがಘられているඞ要があ
る。現在、O&C% では֤国からの提Ҋにより༷ʑなಟ
性についての AO1 開ൃが進められており、ۙいকདྷ、
ओ要な ┭┲ⓤ┺┭┺┳ ಟ性については、┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ 評価が可能とな
るかもしれない。

̒ɽ͓ΘΓʹ

全てのԽ学物࣭の動物ݧࢼをؚΉ安全性ݧࢼを ┭┲ⓤ
┷┭┰┭┧┳のみもしくは┭┲ⓤ┺┭┸┶┳のみで׬全に୅ସすることは、
┳┧┭┰┭┷೦ながら不可能であΖう。しかし、┭┲ⓤ࢒ と ┭┲ⓤ┺┭┸┶┳
系を組み߹わせた評価スτラテジーをߏஙし、それによ
り評価が೉しい新ߏن଄物࣭やಟ性エンυϙインτにつ
いてのみඞ要࠷খ限のಟ性ݧࢼを実ࢪすることで、৴པ
性をଛなうことなく効率తな安全性評価をߦうスτラテ
ジーのߏஙはे分可能と考えられる。その実現のために
は、ಟ性だ͚でなく༗機Խ学や分子生物学、৘報Պ学な
ど༷ʑな分໺のઐ໳Ոのྗڠが重要である。
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食品はԽ学తには無਺のԽ߹物のかたまりであり、そのதにはߏ଄や性࣭がわかっているものから全く不໌のも
のまでがଟ਺存在する。ࢲたͪはその全てについて஌っているわ͚ではないが、それでも੡品を安全だとしてൢച
したり、ߪೖして調理して食べたりしている。Ճ޻食品の৔߹、੡଄業ऀは食品をθロから߹੒するわ͚ではなく
してൢചしているのであるが、ফඅऀにとってはその੡品の安全性については੡଄・ൢച業޻ೖし、Ճߪ料をࡐݪ
ऀに全੹೚があると考えられるだΖう。実際に঎品のࡐݪ料やՃ޻޻ఔについて࠷もଟくの৘報をもっているのは
੡଄業ऀであΖう。ैってその੡品にとってԿがϦスクになりうるのか、どういう஫ҙがඞ要なのかについては事
業ऀࣗらが評価しておくことが๬ましい。Χラϝル৭ૉの不७物をྫに、ϦスクϓロϑΝイルの作੒をનめる。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

Food consists of Nany cheNical coNponents Xhich properties are LnoXn or unLnoXn� 8e don`t LnoX theN eYactly
 
though Xe are selling
 buying
 cooLing and consuNing theN as deeNed safe� Food Nanufacturers produce 
prepacLaged foods froN Nany ingredients bought froN other coNpanies or farNers� They  do not synthesi[e food 
froN pure cheNical
 but it is Nanufactures` responsibility for safety and Ruality of the products froN consuNer`s 
point of WieX� Actually
 it is the Nanufacture that LnoXs best about the products
 for eYaNple
 hoX they are 
processed
 Xhat ingredients are used and so on� It is the reason Xhy Nanufactures are recoNNended to assess 
the risL and proWide risL NanageNent procedure ahead� This paper presents an eYaNple
 ��NethyliNida[ole
 a 
contaNinants in caraNel colors�
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ཁɹࢫ

̍ɽ͸じΊʹ

食品にはҙਤతにՃえられたものも、そうでないもの
もあわせて無਺のԽ߹物がؚまれているが、その全てを
஌ることは不可能である。現୅の日本でも食தಟはそれ
なりのස౓でൃ生しているのだが、ফඅऀの間には食べ
ることが時に໋のݥةを൐うものだというೝࣝは΄とん

どなく、食品は「安全で安৺」なのが౰વだという֮ײ
が޿がっているようだ。そしてۙ年の分ੳ技術の進าも
あって、時に思いが͚ないものが食品からݕ出されたと
いうことがニϡースになる。問題なのはそれがどのఔ౓
のྔでどのൣғの食品にೖっているか、なのであるが、
されない、といった論調がڐ、だݥة出されただ͚でݕ
૬変わらͣଟい。食品தにؚまれるԽ学物࣭のϦスク

৯඼தԽֶ෺࣭ͷϦεΫධՁʹ͍ͭͯ　ᴷࣗࣾ੡඼ʹ͍ͭͯϦεΫϓϩϑΝΠϧΛ࡞੒͠Α͏
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は、ཹ࢒農ༀや食品ఴՃ物のようにҙਤతに使用される
ものについてはۃめて低くなるように؅理されている。
しかしҙਤせؚͣまれるものについてはඞͣしもそうで
はなく、さらにϦスク評価ができる΄どのデーλが無い
৔߹もある。それでもその食品の੡଄・ൢച業ऀにはফ
අऀのٙ問に౴える、あるいは不安にରԠするඞ要があ
る。そこでਪ঑したいのがࣗࣾ੡品に存在しうるハβー
υについて、ϦスクϓロϑΝイルを४උしておくことで
ある。もともと੡品についてよく஌っているのは事業ऀ
のはͣである。食品の安全性を୲౰しているߦ੓機関は、
どんなに༏れた能ྗを持っていたとしても、ݸผ੡品の
੡଄޻ఔやࡐݪ料のೖखઌなどのৄࡉについてはا業か
らの৘報提ڙがない限り、わからないのである。࠷も良
く஌っているとこΖが࠷も良いϓロϑΝイルを作ること
ができるはͣである。

̎ɽΧϥϝϧ৭ૉͷ �ô.&* をྫʹ

ถ国で࿩題になり、ؖ国や日本でもҰ部が取りۙ࠷
্͛たΧラϝル৭ૉதの不७物である �ôϝチルイϛダ
κール（�ôM&I）をྫにϦスクϓロϑΝイルを考えて

みよう。なおこれは、චऀがެ開されているデーλのみ
をもとにࢼ作したものであり、事業ऀであればݸผの੡
品の実際の使用ྔなどのデーλが使えるはͣである。

（�）�Ϩϕϧ �ᴷҰ໨ͰΘ͔Δ؆୯ͳまͱΊ
できるだ͚؆୯に、Ұ໨で全ମが೺Ѳできるようなも

のを作る。ॱ൪として࠷ॳにもってきたのは、৘報を஌
りたい人（ྫえばফඅऀ૬ஊ૭口のオϖϨーλーがফඅ
ऀからの࣭問にすぐに౴えたい時など）にとってそれが
ਅっઌにあるとศ利だからで、作੒खॱとしてはৄࡉ
デーλをϨϏϡーした্で、࠷後になる。

#fR（υイπ連๜Ϧスク評価研究ॴ）のϦスクϓロϑΝ
イルの༷ࣜをҰ部改変して使うとද 1 のようになる。こ
のϑΥーマッτは全てのԽ߹物に共௨で、どこに৭が෇
いているかで൑அする。コーラҿ料に使われるΧラϝル
৭ૉதの不७物としての �ôM&I についてはൺֱత؆୯
に、安全্問題となることはないと൑அできる。

（�）�Ϩϕϧ �ᴷϦεΫϓϩϑΝΠϧγʔτͷ࡞੒
よく使われるϦスクϓロϑΝイルγーτのܗ（ද 2）

を使ってみた。

ද �ɹΧϥϝϧ৭ૉͷ �ô.&*
5BCMF��ɹ�3JTL�1SPGJMFT�PG��ô.&*�JO�$BSBNFM�$PMPST（TIPSU�WFSTJPO）

ର৅ͱͳΔूஂ ίʔϥをҿΉҰൠਓ

ͷՄೳੑ֐ඃ߁݈ ௨ৗͷઁऔͰ݈߁ඃ͕֐ͰΔՄೳੑ͸ͳ͍

ͷॏ঱౓֐ඃ߁݈ ͳ͠ ڹͳӨ͔ۇ
ՄٯʗෆՄٯ

தఔ౓ͷӨڹ
ՄٯʗෆՄٯ

ॏେͳӨڹ
ՄٯʗෆՄٯ

ೖखͰ͖Δσʔλͷ৴པੑ ͍ߴ
΋ॏཁͳσʔλ͕͋Γ࠷
੔߹ੑ͕͋Δ

ฏۉత
͍͔ͭ͘ͷॏཁͳσʔλ͕ෆ଍͍ͯ͠Δ͋Δ͍͸ໃ६͕͋Δ

௿͍
ॏཁͳσʔλ͕無͍ɺ
͋Δ͍͸ໃ६すΔ

ফඅऀʹΑΔίϯτϩʔϧ ίϯτϩʔϧͷඞཁ͸ͳ͍ ༧๷తાஔͰ
ίϯτϩʔϧͰ͖Δ

ઁऔをࠩ͑͠߇Δ͜ͱͰ
ίϯτϩʔϧͰ͖Δ

ίϯτϩʔϧͰ͖ͳ͍

ද �ɹ �ô.&* ͷ҆શੑʹؔすΔϦεΫϓϩϑΝΠϧγʔτ
5BCMF��ɹ�3JTL�1SPGJMFT�PG��ô.&*�JO�$BSBNFM�$PMPST（GVMM�WFSTJPO）

（˓೥˓݄˓日）
߲ɹ໨ ಺ɹ༰
ϋβʔυͷ໊শ �ôϝνϧΠϛμκʔϧ

�ôNFUIZMJNJEB[PMF
$"4൪߸ɹ���������
Խֶࣜɹ$�)�/�ɹ
෼ྔࢠɹ�����
ಉٛޠɹ�)ô*NJEB[PMF
��ôNFUIZM�（�$M）��JNJEB[PMF
��ôNFUIZM���（�）�NFUIZMHMZPYBMJOF���（�）
 �（�）�NFUIZMJNJEB[PMF��
�ôNFUIZMJNJEB[PMF
（ଞʹߏ଄ࣜͳͲ）
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༝དྷ ・�৯඼ɹΧϥϝϧ৭ૉ&���D（Ϋϥεᶙ）ͱ�&���E（Ϋϥεᶚ）ͷෆ७෺ɻ
・�ൃ ߬৯඼ͷ෭ੜ੒෺ɹΞϯϞχΞͱؐݩ౶ͷ൓ԠͰੜじΔɻ
（஫：�Χϥϝϧᶙ：࠭౶まͨ͸ϒυ΢౶ʹ୅ද͞ΕΔ৯༻୸ਫԽ෺ʹɺΞϯϞχ΢ϜԽ߹෺をՃ͑ͯɺまͨ͸͜Εʹࢎ

΋͘͠͸ΞϧΧϦをՃ͑ͯ೤ॲཧを͏ߦɻ
� �Χϥϝϧᶚ：࠭౶まͨ͸ϒυ΢౶ʹ୅ද͞ΕΔ৯༻୸ਫԽ෺ʹɺΞϯϞχ΢ϜԽ߹෺͓ΑͼѥེࢎԽ߹෺をՃ͑

ͯɺまͨ͸͜Εʹࢎ΋͘͠͸ΞϧΧϦをՃ͑ͯ೤ॲཧを͏ߦɻ）
・�৯඼Ҏ֎ɹҩༀ඼ɺࣸਅ༻Խ߹෺ɺ৭ૉɺΰϜͳͲଟ༷ͳ製඼ͷ੒෼Ͱ͋Δɻ
・�λόίͷԎʹؚまΕΔɻ

४஋ɺͦͷଞͷϦεΫ؅ཧાஔج
&'4"（Ԥभ৯඼҆શؔػ） ・�৯඼ఴՃ෺ͷΧϥϝϧ৭ૉʹ͍ͭͯ͸&6�άϧʔϓ "%*（Ұ日ઁऔڐ༰ྔ）����NH�LH ମॏ �日（Χϥϝϧ৭ૉͦͷ

΋ͷͷ/0"&-（࠷େ無ಟੑྔ）͸਺ʙ਺े H�LH ମॏ �日）ɻ
・�Χϥϝϧ৭ૉதͷ �ô.&* ͷؚ༗ྔʁʹ͍ͭͯ͸ྩࢦ ���������&$ʹΑΓ࠷େ ����NH�LH�ҎԼɻ
・��ô.&* ͷ /0"&- ͸ ���NH�LH ମॏ �日（/51（ถࠃࠃՈಟੑϓϩάϥϜ）ͷ݁ݧࢼՌ͔ΒɻҨ఻ಟੑ͸ͳ͍ͱධՁɻ
Ծʹ҆શ܎਺ ��� を࠾༻すΔͱ 5%*（଱༰Ұ日ઁऔྔ）͸ ����NH�LH ମॏ �日ʹͳΔ）ɻ

+&$'"（'"0�8)0߹ಉ৯
඼ఴՃ෺ઐ໳Ոձٞ）

・�Χϥϝϧ৭ૉͱͯ͠ͷ͕Μੑݪ΍มҟੑݪ͸ӄੑɻ

ΧϦϑΥϧχΞभ ・�1SPQ��（1SPQPTJUJP���4BGF�%SJOLJOH�8BUFS�BOE�5PYJD�&OGPSDFNFOU�"DU�PG�����ʀϓϩϙδγϣϯ ��）Ͱώτൃ͕Μ
෺࣭ͷ͍ٙ༗ΓͰ/43-（/P�4JHOJpDBOU�3JTL�-FWFMʀ無༗ҙϦεΫྔ）����H�EBZ（���� ೥ �݄）ͱධՁ͠ �日ͷ
ઁऔྔ͕͜Εを௒͑Δ΋ͷ͸ൃ͕Μੑͷࠂܯද͕ࣔඞཁɻ

ถࠃɺ߽भ ・�Χϥϝϧ৭ૉ͸(.1ʹଇͬͯ製଄ͨ͠΋ͷ͕৯඼ఴՃ෺ͱ֤ͯ͠छ৯඼ʹ࢖༻すΔ͜ͱ͕ೝΊΒΕ͍ͯΔɻ
5%*ɺ"%* ͓Αͼ "3G%（ੑٸ
ڌর༻ྔ）ͷઃఆࠜࢀ

・��'��� ϥοτࣁ༤ɹൃ͕Μੑͳ͠ɻ
・�#�$�'� Ϛ΢ε
Φεɹ౤༩ྔɹ�
����
����
��
����QQN（ઁऔྔͰ໿ ��
���
�����NH�LH ମॏ）ഏ๔ʗࢧ؅ؾࡉથज͋Δ͍͸͕Μ（߹ܭ）
（����
������
������
������）
ϝεɹ�
����
����
��
����QQN��ഏ๔ʗࢧ؅ؾࡉથज͋Δ͍͸͕Μ（߹ܭ）（����
�����
������
������）

ಟੑ ・�໨ͱൽෘੑܹࢗɻ
ऩɺ෼෍ɺഉग़͓Αͼ୅ँٵ ・�ώπδʹ ���NH�LHޱܦ�౤༩ͨ͠৔߹ͷ൒ظݮ͸ �����ISɻٵऩ͸ૣ （͘U���BCT�������IS）෼෍༰ྔ͸େ͖ （͍�����-）ɻ

・�ϥοτʹ ����H�LH�ମॏޱܦ౤༩すΔͱओͳഉᔔ͸ฅศɻؒ࣌��Ҏ಺ʹ ���ˋ�Ҏ্ഉᔔ͞ΕΔɻ
・�ೕڇʹ਺ H౤༩すΔͱϛϧΫʹ΋ݕग़͞ΕΔɻ

ಟੑੑٸ ・�-%��
χϫτϦෲߢɹ����NH�LH
χϫτϦޱܦɹ����NH�LH
Ϛ΢εෲߢɹ����NH�LH
Ϛ΢εޱܦɹ����NH�LH
΢αΪෲߢɹ����NH�LH
ϥοτޱܦɹ����NH�LH

൓෮౤༩ಟੑʗൃ͕Μੑʗੜ
৩ൃੜಟੑ౳

・�/51ɹ�೥ؒޱܦ౤༩
'����/ ༤ϥοτͰ͸͕Μڌ͍ࠜͯͭʹੑݪ無͠ɻ
'����/ 
����）ന݂පٿϥοτͰ͸୯֩ࣁ�����
������
������）ͷ૿Ճをࠜڌʹ͸͖ͬΓ͠ͳ͍（&RVJWPDBM）ࠜڌɻ
ϥοτͷӤͷ༻ྔ �
��
���
��
���
�PS��
����QQNɻ
#�$�'� ༤Ϛ΢εͰ͸ഏ͕Μ（����
�����
�����
�����）ഏ๔ʗ؅ؾࡉથज͓Αͼ͕Μͷ߹ܭ（����
������
������
�

�����）Ͱ໌֬ͳࠜڌɻ
#�$�'� 
����）Ϛ΢εͰ͸ഏ͕Μࣁ�����
������
�����）ɺഏ๔ 
����）؅͕Μؾࡉ������
�����
�����）ɺഏ๔ʗؾࡉ

؅થज͓Αͼ͕Μͷ߹ܭ（����
�����
������
������）Ͱ໌֬ͳࠜڌɻ
Ϛ΢εͷӤͷ༻ྔ �
����
����
�PS��
����QQNɻ

Ҩ఻ಟੑ ・�┗┥┰┱┳┲┩┰┰┥ⓤ┸┽┴┬┭┱┹┶┭┹┱Ҩ఻ࢠಥવมҟݧࢼ：
5"��
�5"��
�5"���
�͓Αͼ 5"���� Ͱ 4��༗Γ・無͠ͲͪΒ΋ӄੑɻ

・�খ֩੺݂ٿ：
ϥοτࠎ਷ ┭┲ⓤ┺┭┺┳ɺෲߢ಺౤༩ɺӄੑ
Ϛ΢εࠎ਷ ┭┲ⓤ┺┭┺┳ɺෲߢ಺౤༩ɺӄੑ
Ϛ΢ε຤ধ݂ ┭┲ⓤ┺┭┺┳ɺࣁ༤ɺӄੑ

ਪఆઁऔྔ ・�$41*（ެӹՊֶηϯλʔ）ͷௐࠪͰ日本ͷίʔϥ ����NH�LHɺମॏ ��LH ͷਓ͕ �日 ��- ҿΉͱすΔͱ����������
������NH�LH ମॏ �日ɻ

.0&（๫࿐Ϛʔδϯ） ・�����QQNͷ �ô.&* をؚΉίʔϥ ����N-�をମॏ ���LH�ͷώτ͕ҿΉͱすΔͱɺઁऔྔ͸ ����NH�LH�ʷ�����LH����LH�
��������NH�LH ମॏɻ/0"&-����NH�LH ମॏ �日を 10%（1PJOU�PG�%FQBSUVSFʀ༻ྔ൓Ԡۂઢͷग़ൃ఺）ͱすΔͱ
.0&�����
���ɻ��- ҿΉͱ ��
���ɻ

ఴՃ෺͕࢖༻͞ΕΔ৯඼ ・�Χϥϝϧ৭ૉͱͯ͠ͷ࢖༻ɻ
ண৭ྉͱͯ͠͸࠷͕ྔ༺࢖΋ଟ͍ɻ
ਗ਼ྋҿྉਫɺΞϧίʔϧҿྉɺ௮෺ɺে༉ɺιʔεɺΈͦɺ՛ࢠɺೕ製඼ɺՃ޻৯඼ɺༀ඼ɺԽহ඼ɺϖοτϑʔυ౳ɻ

ϦεΫ؅ཧをਐΊΔ্Ͱෆ଍
͍ͯ͠Δσʔλ౳

ಛʹͳ͠ɻ

ফඅऀͷؔ৺・ೝࣝ ͳ͍͑ݟΑ͏ʹ͸͍ߴ఺Ͱ͸日本ͰͦΕ΄Ͳؔ৺͕࣌ݱ�・
ͦͷଞ ・��ô.&* ؚ͕まΕΔΧϥϝϧ৭ૉをৢͯͬ࢖଄ͨ͠Ϗʔϧ͔Β͸ݕग़͞Εͳ͍ɻ

・�&6ͷ )17�$IFNJDBMT（ߴੜྔ࢈Խֶ෺࣭）ɺ&4*4（&VSPQFBO�DIFNJDBM�4VCTUBODFT�*OGPSNBUJPO�4ZTUFNʀԤभԽ
ֶ෺࣭৘ใγεςϜ）σʔλϕʔεऩ載ɻ
ɹIUUQ���FTJT�KSD�FD�FVSPQB�FV�

஫໨͞ΕΔΑ͏ʹͳͬͨܦҢ ・�ΧϦϑΥϧχΞभͷ1SPQ�� ʹΑΓώτൃ͕Μ෺࣭ͷ͍ٙ༗ΓͰ/43-����H�EBZ（���� ೥ �݄）ͱධՁ͠ɺ�日ͷ
ઁऔྔ͕͜Εを௒͑Δ΋ͷ͸ൃ͕Μੑͷࠂܯද͕ࣔඞཁͱͳͬͨɻ͜Ε͸ΧϦϑΥϧχΞ0&))"（ڥ؀อ݈༗ੑ֐
ධՁہ）͕Ҩ఻ಟੑൃ͕Μੑʹ͍ͭͯͷݒ೦͕໌֬ʹ൱ఆ͞Εͳ͚Ε͹Ҩ఻ಟੑ͋ΓͱΈͳす͜ͱɺಈ෺࣮ݧͷ౤༩
ྔͷώτ΁ͷࢉ׵をମॏ͋ͨΓͰ͸ͳ͘ମද໘ੵ͋ͨΓͰすΔɺͳͲͷಠಛͷධՁを͍ͯ͠ΔͨΊͰ͋ΔɻͦͷͨΊ
ίΧίʔϥ͕ࣾ製඼ͷ૊੒をΈͳ͓ͨ͠ɻ

・�ถࠃͷ/10Ͱ͋Δ$41* ͕ίʔϥͷೱ౓をௐࠪ͠ɺΞϝϦΧ͸�����QQN
�Χφμ・ΠΪϦε͸���� ʙ �����QQN
�日本
͸�����QQN
�ϒϥδϧ͸������QQNͱൃදɻ

・�日本Ͱ͸ಛఆอ݈༻৯඼ͷίʔϥ͕࿩୊ʹͳͬͨ࣌ʹҰ෦Ͱใಓ͞Εͨɻ
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（�）�Ϩϕϧ �ᴷߟࢀจݙ
ϦスクϓロϑΝイルγーτ作੒に用いたจݙ౳をࣔ

す。ඞ要にԠ͡ݪ本の要໿や຋༁などを४උしておくと、
い͟というときに໾にたつかもしれない。

Χラϝル৭ૉの�ô.&* 関連のࢀ考จݙ౳は、Լهをࢀর。

̏ɽ҆શͷͨΊʹɺϦεΫʹ͍ͭͯޠΔ

ۙ年の食品安全֬保のための考えํは、事݅や事ނが
あったらそのݪҼを調べてରԠする、のではなく、ハ
βーυになりそうなものを༧め૝ఆして事લにાஔをߨ
͡るというものである。食品については、農৔から食୎
まで、全てのஈ֊でそれͧれの関ऀ܎がࣗ分の੹೚をも
つ部分についてしっかり੹೚をՌたしてॳめて安全性が
֬保される。これはফඅऀにも໌֬な੹೚があるという
ことである。ྫえばある食品を食べա͗てফඅऀがංຬ
になったとして、それはϝーΧーだ͚に੹೚があるとは
言えないであΖう。ただしϝーΧーにも栄養੒分දࣔや
తな使用ํ๏のઆ໌などのあるఔ౓の੹೚はもͪΖ߁݈
んある。ܦӦऀのなかには、ࣗࣾ੡品のϦスクについて
があるかもしれないが、それײ൱ڋることそのものにޠ
ではࣾ会త੹೚がՌたせないのである。ࣾ಺でもର֎త
にも、この঎品にはこういうとこΖにϦスクがあるので
そこに気を෇͚ようとৗに言えるจԽが๬ましい。もと
もと全ての食品にはϦスクがあるのである。Ұ部の事業
ऀが「無ఴՃ」や「無農ༀ」のようなࠜڌのない安全
性એ఻をすることでҰ部のফඅऀのޡ解による支持をಘ
ているのは、食品そのもののもつϦスクについてফඅऀ
にे分な৘報が提ڙされていないことも理由のҰつであ
る。現に存在するϦスクについて見て見͵;りをするこ
とは「安全ਆ࿩」と言われる。「食品は 100 ˋ 安全であ
るべき」「食品੒分だから安全です」といった言આがま
さに「安全ਆ࿩」であり、ਅの安全性֬保とは΄どԕい。
Ϧスクに޲き߹ってこそ؅理が可能になる。「安全のた
めにϦスクをޠる」ことを日ৗの෩ܠにしたい。

ʻߟࢀจݙ・αΠτʼ

&'4"
⿠ Χラϝル৭ૉɿফඅऀ๫࿐ྔはઌにਪఆされたものよ

り低い

CaraNel colours� consuNer eYposure loXer than 
preWiously estiNated
19 %eceNber 2012
http���XXX�efsa�europa�eu�en�press�neXs�121219�
htN

⿠ Χラϝル৭ૉ（& 150a
 c
 d）のৄࡉ๫࿐評価
Refined eYposure assessNent for caraNel colours （& 
150a
 c
 d）
&FSA Journal 2012� 10（12）� �0�0ʦ�9 pp�ʧ�
19 %eceNber 2012
http���XXX�efsa�europa�eu�en�efsaKournal�pub��0�0�
htN

⿠ &FSA はΧラϝル৭ૉの安全性を評価
&FSA reWieXs safety of caraNel colours 
� March 2011
http���XXX�efsa�europa�eu�en�press�neXs�ans110�0��
htN

⿠ 食品ఴՃ物としてのΧラϝル৭ૉ（& 150 a
 b
 c
 d）
の再評価に関するՊ学తҙ見
Scientific Opinion on the re�eWaluation of caraNel 
colours （& 150 a
 b
 c
 d） as food additiWes 
&FSA Journal 2011� 9（�）�2 00�ʦ10� pp�ʧ
0� March 2011
http���XXX�efsa�europa�eu�en�efsaKournal�pub�200��
htN
& 150c について低い A%I をઃఆしたのはその੒分の
1 つである 2� アηチル ��� テτラώυロΩγϒチル
イϛダκール（T)I）の໔Ӹ系΁のӨڹに不֬実性が
あることを考ྀしたもの。

⿠ CheNI%plus � ��MethyliNida[ole � CheNical inforNation 
Xith searchable synonyNs
 structures
 and forNulas
TO9N&T からࡧݕ
http���toYnet�nlN�nih�goW�

+&$'"
⿠ CARAM&L COLO6RS

http���XXX�incheN�org�docuNents�Kecfa�KecNono�
W20Ke11�htN
Χラϝル৭ૉとしてのがんݪ性や変ҟݪ性はӄ性。

/51
⿠ Abstract for TRô5�5 � ��MethyliNida[ole （CASRN 
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�22�����）
ToYico logy  and  Carc inogenes i s  Stud ies  o f 
��MethyliNida[ole （CAS No� �22�����） in F����N 
Rats and #�C�F1 Mice （Feed Studies）
http���ntp�niehs�nih�goW�indeY�cfN obKectid�9#95�#07�
F1F��975&�79##C%CC%57001C�

౰時ʀ現在）（৯඼ҩༀ඼҆શிࠃؖ）"%', MF%S（食
品ҩༀ品安全ॲ））
⿠ ؖ 国಺ྲྀ௨தの bコーラ` �ôMI 結Ռൃදࠪݕ

ఴՃ物ج४՝ � 物࣭分ੳ՝֐ி༗ࢁז 2012�0��0�
http���XXX�Lfda�go�Lr�indeY�Lfda Nid�5�&pageNo�2
&seR�1����&cNd�W
食品ҩༀ品安全ிが 7 月、コΧコーラ、ϖϓγコーラ
など国಺ྲྀ௨தの � ࣾ 1� コーラ੡品をର৅に �ôMI 
ؚྔをࠪݕした結Ռ、ฏۉ 0�2�ppN（࠷খ 0�021 ʙ 
。大 0��59ppN）だった࠷
コΧコーラは࠷খ 0�1��ppN、࠷大 0�2��ppN、ϖϓγ
コーラは࠷খ 0�2�7ppN で࠷大 0��59ppN だった

ϝσΟΞใಓ౳
⿠ コΧコーラのൃがん物࣭Ϩϕルは世界でଟ༷

CS1I
Tests ShoX Carcinogen LeWels in Coca�Cola 7ary 
8orldXide
June 2�
 2012
http���XXX�cspinet�org�neX�20120�2�1�htNl

⿠ 1rop�5 ɹ 2012 年 � 月όージϣン
http���oehha�ca�goW�prop�5�pdf�2012StatusReportJune�
pdf
考までにࢀ 1rop�5 ではɿ
アクϦルアϛυは NSR 0�2�g
Χυϛ΢Ϝ（生৩ൃ生ಟ性）1 日 ��1�g

⿠ コークとϖϓγは「ൃがん性」දࣔをආ͚るために৭
ૉを変える
Coca�Cola and 1epsi ʞchange recipe to aWoid putting 
a cancer Xarning on their labelsʟ
March �
 2012
http���cneXs�canoe�ca�CN&8S�8orld�2012�0��0��
19�7�2�1�htNl
http���XXX�dailyNail�co�uL�neXs�article�2112��5�
CoLe�1epsi�change�recipe�aWoid�putting�cancer�

Xarning�labels�htNl
コΧコーラとϖϓγは、ΧϦϑΥルニアの๏཯により

「ൃがん性」とදࣔしな͚ればならなくなるのをආ͚
るために、੡଄޻ఔを見௚すだΖう。

⿠ ถ国の੍ن機関はൃがん性୸ࢎҿ料という஌見にҟ議
をএえる
6S regulators dispute finding of cancer�causing soda
March 5
http���XXX�reuters�coN�article�2012�0��0��soda�
fda�id6SL2&�&5%S#20120�0�
ถ国の N1O、CS1I が、コΧコーラやϖϓγコーラ
などに使われているΧラϝル৭ૉに安全でないྔのൃ
がん物࣭がؚまれていると報告したが、F%A は݈߁
Ϧスクはないと言っている。

⿠ ΩϦンϝッπコーラはൃがん物࣭ೖりɹ「ൃがんコー
ラ」はτクϗに;さわしくない
0��22 2012
http���XXX�NyneXsKapan�coN�reports�1��1

⿠ ΩϦンϏόϨッジ
ΩϦンϝッπコーラにؚまれるΧラϝル৭ૉの安全性
について。
2012 年 � 月 22 日
http���XXX�beWerage�co�Kp�csr�hinshitsu�topics�
detail�php topics�1�

⿠ コーラにൃがん性ʁɹまた同͡τϦックが使われている
2012 年 � 月 2� 日
http���XXX�foocoN�net�coluNn�editor�75���

⿠ 日本Χラϝル޻業会
http���XXX�Norita�fs�co�Kp�caraNel�pdf�caraNel�a��
pdf

#G3
⿠ 現在のՊ学త஌見からは食品தの 5ô)MF ೱ౓は安全

্のݒ೦とはならない
17�0��2011
According to the current state of scientific LnoXledge 
5ô)MF concentrations occurring in foods do not giWe 
rise to safety concerns
http���XXX�bfr�bund�de�cN���9�according�to�
the�current�state�of�scientific�LnoXledge�5�hNf�
concentrations�occuring�in�foods�do�not�giWe�rise�to�
safety�pdf
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'%"
⿠ Color AdditiWe Status List

http���XXX�fda�goW�ForIndustry�ColorAdditiWes�
ColorAdditiWeInWentories�ucN10��2��htN
ΧラϝルはɹLIST �。
Color additiWes eYeNpt froN certification and 
perNanently listed for FOO% use�

'4"/;（߽भ・χϡʔδʔϥϯυ৯඼ج४ؔػ）
⿠ Australia NeX ;ealand Food Standards Code � 

Standard 1���1 � Food AdditiWes
Colours perNitted in accordance Xith (M1 in 
processed foods specified in Schedule 1
http���XXX�foodstandards�goW�au�code�1ages�default�
aspY
食品ఴՃ物としてࡌه。

࿦จ౳
⿠ &9AMINATION OF SOM& #R&8IN( MAT&RI�

ALS AN% CARAM&LS FOR T)& 1OSSI#L& OC�
C6RR&NC& OF �ʖM&T):LIMI%A;OL&
(� ,� #ucLee and T� 1� #ailey
┎⓲ⓤ┬┭┷┸⓲ⓤ┆┶┩┻⓲⓰ⓤMay�June
 197�
 7ol� ��
 pp� 15�ô159

⿠ 1ilot studies in cattle and Nice to deterNine the 
presence of ��NethyliNida[ole in NilL after oral 
ingestion�
Morgan S&
 &dXards 8C�
┚┩┸ⓤ┌┹┱ⓤ┘┳┼┭┧┳┰� 19�� Jun� 2�（�）� 2�0ô2�

⿠ Absorption
 distribution and eYcretion of the colour 
fraction of CaraNel Colour I7 in the rat
S� SeliN ┩┸ⓤ┥┰�

┊┳┳┨ⓤ┥┲┨ⓤ┇┬┩┱┭┧┥┰ⓤ┘┳┼┭┧┳┰┳┫┽
 7oluNe �0
 Issue 5
 May 
1992
 1ages ��5ô�51

⿠ 1harNacoLinetics of ��NethyliNida[ole in sheep�
,arangXa & ┩┸ⓤ┥┰�

J AniN Sci� 1990 Oct� ��（10）� �277ô���

19�� 年ɹ౦๺大学ༀ学部 ଔ業

19�� 年ɹ ౦๺大学大学Ӄༀ学研究Պത࢜՝ఔલظೋ年の՝ఔɹ修ྃ

（研究ࣨは生Խ学）

19�� 年ɹ 国立Ӵ生ݧࢼॴ安全性生物ݧࢼ研究ηンλーප理部ɹब৬

౦ژ大学ༀ学部にてༀ学ത࢜߸取ಘ

200� 年ɹ安全৘報部にҟ動

200� 年 � 月ʙ 12 月ɹް生࿑ಇল大ਉ׭๪ް生Պ学՝ɹ出޲

2011 年 � 月ɹ安全৘報部ୈࣨࡾ長

ུྺ
੊ࢁɹஐ߳ࢠ（͏Ͷ΍まɹ͔ͪ͜）ത࢜（ༀֶ）

৯඼தԽֶ෺࣭ͷϦεΫධՁʹ͍ͭͯ　ᴷࣗࣾ੡඼ʹ͍ͭͯϦεΫϓϩϑΝΠϧΛ࡞੒͠Α͏

��― Πϧγʔ No.115  (2013.11)



シリーズ
～世界の動向や調査研究結果から今後を読み解く～『我が国における栄養表示制度』

૿ా　རོ
ফඅऀி৯඼දࣔاը՝৯඼දࣔௐࠪ׭

ถ૔　ྱࢠ

ްੜ࿑ಇলۉ༺ޏ౳ɾࣇಐՈఉہ฼ࢠอ݈՝ӫཆઐ໳׭
ʢݩফඅऀி৯඼දࣔ՝Ӵੜௐࠪ׭ʣ

現在、೚ҙ੍౓である栄養ද੍ࣔ౓は、ୈ 1�� 回௨ৗ国会にて食品දࣔ๏が੒立したことにより、ٛ務Խが可能
な࿮組みとなった。

ফඅऀிでは、これまで栄養දࣔのٛ務Խに͚޲たݕ討を進めるため、ൢࢢ食品にお͚る栄養දࣔの実態に関す
る調ࠪをߦってきた。その結Ռ、໿ �0 � の食品に栄養දࣔがなされていたが、食品によっては、栄養੒分のؚ༗
ྔをҰఆのڐ容ൣғ಺で؅理することがࠔ೉なものもあることがࣔされた。

栄養දࣔは、ফඅऀにとって、த長ظతな݈؅߁理のࢦඪとなるものである。このため、ফඅऀிは、栄養දࣔ
ٛ務Խに͚޲たڥ؀整උのҰ؀として、෯޿い食品に栄養දࣔがなされるよう、今年 9 月に栄養දࣔج४の改正を
ڐఆのطった。今回の改正により、߹理తなํ๏でಘられた栄養੒分ྔをදࣔ஋とした৔߹は、දࣔ஋に関するߦ
容ൣғはಛஈ問われないこととなった。また、栄養੒分ྔがগなくҰఆの৚݅をຬたす৔߹は、දࣔ஋のڐ容ൣғ
が؇和されることとなった。

֬実な栄養දࣔٛ務Խに͚޲て、෯޿い食品に栄養දࣔが༗効తになされていくことが๬まれる。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

The Food Labelling Act Xas passed into laX at the 1��rd ordinary session of the %iet� The neX Act is to set up 
a Nandatory fraNeXorL of the present Woluntary Nutrition Labelling SysteN�

In order to adWance the releWant issues regarding Nandatory nutrition labelling
 the ConsuNer Affairs Agency 
surWeyed a situation of nutrition labelling on the NarLet� The result shoXs that approYiNately �0 � of prepacLaged 
foods haWe nutrition declaration� )oXeWer
 a difficulty in Naintaining the accuracy of labeled contents of soNe 
nutrient coNponents Xithin predeterNined tolerant ranges
 Xhich depends on the type of foods
 is indicated� 

Nutrition labelling is a Neans of proWiding inforNation to consuNers on the nutrient content of foods so as to 
Nanage their health in the NediuN� and long�terN� To ensure the nutrition labelling on a Xide Wariety of 
prepacLaged foods
 the ConsuNer Affairs Agency aNended the standards in SepteNber 201� as a part of policies 
to set up the Nandatory fraNeXorL� The aNendNent enables Nanufactures to label the contents of certain nutrient 
coNponents regardless of the tolerant ranges� In addition
 the tolerant ranges can be loosened if the aNount of a 

ཁɹࢫ

l/VUSJUJPO�-BCFMMJOH�4ZTUFNT�r�6TJOH�%BUB�PO�$VSSFOU�5SFOET�
BOE�3FTFBSDI�GSPN�BSPVOE�UIF�8PSME�UP�1SFEJDU�UIF�'VUVSFz
���$POTJEFSBUJPO�SFHBSEJOH�UIF�"QQSPBDI�PG�.BOVGBDUVSFST

3&*,0�:0/&,63"
.JOJTUSZ�PG�)FBMUI
�-BCPVS�BOE�8FMGBSF

&RVBM�&NQMPZNFOU
�$IJMESFO�BOE�'BNJMJFT�#VSFBV

504)*5","�."46%"
�1I�%�
$POTVNFS�"GGBJST�"HFODZ�'PPE�-BCFMMJOH�%JWJTJPO


"TTJTUBOU�.BOBHFS

'PPE�-BCFMMJOH�HSPVQ�PO�)FBMUI�1SPNPUJPO�"DU

Δ͑ߟͷ͜Ε·Ͱͷऔ૊࣮ଶ͔Βऀۀࣄ
ୈ̏ճ

γϦʔζ　ʙੈքͷಈ޲΍ௐࠪ݁ڀݚՌ͔ΒޙࠓΛಡΈղ͘ʙʰզ͕ࠃʹ͓͚Δӫཆද੍ࣔ౓ʱ
ୈ̏ճ　ऀۀࣄͷ͜Ε·Ͱͷऔ૊࣮ଶ͔Β͑ߟΔ

Πϧγʔ No.115  (2013.11)  ― ��



̍ɽ͸じΊʹ

栄養දࣔは、ফඅऀが௚઀ࣗ分の໨で見て֬ೝするこ
とができない “食品にؚまれる栄養੒分” について஌る
ことができるものである。ফඅऀが栄養දࣔを௨して、
を実ફしていくには、栄養දࣔが限られ׆తな食生߁݈
た食品だ͚でなく、ࢲたͪが日ʑ口にするଟくの食品に
෯޿く෇͚られることが๬まれる。

このようなத、現在、೚ҙ੍౓である栄養ද੍ࣔ౓
は、本年 � 月に੒立した食品දࣔ๏により、ٛ務Խが可
能な࿮組みとなった。

ফඅऀிでは、これまで栄養දࣔのٛ務Խに͚޲たݕ
討を進めてきたが、ফඅऀଆ・事業ऀଆ૒ํのڥ؀整උ
がಛに重要と考えている。

そこで、本ߘでは、ൢࢢ食品にお͚る栄養දࣔの実態
調ࠪの結Ռとあわせて、事業ऀଆのڥ؀整උをߦう্で
の՝題やその要Ҽ、また、それらにରするফඅऀிの取
組౳について঺հする。

̎ɽൢࢢ৯඼ʹ͓͚Δӫཆදࣔͷ࣮ଶௐࠪ

栄養දࣔのٛ務Խに͚޲たݕ討を開࢝したฏ੒ 21 年
౰時、ফඅऀிでは、ൢࢢ食品の栄養දࣔの実態につい
て、ඞͣしもे分なૅجత資料がないঢ়گであった。そ
こで、国಺の栄養දࣔの実態を೺Ѳするため、ฏ੒ 22
年 11 月にങい্͛調ࠪ� を実ࢪし、ࢢ৔に出回る食品
に栄養දࣔがどのくらい෇͚られているか、දࣔ಺容を
調ࠪした 1
 2）。

この結Ռ、ങい্͛た全঎品 ��� 品のうͪ �2 � の঎
品に、Ұൠදࣔ事߲（食品୯Ґ౰たりの೤ྔ、たんぱく
されたදࣔ）がࡌه୸ਫԽ物、ナτϦ΢Ϝが、࣭ࢷ、࣭

෇͚られていた。食品܈ผに見ると、Ұൠදࣔ事߲が高
率になされていたのは、ೕ੡品（9� �）、調理食品（97 �）、
՛子 （ྨ9� �）であり、次いで、大౾・同Ճ޻品（72 �）
が高かったҰํで、調ຯ料（57 �）、ञ （ྨ�� �）では、
そのׂ߹がൺֱత低いঢ়گにあった（ਤ 1）。

また、Ұൠදࣔ事߲Ҏ֎の栄養੒分のදׂࣔ߹は、Χ
ルγ΢Ϝ（1� �）、Ϗλϛン #2（5 �）、Ϗλϛン #1（� �）
Ϗλϛン C（� �）であった。

次に、食品୯Ґについて調ࠪした結Ռ、栄養දࣔがな
されていた 521 ঎品のうͪ、ա൒਺の঎品（5� �）に
おいて「食品୯Ґ౰たり（1 食分、1 แ૷౳の食品୯Ґ
౰たりの栄養੒分ྔのදࣔがされているもの）」のදࣔ
と「重ྔ（容ྔ）౰たり」のදࣔがซهされていた。Ұ
ํ、「重ྔ（容ྔ）౰たり」のみにͮجくදࣔは �7 �、「食
品୯Ґ౰たり」のみにͮجくදࣔは � � であった。
「食品୯Ґ౰たり」と「重 （ྔ容ྔ）౰たり」のදࣔがซ

は、՛子܈されていたׂ߹の高かった食品ه （ྨ91 �）、
食用༉・同Ճ޻品（91 �）であった。また、「食品୯Ґ
౰たり」のදׂࣔ߹が高かった食品܈はύンྨ（7� �）
であり、ञྨ（100 �）や੡穀ค・同Ճ޻品（95 �）、
農産Ճ޻品（�2 �）などでは、「重ྔ（容ྔ）౰たり」
でදࣔされていた。

さらに、ナτϦ΢Ϝのදࣔについて、ैདྷ、զが国で
は、食Ԙ૬౰ྔを用いた栄養ࢦಋ、栄養ࡦࢪがߦわれて
おり、ফඅऀにとってはナτϦ΢Ϝよりも食Ԙ૬౰ྔの
ํが分かりやすいというࢦఠがあることから、食Ԙ૬౰
ྔのදهঢ়گについて調ࠪした。

その結Ռ、栄養දࣔがなされていた 521 ঎品のうͪ、
ナτϦ΢Ϝのදࣔに食Ԙ૬౰ྔがซهされていたのは
�� � であり、ナτϦ΢Ϝදهのみであったのは 5� �
であった。

食品܈ผに見ると、調理食品（79 �）、ਫ産Ճ޻品（7� �）、

nutrient coNponent in a food is loX and Neets certain conditions of the neXly established standards�
For surefire iNpleNentation of the Nandatory nutrition labelling
 increasing nuNbers of foods are eYpected to 

apply the nutrient declaration effectiWely�
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ୈ̏ճ　ऀۀࣄͷ͜Ε·Ͱͷऔ૊࣮ଶ͔Β͑ߟΔ

��― Πϧγʔ No.115  (2013.11)

ˎ   ௐࠪ͸අ༻౳ͷ͔ؔ܎Βɺݶఆత͔ͭߦࢼతͳങ্͍͛ௐࠪͰ͋ͬたたΊɺΑΓଟ͘ͷൢࢢ৯඼がௐࠪର৅ͱͳΔΑ
͏ɺࠃ಺ओཁεʔύʔͷ୯ମചΓ্͛γΣΞ౳ௐࠪ݁ՌΛجにɺൺֱతେن໛ͳ � ళฮΛબఆした。またɺର৅৯඼に
͍ͭて΋ɺੜ઱৯඼Λআ͍たൢࢢ৯඼に͍ͭてɺ ৯඼܈Λ 1� ෼ྨしたޙɺ৯඼͝܈ͱにݪଇ 15 ঎඼ɺ ֤ళฮͰ 2�� ඼
Λ໨҆にߪೖͷ্ɺ֤ళฮͰ৯඼͝܈ͱにɺ௠ྻ୨ͷ۠ըΛઃఆɺ෼ׂした。ͦͷ্Ͱɺ֤۠ը͔Βͦͷத৺付ۙに௠
ྻ͞Εた঎඼Λ̍඼ͣͭநग़͢ΔͳͲɺภͬた঎඼બ୒ͱͳΒͳ͍Α͏े෼に഑ྀしͳがΒങ্͍͛Λͬߦた。



ச産Ճ޻品（�� �）では食Ԙ૬౰ྔのซׂه߹が高かっ
たのにରし、ञ （ྨ100 �）やਗ਼ྋҿ料ਫ（9� �）では、
ナτϦ΢Ϝදهのみの঎品がଟかった。このことから、
ফඅऀが食Ԙ૬౰ྔのซهを๬Ήと考えられる食品܈で
は、事業ऀの౒ྗ౳により、ൺֱత食Ԙ૬౰ྔがซهさ
れている実態がうかがえた。

さらに、ফඅऀிでは、ฏ੒ 2� 年౓に栄養੒分のؚ
༗ྔදࣔに関して、栄養දࣔج४にنఆされている栄養
੒分ྔٴͼ೤ྔ、食Ԙ૬౰ྔのซهの༗無について調ࠪ
事業 �）をߦった。

その結Ռ、調ࠪした栄養දࣔがなされている ��2 ঎品
のうͪ、΄とんどの঎品において、දࣔ஋がࠩޡのڐ容
ൣғに収まらないҧ൓を除き、栄養දࣔج४が९कされ
ていた。۩ମతには、「ਫ分とփ分のදࣔҐஔがޡって
いた」、「ナτϦ΢Ϝのදࣔのܽଛ」の 2 ྫが栄養දࣔج
४の९कされていなかったදࣔྫである。これは栄養දࣔ
。४が、ద੾にӡ用されている結Ռであると考えられたج

ฏ੒ 22 年౓調ࠪ結Ռと同༷、食Ԙ૬౰ྔのซهは全
ମの໿ 50 � であり、食品܈ผでは、૶ྨ（100 �）、ڕ

հྨ（90 �）とਫ産Ճ޻食品で高率にදࣔされていた。
ଓいて、調理Ճ޻食品 （ྨ�0 �）、調ຯ料・߳ ਏ料（79 �）、
ཛྨ（75 �）であった。Ұํ、Ռ実ྨ、ᅂ޷ҿ料ྨに
おいては、食Ԙ૬౰ྔがซهされていなかった。栄養面
でのૌٻがظ଴される食品܈や調ຯ料౳、Ԙ分ઁ取に௚
結する食品܈に食Ԙ૬౰ྔがซهされている޲܏が見ら
れた。

̏ɽӫཆ੒෼ͷදࣔ஋ͱ෼ੳ஋ͷݱঢ়ʹ͍ͭͯ

現在、ൢചにڙする食品について、栄養੒分のؚ༗ྔ
をදࣔする৔߹には、݈߁増進๏にͮجく栄養දࣔج४
にैうこととされており、දࣔするか൱かは೚ҙとなっ
ている。

また、ؚ༗ྔのදࣔは、ඞͣしも分ੳ஋であるඞ要は
なく、結Ռとしてදࣔ஋が栄養දࣔج४にఆめる分ੳํ
๏でಘられた஋にൺべてҰఆのڐ容ൣғ಺であればදࣔ
、४ҧ൓にはならない。実態としては、分ੳ஋の΄かج
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一般表示事項
食品単位当たりで、熱量、たんぱく質、脂質、

炭水化物、ナトリウムが記載された表示。
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食品の栄養੒分のؚ༗ྔに関するデーλϕース౳をجに
したࢉܭ஋౳、さま͟まなํ๏で栄養දࣔが෇͚られて
いる。

ফඅऀிでは、ฏ੒ 2� 年 9 月からฏ੒ 2� 年 � 月まで、
「食品දࣔҰݩԽݕ討会」を開催し、栄養දࣔのあるべ
きٛ務Խの࿮組み౳についてݕ討をߦった。栄養දࣔの
ٛ務Խに͚޲ては、さま͟まな؍点からのݕ討がඞ要と
なるため、ফඅऀிは事業ऀにとって実ߦ可能性が高
く、栄養දࣔのಛ性を౿まえたදࣔ஋ઃఆํ๏をݕ討す
るためのૅجత஌見をಘる໨తで、લड़のฏ੒ 2� 年౓
事業を実ࢪした。۩ମతには、栄養දࣔの分ੳ஋とදࣔ
஋がဃ཭する要Ҽを整理するとともに、実際に栄養දࣔ
が෇͚られているൢࢢ食品についてങい্͛、その食品
の分ੳをߦうことで、දࣔ஋と分ੳ஋の間にどのఔ౓の
ဃ཭があるかを評価した �）。

（�）ӫཆදࣔͷ෼ੳ஋ͱදࣔ஋͕ဃ཭すΔཁҼ
栄養දࣔにお͚るҰఆ஋のදࣔは、Ұఆのڐ容ൣғ಺

にな͚ればදࣔج४ҧ൓となるため、事業ऀは、දࣔ஋
のઃఆにあたり、छʑのࠔ೉に௚面しているものとਪଌ
される。

ฏ੒ 2� 年౓事業の結Ռ、分ੳ஋とදࣔ஋のဃ཭要Ҽ
として、ࣗવ要Ҽ（ਤ 2）と人޻要Ҽ（ਤ �）が考えられ、
さらにそれͧれのߏ੒要Ҽが整理された。ࣗવ要Ҽは、

「২物性食品の要Ҽ」と「動物性食品の要Ҽ」に、また、
人޻要Ҽは、「੡଄とՃ޻（೤、ޫ、ࢎԽ、߬ૉ、ඍ生
物の༗無）」、「༌ૹと保ܦ）؅時変Խ、Թ౓、保ڥ؅؀（Ն
ౙ）、࣪౓、༌ૹ時のԹ౓ࠩ（Նの高Թ、ౙの低ԹのӨ
調理ํ๏（Ώで（栄養੒分の༹出౳）、調理に用」、「（（ڹ
いたਫや༉のٵண౳、ਫさらしやՃ೤による食品தの੒
分の༹出、食品にؚまれるਫ分のৠൃ）」に大ผされた。

Ճ޻食品のなかには、このような要Ҽが大きくӨڹし、
事業ऀがどんなに౒ྗしても栄養੒分ྔや೤ྔをҰఆの
。೉なものがあるとਪଌされたࠔに߹わせることが֨ن
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料：ফඅ者ி、ฏ成ࢿߟࢀ 24 年度事ۀ「栄養成分の表示値ઃఆํ法調査事ۀ」より



（�）දࣔ஋ͱ෼ੳ஋ͷؒͷဃ཭ͷఔ౓
ങい্͛調ࠪsでಘられたදࣔ஋と分ੳ஋の間のဃ཭

のఔ౓について、Ճ޻౓がൺֱత低い食品の結Ռをද 1
に、また、Ճ޻౓がൺֱత高い食品の結Ռをද 2 にࣔす

（Ұ部結Ռのみࡌܝ）。
Ճ޻౓がൺֱత低い食品においては、ࡐݪ料によるば

らつきがଟいと思われたが、実際のばらつき۩߹は食品
によって༷ʑであった。Ұํ、Ճ޻౓がൺֱత高い食品
については、ෳ਺のࡐݪ料を用いて੡଄するՃ޻食品で
あるため、使用したݸʑの食品のばらつきが૬ࡴされ全
ମのばらつきがখさくなる可能性と、൓ରに使用した
ʑの食品のばらつきが૯和され、全ମのばらつきが大ݸ

きくなる可能性があると考えられたが、本調ࠪの結Ռ
は、༷ʑな要Ҽによりばらつきがあるという༧૝を支持
するものであった。

また、全ମとしては、Ұൠදࣔ事߲のうͪ 1 つでもڐ
容ൣғをはͣれている品໨は໿൒਺あり、Ұఆ஋දࣔの
。೉であることがࣔࠦされたࠔ४を९कすることがج

Ҏ্のことから、Ճ޻食品において、栄養੒分のؚ༗
ྔをҰఆのڐ容ൣғ಺で؅理することには、限界がある
可能性がࣔࠦされた。

さらに本調ࠪでは、栄養දࣔの஋が「分ੳにͮجくも
のか」、「ࢉܭ౳にͮجくものか」について、੡଄ऀをର
৅にアンέーτを実ࢪした。その結Ռ、分ੳによるもの
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s� ܈Εて͍Δ৯඼͞ࡌܝผදに܈ɾӫཆௐࠪ৯඼߁ຽ݈ࠃ  1� ෼ྨにɺ日ຊ৯඼ඪ४成෼දに͞ࡌܝΕて͍ΔʮௐཧՃ޻
৯඼ྨʢϨτϧτ੡඼ɺνϧυύοΫɺྫྷౚ൧ྨɺྫྷౚ͓͔ͣྨʣʯΛՃ͑ɺ͞Βにۙ年ͷ݈߁৯඼ͷීٴ཰Λྀߟし
て݈߁৯඼ྨΛؚΊた 19 ෼ྨ͔Β ��� ඼໨Λબఆしɺߪೖした。ࢼྉߪೖͷํ͑ߟͱして͸ɺՃ޻৯඼ͷӫཆ成෼ʢҰ
ൠදࣔ事߲ʢΤωϧΪʔɺたΜͺ࣭͘ɺ࣭ࢷɺ୸ਫԽ෺ɺφτϦ΢Ϝʣʣͷ͹Β͖ͭ۩߹Λ֬ೝ͢ΔたΊɺࡐݪྉͷӫ
ཆ成෼に͹Β͖ͭが͋Δͱ͑ߟΒΕΔ΋ͷʢقઅมಈɺ࢈஍มಈʣɺࡐݪྉͷ૊成ʢまた͸ௐཧʣに͹Β͖ͭがੜ͡Δ
ͱ͑ߟΒΕΔ΋ͷɺશྲྀࠃ௨ͷ੡඼ͱಛఆͷ஍ҬͰ੡଄͞Εて͍Δ΋ͷΛߪೖした。
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䡰䢄䢕䡳䢚䡬 䛯䜣䜁䛟㉁ ⬡㉁ ⅣỈ໬≀ 䢁䢀䢔䡯䢍 䡰䢄䢕䡳䢚䡬 䛯䜣䜁䛟㉁ ⬡㉁ ⅣỈ໬≀ 䢁䢀䢔䡯䢍
䡰䢄䢕䡳䢚䡬 䛯䜣䜁䛟㉁ ⬡㉁ ⅣỈ໬≀ 䢁䢀䢔䡯䢍

㻔㼗㼏㼍㼘㻕 㻔㼓㻕 㻔㼓㻕 㻔㼓㻕 㻔㼙㼓㻕 㻔㼗㼏㼍㼘㻕 㻔㼓㻕 㻔㼓㻕 㻔㼓㻕 㻔㼙㼓㻕

䜋䛖䜜䜣ⲡ䠄෭෾䠅㻙㻝 㻝㻜㻜㼓 2㻡 2㻚㻢㻌 㻜㻚㻡㻌 㻠㻚㻜㻌 㻝㻜㻌 㻠㻜㻌 㻟㻚㻢㻌 㻜㻚㻤㻌 㻠㻚㻢㻌 2㻢㻌 㻢㻟㻌 㻣2㻌 㻢㻟㻌 㻤㻣㻌 㻟㻥㻌

䜋䛖䜜䜣ⲡ䠄෭෾䠅㻙2 㻝㻜㻜㼓 2㻝 㻟㻚㻟㻌 㻜㻚2㻌 㻟㻚㻝㻌 㻝2㻜㻌 㻟㻡㻌 㻟㻚㻜㻌 㻜㻚㻢㻌 㻠㻚㻠㻌 2㻝㻌 㻢㻜㻌 㻝㻝㻜㻌 㻟㻟㻌 㻣㻜㻌 㻡㻣㻝㻌

㨶௓ㄪ࿡⨁ワ㢮
䠄䛥䜀࿡௜䠅

㻝㻜㻜㼓
㻝㻝㻤䡚
2㻣㻜

㻝㻡㻚㻡㻌 㻠㻚㻜䡚
2㻝㻚㻜

㻡㻚㻜㻌 㻠㻤㻜㻌 㻝㻤㻤㻌 㻝㻡㻚㻠㻌 㻥㻚㻥㻌 㻥㻚2㻌 㻢㻜㻤㻌 䕿 㻝㻜㻝㻌 䕿 㻡㻠㻌 㻣㻥㻌

㨶௓ㄪ࿡⨁ワ㢮
䠄䛥䜀࿡ჯ↻䠅

㻝㻜㻜㼓
䠄ᾮయ
ྵ䜐䠅

㻝㻣㻟 㻝㻥㻚㻡㻌 㻤㻚㻝㻌 㻡㻚㻡㻌 㻟㻥㻜㻌 2㻜㻟㻌 㻝㻡㻚㻠㻌 㻝2㻚㻢㻌 㻣㻚㻜㻌 㻟㻠㻣㻌 㻤㻡㻌 㻝2㻣㻌 㻢㻠㻌 㻣㻥㻌 㻝㻝2㻌

䛥䛴䜎ᥭ䛢㻙㻝 㻝㻝㻜㼓 㻝㻡2㻌 㻤㻚㻤㻌 㻠㻚㻤㻌 㻝㻤㻚㻠㻌 㻤㻤㻜㻌 㻝㻠㻣㻌 㻤㻚㻠㻌 㻠㻚㻟㻌 㻝㻤㻚㻣㻌 㻤㻟㻤㻌 㻝㻜㻟㻌 㻝㻜㻡㻌 㻝㻝2㻌 㻥㻤㻌 㻝㻜㻡㻌

䛥䛴䜎ᥭ䛢㻙2 㻝㻜㻜㼓 㻝2㻣㻌 㻝㻠㻚㻡㻌 㻢㻚2㻌 㻟㻚2㻌 㻣㻜㻜㻌 㻝㻜㻝㻌 㻝㻡㻚㻜㻌 2㻚㻡㻌 㻠㻚㻣㻌 㻢㻥㻥㻌 㻝2㻢 㻥㻣㻌 2㻠㻤㻌 㻢㻤 㻝㻜㻜㻌

⫗ຍᕤ㢮䠄䝻䞊䝇䝝䝮䠅㻙㻝 㻟㻤㼓 㻠㻝㻌 㻢㻚㻠㻌 㻝㻚㻝㻌 㻝㻚㻠㻌 㻠2㻜㻌 㻟㻥㻌 㻢㻚㻡㻌 㻜㻚㻤㻌 㻝㻚㻟㻌 㻟㻣㻡㻌 㻝㻜㻡㻌 㻥㻥㻌 㻝㻟㻤㻌 㻝㻜㻤㻌 㻝㻝2㻌

⫗ຍᕤ㢮䠄䝻䞊䝇䝝䝮䠅㻙2 㻝㻜㻜㼓 㻝㻡㻢㻌 㻝㻥㻚㻥㻌 㻣㻚㻤㻌 㻝㻚㻢㻌 㻣㻢㻜㻌 㻝㻝㻤㻌 2㻟㻚㻜㻌 2㻚2㻌 㻝㻚㻢㻌 㻣㻝2㻌 㻝㻟2 㻤㻣㻌 㻟㻡㻡㻌 㻝㻜㻜㻌 㻝㻜㻣㻌

⫗ຍᕤ㢮䠄䝋䞊䝉䞊䝆䠅㻙㻝 㻝㻜㻜㼓 㻟㻡㻡㻌 㻝㻝㻚㻟㻌 㻟2㻚㻝㻌 㻡㻚㻝㻌 㻢㻟㻜㻌 㻟㻢㻢㻌 㻝㻝㻚㻥㻌 㻟㻟㻚㻝㻌 㻡㻚㻝㻌 㻣㻝㻤㻌 㻥㻣㻌 㻥㻡㻌 㻥㻣㻌 㻝㻜㻜㻌 㻤㻤㻌

⫗ຍᕤ㢮䠄䝋䞊䝉䞊䝆䠅㻙2 㻝㻜㻜㼓 㻟2㻜㻌 㻝㻢㻚2㻌 2㻣㻚㻟㻌 2㻚㻠㻌 㻡㻝2㻌 㻠㻝㻜㻌 㻝㻟㻚㻜㻌 㻟㻤㻚㻡㻌 2㻚㻥㻌 㻡2㻥㻌 㻣㻤㻌 㻝2㻡㻌 㻣㻝㻌 㻤㻟㻌 㻥㻣㻌

⫗ຍᕤ㢮䠄䝧䞊䝁䞁䠅㻙㻝 㻝㻜㻜㼓 2㻠㻡㻌 㻝㻣㻚㻢㻌 㻝㻣㻚㻥㻌 㻟㻚㻟㻌 㻝2㻟㻜㻌 2㻡㻡㻌 㻝㻡㻚㻠㻌 2㻜㻚㻟㻌 2㻚㻣㻌 㻝㻜㻥㻜㻌 㻥㻢㻌 㻝㻝㻠㻌 㻤㻤㻌 㻝22 㻝㻝㻟㻌

⫗ຍᕤ㢮䠄䝧䞊䝁䞁䠅㻙2 㻣㻜㼓 2㻟㻠㻌 㻣㻚㻣㻌 2㻜㻚㻜㻌 㻟㻚㻠㻌 㻠㻣㻡㻌 㻝㻤㻜㻌 㻝㻝㻚㻢㻌 㻝㻠㻚2㻌 㻝㻚㻠㻌 㻠㻢㻟㻌 㻝㻟㻜㻌 㻢㻢㻌 㻝㻠㻝㻌 2㻠㻟㻌 㻝㻜㻟㻌
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料：ফඅ者ி、ฏ成ࢿߟࢀ 24 年度事ۀ「栄養成分の表示値ઃఆํ法調査事ۀ」より
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㻔㼗㼏㼍㼘㻕 㻔㼓㻕 㻔㼓㻕 㻔㼓㻕 㻔㼙㼓㻕 㻔㼗㼏㼍㼘㻕 㻔㼓㻕 㻔㼓㻕 㻔㼓㻕 㻔㼙㼓㻕

䝺䝖䝹䝖〇ရ䠄䜹䝺䞊䠅㻙㻝 2㻜㻜㼓 2㻤㻡㻌 2㻠㻚㻠㻌 㻝㻠㻚㻤㻌 㻝㻟㻚㻢㻌 㻤㻢㻜㻌 2㻣㻢㻌 2㻝㻚2㻌 㻝㻡㻚㻜㻌 㻝㻠㻚2㻌 㻣㻥㻢㻌 㻝㻜㻟㻌 㻝㻝㻡㻌 㻥㻥㻌 㻥㻢㻌 㻝㻜㻤㻌

䝺䝖䝹䝖〇ရ䠄䜹䝺䞊䠅㻙2 2㻜㻜㼓 2㻟㻥㻌 㻥㻚㻢㻌 㻝㻟㻚㻤㻌 㻝㻥㻚㻜㻌 㻥㻥2㻌 2㻝2㻌 㻝㻜㻚㻢㻌 㻝㻝㻚㻜㻌 㻝㻣㻚㻢㻌 㻝㻜㻣㻠㻌 㻝㻝㻟㻌 㻥㻝㻌 㻝2㻡 㻝㻜㻤㻌 㻥2㻌

䝺䝖䝹䝖〇ရ䠄䝅䝏䝳䞊䠅㻙㻝 2㻜㻜㼓 2㻠㻜㻌 㻤㻚2㻌 㻝㻡㻚㻢㻌 㻝㻢㻚㻤㻌 㻣㻜㻤㻌 2㻢㻠㻌 㻤㻚㻢㻌 㻝㻤㻚㻢㻌 㻝㻡㻚㻠㻌 㻥㻠㻠㻌 㻥㻝㻌 㻥㻡㻌 㻤㻠㻌 㻝㻜㻥㻌 㻣㻡

䝺䝖䝹䝖〇ရ䠄䝅䝏䝳䞊䠅㻙2 㻝㻜㻜㼓 㻤㻟㻌 㻟㻚㻤㻌 㻟㻚㻢㻌 㻥㻚㻜㻌 㻠㻡㻥㻌 㻝㻜㻤㻌 㻢㻚㻜㻌 㻡㻚㻠㻌 㻤㻚㻥㻌 㻠㻣㻢㻌 㻣㻣㻌 㻢㻟㻌 㻢㻣㻌 㻝㻜㻝㻌 㻥㻢㻌

䝏䝹䝗䝟䝑䜽䠄㣯Ꮚ䠅㻙㻝 㻝㻜㻜㼓 2㻝㻜㻌 㻢㻚㻢㻌 㻥㻚2㻌 2㻟㻚㻟㻌 㻟㻡㻣㻌 2㻝㻜㻌 㻢㻚㻡㻌 㻥㻚㻥㻌 2㻟㻚㻤㻌 㻠㻠㻟㻌 㻝㻜㻜㻌 㻝㻜2㻌 㻥㻟㻌 㻥㻤㻌 㻤㻝㻌

䝏䝹䝗䝟䝑䜽䠄㣯Ꮚ䠅㻙2 㻥㻢㼓 㻝㻣㻤㻌 㻤㻚㻢㻌 㻣㻚㻝㻌 㻝㻤㻚㻣㻌 㻟㻠㻤㻌 22㻟㻌 㻣㻚2㻌 㻝2㻚㻡㻌 2㻜㻚㻠㻌 㻠㻣㻤㻌 㻤㻜㻌 㻝㻝㻥㻌 㻡㻣 㻥㻝㻌 㻣㻟

෭෾㣤㢮
䠄䝷䜲䝇䝞䞊䜺䞊䠅㻙㻝

㻝㻟㻜㼓 22㻡㻌 㻢㻚㻡㻌 㻟㻚㻤㻌 㻠㻝㻚㻟㻌 㻢㻜㻣㻌 22㻤㻌 㻢㻚㻡㻌 㻟㻚㻡㻌 㻠2㻚㻠㻌 㻢2㻡㻌 㻥㻥㻌 㻝㻜㻜㻌 㻝㻜㻤㻌 㻥㻣㻌 㻥㻣㻌

෭෾㣤㢮
䠄䝷䜲䝇䝞䞊䜺䞊䠅㻙2

㻝2㻜㼓 2㻠㻢㻌 㻤㻚㻥㻌 㻠㻚㻥㻌 㻠㻝㻚㻠㻌 㻡㻝㻤㻌 2㻤㻜㻌 㻣㻚㻢㻌 㻥㻚㻠㻌 㻠㻝㻚2㻌 㻠㻥㻣㻌 㻤㻤㻌 㻝㻝㻣㻌 㻡2 㻝㻜㻝㻌 㻝㻜㻠㻌

෭෾䛚䛛䛪㢮䠄䝁䝻䝑䜿䠅㻙㻝 2㻣㼓 㻥㻠㻌 㻝㻚㻠㻌 㻢㻚㻥㻌 㻢㻚㻡㻌 㻤㻜㻌 㻤㻤㻌 㻝㻚㻡㻌 㻢㻚㻜㻌 㻢㻚㻥㻌 㻤㻠㻌 㻝㻜㻣㻌 㻥㻟㻌 㻝㻝㻡㻌 㻥㻠㻌 㻥㻡㻌

෭෾䛚䛛䛪㢮䠄䝁䝻䝑䜿䠅㻙2 㻡㻜㼓 㻣㻤㻌 2㻚2㻌 㻝㻚㻡㻌 㻝㻠㻚㻜㻌 㻝2㻜㻌 㻣㻡㻌 2㻚㻝㻌 㻝㻚㻠㻌 㻝㻟㻚㻡㻌 㻝㻡㻢㻌 㻝㻜㻠㻌 㻝㻜㻡㻌 㻝㻜㻣㻌 㻝㻜㻠㻌 㻣㻣
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දࣔ஋ͱဃ཭͕ੜͨ͡ͱ͑ߟΒΕͨྫΛࣔͨ͠ɻ

料：ফඅ者ி、ฏ成ࢿߟࢀ 24 年度事ۀ「栄養成分の表示値ઃఆํ法調査事ۀ」より



が 72 �、日本食品ඪ४੒分ද 2010 などのࢉܭによる
ものが 22 �、分ੳとࢉܭの྆ํをซ用しているものが
� � であった。アンέーτの結Ռを事業ऀผにみると、
ྲྀ௨ྔのଟい食品をѻう事業ऀの΄うが、より栄養දࣔ
をߦっている޲܏がೝめられた。Ұൠతにྲྀ௨ྔのଟい
食品は大ن໛事業ऀが੡଄する৔߹がଟく、大ن໛事業
ऀは、தখ事業ऀにൺべて資ۚやϊ΢ハ΢を༗している
ことから、栄養දࣔをߦいやすいঢ়گにある可能性がਪ
ଌされた。この΄か、アンέーτでは、栄養දࣔをߦう
্での՝題౳についても੡଄ऀにਘͶたとこΖ、ओに、
栄養੒分のؚ༗ྔの低さやࡐݪ料のばらつき౳によりڐ
容ൣғ಺での؅理がࠔ೉であること、දࣔスϖースが不
足していること、分ੳඅ用のෛ୲が大きいこと、食物ણ
維౳は分ੳに長時間を要すること౳の回౴があった。

̐ɽӫཆදࣔج४ͷޙࠓʹ͍ͭͯ

લड़のとおり、全ての੡品について、栄養੒分のؚ༗
ྔをҰఆのڐ容ൣғ಺で؅理することはࠔ೉である。

栄養දࣔは、ফඅऀにとって、த長ظతな݈؅߁理の
ݫ、ඪとなりうるものである。このことを౿まえるとࢦ
ີな正֬さを௥ٻし、その結Ռ、栄養දࣔが޿がらない
ということよりも、ΉしΖ、ਅの஋からଟগはͣれるこ
とがあったとしても、Կらかの߹理తなํ๏にͮجき෯
い食品に栄養දࣔがなされることの΄うが๬ましいと޿
考えられる。このため、ফඅऀிとしては、栄養දࣔٛ
務Խに͚޲た事業ऀଆのڥ؀整උのひとつとして、現ߦ
੍౓においても෯޿い食品に栄養දࣔを෇͚ることが可
能となるよう、ฏ੒ 25 年 9 月 27 日に、栄養දࣔج४
のҰ部改正をߦった（ਤ �
 5）。

४ͷҰ෦վਖ਼ج౓ʹ͓͚Δӫཆද੍ࣔߦݱ（�）
今回ߦった栄養දࣔج४の改正は、ओに、①߹理తな

ํ๏にͮجくදࣔ஋のઃఆ、②低ؚ༗ྔの৔߹のࠩޡの
容ൣғの֦大、のڐ 2 点である。それͧれの಺容につい
て、ҎԼ、ॱに֓આする。

1）߹理తなํ๏にͮجくදࣔ஋のઃఆ
現੍ߦ౓では、栄養੒分のؚ༗ྔをදࣔするํ๏とし

て、Ұఆ஋または෯（Լ限஋ٴͼ্限஋）でදࣔするこ
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現行制度
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ととされており、Ұఆ஋については、栄養੒分͝とにن
ఆされた分ੳํ๏によってಘられた஋をج४として、ن
ఆされたࠩޡのڐ容ൣғ಺（ʶ 20 � Ҏ಺౳）にあるこ
ととされている（ࠩޡのڐ容ൣғを௒えるදࣔ஋は栄養
දࣔج४ҧ൓となる）。

しかし、લड़のとおり、栄養੒分は、ࡐݪ料の੡଄৔
ॴや収֭時ظ౳のҧいにより同༷のサンϓルであっても
ؚ༗ྔのばらつきが大きく、ݸମࠩの大きい食品などで
はࠩޡがڐ容ൣғに収まることがࠔ೉な৔߹もある。今
回、このような食品をؚめ、෯޿い食品に栄養දࣔをす
ることができるようにするため、現ߦのج४を見௚し、
߹理తなํ๏にͮجく஋もදࣔ஋としてઃఆできること
とした。

2）低ؚ༗ྔの৔߹のࠩޡのڐ容ൣғの֦大
現੍ߦ౓では栄養੒分のؚ༗ྔやೱ౓に関܎なく、Ұ

ఆのൺ率でࠩޡのڐ容ൣғがنఆされているが、低ؚ༗
ྔの৔߹にはࠩޡのڐ容ൣғのઈର஋がۃめてখさくな
り、نఆされたࠩޡのڐ容ൣғに収まることがࠔ೉とな
る。このため、低ؚ༗ྔの৔߹（Ұఆྔをຬたさない৔

߹）に限って、ࠩޡのڐ容ൣғを֦ுすることとした。

（�）ٛ຿Խʹ͚ͨ޲औ૊
食品දࣔҰݩԽݕ討会報告ॻ �）では、෯޿い食品に栄

養දࣔを෇͚ることができるようにするため、栄養੒分
のؚ༗ྔに関する֤छデーλϕースの整උをਤるととも
に、栄養දࣔをߦうための支ԉମ੍をॆ実させることを
௨͡て、ඞ要なڥ؀整උをߦうべきとされている。

そのため、ফඅऀிでは、栄養දࣔに関するࣗओతな
取組がԁ׈に進Ήよう、食品܈ຖに栄養੒分のؚ༗ྔに
関するデーλϕースを食品事業ऀ団ମ౳が作੒するため
のΨイυラインの作੒を進めている。༗ࣝऀのྗڠのも
と、ফඅऀிで作੒したΨイυラインҊをجに、現在、
実際のデーλϕースの作੒を食品事業ऀ団ମにґཔして
いるとこΖである。今後、ଟくの食品事業ऀ団ମにデー
λϕースの作੒ྗڠをґཔしたいと考えており、デーλ
ϕース作੒աఔでඞ要な修正をదٓՃえたうえで、࠷ऴ
తには、デーλϕース作੒Ψイυライン（Ծশ）として
ެදすることをܭըしている。
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この΄か、栄養දࣔに慣れていない、あるいはॳめて
栄養දࣔをߦうதখ食品事業ऀを૝ఆして、֤事業ऀが
業छ・業態౳の実৘にԠ͡て、栄養දࣔをߦう্でඞ要
とされるج४やखॱをわかりやすく解આした栄養දࣔΨ
イυライン（Ծশ）についても作੒を進めている。

౼ݕͷޙࠓ（�）
食品දࣔҰݩԽݕ討会報告ॻ �）には、栄養දࣔٛ務Խ

のର৅食品について、ݪଇとして༧めแ૷された全ての
Ճ޻食品をର৅とするが、ফඅऀ全ମにとって栄養のڙ
༩がখさいと考えられるものなどはର৅د源としてのڅ
֎とすることがద౰とࣔされている。また、ର৅事業ऀ
については、ݪଇとして、全ての事業ऀをର৅とする
が、ྫ֎としてՈ଒ܦӦのようなྵࡉな事業ऀにա౓の
ෛ୲がかかるようであれば、ద用除֎とすることがద౰
とされている。さらに、ର৅੒分については、コーデッ
クスҕһ会の栄養දࣔΨイυラインでඞਢදࣔとされて
いる੒分（エネルギー、たんぱく࣭、࣭ࢷ、୸ਫԽ物、
ナτϦ΢Ϝ、๞和ࢷ๱ࢎ、౶ྨ）やॾ֎国のٛ務の実態
を౿まえつつ෯޿くݕ討するඞ要があるとされている。

ফඅऀிとしては、্هのことを೦಄にஔきつつ、༗
ࣝऀをަえてର৅食品、ର৅事業ऀ、ର৅੒分౳のݕ討
をߦっていく༧ఆである。

（�）ॾ֎ࠃʹ͓͚Δӫཆදࣔٛ຿Խ΁ͷରԠ
さらに、ফඅऀிでは、ٛ務Խに͚޲た今後のݕ討の

に栄養දࣔをٛ務Խしているط、考とするため、昨年ࢀ
ॾ֎国にରし、栄養දࣔの੍౓ઃܭ、੍౓のӡ用、੍౓
のߦࣥࢹ؂౳についてアンέーτ調ࠪをߦい、アϝϦ
Χ、Χナダ、ϒラジル、オースτラϦア、߳ߓから回౴
をಘた。ҎԼ、結Ռ֓要を঺հする。

੍౓ઃܭに関しては、ڥ؀整උとして、栄養デーλ
ϕースや栄養ࢉܭιϑτの開ൃ、食品産業͚޲Ψイυラ
インやফඅऀ͚޲Ψイυラインの作੒౳をߦってきたこ
とや、ٛ務Խܾఆ後のϕースラインとしてফඅऀ調ࠪを
。った౳の回౴があったߦ

੍౓のӡ用に関しては、栄養د༩率が無ࢹできるもの
である食品（コーώー、スύイス、Ԙ、ਣ౳）やҰఆೱ
౓Ҏ্のアルコールҿ料、ύッέージがখさい食品、ඇ
แ૷食品、ൢചྔやച্高がҰఆਫ४ҎԼの食品౳をର
৅֎としている౳の回౴があった。

੍౓のߦࣥࢹ؂に関しては、΄とんどの国で、国が௚

઀、ࣥߦをߦっているものの、Ұ部の国ではभがࣥߦを
。の回౴があったࢫっているߦ

この΄か、食品産業界の൓ରがڧく、౰ॳ、それが栄
養දࣔٛ務Խの障֐となっていたという国からは、栄養
දࣔのٛ務Խがফඅऀにڧく支持されていくにつれ、産
業界も次ୈに޷ҙతとなり、産業界の൓ରはなくなって
いったࢫの回౴があった。また、४උظ間が長い΄ど、
ٛ務Խのコスτෛ୲は低く、ٛ務Խによる価্֨ঢをࣔ
ࠦするデーλ౳はなかったとの回౴や、栄養දࣔٛ務Խ
の効Ռとして、ফඅऀがより݈߁తな食品をબ୒できる
ようになったため、食事に関するຫ性࣬ױのҩྍඅݮ࡟
にد༩することが༧૝されているとの回౴もあった。

̑ɽޙ࠷ʹ

の保持増進をさらに進めるためには、ফඅऀに栄߁݈
養に関するద੾な৘報をわかりやすく֬実に提ڙするこ
とがඞ要である。このため、ফඅऀிは、栄養දࣔのٛ
務Խがԁ׈かつ଎やかにできるよう、෯޿い食品に栄養
දࣔが可能となる栄養දࣔج४の改正をߦった。事業ऀ
のօ༷には、今回の改正のझࢫを͝理解いただき、より
。いである޾っていただ͚るとߦతに栄養දࣔをۃੵ

ʻߟࢀจݙʼ

 1）  ফඅऀிɿୈ 2 回「栄養੒分දࣔݕ討会」̡ࢀ考資料ʳ
ങ্͛調ࠪ結Ռ報告「ൢࢢ食品にお͚る栄養੒分ද
ࣔの実態調ࠪ」（ফඅऀி調べ）� ฏ੒ 2� 年

  http���XXX�caa�go�Kp�foods�pdf�1101�1@sanLo�pdf
ɹ（ฏ੒ 25 年 � 月 �1 日現在）
 2）  ফඅऀிɿൢࢢ食品にお͚る栄養දࣔの実態調ࠪ報

告ॻ � ฏ੒ 2� 年
 �）  ফඅऀிɿ栄養੒分のදࣔ஋ઃఆํ๏調ࠪ事業報告

ॻ � ฏ੒ 25 年
 �）  食品දࣔҰݩԽݕ討会報告ॻ � ฏ੒ 2� 年
  http���XXX�caa�go�Kp�foods�pdf�120�09@1�pdf
  食品දࣔҰݩԽݕ討会報告ॻの֓要 � ฏ੒ 2� 年
   http���XXX�caa�go�Kp�foods�pdf�120�09@2�pdf
  （ฏ੒ 25 年 � 月 �1 日現在）
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2005 年ɹ ઒࡚ҩྍ෱ࢱ大学大学Ӄҩྍ技術学研究Պ݈߁Պ学ઐ߈

ത࢜後ظ՝ఔɹ修ྃ 

2005年ʙ200�年ɹ ઒࡚ҩྍ෱ࢱ大学ҩྍ技術学部ྟচ栄養学Պɹ

ॿख

2007年ʙ200�年ɹ ઒࡚ҩྍ෱ࢱ大学ҩྍ技術学部ྟচ栄養学Պɹ

ॿڭ

200� 年ɹް生࿑ಇলೖলɹ݈ہ߁૯務՝生׆習慣පରࣨࡦ在੶

2012 年ɹ同লɹ݈ہ߁がんର߁݈・ࡦ増進՝ҟ動（՝໊の変ߋ）

201� 年ɹফඅऀி΁出޲ɹ食品දࣔاը՝在੶

ถ૔ɹྱࢠ（ΑͶ͘ΒɹΕ͍͜）

199� 年ɹ日本ঁ子ମ育大学ମ育学部 ଔ業

2000 年ɹ共立ঁ子大学Ո੓学部（؅理栄養࢜ઐ߈） ଔ業

2000 年ʙ2002 年ɹڮ本ྰ子ダイエッτコンサルテーγϣンζ在੶

2002 年ʙ200� 年ɹ ؅理栄養࢜として関౦をத৺にϑϦーランス

として׆動開࢝

200� 年ʙ2005 年ɹ 国立スϙーπՊ学ηンλースϙーπҩ学部在੶

（ඇৗۈઐ໳৬һ）

2005 年 7 月ʙ12 月ɹ ް 生࿑ಇলޏ用ۉ౳・ࣇಐՈఉہ฼子保݈

՝在੶（ظ間業務৬һ）

200� 年ɹ ঁ 子栄養大学大学Ӄ栄養学研究Պ栄養学ઐ߈修࢜՝ఔɹ

ೖ学

200� 年ɹ ঁ 子栄養大学大学Ӄ栄養学研究Պ栄養学ઐ߈修࢜՝ఔɹ

修ྃ

200� 年 � 月ʙ2009 年 7 月ɹ ް 生࿑ಇল݈ہ߁૯務՝生׆習慣ප

ରࣨࡦ在੶（ظ間業務৬һ）

2009 年 7 月ɹ ް 生࿑ಇলೖলɹ݈ہ߁૯務՝生׆習慣පରࣨࡦɹ

在੶

2010 年ɹফඅऀி΁出޲ɹ食品දࣔ՝在੶（食品දࣔ調ࠪ׭）

2011 年ɹ同՝在੶（Ӵ生調ࠪ׭）

201� 年ɹ ް 生࿑ಇলޏ用ۉ౳・ࣇಐՈఉہ฼子保݈՝在੶（栄養

ઐ໳׭）

ུྺ
૿ాɹར （ོますͩɹͱ͔ͨ͠）ത࢜（݈߁Պֶ）

γϦʔζ　ʙੈքͷಈ޲΍ௐࠪ݁ڀݚՌ͔ΒޙࠓΛಡΈղ͘ʙʰզ͕ࠃʹ͓͚Δӫཆද੍ࣔ౓ʱ
ୈ̏ճ　ऀۀࣄͷ͜Ε·Ͱͷऔ૊࣮ଶ͔Β͑ߟΔ
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ILSI Japan の支部૯会を開催した 201� 年 2 月 19 日（Ր）のޕ後にදه討論会を開催した。ILSI の׆動、ಛに
研究部会׆動を今後どのように進めるべきかについて、গなくとも研究会としてのコンηンサスܗ੒をଌることを
໨తとして、討論会を開催した。

まͣ事務ہから、ILSI 本部およͼ他支部の研究׆動のུ֓ならͼにӡӦํ๏について৘報提ڙすることにより、
ILSI Japan の研究部会として、今後どのように進めてߦくか討議する際のࡐ料とした。ࢀՃऀを׆動ຖに � つの
άルーϓに分͚、同時に討論する際のϙインτを͛ڍ、ϙインτにͮجいた討論をґཔした。

1 時間の討論ऴྃ後、֤άルーϓから討論಺容の঺հをड͚、৘報を共༗Խした。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

A round�table discussion session Xas held on the afternoon of Tuesday
 February 19th
 201� after the ILSI 
Japan (eneral AsseNbly Neeting�  It Xas held for the purpose of debate hoX Xe should do to NoWe the ILSI Japan 
Research CoNNittee actiWities forXard�  At least
 it is to reach a consensus aNong research coNNittee NeNbers�

At first
 ILSI Japan secretariat offered outline of actiWities and NanageNent of ILSI )eadRuarter and other 
branches as a reference for discussion�  All participants Xere diWided into three groups and receiWed points 
for discussion�  After one�hour discussion
 representatiWes of the each group Lindly introduced their discussion 
suNNaries and shared inforNation�

ཁɹࢫ

̍ɽ͸じΊʹ

ILSI は、「Պ学తなࢹ点で、݈߁・栄養・安全・ڥ؀
に関わる問題の解ܾおよͼ正しい理解を໨ࢦすととも
に、今後ൃ生するڪれのある問題を事લに༧ଌしてରԠ
する」׆動をల開している。つまり ILSI 、動のத৺は׆
研究部会׆動である。その੒Ռをൃ৴しଓ͚ることによ

り存在価஋をࣔせるものである。したがって、研究部会
の׆性Խはৗに重要な՝題となっている。

ILSI Japan、ۙ࠷ 支部૯会のޕ後にはライϑサイエ
ンス・γンϙジ΢Ϝを開催してきたが、今回はۓ٤の՝
題として「研究部会׆性Խに͚޲た討論会」を開催する
こととした。

ʮ*-4*�+BQBO ࠂ࿦会ʯ報౼͚ͨ޲ʹԽੑ׆෦会ڀݚ
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̎ɽϓϩάϥϜ

̏ɽ౼࿦ͷ �ϙΠϯτ

͍ͯͭʹ（ঢ়ݱ）෦ձͷਐΊํڀݚ（�）

Ͳ͏͋Δ΂͖͔ޙࠓ෦ձ͕ڀݚ（�）
  部会׆動අのサϙーτ、׆動評価γステϜ（改ഇ

もؚめて）
  理事会との関܎、本部૯会΁のࢀՃ、他支部と

のަྲྀ
  サイエンス・アυόイβϦー、産׭学ڠ調での׆動

͍ͯͭʹण໋ͷԆ৳ʯ߁ʮ݈࣠جಈ׆（�）
の研究部会΁の൓өについて、どう思うか࣠ج  
  世界をϦーυできるྖ域΁のूத

（�）�*-4*�+BQBO શମ׆ಈʹ͍ͭͯɺ֤ࣾͷҙ͕޲൓ө
Ͱ͖͍ͯΔ͔
  Կを ILSI にظ଴しているか
  Ԡえているか
  どうすればԠえられるか

Ҏ্ � ϙインτをࢀ、͛ڍՃऀには事લに考えをまと
めた্での本討論会΁のࢀՃを要੥した。

̐ɽ৘ใఏڙ

（�）�*-4* 本෦・ଞࢧ෦ͷಈ͖（ڀݚ෦ձ׆ಈɺ௕ظઓ
ུ౳）ʹ͍ͭͯ

1 ）ILSI 本部ઓུܭը、ILSI Japan ઓུܭը作੒
ILSI 本部は 2010 年に 2010ô201� ઓུܭըを作੒し、

த間年として 2012 年にその進௙֬ೝ、見௚しがなされ
た。༏ઌ՝題として͛ڍられている಺容は、

① Պֶతॏཁ՝୊ରԠの༏ઌॱҐ෇͚
② ๬ましいՊֶ৘ใൃ৴ݯとしての ILSI の֬立
Խڧௐの֦大ʗڠֶ׭࢈ ③
ᶆ ݯࡒɺਓࡐの֬保と配ஔ
その಺容・߲໨に४͡るܗで、ILSI Japan として

2012ô201� 年のܭըを作੒し、۩ମతなアクγϣンも
ؚめ、理事会でのঝೝをಘた。

① Պ学త重要՝題ରԠの༏ઌॱҐ෇͚
（i） ׆動࣠جのઃఆ
（ii） Պ学ࢾ問 ( ઃஔ
（iii） 世界をϦーυできるྖ域にूதした׆動

② ๬ましいՊ学৘報ൃ৴源としての ILSI の֬立
（i） ৘報ൃ৴の࡮新
（ii） 支部間ྗڠମ੍γステϜߏங

③ 産׭学ڠ調の֦大ʗڧԽ
（i） ILSI ϛッγϣンの再֬ೝ
（ii） 国立研究ॴとの連ܞ再ߏங

ᶆ 財源・人ࡐ
（i） ܧଓతな財源֬保ʗγステϜಋೖ

同時に、「Պ学తࢹ点で՝題解ܾをߦなう」ILSI の理
೦に߹わせ、༏ઌ՝題のதでも、「Պ学త重要՝題ରԠ
の༏ઌॱҐ෇͚」を࠷も重要な߲໨とҐஔ෇͚た。
2 ） ILSI 本部研究׆動の重点ྖ域と、ରԠする ILSI 

Japan の研究部会׆動
また ILSI 本部は、Պ学ྖ域のதで国際తにӨڹをٴ

13：45～14：30 ILSI 本部・他ࢧ部の動き（研究部会活動、長期戦略等）のઆ໌ ޱࢁ

14：30～15：20 ֤研究部会長からの報告（֤ࣗ 5～7 分） ֤部会長

15：30～15：35 グループ౼࿦のઆ໌ ޱࢁ

15：35～16：30 3 グループˎ）に分かれ౼࿦会 全員

16：30～17：00 ౼࿦಺容のシェア コーσΟネイター

ʮ*-4*�+BQBO ࠂ࿦会ʯ報౼͚ͨ޲ʹԽੑ׆෦会ڀݚ
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΅すと考えられる重点ྖ域としてԼه 5 ྖ域を͛ڍてい
る。ILSI Japan の現在の研究׆動でରԠする部会౳も
ซهした。

ᶃ�ਫ໰୊

ɹ 1roKect S8AN
ᶄ�όΠΦςΫϊϩδʔ

ɹ όイオテクϊロジー研究部会
ᶅ�ϦεΫΞηεϝϯτ

ɹ 食品Ϧスク研究部会
ᶆػ�ೳੑ৯඼ʗڧԽ৯඼

ɹ ౦大دෟ࠲ߨ「機能性食品ゲϊϛクス」
ɹ 食品機能性研究部会
ɹ 1roKect I%&A
ᶇ�ංຬ

ɹ 1roKect 1AN
ɹ 栄養研究部会

� ） ֤ 支部のӡӦ、研究部会のൺֱ（会අ、ࢀՃඅ、׆
動಺容）

ILSI はઃ立Ҏདྷ、支部のӡӦは֤支部にಠ立したܗ
で೚されてきた。したがって、支部会අの௃収ํ๏、ֹ
もଟ༷である。同時に、֤研究部会、λスクϑΥース、
作業部会のӡӦ、ࢀՃඅについても、֤支部に೚されて
いる。そこで、本部重点ྖ域もؚめ、֤ 支部の研究部会のҐ
ஔ͚ͮをまとめた資料を作੒し、ILSI Japan とのҧいを
঺հしながら、๬ましいӡӦについての討議を要੥した。
� ） ILSI のՊ学ϓロάラϜをよりڧいものにするため

にԿがඞ要かʁ
201� 年の本部૯会にお͚る支部スλッϑ会議でॳめ

て、දه՝題について討議する৔をઃ͚た。その会議で
出されたҙ見を঺հした。

①   Պ学研究ϓロάラϜの新نಋೖにおいて࠷も大変
なこと
ըࢀएい研究ऀの、نғからの新ൣ޿◦
◦ 支部スλッϑにՊ学ऀが不在、言༿の障壁、限ら

れた財源
◦ 産・学のઐ໳Ոू団のબ୒

②   Պ学ϓロάラϜのಋೖखॱについて考ྀしている
こと
◦ ϝンόー΁のฉき取り調ࠪ
◦ 学界をרき込める正ࣜなखॱがඞ要
◦ 実ߦ可能性の評価

③   Պ学ϓロάラϜのಋೖから結Ռの評価γステϜに
ついて
◦ 現在、௨ৗの共௨要ૉは、ؚ まれていると言える
ϓロジΣクτの৹ࠪ・評価については、しばྃ׬ ◦

しば๨れられる
ᶆ खॿ͚がඞ要な問題
◦ 支部間のྗڠମ੍のथ立
◦ 支部間の৘報共༗

（�）*-4*�+BQBO ɺํ਑ઃఆ࣠جಈͷ׆
“ ण໋のԆ伸߁݈ ” に࣠جをஔき

i） ׆動ઓུをࡦఆ
ii） Պ学ࢾ問ҕһ会をઃஔ
iii） 国立研究ॴとの連ܞਪ進
iW） 他支部との連ܞਪ進
W） ৘報ൃ৴の࡮新

を今年の׆動ํ਑として提Ҋ。
ii）のՊ学ࢾ問ҕһ会ઃஔについては、2000 年の時

点でྛ ༟଄ઌ生（ILSI 本部理事、๺ཬ大学ༀ学部ڭत
（౰時））が、「今後の（ILSI Japan）׆動を支える໨త
でՊ学ࢾ問ҕһ会をૣٸに組৫するඞ要がある」と提言
されていることを঺հ。ILSI としての重要౓をೝࣝす
るඞ要がある。同時に他支部ではطに組৫Խされており、
重要なϛッγϣンが༩えられているঢ়گにある。

iW）の他支部との連ܞについては、これまでの実੷と
ըについて঺հした。かつてのܭ ILSI は支部がݸผに
動していたが、2009׆ 年の #eSeTo 会議Ҏ߱、支部間
のྗڠがਪ進されるようになってきた。

Ҏ্の資料をجに৘報提ڙし、֤άルーϓ͝との討議
にೖった。άルーϓには、ILSI Japan の理事ϝンόー
にもࢀՃいただいた。その討議の進めํのϙインτとし
て、Լهをґཔした。
討議のϙインτとなる次のه্、Ճऀにはࢀ  ◦ � つの

߲໨（① 研究部会の進めํ（現ঢ়）について、② 研
究部会が今後どうあるべきか、③ ׆動࣠ج ण߁݈“
໋のԆ伸” について、ᶆ ILSI Japan 全ମ׆動につい
て、֤ࣾのҙ޲が൓өできているか）について、事
લに考えてもらう。

◦  現ঢ়೺Ѳ後、֤研究部会を今後どのように進めたら
いいか、۠੾りをつ͚るべきか、ݐઃతなҙ見をҾ
き出す。

◦  ֤ 理事には、理事としての考えも౿まえ、討論をԁ
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。に進めていただきたい׈
◦  可能な限りϙインτとなる � ߲໨すべてをΧόーす

るようおئいする。
◦  コーデΟネイλー（୅දऀ）には、࠷後にどんな討

論がάルーϓでߦわれたかについて報告をいただく。

̑ɽ౼࿦಺༰ͷڞ༗Խ

֤άルーϓからの報告の要໿をԼهする。

（�）˻৯඼҆શڀݚ෦ձάϧʔϓ˼
1 ）部会として今後どうあるべきか

①  研究部会として、Կをするかが重要
◦ ಘるものがないとઌに進まない。
◦ 業界共௨の՝題があると׆動がൃ׆になる。共௨

՝題をټみ্͛るγステϜが無い。
◦ 共௨の՝題や࿩題を収ूし、ݕ討するのもҰҊ。
◦ 研究部会は、λスクϑΥースのࣜܗを取るべきで

あり、ࣗओతなษ׆ڧ動とλスクϑΥースを同͡
部会のதでߦうのに無理がある。
組࢓を出す࢟業にアンέーτを取り、༗りたいا ◦

みがඞ要。
② サイエンスϘーυがඞ要

⿠ ઓུを立てて、部会の改ഇをする。時୅にଈした
൑அをҕͶる。
◦ 研究部会׆動の評価やϨϏϡーがඞ要。
◦ 大きな໨で取りまとめ、新しいൃ૝が出てくるこ

とをظ଴。
2 について「ण໋のԆ伸߁݈」ɿ࣠ج動׆（

①   部会׆動に結ͼ෇͚ることは可能であるがイϝー
ジしͮらい。

తにܾめるඞہはੵみ্͛ではなく、大࣠ج動׆   ②
要がある。ハーτを௫み、ϒϨイクダ΢ン。

③ 理૝తな׆動よりもっと現実తになるべき。
� ）ILSI のத立性と財੓問題

؀」するのは「技術తな解ܾ」とڙ業が資ۚを提ا   ①
整උ」と言える。したがってڥ ILSI 動のத立性׆
は重要である。

② த立性を考えた৔߹、ߦ੓からのҕୗは޷ましい。
③   த立తな立৔でϨギϡϨーγϣンに関わることが

๬ましい。

（�）˻৯඼ػೳੑڀݚ෦ձάϧʔϓ˼
1 ）現ঢ়に関して

2012 年 5 月に分Պ会を開催したが、現ঢ়、ٳ຾ঢ়態。
2 ）今後の進めํ

੾り௚しがඞ要とのೝࣝ。栄養研究部会と食品࢓   ①
機能性部会は໨తがۙく、オーόーラッϓしてい
る。֤ʑのϙジγϣンを໌֬にすべきである。

②   業界୅දऀとしてߦ੓にରしてදࣔ問題などの提
言をߦうことも重要。

� ）Science AdWisory #oard に関して
ɹ ઐ໳Ոのઌ生ํのアυόイスをඞ要とするであΖうかʁ
◦ Կ౓も立ͪফえになった理由 ˠ ଟくのઐ໳Ոの

ҙ見がඞ要ނ、අ用の問題。
◦ ւ֎支部ではଟくのアυόイβーを֬保している。

� 動අについて׆（
①   ֤ ࣾからいくらかのඅ用を出して部会׆動を׆性

Խさせる。
② Ϧλーン次ୈと思われる。

5 ）ಠࣗ性のൃشについて
①   業界としてのҙ見をまとめて、組৫として大きなҙ

見をߦ੓にࣔせるのが ILSI のڧみである。ࣗࣾで
はできないことを ILSI でୡ੒すれば、価஋はある。

②   ILSI のັྗを఻える੒Ռ物がগない。ൃ言ྗもڧ
くないことが組৫としての問題。

③   ւ֎とのコϛϡニέーγϣンの高さ、৘報のೖख
の容易性、正֬౓の高い৘報ൃ৴が ILSI のಠࣗ
性。他の組৫には存在しない。

（�）˻ӫཆڀݚ෦ձάϧʔϓ˼
1 取り組みํ、܎との関࣠ج動׆（

①   本࣠جでは、栄養部会はத৺తな໾ׂをՌたすべ
き。日本ならではのಛ৭を出していくべき。

②   ௒高ྸԽࣾ会、食Ԙઁ取ྔ౳にண໨する׆動。
2 動テーマについて׆（

①   ௒高ྸԽࣾ会をは͡めとする現୅日本のࣾ会変Խ
のॾ問題のதで、ಛに日本のಛ৭が世界にઌ͚ۦ
ているとこΖをテーマとして取り組み、ઌ಄に
立って世界にରしてൃ৴すべき。
ɹ˰  i）௒高ྸԽࣾ会、ii）ݮԘ΁のରԠ、iii）栄

養のա৒と現୅తな不足、౳
②   今後の日本の変Խを提言（ྫɿ子ڙの栄養ঢ়گと

ᅂ޷性変Խ）するようなテーマをઃఆすべき。
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� 性޲動のํ׆（
の機会創଄と、ࣾ会ڙ新৘報の提࠷業΁のاՃࢀ   ①

インύクτのある৘報ൃ৴を໨ࢦすべき。
業にとってاՃࢀ   ② ILSI 動は学べる৔でもあるの׆

で、ا業のएख研究һもࢀՃできるようなັྗあ
るษڧ会اըがඞ要。

③   ライϑサイエンス・γンϙジ΢Ϝ、「栄養とエイジ
ンά」国際会議などのイϕンτがあるが、そのઌ
の出口を考える時ظにある。

ᶆ   国の栄養ઁ取ج४ࡦఆ΁のد༩౳もࢹ໺にೖれた
。動をすべき׆

� ）部会ӡӦについて
①   部会׆動や৘報ൃ৴のํ਑をܾめる際など、理事

会との઀点をଟくઃ͚たํが良い。
。動資ۚの問題は՝題׆ ②
③ 他部会（食品機能部会౳）と಺容の整理がඞ要。
ᶆ   現在はະだا業৭がڧいので、アΧデϛアとの連

。Խすべきڧをܞ
5 業との関わりاՃࢀ（

①   研究ऀだ͚では೉しい՝題（ྫえばݮԘ）はՃ޻
食品を੡଄しているϝーΧーのྗが無いとୡ੒で
きない。
ɹˠ   ILSI Japan がઌ಄に立ͪ、食品ا業と連ܞして

Ճ޻食品தの食Ԙをݮらす׆動ができないかʁ
ɹˠ global にൃ৴

②   ILSI Japan としてのオϑΟγϟルな提言や見解、
ϝッηージがあるとا業はそれを使って׆動をし
やすい。

③   ILSI では食品ا業に௚઀関わるようなテーマ（ຯ
֮など）も取りѻってΏくべきではないか。

̒ɽ̡ まͱΊʳ

今回の討論会に͝ࢀՃいただいたϝンόーにରし、ओ
催ऀとしてઌͣおྱਃし্͛ます。

日ࠒ、ILSI Japan 研究部会׆動に関わっていただい
ているํに取りましても、研究部会の今後の進めํにつ
いて議論する機会は、༨り無かったのではないかと思い
ます。これまで研究部会にੵۃతに関わってこなかった
ํにとっては、より新઱な討論であったかも஌れません
し、もしかするとԿで今ߋと思われたํもډるかと思い

ます。今回いただきましたҙ見・提言をਅ᎜にड͚ࢭめ、
事務ہとして今後の׆動に൓ө・生かすඞ要があると思
います。

同時にݸʑの࣭問・ٙ問を見るとগしೝࣝ・解釈のҧ
いが͡ײられる部分もあり、ILSI Japan としてのత֬
な৘報ൃ৴の重要性を再ೝࣝさせていただきました。こ
れから、৘報ൃ৴についても新たなମ੍を組৫し、ରԠ
してߦきます。

今後ともօ༷のྗڠをいただき、よりॆ実した׆動に
。ていきたいと思います͛ܨ

19�� 年ɹ౦๺大学大学Ӄ理学研究Պത࢜՝ఔલظɹ修ྃ

19�� 年ɹຯのૉࣜג会ࣾೖࣾɹૅج研究ॴ配ଐ

1992 年ɹ౦๺大学大学Ӄത࢜߸取ಘ

199� 年ɹຯのૉࣜג会ࣾ੡品評価ࣨ

1999 年ɹຯのૉࣜג会ࣾԤभ本部ύϦ事務ॴ

2001 年ɹถ国ຯのૉワγンτン %C 事務ॴ

2005 年ɹຯのૉࣜג会ࣾ品࣭保ূ部

2011 年ɹILSI Japan 事務ہ長

ུྺ
（ཧֶ）࢜ത（΍ま͙ͪɹΓΎ͏じ）࢘ɹོޱࢁ
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ฏ઒　஧
*-4*�+BQBO ௕࣍ہ຿ࣄ

昨今のՃ޻食品の国際తな๵易ྔのٸ଎な増Ճに൐い、֤国・地域の食品ఴՃ物੍نについて、より深い஌ࣝを
ඞ要とする৔面にૺ۰する機会が増えてきた。本γンϙジ΢Ϝでは、Ԥถをは͡め、த国、౦ೆアジアの食品安全
୲౰ऀによるఴՃ物੍نの現ঢ়঺հと࣭ٙԠ౴により、生きたఴՃ物৘報を提ڙすることをओな໨తとした。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

As a rapid increase in global trade of processed foods
 Xe often coNe across Xide Wariety of cases Xhich reRuire 
deeper and Nore coNprehensiWe  LnoXledge of regulations of food additiWes in each country and region� 

In this syNposiuN
 food safety regulators froN the 6S
 China and Southeast Asia  introduced their oXn 
regulations of food additiWes and discuss their future prospects�

5"%"4)*�)*3","8"
�1I�%�
%JSFDUPS

*-4*�+BQBO

̍ɽ͸じΊʹ
ຖ年 5 月に開催される「国際食品ૉࡐʗఴՃ物ల・会

議」（ifia Japan）ٴͼ「ϔルスϑーυエΩスϙ（)F& 
Japan）」（食品Խ学新ฉࣾओ催）」が、今年（ฏ੒ 25 年）
も 5 月 15ʙ17 日の � 日間にわたって౦ژϏッάサイτ
で開催された。
「໌日の食を創଄する技術ऀのࡇయ」をओ題にスλー

τした ifia Japan は、ا業が持つ技術ྗをഎܠに生み出
される “੡品ྗ” をલ面にଧͪ出すようになり、今年で
1� 回໨をܴえた。会ظதの૯དྷ৔ऀ਺も � 日間で � ສ
人を௒え、出లا業਺も �00 ࣾを਺えるようになった。
また、年ʑ、国際৭も増し、ւ֎ύϏϦオンはத国をは
͡め、ؖ国やถ国、୆࿷の � か国がల開した΄か、Χナ

ダやデンマーク、イギϦス、オースτラϦア、ϕτナ
Ϝ、インυネγアなど 10 か国ۙい大使ؗが出లし、こ
れまでҎ্に国際తに೐やかなలࣔ会となった。

ཁɹࢫ

ୈ��ճࡍࠃ৯඼ૉࡐʗఴՃ෺ɾ会ٞʢJpB�+BQBO�����ʣʹ͓͚Δࡍࠃγϯϙδ΢Ϝ
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̎ɽࡍࠃ�γϯϙδ΢Ϝʮ৯඼ఴՃ෺ʹؔすΔࠃ
ʯ֨نࡍ

ifia Japan � )F& Japan では、会ظதに༷ʑなߨԋ会
を開催している。出ల会৔のҰ部を利用して開催する出
లࣾϓϨθンテーγϣンやϏッάサイτのηϛナー౩で
開催するओ催ऀاըηϛナー౳である。

ओ催ऀاըηϛナーのҰつとして、国際γンϙジ΢Ϝ
「食品ఴՃ物に関する国際֨ن」が 5 月 1� 日に日本食
品ఴՃ物ڠ会ٴͼ IFT ジϟύンηクγϣンの後ԉをಘ
て開催され、100 ໊を௒えるࢀՃऀがあった。本γンϙ
ジ΢Ϝのओな໨తは、Ԥถをは͡めத国、౦ೆアジアの
食品安全୲౰ऀによるఴՃ物੍نの現ঢ়঺հと࣭ٙԠ౴
を௨͡て、生きたఴՃ物৘報を提ڙすることであった。
昨今ではՃ޻食品の国際తな๵易ྔのٸ଎な増Ճに൐
い、֤国・地域の食品ఴՃ物੍نについて、より深い஌
ࣝをඞ要とする৔面にૺ۰する機会が増えてきたためで
ある。γンϙジ΢ϜのϓロάラϜは、্ 。のとおりであるه

̏ɽߨԋ֓ཁ

（�）Ԥभ࿈߹（&6）ͷ৯඼վྑࡎҰׅ๏ͱ日本ͷରԠ
ฏ઒ɹ஧

日本৯඼ఴՃ෺ڠձ�ৗ຿ཧࣄ（౰࣌）
&6 にお͚る食品ఴՃ物੍نは、਺年にわたる見௚し

の結Ռ、それまで、؁ຯ料、ண৭料、؁ຯ料・ண৭料Ҏ
֎の食品ఴՃ物ٴͼ߳料などに分かれていたݸผྩࢦ

（%irectiWe）を౷߹し、Ұ؏した๏ମ系にू໿する新し
いنଇ（Regulation）ྨとして 200� 年 12 月にஔき׵え
られた。۩ମతには、共௨खॱنଇ（Regulation （&C）
No 1��1�200�）のもとに、食品ఴՃ物نଇ（Regulation 

（&C）No 1����200�）、食品߬ૉنଇ（Regulation （&C）
No 1��2�200� 、ैདྷ、&6 としての੍نがなかった。）
ଇ（Regulation （&C）No 1����200�）نͼ食品߳料ٴ
が同時にެ෍された。これらの新たな � つのنଇはまと
めて、「食品改良ࡎҰׅ๏（Food INproWeNent Agents 
1acLage� FIA1）」とݺばれている。

ୈ��ճࡍࠃ৯඼ૉࡐʗఴՃ෺ɾ会ٞʢJpB�+BQBO�����ʣʹ͓͚Δࡍࠃγϯϙδ΢Ϝ
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։ձએݴɹ&6ͷ৯඼վྑࡎҰׅ๏ͱ日本ͷରԠ
ฏ઒ɹ஧

日本৯඼ఴՃ෺ڠձ�ৗ຿ཧࣄ
ੈքͷ৯඼ۀ࢈ʹ͓͚Δ *'5 ͷ໾ׂͱ࣮ࡍͷ׆ಈ

%S��+BOFU�&��$PMMJOT�3�%
*'5 本෦ظ࣍ձ௕ʗ4FOJPS�.BOBHFS�$PSQPSBUF�3FHVMBUPSZ�"⒎BJST

ͷॏཁੑݟඞཁͳՊֶత஌ʹ֨ن৯඼ࡍࠃ
%S��+BOFU�&��$PMMJOT�3�%

*'5 本෦ظ࣍ձ௕ʗ4FOJPS�.BOBHFS�$PSQPSBUF�3FHVMBUPSZ�"⒎BJST
ΞϝϦΧͱͷ๵қʹ܎ΘΔ֨ن・੍نʹ͍ͭͯ

%S��$MBJSF�-JMZ�,SVHFS
4QIFSJY�$POTVMUJOH�*OD�

தࠃͷ৯඼ఴՃ෺֨نͱ༌ग़ೖ੍ن
ଙɹᘰ

தࠃ৯඼ఴՃࡎͱૉڠࡐձ෭ൿॻ௕
ΞηΞϯͷ৯඼ఴՃ෺౷Ұ֨نʹ͍ͭͯ

.S��,FOH�/HFF�5FPI
*-4*�4PVUIFBTU�"TJB�3FHJPO�.BOBHFS
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国際γンϙジ΢Ϝ「食品ఴՃ物に関する国際֨ن」ϓロάラϜ



食品ఴՃ物نଇに෇ଐするϢニオンϦスτ（6nion List）
には、これまでのݸผྩࢦでڐ可されていた؁ຯ料、ண
৭料、ٴͼ؁ຯ料・ண৭料Ҏ֎の食品ఴՃ物の品໨の΄
とんどが収ࡌされており、2011 年 11 月にެ෍されたن
ଇ（CoNNission Regulation（&C）No 1129�2011）でఆ
められた食品分ྨによるৄࡉな使用ج४がنఆされてい
る。また、ಛఆのண৭料を使用した食品には、「子ڙの
す可能性がある。」とのද΅ٴをڹ動やूதྗにѱӨ׆
ࣔがٛ務෇͚られている。

これまでྩࢦのର৅֎とされてきたՃ޻ॿࡎのうͪ、
食品߬ૉについては、食品߬ૉنଇにより、ఴՃ物と同
༷な共௨खॱでೝ可Ϧスτを作੒することとした。食品
߲߬ૉنଇに෇ଐするϢニオンϦスτには、食品߬ૉ໊
শ、ݪجや७౓をؚΉ֨ن、食品߬ૉを使用できる食
品、使用৚݅などが収ࡌされる༧ఆで、現在、&6 域಺
でൢചされているط存の食品߬ૉについては、2011 年
から 2015 年の間にϦスτに収ࡌするためのਃ੥ॻを提
出することがඞ要である。

食品߳料نଇでは、ۙ年のՊ学త、技術తな進าを考
ྀして、共同ମϨϕルで߳料と߳料ಛ性を༗するಛఆ食
品੒分の調和を໨తとして、߳料のఆٛ、ೝ可߳料のϢ
ニオンϦスτの作੒、߳料の使用৚݅ٴͼ߳料のදࣔの
ルールがఆめられている。2012 年 10 月にެ෍されたن
ଇ（CoNNission Regulation （&C）No �72�2012）には、
食品߳料のϢニオンϦスτがࡌせられており、&6 で使
用できる食品߳料として 2
000 品໨を௒える物࣭がެද
された。さらに、�00 品໨の物࣭が、長年にわたる使用
実੷をもとにԤभ食品安全機関（&FSA）での評価が׬
ྃするまで使用可能とされた。

Ұํ、զが国の食品ఴՃ物を੍نする食品Ӵ生๏で
は、&6 にお͚る食品ఴՃ物、食品߬ૉ、食品߳料とՃ
ࢪ存ఴՃ物として食品Ӵ生๏طͼٴఆఴՃ物ࢦがࡎॿ޻
ଇのผදنߦ 1 。されているࡌ存ఴՃ物໊฽に収طͼٴ
ผද 1 には、໿ �00 品໨のఴՃ物と 1�0 品໨の߳料物
ఆされたࢦͼྨٴ࣭ 1� ྨの߳料物࣭がࡌせられており、
ఆされたࢦྨ 1� の܈には໿ �
000 品໨の物࣭がؚまれ
ている。また、ط存ఴՃ物໊฽には、�0 品໨を௒える
食品߬ૉが収ࡌされており、そのଟくの品໨が、現在、
新たにฤूされているୈ 9 ൛食品ఴՃ物ެఆॻにࡌせら
れる༧ఆである。

食品のՃ޻の໨తで使用されるが、࠷ऴ食品には࢒存
しないかまたは࢒存していてもఴՃ物としての機能を༗

していないとఆٛされるՃ޻ॿࡎ（食品߬ૉ、ચড়・ࡴ
、ばれる物࣭についてはݺ౳）とࡎΖաॿ、ࡎফ๐、ࡎە
食品Ӵ生๏ではఴՃ物として੍نのର৅とされている
が、&6 の FIA1 では、食品߬ૉを除いて、੍نのର৅
とされていない。

（�）�ੈ քͷ৯඼ۀ࢈ʹ͓͚Δ *'5（*OTUJUVUF�PG�'PPE�
5FDIOPMPHJTUT）ͷ໾ׂͱ࣮ࡍͷ׆ಈ

%S��+BOFU�&��$PMMJOT�3�%
*'5 本෦ظ࣍ձ௕ʗ4FOJPS�.BOBHFS�$PSQPSBUF�

3FHVMBUPSZ�"GGBJST
IFT は、ถ国γΧゴࢢに本部をおく世界࠷大の食品関

連の学ڠ会で、世界の食品産業の動きや新੡品開ൃのํ
学の֤ํ面から஫໨をूめ׭ඪとして、産ࢦ性を஌る޲
ている。創଄するエネルギーとたΏま͵革新΁の౒ྗを
Ϟッτーとする IFT は、世界 100 か国Ҏ্にわたる
17
000 人の食品Պ学・産業の産׭学のઐ໳Ոू団から
。੒されているߏ

食品産業において重要な � つの要Ҽとして、څڙ
チΣーン、৘報技術ٴͼ৘報఻ୡが͛ڍられる。څڙ
チΣーンは、食糧څڙ能ྗの֬保とফඅऀからの要੥と
ともに、食品Ճ޻の革新త技術開ൃをৗにٻめられてい
る。これを実現するために、地্ٿのあらΏる地域から
の食品産業に関する৘報収ूを可能とする৘報技術がඞ
要であり、ফඅऀが食品ߪೖする際の৘報ೖखの༷ʑな
खஈについても理解することが大੾である。

また、安ఆతな食品産業のൃలにとって཯଎となるҼ
子として、エネルギーڅڙ、୶ਫの֬保ٴͼ農ߞ地の保
全౳がある。食糧څڙγステϜが安ఆԽするためには、
Պ学や技術にͮجいた持ଓతൃల可能なものであること
がඞਢとなる。IFT は、༷ʑな分໺のύーτナーとڠ
同して、これらの問題に立ͪ޲かっていくことを IFT
നॻに໌言している。

ͷॏཁੑݟඞཁͳՊֶత஌ʹ֨ن৯඼ࡍࠃ（�）
%S��+BOFU�&��$PMMJOT�3�%

*'5 本෦ظ࣍ձ௕ʗ4FOJPS�.BOBHFS�$PSQPSBUF�
3FHVMBUPSZ�"GGBJST

食品தのすべての੒分には、それͧれの機能があり、
食品Պ学ऀは੒分͝との機能性にண໨し、ফඅऀの޲ࢤ
性が高い食品、ҿ料やスナックの開ൃを໨ࢦして、それ
ͧれの地域にಛ༗な食品を作੒している。Ұํ、栄養࢜

ୈ��ճࡍࠃ৯඼ૉࡐʗఴՃ෺ɾ会ٞʢJpB�+BQBO�����ʣʹ͓͚Δࡍࠃγϯϙδ΢Ϝ
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や栄養学ऀは、食品の機能を݈ࢹ߁点や栄養学త؍点か
らଊえて、より品࣭の高い食品の開ൃをߦっている。い
ͣれの立৔からでも、Ճ޻食品にදࣔされる食品ఴՃ物
については大きな関৺を෷っている。ถ国では、ఴՃ物
は他の食品੒分と۠ผされることなく、使用ྔのଟいॱ
にදࣔされている。そのදࣔํ๏は、ফඅऀのड容性を
考ྀしつつ、正֬なࡌهがなされな͚ればならない。ྫ
えば、アスコルϏンࢎをϏλϛン̘とදࣔしてもよい。

ফඅऀの「クϦーンラϕル」にରするڧい要੥から、
食品੡଄業ऀやマーέッλーٴͼ食品Պ学ऀは、Ճ޻食
品の੡଄の際によりগない਺の食品੒分やఴՃ物を使用
することがٻめられている。දࣔされている食品੒分や
ఴՃ物の਺が、5 つҎԼであればফඅऀにとってより良
いものであり、それらの਺がଟくなる΄どよりՃ޻され
たもの、またはࣗવさがগなくなった食品とみなされる。

Պ学తな立৔や੍نするଆからみると、食品にؚまれ
る੒分やఴՃ物はଟ༷な機能を༗している。Ճ޻食品が
国際తに޿くීٴするためには、食品の保存性や安ఆ性
を高くすることがඞਢであり、ଟくのఴՃ物を༗効に׆
用することになる。食品のஷଂظ間のԆ長や国際ྲྀ௨性
の֬保には、食品のߏ੒੒分のଟ༷Խはආ͚て௨れない
ものである。

ফඅऀや食品産業の৘報からは、ফඅऀの要ٻに動か
されたఴՃ物の使用のݮগ޲܏がみられるが、食品γス
テϜ全ମからみると食品の品্࣭޲にはよりଟくの食品
੒分とఴՃ物を使用することが大੾である。

（�）ΞϝϦΧͱͷ๵қʹ܎ΘΔ֨ن・੍نʹ͍ͭͯ
%S��$MBJSF�-JMZ�,SVHFS

4QIFSJY�$POTVMUJOH�*OD�
ถ国のࢢ৔に新たな機能性食品ૉࡐを্खにಋೖする

ためには、ࢢ৔のઓུతな理解と同時に F%A のೝ可を
取るための৘報収ूも重要である。

が栄養ิॿ食品なのか、それとも௨ࡐॳに、そのૉ࠷
ৗ食品あるいはҩྍ用食品なのかを೺Ѳすることがٻめ
られる。そのうえで、্੍نのステーλスとして、ࣗݾ
ೝূ (RAS またはಧ出 (RAS とするのか、新ن栄養ิ
ॿ食品ಧ（N%IN）を提出するのかをબ୒するඞ要がある。

ଟくのࢢ৔関ऀ܎から、্੍نのステーλスをಘる際
の安全性評価のաఔのಁ໌性を、より高くすることがٻ
められている。੡品の安全性を֬保するॻྨのՊ学తな
品࣭の高さを、どのようなೝ可खஈをܦ由してもҰ཯に

֬保することが重要である。੍نによる安全性֬保はফ
අऀの安全にܨがるべきものであり、どのఔ౓までの安
全性デーλがඞ要なのかを໌֬にするඞ要性がある。

ここでは、ถ国にお͚るいくつかの۩ମతな事ྫを঺հ
して、機能性食品ૉࡐのՊ学、ফඅऀड容ならͼに੍ن
が、੡品の開ൃやڐೝ可にどうӨڹするのかϨϏϡーした。

（�）தࠃͷ৯඼ఴՃ෺֨نͱ༌ग़ೖ੍ن
ଙɹᘰ

தࠃ৯඼ఴՃࡎͱૉڠࡐձ෭ൿॻ௕
த国੓෎は、食品の安全֬保をよりྗڧにਪ進するべ

く、਺年のݕ討をܦて、「食品Ӵ生๏」に୅わるج本๏
として「த՚人民共和国食品安全๏」を 2009 年 2 月に
੍ఆした。「食品安全๏」のもと、国務ӃӴ生部が食品
安全のओ؅部໳であることが֬ೝされ、品࣭؂ಜ部໳、
ͼ国Ո食品ҩༀ品؂ಜ部໳の੹೚ൣғٴ੓部໳ߦ঎޻
が໌֬Խされ、食品事ൃނ生時の৬੹が໌らかにされ
た。食品ఴՃ物の国Ոඪ४ (#27�0 も見௚しがなされ、
(#27�0ô2011 が 2011 年 � 月 20 日にൃ෍され、同年 �
月 1 日よりߦࢪされた。

(#27�0ô2011 は、લจ、本จٴͼ使用ج४෇ද A か
らߏ੒されており、ҎԼのようなಛ௃を༗する。① 食
品ఴՃ物ඪ४の༷ࣜは、&6 の FIA1 と同༷に食品分ྨ
を用いた国際ඪ४に४ڌしたものである。② 食品ఴՃ
物は、߹੒品とఱવ由དྷ品を۠ผせͣ、食品ఴՃ物とし
て໿ �15 品໨が収ࡌされている（ୠし、栄養ڧԽٴࡎ
ͼ߳料を除く）。③ 栄養ڧԽࡎ、߳料、ΨϜϕースٴͼ
Ճ޻ॿࡎは、それͧれ、ผ్にϦスτԽされている。ᶆ 
食品分ྨは &6 の食品分ྨをج本にしているが、த国ಛ
༗の食จԽを൓өさせてҰ部改గしている。

関連๏نとしては、「食品安全๏実ࢪ৚ྫ」のもと、「食
品ఴՃࡎ生産ا業Ӵ生ൣن」、「食品ఴՃࡎ新品छ؅理ห
๏（ج४）」、「食品ఴՃࡎ新品छڐ可؅理のൣنԽに関
するެ告」、「食品ఴՃࡎの࠷大使用ྔ֦大に関するެ告」
౳がある。また、ఴՃ物の「ଇن༌出ೖ食品؅理」ͼٴ
に（֨ن品࣭）「ඪ४ྔ࣭ࡎ食品ఴՃ」、に関しては֨ن
߹கするものでな͚ればならないとされている。

（�）ΞηΞϯͷ৯඼ఴՃ෺౷Ұ֨نʹ͍ͭͯ
.S��,FOH�/HFF�5FPI

*-4*�4PVUIFBTU�"TJB�3FHJPO�.BOBHFS
౦ೆアジアॾ国連߹（AS&AN）は、2015 年の AS&AN
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。て作業を進めている͚޲共同ମ（A&C）ൃ足にࡁܦ
AS&AN ॾ国にお͚る食品安全に関する֨نのハーϞナ
イθーγϣンも、A&C ൃ足時にスλーτすべく४උが
進められている。

AS&AN 品࣭・ࢾ֨ن問ҕһ会（ACCS2）のもとに、
Ճ޻食品作業άルーϓ（1F18(）がઃஔされ、۩ମత
な作業が਱ߦされており、コーデックスの国際食品֨ن
に४ڌして AS&AN の食品安全の౷ҰԽを進めている。
コーデックスの֨نが౰てはまらないとこΖは、Պ学త
なϦスク評価のख๏により AS&AN ॾ国の調和をਤる
こととしている。

同時に、AS&AN ॾ国がϦスク評価のख๏を理解し、
 用することを໨తとして、ILSI Southeast׆తにۃੵ
Asia Region が༷ʑな支ԉをしている。

̐ɽ͓ΘΓʹ

ifia�)F& Japan では、ຖ回、出లࣾのలࣔϒースا
ըྗやϓϨθンテーγϣンྗをདྷ৔ऀからの評価・౤ථ
によりબͿ「ifia�)F& アワーυ」がत༩されるが、今
年は、ΩϦンڠ和ϑーζが࠷༏ल出లࣾ৆をड৆した。
また、੡品ྗ৆は、ҏಹ食品޻業の「΢ルτラפఱイー
ナ」（ifia）とオϦβ༉Խの「πόϝの૥エΩス」（)F&）
がड৆した。

その΄か、৹ࠪһಛผ৆としては、஫໨をूめた「機
能性おやつύϏϦオン」を୅දして「日本を݈߁にす
るʂ」研究会がड৆した。

1979 年ɹ౦ژ大学大学Ӄༀ学系研究Պത࢜՝ఔɹ修ྃ

1979 年ɹถ国国立がん研究ॴϙスτυクλー

19�2 年ɹ౦ژ౎࿝人૯߹研究ॴ٬һ研究һ

19�5 年ɹຯのૉࣜג会ࣾதԝ研究ॴ

1995 年ɹྗڠࡁܦ開ൃ機ߏՊ学技術産業ہ

199� 年ɹຯのૉࣜג会ࣾ品࣭保ূ部

2005 年ɹ日本食品ఴՃ物ڠ会

201� 年ɹILSI Japan 事務ہ次長

ུྺ
ฏ઒ɹ஧（ͻΒ͔Θɹͨͩ͠）ༀֶത࢜
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4ZNQPTJVN�PO�UIF�&OWJSPONFOUBM�3JTL�"TTFTTNFOU�
PG�-JWJOH�.PEJGJFE�0SHBOJTNT� *NQPSUFE� GPS�'PPE
�
'FFE�BOE�1SPDFTTJOH

৯඼ɺࣂྉ͓ΑͼՃ޻඼༻ʹ༌ೖ͞ΕͨҨ఻ࢠ
૊࡞͑׵෺ͷ҆ڥ؀શੑධՁシϯϙδ΢Ϝ

ຊ　তӫڮ

*-4*�+BQBO�όΠΦςΫϊϩδʔڀݚ会
෦会௕ڀݚ　

4)0&*�)"4)*.050
$IBJSNBO


#JPUFDIOPMPHZ�3FTFBSDI�DPNNJUUFF

*-4*�+BQBO

զが国は年間໿ 1
�00 ສτンのҨ఻子組׵え作物を༌ೖしている。༌ೖされているҨ఻子組׵え作物はすべて、
日本੓෎により安全性（食品としての安全性とڥ؀΁の安全性）をঝೝされた作物であり、ڥ؀安全性を୲保す
るΧルλϔナ๏にͮجく食品・飼料としてのঝೝはアルϑΝルϑΝ、ηイϤ΢ナλネ、ダイζ、テンサイ、τ΢Ϟ
ロコγ、ύύイϠ、ワλの 7 छであり、10� 系౷にの΅る。これらの作物の国಺での࠿ഓはないが、ワλを除いて
は࠿ഓのঝೝもಘている。これは৹੍ࠪ౓の開࢝Ҏདྷの考えํで、こ΅れམͪによるڥ؀安全性を୲保するために
。っているものであるߦ

今回、ILSI C&RA（Center for &nWironNental RisL AssessNent）のྗڠをಘて、&RA（&nWironNental RisL AssessNent�
本֓೦のج安全性評価）の世界తなڥ؀ 1robleN ForNulation（問題のఆࣜԽ）に関して C&RA ෭ॴ長の %r� 
AndreX Roberts にߨԋしていただいた。その্で、FF1（Food Feed 1rocessing� 食品・飼料・Ճ޻品）のҨ఻子
組׵え作物を༌ೖする৔߹、ւ֎では &RA の࢓組みがどうなっているかを、ԤभとϝΩγコの事ྫについてそれ
ͧれ %r� )ans #ergNans と %r� Sol Orti[�(arcia にߨԋしていただき、また日本のঢ়گにつてもࠤ౻೜ઌ生にߨԋ
していただいた。ಛにࠤ౻ઌ生には、日本でॳめてݪछを๊えるダイζについて、࠿ഓೝ可のない FF1 の安全性
評価についてৄࡉにߨԋしていただいた。

その後、今後の日本にお͚る &RA について議論を深めるൃ׆な討論がߦわれた。そのதで &6 も、またτ΢Ϟロコ
γのݪछを持つϝΩγコも、FF1 の༌ೖのためにはࣗ国でのะ৔ݧࢼを՝していないことなどが໌らかになった。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

An international Neeting on &RA of LMOs（LiWing Modified OrganisNs）iNported for FF1 Xas held in ToLyo
 
on May 2�th and 25th
 201�� This Neeting Xas initiated by ILSI C&RA and ILSI Japan
 Xith support froN 
TsuLuba 6niWersity (MO Research Institute and the Japanese Society of #reeding� The first day of this Neeting 
Xas a syNposiuN and the second day Xas a round table dialogue� 9� participants Koined the syNposiuN� They Xere 
adNinistrators
 scientists for enWironNental risL assessNent
 scientists for biotechnology
 and scientists XorLing 
for industry�

At the syNposiuN of the 1st day
 after a lecture about “1robleN forNulation” as the principle of assessNents by 
%r� AndreX Roberts
 � lectures eYplained assessNents of � countries as folloXs�

ཁɹࢫ
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̍ɽ͸じΊʹ

զが国の食料ࣗڅ率はΧロϦーϕースで �0 ̀ લ後を低
໎し、大ྔの食料を༌ೖしている。そのதでもҨ఻子組
え作物は、国産のコϝの׵ 2 ഒにあたるຖ年 1
�00 ສτ
ンఔ౓が༌ೖされている。༌ೖされているҨ఻子組׵え
作物はすべて日本੓෎により安全性（食品としての安全
性とڥ؀΁の安全性）をঝೝされた作物である。そのう
き「食ͮج安全性を୲保するΧルλϔナ๏にڥ؀、ͪ
品・飼料」としてঝೝされているのはアルϑΝルϑΝ、
ηイϤ΢ナλネ、ダイζ、テンサイ、τ΢Ϟロコγ、ύ
ύイϠ、ワλの 7 छであり、10� 系౷にの΅る（Ֆは作
物に౰たらないので除くɿFAO では “作物” とは食料・
飼料・Ճ޻用の২物とఆٛされているのでҎԼのද現は
それにैう）。զが国ではҨ఻子組׵え作物の国಺での
ഓのঝೝ࠿ഓはないが、ワλを除くこれらの作物では࠿
もಘている。これは৹੍ࠪ౓の開࢝Ҏདྷの考えํで、こ
΅れམͪによるڥ؀安全性を୲保するためにߦっている
ものである。

Ұํ、 ILSI C&RA（Center for &nWironNental RisL 
AssessNent）では、&RA（ڥ؀安全性評価）にお͚
る 1robleN ForNulation（問題のఆࣜԽ）の֓೦のී
、穀物༌ೖなどにお͚る低๫࿐でのϦスク評価や、ٴ
国ڥをӽえたϦスク評価のӡ用などについて׆動をଓ
͚ていて、2011 年 11 月のι΢ルでの C&RA・日ؖ
γンϙジ΢Ϝ開催（ILSI C&RA、ILSI ,orea、ILSI 
Japan 共 催 ） や、2012 年 9 月 の 国 際 学 会（The 12th 

International SyNposiuN on #iosafety of (enetically 
Modified OrganisNs（IS#(MO12））でのηッγϣンの
ओ催などをߦってきた。しかしながら、日本にとって۩
ମతにཉしい৘報がಘられなかったこともあり、今回、
C&RA のྗڠをಘて、日本のように FF1（Food Feed  
1rocessing� 食品・飼料・Ճ޻品）のҨ఻子組׵え作物
を༌ೖする৔߹の &RA のւ֎の事ྫとして、Ԥभやϝ
Ωγコの৘報と、&RA のج本֓೦の問題のఆࣜԽに関
する৘報を国಺の関ऀ܎で共༗し、日本にお͚る &RA
のありํについて議論を深めるためのγンϙジ΢Ϝを開
催した。

̎ɽγϯϙδ΢Ϝ֓ཁ

食品、飼料およͼՃ޻品用に༌ೖされたҨ఻子組׵え
作物のڥ؀安全性評価γンϙジ΢Ϝ

日時ɿฏ੒ 25 年 5 月 2� 日（ۚ）1�ɿ00ʵ1�ɿ10 
৔ॴɿ 大खொϑΝースτスクエアΧンϑΝϨンス（౦

౎ઍ୅ా۠大खொژ 1�5�1 ϑΝースτスクエア
イースτλワー2F）RooN #ɹ

ओ催ɿ ILSI C&RA（Center for &nWironNental RisL 
AssessNent）、ಛఆඇӦ利׆動๏人ɹ国際生໋
Պ学研究機ߏ（ILSI Japan）

後ԉɿ ஜ೾大学Ҩ఻子実ݧηンλー「࣭ܗస׵২物デ
βイン研究ڌ点」、日本育छ学会 LMO ҕһ会

  &RA of LMOs for food
 feed and processing in the &uropean 6nion by %r� )ans #ergNans （National 
Institute of 1ublic )ealth and the &nWironNent
 Netherlands）

  &RA of LMOs for food
 feed and processing in MeYico� the case of genetically Nodified Nai[e by %r� Sol 
Orti[�(arcia （InterNinistrial CoNNission of #iosafety and (enetically Modified OrganisNs
 MeYico）

  &RA of LMOs for food
 feed and processing in Japan by %r� Shinobu Satoh （Faculty of Life and 
&nWironNental Sciences
 6niWersity of TsuLuba
 Japan）

In the aboWe lecture
 %r� Satoh eYplained current topics for &RA for FF1 Xhich included the first case Xithout 
approWal for cultiWation （Most Japanese approWals for (M Crops iNported for FF1 had approWals for cultiWation 
because of spillage）�

Through discussions
 Xe recogni[e that countries other than Japan could use inforNation froN other countries 
for &RA of (M Crops iNported for FF1�
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ʻϓϩάϥϜʼ
13：00 ʵ 13：15 開会のѫࡰ（Opening RemarLs）

Dr. RyuKi :amaguchi
（EYecutive Director
 ILSI Japan）
ILSI Japan ：ོ࢘ޱࢁ） 事務局長）

13：15 ʵ 14：00 リスク評価においてڥ؀ Problem Formulation と Protection Goal ͕Ͳれ΄Ͳॏཁか
（Why are problem formulation and protection goals so important to environmental risL assessment  ）

Dr. Andrew Roberts
（CERA/ILSI Research Foundation
 6SA）

14：00 ʵ 14：45 E6 における食品、ࣂ料および加工品用の遺伝子組換え࡞物のڥ؀安全性評価
（ERA of LMOs for food
 feed and processing in the European 6nion）

Dr. Hans #ergmans
（National Institute of Public Health and the Environment
 The Netherlands）

14：45 ʵ 15：30 メキシコにおける食品、ࣂ料および加工品用の遺伝子組換え࡞物のڥ؀安全性評価：遺伝子組換えトウ
モロコシの事ྫ

（ERA of LMOs for food
 feed and processing in MeYico：the case of genetically modified mai[e）
Dr. Sol Orti[-Garcia

（Interministerial Commission of #iosafety and Genetically Modified Organisms
 MeYico）

15：30 ʵ 15：45 ܜٳ

15：45 ʵ 16：30 日本における食品、ࣂ料および加工品用の遺伝子組換え࡞物のڥ؀安全性評価
（ERA of LMOs for food
 feed and processing in Japan）

Dr. Shinobu Satoh
（Faculty of Life and Environmental Sciences
 6niversity of TsuLuba）

（教तܥڥ೜：ஜ೾大学生໋؀౻ࠤ）

16：30 ʵ 18：30 パネル౼࿦および質ٙ応答（Panel Session Q & A）
Moderator: Dr. Ryo Ohsawa


（Faculty of Life and Environmental Sciences
 6niversity of TsuLuba）
（座長ɹ大ᖒྑ：ஜ೾大学生໋ܥڥ؀教त）

18：30 ʵ 18：40 ด会のѫࡰ（Close of Symposium）
Dr. Ken-ichi Hayashi

（Advisory Council Member
 Center for Environmental RisL Assessment
 （CERA）
 ILSI Research Foundation）

（ྛ健一：ILSI CERA（ڥ؀リスク評価センター）ࢾ問会議委員）

ˎɹཌ 25 日は、24 日のシンポジウムを受けて専門家によるԁ୎会議を開࠵
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Ճऀࢀ（�）
農ྛਫ産ল、ڥ؀ল、จ部Պ学ল、ࡁܦ産業লでΧルλ

ϔナ関連のߦ੓にܞわるํ、ڥ؀安全性やҨ఻子組׵え
にかかわる研究ऀ、ا業の研究ऀなど 9� ໊がࢀՃした。

（�）γϯϙδ΢Ϝ֓ཁ
Ϧスク評価においてڥ؀ （1 1robleN ForNulation と

1rotection (oal がどれ΄ど重要か
%r� AndreX Roberts

（C&RA�ILSI Research Foundation
 6SA）

① 問題のఆࣜԽとは
ɹ⿠問題の ConteYt と問題のఆٛから੒る。
ɹɹɹ問題を見出し、テスτをする。
② 問題の ConteYt

ɹɹԿを評価するのか、Կを評価したいのか。
⿠ 農業全ମのϦスクを評価するのでなく、Ҩ఻子組׵

え作物による௥ՃのϦスクを評価する。
⿠ ConteYt にͮجいて、評価することはԿかをܾめる。
⿠ どんな๏཯・نଇがあるのか。
⿠ 保ޢの໨ඪを໌らかにしておかなくてはならない。

③ 問題のఆٛ
⿠ 「ڥ؀を保ޢする」から「Կを保ޢするかをಛఆ」

する。
⿠ ϦスクγナϦオ（༗֐性にࢸるܦ࿏）を໌らかにする。
⿠ テスτ可能なԾઆを立てる。

ᶆ  学術తに見てどんな;うにやればよいか（ӳ国の
Alan (lay （तの考えからڭ

⿠ Կ΁の֐を๷ぐべきか。
ɹɹConteYt の問題であり、੓ࡦでܾఆする。
⿠ ֐を生ͣるܦ࿏を૝૾できるか。
ɹɹఆٛの問題でありՊ学で解ܾする。
⿠ ༗֐となりうるかをどのように評価できるか。
ɹɹఆٛの問題でありՊ学で解ܾする。

⿠ それは重要か。
ɹ ɹConteYt とఆٛにまたがる問題であり、੓ࡦでܾఆ

する。
ᶇ ֤論として

a） Կをकらないとい͚ないか。保ޢの໨ඪを໌らか
にする。

ɹ⿠ ڥ؀でकりたいと思うもの。
ɹɹ ɹઈ໓にවしているもの。จԽతに重要なもの（オ

オΧόマダラなど）。
ɹ⿠ ๏཯・੍نとલྫ。
ɹɹ ɹݸʑの๏だ͚でなく、ڥ؀๏などの޿い分໺の

๏も考ྀする。
ɹ⿠ Պ学తࠜڌҎ֎のࣾ会త価஋؍にࠜࠩすもの。
ɹɹ ɹࣗ分はԿを保ޢすることを໨ඪとして評価して

いるかを໌らかにしておく。
ɹ⿠ ެ 共੓ࡦからಋかれる。
ɹɹ ɹ世界には、(MO だ͚を考ྀしていてڥ؀保ޢ

੓ࡦのࢹ໺を持たない国もある。
b）それͧれの作物͝とに໨ඪをਫ਼៛Խしていく

ɹ⿠ ڥ؀੓ࡦのConteYtのதで作業しな͚ればい͚ない。
ɹɹ ɹたとえば農業の生物ଟ༷性を作物のଟ༷性と理

解している国もある。(MO の੍نだ͚をߦって
いてڥ؀保ޢ੓ࡦを理解していない。

ɹ⿠ エンυ・ϙインτをಋ͚るものでないとい͚ない。
ɹɹ ɹ保ޢの໨ඪと関܎しているものでなくてはい͚

ない。
c）なͥ໌֬な問題のఆࣜԽがඞ要か

ɹ⿠ 保ޢ໨ඪは໌จԽするඞ要がある。
ɹɹɹ関ऀ܎に理解を޿めるにはඞ要。
ɹɹ ɹしばしば൷൑をڪれて໌จԽしないことがある

が、もしաͪがあれば൷൑にさらされて、ٯに正
すことができる。

ɹɹ ɹಁ໌性を高め、આ໌੹೚をՌたすことでϑΟー
υόックをಘられ、৴པ性を୲保する。

ɹ⿠ ߦ動ありき。
d）問題のఆࣜԽをՌたすうえでの՝題

ɹ⿠ 評価のϓロηスそのものにかかわる՝題。
ɹɹɹ੹೚のॴ在をはっきりとする。
ɹɹ ɹ୭がઃఆするのか。੓ܾࡦఆऀか、評価ऀか、

ਃ੥ऀか。
ɹɹɹ໌จԽするதで保ޢ໨తが໌らかになる。
ɹ⿠ ൣ ғの޿い保ޢ໨ඪのߜり込みがඞ要。
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ɹɹ ɹそのதから༗用な評価エンυ・ϙインτをಛఆ
していかな͚ればい͚ない。

e）保ޢ໨తとしての生物ଟ༷性
ɹ⿠ 生物ଟ༷性にかかわるΧルλϔナ議ఆॻ。
ɹɹɹ生物ଟ༷性の保ޢと持ଓ可能な利用。
ɹ⿠ エンυ・ϙインτとして使うには೉しい。
ɹɹ ɹ「生物ଟ༷性とは」、「持ଓ可能とは」౳をまͣ

ఆٛしなくてはならない。
f）ΧϦϑΥルニア生物ଟ༷性৹議会での事ྫ

ɹ⿠ 「生物ଟ༷性をఆٛすることは不可能」（Noss
 
1990）。

ɹɹɹこれは結論ではなく՝題として報告された。
g） C#%（生物ଟ༷性৚໿ɿConWention on #iologi�

cal %iWersity）でも生物ଟ༷性のఆٛがॻかれて
いる

ɹ⿠ 地্ٿのすべての生物が໢ཏされている。
ɹɹ ɹ評価のエンυ・ϙインτをಋき出すことはでき

ない。
h）保ޢ໨ඪとしてਫ਼៛Խしなくてはい͚ない

ɹ⿠ 地ڥ؀ٿや生態系がৗに変容しているதでԿを、
どの時間࣠で、どの要ૉのதでఆٛしていくのか。

ɹɹ ɹたとえばั食ʹඃ食の関܎（໺ీとೣࢁの関܎
は、ೣࢁが増えて໺ీが食べられると、໺ీはݮ
り、次にೣࢁがݮる。また、ೣࢁがݮると次に໺
ీが増える）。このように変容性があるので、あ
る時点でのݸମ਺がڥ؀のதでの਺ではない。

ɹ⿠ すべての生物がฏ౳ではない（ྫɿύンダは保ޢ
し、գは๾໓したがる。しかし、そうすべきՊ学
తࠜڌはない。ࣾ会తな価஋؍である）。

i）生物ଟ༷性はなͥ重ん͡られるか
ɹ⿠ ໾に立つため（たとえば৿ྛの価஋は、െ採して

を作る、作物育छのҨ఻資源、ਫ࣭保持などやࢴ
エコγステϜ）。

ɹ⿠ ඒత価஋のため（ύンダ、オオΧόマダラ౳を保
。（するのはそのためޢ

ɹ⿠ Ҩ産として（子ଙもڥ؀をָしΉことができるよ
うにする）。

K）どうやって効Ռをܭଌする
ɹ⿠ 生産性はܭଌできる。
ɹ⿠ ඒత価஋はԞ深い。
ɹɹ ɹݸମ਺はଌఆできるが、ඒత価஋のଌఆではない。
ɹ⿠ ݸମ਺がどれくらいݮればة機తか。

L）デーλがଟ͚ればよいのではない
ɹ⿠ よりଟくのデーλがあることを良しとするのはՊ

学ऀのจԽ。
ɹ⿠ 評価ऀとしてはඞ要なデーλのみがඞ要なので

あって、評価と研究とはҧう。
ɹɹ ɹきͪんとしたԾઆがඞ要。
l）໌֬な問題のఆࣜԽのない事ྫ

ɹ⿠ ӳ国での農地評価（FS&）。
ɹɹ ɹ500ສϙンυをか͚て� 年間のะ৔ݧࢼをߦった。
ɹɹ ɹ(M とඇ (M でछにより生物ଟ༷性のࠩがଌఆ

されたが、このࠩより農業でのࡶ૲๷除の技術の
ൃలによる生物ଟ༷性のࠩの΄うが大きかった。

ɹɹ ɹこれは、保ޢ໨ඪの֓೦がܽ೗していたために
おきた。結Ռとして無駄なおۚをか͚て੒Ռがಘ
られなかったݧࢼとなった。

ᶈ 結論
a） 問題のఆࣜԽはҎԼのようでな͚ればならない。

ɹ⿠ ಁ ໌で໌จԽされたҰつのϓロηスであること。
ɹ⿠ ߦࢪϓロηスであり、໌จԽされたϓロηスであ

ること。
ɹ⿠ ҎԼの � つのج本తな࣭問に౴えられること。
ɹɹ Կ΁の֐を๷ぐべきか。
ɹɹ 。࿏を૝૾できるかܦを生ͣる֐
　　 ༗֐となりうるかをどのように評価できるか。
　　 それは重要か。
ɹ⿠ 保ޢ໨ඪをきͪんとઃఆしなくてはい͚ない。
ɹ⿠ Ϧスクを評価するのにඞ要な৘報はԿであるかを

ઃఆしなくてはい͚ない。
ɹ⿠ ܭըతに作੒することは実ફすることはできると

いうことである。
ɹ⿠ Ҏ্のような思考回࿏は୭もが୧るが、事લにܭ

ըతに࿅ることが重要である。
ɹ⿠ Ҏ্のことをすることで &RA を進めるための༏

れたπールͮくりができる。
ᶉ 生物の進Խをどう৫り込Ήか ʻ࣭問に౴えてʼ

a）生物はৗに変Խしている
ɹ⿠ 進Խと現ঢ়を保全することは૬൓するものであり、

ジϨンマが生͡る。
b）アϝϦΧでは 1�92 年がΩーワーυ

ɹ⿠ Ϥーロッύ人がॳめてアϝϦΧに౉དྷした年で、
その時点ではૉ੖らしいڥ؀であったが、現在で
はطにଟくのछは໓んでいてݩに໭すことは不可
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能となっている。ผのڥ؀を考えなくてはい͚ない。

2） &6 にお͚る食品、飼料およͼՃ޻品用のҨ఻子組
安全性評価ڥえ作物の؀׵

%r� )ans #ergNans
（National Institute of 1ublic )ealth and the 

&nWironNent
 The Netherlands）

①  FF1 用に༌ೖされたҨ఻子組׵え作物のಛ௃は、
こ΅れམͪはあっても࠿ഓとֱべて๫࿐Ϩϕルはඇ
ৗに低いことにある

②  %irectiWe 2001�1��&C のもとでのҨ఻子組׵え作
物の੍نのϑϨーϜワーク

a）オランダの৔߹
ɹ ɹ໺֎ݧࢼのਃ੥˰ (MO オϑΟス˰ &RA�˰Ҋݪ 

Պ学ࢾ問ҕһ会˰ڥ؀ল˰ܾఆ
b）&6 の৔߹

ɹ ɹ໺֎ݧࢼのਃ੥˰Ճໍ国のॴ׭׋ி˰ &FSA
（&uropean Food Safety Authority� Ԥभ食品安全機
関）˱֤Ճໍ国のॴ׭׋ி˰見解˰ &C ˰ৗ೚ҕһ
会

③ こ΅れམͪの &RA のために஌るඞ要のある৘報
a）Ҩ఻子マッϓ
b） աڈのখスέールะ৔ݧࢼの結Ռ（同Ұもしく

はྨࣅの২物）
c）աڈのݧࢼでの（જ在త）֐ةのないこと
d） もし໺生छとのަࡶがおきても֐ةがないと༧

されることظ
e） FF1 には分子生物学తಛ性をؚΉ大ྔの食品・

飼料安全性に関するデーλが使える
ᶆ જ在త֐ةɿ作物

a）τ΢Ϟロコγ
ɹ ɹ&6 には໺生छがない。生き࢒らない。ˠ৵ऻ性

がない。

b）ジϟΨイϞ
ɹ ɹイψϗオζΩとのަࡶɿᡢٹ出によってのみ可

能。ˠަࡶ性がない。限ఆతな生き࢒りであり、৵
ऻ性がみられない。

c）੢༸アϒラナ
ɹɹハクサイなど #rassica rapa とަࡶ。
ɹɹ限ఆతな生き࢒りと৵ऻ性。

ᶇ જ在త֐ةɿ࣭ܗ
a）τ΢Ϟロコγ

ɹɹ֐虫఍߅性 ʼ ඇର৅生物΁のӨڹʀ低๫࿐
b）੢༸アϒラナ

ɹ ɹ除૲ࡎ଱性 ʼ ڥ؀で除૲ࡎを使わないのでબ୒
ѹはない

ᶈ FF1 のための &RA
a）ڥ؀΁の๫࿐は低いと༧ଌされる
b） ྫ えば分子生物学తಛ性のような৘報が食品・

飼料の安全性評価にはඞ要
c）ڥ؀΁の֐ة΁のܦ࿏

ɹ⿠ద੾な討議にैえば
ɹɹ  除૲ࡎ଱性੢༸アϒラナ ɿަࡶがおこるかもし

れない
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹڥ؀でのબ୒ѹはない
ɹɹ 性τ΢Ϟロコγɿ低๫࿐߅虫఍֐
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹඇର৅生物΁の考ྀ
d）Ϧスク評価ɿڥ؀΁の限ఆతな๫࿐にͮجく

ᶉ  Պ学ऀと੍ن౰ہの考えํにはࠩがある
ɹ⿠ Պ学ऀはՊ学తな؍点からఆྔԽ・ϞデルԽした

いと考える。
ɹ⿠ ੍ن౰ہは、もしもの時にどれだ͚ѱӨڹがある

か、࠷ѱのγナϦオに関৺がある。
ɹ⿠ Պ学ऀはҨ఻子にڵຯがあり、੍ن౰ہはҨ఻子

ྲྀ動にڵຯがある。
ᶊ FF1 のために༌ೖされたҨ఻子組׵えମの &RA

a）保ޢ໨ඪ
ɹ ɹとても重要だが、いつもきͪんとࣔしているわ͚

ではない。
b）༗֐事৅を生͡るܦ࿏

ɹɹڥ؀΁の๫࿐は限ఆత。
c） &RA はத間తなن໛の໺֎ݧࢼ（ΧテゴϦー2）

の結Ռにඞ要な৘報にͮجく
ᶋ ะ৔ݧࢼについて

a）ะ৔ݧࢼでの࠿ഓについての৘報
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ɹɹ༌出国からಘられる。
b） 他の国でߦったݧࢼ結Ռが使えるときは、あら

ためてݧࢼしない
c）FF1 の৔߹はะ৔ݧࢼはしない

�） ϝΩγコにお͚る食品、飼料およͼՃ޻品用のҨ
఻子組׵え作物のڥ؀安全性評価ɿҨ఻子組׵え
τ΢Ϟロコγの事ྫ

%r� Sol Orti[�(arcia
（InterNinisterial CoNNission of #iosafety 

and (enetically Modified OrganisNs
 MeYico）

①  Ҩ఻子組׵え生物のόイオηーϑテΟ๏は 2005 年
ൃ効、Χルλϔナ議ఆॻに४ڌ

ল、農業ল、保݈ল、財務লがೝূڥ؀  ②
ɹɹ ɹこれらのলிの߹同ҕһ会である CI#IO(&M（Ҩ

఻子組み׵え生物のόイオηーϑテΟに関するҕ
һ会ɿla CoNisiÓn Intersecretarial de #ioseguridad 
de los OrganisNos (enÉticaNente Modificados）が実
際に׆動する。

③ FF1 のೝ可
a）ਃ੥˰保݈ল・Ӵ生ҕһ会˰食品安全評価˰ܾఆ

ɹ⿠ ์ڥ؀出のର৅でない。
ɹ⿠ 穀物をؚめた人間用、食品Ճ޻、ެऺӴ生と生物

学త修෮。
ɹ⿠ 現在、τ΢Ϟロコγ、ワλ、ダイζ、ナλネ、τ

マτ、ジϟΨイϞなど 11� छがೝ可されている。
ᶆ  ؀ ڥ ์ 出 の ਃ ੥ ˰ SA(AR1A（The Secretariat 

of Agriculture
 LiWestocL
 Rural %eWelopNent
 
Fisheries and Food（ϝΩγコ農சਫ産農ଜ開ൃ食
料ল））˰Ϧスク分ੳ˰ܾఆ

ɹ⿠  SA(AR1A は S&MARNAT（The Ministry of 
&nWironNental and Natural Resources（ϝΩγコ
ল））のڥ؀ &RA 結Ռと߹わせてϦスク分ੳし、

。出の可൱をܾఆする์ڥ؀
ɹ⿠  1999 年から 200� 年まで、組׵えτ΢Ϟロコγ

の์ڥ؀出はϞラτϦアϜであった。
ɹ⿠ τ΢Ϟロコγのݪछテオγンτと �0 の地域品छ

も保ޢのର৅。テオγンτ保۠ޢ。
ɹ⿠ τ΢Ϟロコγはಛผ事ྫ。

ᶇ Ҩ఻子組׵え作物の࠿ഓは地域をࢦఆ
ᶈ こ΅れམͪ΁のରԠ

ɹ⿠ 限ఆతなこ΅れམͪはফ໓。
ɹ⿠ ՟ंのస෴のような大ྔのこ΅れམͪの৔߹は人

ւઓ術でରԠ。

�） 日本にお͚る食品、飼料およͼՃ޻品用のҨ఻子
組׵え作物のڥ؀安全性評価

%r� Shinobu Satoh
（Faculty of Life and &nWironNental Sciences
 

6niWersity of TsuLuba）
（तڭ系ڥ೜ɿஜ೾大学生໋؀౻ࠤ）

① 日本の &RA の評価スΩーϜ
 ɹ研究ࣨ・Թࣨ（国಺֎）でのデーλ˰ҕһ会で評価
˰日本でのִ཭ะ৔ݧࢼでのデーλ˰ҕһ会で評価˰
໺֎࠿ഓ・食料ʗ飼料ʗՃ޻品として使用
 ɹ（それͧれҕһ会の評価にͮجきύϒϦックコϝン
τをٻめঝೝ作業がߦわれる）

②  ϐアϨϏϡーされたج本৘報にͮجき、ݸʑの作物
のデーλを評価

③  評価ର৅は系౷ではなくݸʑのҨ఻子組׵えにより
できた作物

ᶆ  Ҩ఻子組׵え作物同࢜のハイϒϦッυ
ɹ ɹ૬ޓ作用が考えられるものについてはִ཭ะ৔ݧࢼ

をߦう。
ᶇ  FF1 でも日本においてަࡶ可能な໺生生物が存在

する৔߹やこ΅れམͪたछ子が生き࢒る可能性があ
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る৔߹は࠿ഓのঝೝがඞ要
ɹɹ現在、࠿ഓのঝೝがඞ要でないのはワλのみ。
ᶈ 評価߲໨

a）ަࡶ性
b）ڝ߹にお͚る༏Ґ性
c）༗֐物࣭産生性

ᶉ 評価のϙインτ
a） Ҩ఻子組׵え作物によりӨڹをड͚る໺生生物の

֬ೝ
ɹ ɹ（໺生生物とは日本ݪ産か໌࣏Ҏલに日本にೖっ

てきた作物Ҏ֎のもの）
b）生物ଟ༷性のߏ੒

ɹ⿠ 生態系のଟ༷性。
ɹ⿠ 生態系のதのछのଟ༷性。
ɹ⿠ छのதのҨ఻子のଟ༷性。

ᶊ Ҩ఻子Ҡೖ
a）低ਫ४でのࡶछ

ɹɹదԠ౓のない࣭ܗɿ除૲ࡎ଱性は無֐
b）໺生ू団でのࡶछの増Ճ

ɹ ɹదԠ౓のある࣭ܗɿ生物తʗඇ生物తスτϨス଱
性は໺生ू団でのҨ఻子のଟ༷性がݮগするので༗֐

ᶋ ࠿ഓのঝೝのない新しい評価
a）#t ダイζ

ɹ⿠ ໺生छとのࡶछによりҨ఻子のଟ༷性がݮる。
ɹ⿠ こ΅れམͪにより໺生छとのࡶछのできる可能性

のݕ討。
ɹ⿠ ダイζと໺生ダイζのަࡶ率は 1 ˋະຬと低い。
ɹ⿠ ダイζと໺生ダイζのࡶछは 1ʙ2 世୅でফ໓。
ɹ⿠ ݧࢼะ৔での #t ダイζと໺生ダイζの࠿ഓݧࢼ

はೝめられない。
ɹ⿠ 農ྛਫ産লの報告による日本の 9 つの༌ೖߓ෇ۙ

でのダイζの生育は、߹わせて ���5ʙ15�7� ཻ。
ɹ⿠ ࠷もこ΅れམͪのଟいߓから 5LN ͝とに ��LN ま

で #t ダイζがこ΅れམͪて໺生ダイζのۙくに
生育する可能性を足すと 11�99 छができるࡶ、ཻ
大可能性࠷ � ˋで 0�75 छの次世୅ができࡶ。ཻ
る࠷大可能性 0�2 ˋをֻ͚て 0�0015 ཻの可能性。

ɹ⿠ この਺஋から、こ΅れམͪにより໺生छとのࡶछ
のできる可能性はۃめて低いと൑அし、#t ダイ
ζについては、ϞニλϦンάを৚݅として࠿ഓঝ
ೝのない༌ೖだ͚の新しい &RA ができた。

5）ύネル討論
大ᖒઌ生の進ߦで、ࢣߨのઌ生ํだ͚でなく、会৔に

ूまった関ऀ܎によりඇৗに੝り্がった議論がなさ
れ、今後΁の՝題が提Ҋされた。

ಛに、ࠤ౻ઌ生のߨԋが日本での࠿ഓೝ可のない
FF1 のঝೝというॳめての事ྫであり、議論が੝り্
がった。まͣ、討論の時間のલから、なͥҨ఻子Ҡೖが
Ҩ఻子のଟ༷性の低ݮになるのかという点でւ֎ࢣߨの
ํもؚめٙ問がूதした。࠷ऴతには੍ن౰ہとՊ学ऀ
のҧいとして߹ҙされた。

Ҩ఻子ଟ༷性に関して使われた、ϐアϨϏϡーされた
論จの৘報について、論จࣗମにॻかれている਺஋が高
す͗ることは関܎の研究ऀからもࢦఠされたが（1 ˋと
いう਺ࣈは無理にަࡶさせてさらに਺ܻ高い਺࠷、（ࣈ
大஋ということで関ऀ܎はத਎を理解しているはͣであ
ると結論͚ͮられた（開Ֆ時ظのҧう২物を無理にབྷま
せて࠿ഓし、௨ৗは൒日ఔ౓、ՖคがඈͿとこΖを長ظ
に࿱って࠷大にඈͿということでߦった実ݧであるとい
うことは、会৔にूまった人は஌っているかも஌れな
い）。いͣれにしてもϐアϨϏϡーされた論จを使うの
が正౰であるとのコϝンτもあった。

&6 もϝΩγコも FF1 に࠿ഓೝ可・ะ৔ݧࢼをٻめ
ていない。世界తにはそのྲྀれであるが、日本では 20
年લにڥ؀安全性についてどうରॲするかをՊ学ऀが問
われ、その結Ռ、FF1 も࠿ഓもϓロテクγϣンゴール

（保ޢ໨ඪ）は同͡とし、その後もその߹ҙのもとでやっ
てきたことで、現在の日本の׆用ঢ়گがあるということ
が会৔で再ೝࣝされた。

ԿをकるかはϙϦγー、どうकるかはサイエンス。そ
の྆ํをՊ学ऀがやってきたのが日本。Χルλϔナ๏に
は 5 年後の見௚しنఆがあるが、それҎ後には見௚しن
ఆはない（ڥ؀ল）。しかし時୅に߹わせて಺容の見௚
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しはやっていく（農ྛਫ産ল）。
保ޢ໨ඪについては今回は議論できなかったが、保ޢ

໨ඪを໌จԽすることが安全性評価をわかりやすくする
ことであり、ۙいকདྷまた議論の機会を持ͪたい。

この日の議論をड͚て、25 日のԁ୎会議ではઐ໳Ո
による技術తな議論が܁り͛޿られた。FF1 用に༌ೖ
されたҨ఻子組׵え作物の &RA において、日本をいわ
Ώる「Ψラύゴスঢ়態」にஔきたいわ͚ではない、とい
うことも࿩された。

1972 年ɹۚ୔大学大学Ӄ理学研究Պ（修࢜）ɹ修ྃ

1972 年ɹサンτϦーࣜג会ࣾɹೖࣾ

 Ϗール研究ࣨ、研究اը部、ૅج研究ॴ、ઌ進技術研究ॴ

2005 年ɹࣾ団๏人農ྛਫ産ઌ୺技術産業ৼڵηンλーɹ出޲

ը調ࠪ部長ا 

2007 年ɹۙـόイオインダスτϦーৼڵ会議ɹ出޲

 ৗ務理事

200� 年ɹサンτϦーࣜג会ࣾɹఆ年ୀ৬ɹのͪ再ޏ用

2009 年ɹサンτϦーϗールデΟンάスࣜג会ࣾに໊ࣾ変ߋ

2009 年ɹۙـόイオインダスτϦーৼڵ会議ɹ出޲解除

2009 年ɹサンτϦーϗールデΟンάスࣜג会ࣾ研究اը部

2011 年ɹ サンτϦーϏジネスエΩスύーτࣜג会ࣾ価஋ϑロン

テΟアηンλー

201� 年ɹ サンτϦーάローόルイϊϕーγϣンηンλーࣜג会ࣾ

研究部

201� 年ɹ再ޏ用ܖ໿ຬྃ

199� 年ɹ 日本国際生໋Պ学ڠ会（現・国際生໋Պ学研究機ߏ）ό

イオテクϊロジー研究部会෭部会長

2000 年 同ɹ部会長

 現在にࢸる

ུྺ
本ɹতӫ（͸͠΋ͱɹ͠ΐ͏͍͑）ڮ
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The Forty�first Session of the CodeY CoNNittee on Food Labelling Xas held in CharlottetoXn
 1rince &dXard 
Island
 Canada froN 1� to 17 May 201�� The Session Xas attended by 21� delegates representing �0 NeNber 
countries
 one NeNber organi[ation （&6） and 22 international organi[ations� Total 11 participants attended 
froN Japan consisting of one froN the ConsuNer Affairs Agency and the Ministry of )ealth
 Labour and 8elfare 
respectiWely
 2 froN the Ministry of Agriculture
 Forestry and Fisheries
 � froN N(Os including � froN ILSI 
Japan and the author as a technical adWisor to the goWernNent delegation� The suNNary and conclusions of the 
Session are as folloXs� 

The CoNNittee agreed to adWance to Step � and 5�� the folloXing�
� %raft aNendNents to the (uidelines on “Nutrition and )ealth ClaiNs”（CAC�(L 2�ô1997） on “Non�Addition of 

SodiuN Salts”
� 1roposed %raft aNendNents to the (uidelines on “Organically 1roduced Foods”（CAC�(L �2ô1999） on the use 

of &thylene as Sprouting Inhibitor for Onions and 1otatoes
The CoNNittee forXarded to CAC the folloXing aNendNents�
� &ditorial aNendNents to the (uidelines on “Nutrition and )ealth ClaiNs”（CAC�(L 2�ô1997）clarifying section 

��� on CoNparatiWe ClaiNs
� ANendNents to the (uidelines on Nutrition Labelling （CAC�(L 2ô19�5） concerning definitions and replacing 

the eYisting anneY Xith neX AnneY� (eneral 1rinciples for &stablishNent of Nutrient Reference 7alues for the 
(eneral 1opulation

Matters of interest and referred to the CoNNission and other CoNNittees�
� The CoNNittee agreed to propose neX XorL to the CoNNission to reWieX the (eneral Standard for the Labelling 

of 1repacLaged Foods to address issues on %ate MarLing�
� The CoNNittee did not endorse the labelling proWisions of the proposed draft Regional Standard for Non�

FerNented Soybean 1roducts�
� The CoNNittee agreed to reRuest CCNFS%6 to establish conditions for the Free TFAs claiNs and to consider a 

definition for #iofortification�

8ith regard to Organic ARuaculture of the (uidelines on “Organically 1roduced Foods” （CAC�(L �2ô1999）
 

3FQPSU�PG�UIF���TU�4FTTJPO�PG�UIF�$PEFY�$PNNJUUFF�
PO�'PPE�-BCFMMJOH

'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը

ୈ��ճίーσοΫε৯඼දࣔ෦ձใࠂ

඿໺　߂ত
*-4*�+BQBO ಛผސ໰

)*30",*�)"."/0
"EWJTPS

*-4*�+BQBO

4VNNBSZ
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̍ɽ͸じΊʹ

ୈ �1 回コーデックス食品දࣔ部会会議が、201�（ฏ
੒ 25）年 5 月 1� 日（Ր）から 17 日（ۚ）まで、Χナダ 
ϓϦンスエυワーυౡ γϟーロッτλ΢ン（%elta 1rince 
)otel）で開催され、�0 か国੓෎、1 国際組৫（&6）
およͼ 22 国際機関（I(Os & N(Os）から߹ܭ 21� ໊
がࢀՃした（事務ہからৄࡉのൃද無し）。日本からは、
ফඅऀிからԘᖒ৴良食品දࣔ՝ 食品දࣔ調ࠪ׭、農
ྛਫ産লから෋ӬԹ෉ਫ産ிՃྲྀ޻௨՝ ՝長ิࡔ、ࠤ
Լ੣ফඅ・安全ہ දࣔ・安全੓ࡦ՝ 国際ج४ઐ໳׭
の 2 ໊、ް生࿑ಇলから࿯見学ҩༀ食品ہ食品安全部 
国際食品ࣨࣨ長、テクニΧルアυόイβーとしてචऀ、
N(O として国際生໋Պ学研究機ߏ（ILSI Japan）から
� ໊、国際ਗ਼ྋҿ料ڠ議会（IC#A）から 1 ໊、国際ダ
イエλϦーʗϑーυサϓϦϝンτڠ会連߹（IA%SA）
から 2 ໊の߹ܭ 11 ໊がࢀՃした。

なお本会議にઌ立ͪ、1� 日（月）に「༗機養৩（Organic 
ARuaculture）」に関する作業部会会議（&6 長、10ɿ00࠲
よりऴ日）、また本会議（1� 日）開࢝લにアジア地域調整
会議（日本が調整国）が開催され、会ظதの 1� 日（໦）には
FAO�8)O 共催で “Front�of�pacL Labelling” に関する
ワークγϣッϓ（次ࢀߘর）が開催された（10ɿ00ʙ1�ɿ00）。

the coNNittee agreed to return the teYt to Step � for circulation to all NeNbers and obserWers and further 
discussion at the neYt Session at Step �� 

̎ɽ本ձٞ�ٞ୊༧ఆҰཡ
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議題 1ɽ議題の採୒
議題 2ɽコーデックス૯会およͼその他の部会からの෇ୗ事߲
議題 �ɽコーデックス֨نҊにお͚るදࣔ事߲のݕ討
議題 �ɽ食事およͼӡ動と݈߁に関する 8)O 世界ઓུの実ߦに関する݅ɿ
  「栄養およͼ݈ڧ߁調දࣔの使用に関するΨイυライン（CAC�(L 2�ô1997）」の改ఆ提ҊɿNon�Addition 

of SodiuN Salts（ステッϓ 7）
議題 5ɽ「༗機食品の生産、Ճ޻、දࣔおよͼྲྀ௨に関するΨイυライン（CAC�(L �2ô1999）」に関する݅ɿ
ɹ（a） 「λマネギおよͼジϟΨイϞのൃժ๷ࢭ」を໨తとしたエチϨンの使用（ステッϓ �）
ɹ（b） 「༗機養৩」（ステッϓ �）
議題 �ɽ「日෇දࣔ（date NarLing）」に関する討議資料
議題 7ɽ「育छબผにより栄養ڧԽされた農作物からಘられた食品のදࣔ」に関する討議資料
議題 �ɽその他、新ن作業の提Ҋ、次回会議の日ఔ
議題 9ɽ報告ॻの採୒



̏ɽձٞ֓ཁ

本会議にお͚る֤議題に関する討議಺容およͼ結論を
ҎԼに要໿した（Report of the Forty�first Session of 
the CodeY CoNNittee on Food Labelling
 R&1 1��FL）。

ٞ୊ �ɽٞ୊ͷ࠾୒
「5（b）༗機養৩（Organic ARuaculture）」に関する

作業部会会議が本会議લ日（1� 日）に開催され、同報
告ॻのݕ討の時間がඞ要とのことから、本会議 2 日໨

（15 日）にݕ討することとした。

ٞ୊ �ɽίʔσοΫε૯ձ͓Αͼଞͷ෦ձ͔Βͷ෇ୗ߲ࣄ
"ɽ�ୈ �� ճίʔσοΫεҕһձ૯ձͷ݁Ռʹ͍ͭͯɺ

ҎԼͷใ͕ͨͬ͋ࠂɻ
˓ %raft ReWision of the (uidelines on Nutrition 

Labelling （CAC�(L 2ô19�5） concerning a neX 
definition of “nutrient reference Walues”（栄養ࢀর
ྔのఆٛ）（Step �）

˓ 1roposed %raft ReWision of the (uidelines for 6se 
of Nutrition and )ealth ClaiNs （CAC�(L 2�ô
1997） concerning a neX definition for “non�addition 
claiN（不ఴՃڧ調දࣔのఆٛ）” 
  conditions for 
free of salt claiNs（食ԘϑϦーڧ調දࣔの要݅）
 
aNendNents to the section on coNparatiWe claiNs

（ൺֱڧ調දࣔの߲の修正） and conditions for non�
addition of sugars claiNs（౶ྨ不ఴՃڧ調දࣔの要
݅）（Step 5��）

˓ 1roposed %raft aNendNent to the (uidelines 
for the 1roduction
 1rocessing
 Labelling and 
MarLeting of Organically 1roduced Foods （CAC�
(L �2ô1999）� use of ethylene for ripening of fruit

（Ռ実੒ख़のための使用）（Step �）and inclusion of 
neX substances （スϐϊγυ、オクλンࢎಔ、୸ࢎ
ਫૉΧϦ΢Ϝ）（Step 5�� ˰ 5A）

#ɽ�ଞͷ෦ձ͔Βͷ෇ୗ߲ࣄʹ͍ͭͯҰ෦͸ใࠂͷΈͰ
͕͋ͬͨɺͦͷଞͷݕ౼をཁすΔ߲ࣄʹ͍ͭͯ͸ɺ
֘౰すΔٞ୊Ͱ౼ٞͨ͠ɻ

$PNNJUUFF�PO�'JTI�BOE�'JTIFSZ�1SPEVDUT（$$''1）�
˓ Organic ARuaculture� to reRuest CCFL to taLe into 

account the Code of 1ractice for Fish and Fishery 
1roductsɿ議題 5（b）で討議

$PNNJUUFF�PO�/VUSJUJPO�BOE�'PPET�GPS�4QFDJBM�%JFUBSZ�
6TFT（$$/'4%6）
˓ ൺֱڧ調දࣔ、˓ τランスࢷ๱ࢎ（TFA）ϑϦー

ױ染性࣬ײ調දࣔ、˓ දࣔを໨తとしたඇڧ
（NC%）のϦスクと関わりのある栄養ૉの栄養ࢀর
ྔ（NR7）のࡦఆと評価のݪଇɿ議題 � で討議

$PNNJUUFF� PO�.FUIPET�PG�"OBMZTJT� BOE�4BNQMJOH
（$$."4）
˓ TFA の分ੳ๏ɿ議題 � で討議
'"0�8)0�$PPSEJOBUJOH�$PNNJUUFF�GPS�UIF�/FBS�&BTU
（$$/&"）
˓ %iscussion 1aper on a Standard for )alal Foodɿ現

のߦ (eneral (uidelines for 6se of the terN )alal 
（CAC�(L 2�ô1997）の修正提Ҋがあり、Organi�
[ation of IslaNic Cooperation（OIC）Standard や
Arab )alal (uidelines 2012ô25�� ౳をצҊし、エ
ジϓτがϓロジΣクτ・υΩϡϝンτを४උする༧ఆ。

ٞ୊ �ɽίʔσοΫε֨نҊʹ͓͚Δද߲ࣔࣄͷݕ౼
"ɽ�'"0�8)0�$PPSEJOBUJOH�$PNNJUUFF� GPS�&VSPQF

（$$&630）
˓ 1roposed %raft Regional Standard for Chanterelles

（アンζλέの地域֨ن）（Step 5��）ɿ提Ҋ௨りঝೝ。
#ɽ�$PNNJUUFF�PO�'JTI�BOE�'JTIFSZ�1SPEVDUT（$$''1）
˓ %raft Standard for SNoLed Fish
 SNoLed�

FlaWoured Fish and SNoLe�%ried Fish （ᗉ੡ڕ、෩
ຯ෇͚ᗉ੡ס、ڕ૩ᗉ੡ڕの֨ن）（Step �）ɿ߳料
のදࣔに関する߲౳、(eneral Standards との整߹
性からҰ部修正提Ҋの্ঝೝ。

˓ %raft Standard for LiWe Abalone and for RaX 
Fresh Chilled or Fro[en Abalone for %irect 
ConsuNption or for Further 1rocessing （生઱ʗ׆
ʗチルυʗྫྷౚアワϏの生食およͼՃ޻に関するن
֨）（Step �）ɿ提Ҋ௨りঝೝ。

˓ %raft Standard for RaX
 Fresh and 2uicL Fro[en 
Scallop 1roducts （生ʗ生઱ʗٸ଎ྫྷౚϗλテのن
֨）（Step �）ɿୈ 7�1�1 、7�1�2 、7�1�� ߲について
ࠞཚをආ͚るためもっと໌ྎにするべき౳、زつか
問題点がࢦఠされたが、ະだステッϓが � であるこ
とからঝೝ。

$ɽ$PNNJUUFF�PO�'SFTI�'SVJUT�BOE�7FHFUBCMFT（$$''7）
˓ %raft reWised Standard for AWocado（アϘΨυのن
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֨）（Step �）ɿ提Ҋ௨りঝೝ。
˓ %raft Standard for 1oNegranate（βクロの֨ن）

（Step �）ɿ提Ҋ௨りঝೝ。
%ɽ�$PNNJUUFF�PO�1SPDFTTFE�'SVJUT�BOE�7FHFUBCMFT

（$$1'7）
˓ 1roposed %raft Standard for Table OliWes （CO%&9 

STAN ��ô19�1） （食用オϦーϒの֨ن）（Step5��）ɿ
提Ҋ௨りঝೝ。

&ɽ�'"0�8)0�$PPSEJOBUJOH�$PNNJUUFF� GPS� "TJB
（$$"4*"）

˓ 1roposed %raft Regional Standard for Non�
FerNented Soybean 1roducts（ඇൃ߬大౾੡品の
については、ୈ（Step 5）（֨ن � ߲ LA#&LLIN(
に関し、かなりৄࡉな討議があった。
⿍ ୈ ��2 ߲（Ҩ఻子組׵え大౾使用のදࣔ）につい

て、ෳ਺の国がコーデックスのࢦ਑にԊっていな
いとして࡟除を提Ҋ。維持すべきとするҙ見もあ
り、߹ҙがಘられͣ、議長によるҎԼの修正提Ҋ
で߹ҙ。アルθンチン、コスλϦΧおよͼϝΩγ
コが ReserWation。
 “�� 2 If genetically Nodified soybean is used in 
the process
 consideration shall be giWen to the 
┇┳┱┴┭┰┥┸┭┳┲ⓤ┳┪ⓤ┇┳┨┩┼ⓤ┘┩┼┸┷ⓤ ┶┩┰┩┺┥┲┸ⓤ ┸┳ⓤ ┸┬┩ⓤ ┰┥┦┩┰┭┲┫ⓤ
┳┪ⓤ ┪┳┳┨┷ⓤ┨┩┶┭┺┩┨ⓤ ┪┶┳┱ⓤ┱┳┨┩┶┲ⓤ┦┭┳┸┩┧┬┲┳┰┳┫┽ⓤ（┇┅┇⓳
┋┐ⓤ⓻⓺ô⓶⓴⓵⓵）”

⿍ ୈ ��� ߲（ϕジλϦアン食品のදࣔ）について、
ఴ Ճ さ れ た ༉ （oil and fat）ࢷ に つ い て は、
(eneral Standards においてطにنఆされており、
重ෳすることから、この߲の࡟除を提Ҋすること
で߹ҙ。

⿍ ୈ ��� ߲（౰֘食品໊のදࣔ、ୈ 2�2 ߲ Classifi�
cation と関連）について、インυをは͡めෳ਺の
国およͼ N(O から౾ೕ（Soybean NilL）という
用ޠの “ೕ（NilL）” をೕ੡品でないものに使用
することは、ফඅऀޡೝをটき、また、┋┩┲┩┶┥┰ⓤ
┗┸┥┲┨┥┶┨ⓤ┳┲ⓤ┸┬┩ⓤ┙┷┩ⓤ┳┪ⓤ┈┥┭┶┽ⓤ┘┩┶┱┷ⓤ（┇┓┈┉├ⓤ┗┘┅┒ⓤ
⓶⓴⓺ô⓵⓽⓽⓽）⓰ⓤ┗┩┧┸┭┳┲┷ⓤ⓸⓲⓶⓲⓵⓰ⓤ⓸⓲⓺⓲⓵⓰ⓤ⓸⓲⓺⓲⓷ との整߹性
の問題、およͼ ┋┩┲┩┶┥┰ⓤ┗┸┥┲┨┥┶┨ⓤ ┪┳┶ⓤ┊┳┳┨ⓤ┅┨┨┭⓱
┸┭┺┩┷ⓤ（┇┓┈┉├ⓤ┗┘┅┒ⓤ⓵⓽⓶ô⓵⓽⓽⓹）ⓤの食品分ྨ0����1
では bSoybean�based beWerages ` としており、ଟ
くの国では౾ೕは Soybean�based beWerages にؚ
まれているとして൓ରҙ見。

⿍ 他の୅දからは、┋┩┲┩┶┥┰ⓤ┗┸┥┲┨┥┶┨ⓤ┳┲ⓤ ┸┬┩ⓤ┙┷┩ⓤ┳┪ⓤ
┈┥┭┶┽ⓤ┘┩┶┱┷ⓤ（┇┓┈┉├ⓤ┗┘┅┒ⓤ⓶⓴⓺ô⓵⓽⓽⓽）⓰ ┗┩┧┸┭┳┲┷ⓤ
⓸⓲⓺⓲⓶ をҾ用し、“౾ೕ” という໊শの使用が可能
であること、およͼ国によっては、Soybean�based 
beWerages と౾ೕはҟなるものとされているとし
て、౾ೕの໊শを支持。

⿍�෦ձͱͯ͠͸߹ҙ͕ಘΒΕͣ本Ҋ݅͸ঝೝͤͣɺ
ୈ ��� ߲ͷमਖ਼ɺୈ ��� ߲ͷ࡟আɺୈ ��� ߲ʹͭ
͍ͯ͸ɺ࣍ճΞδΞ஍Ҭௐ੔ձٞ（����）ʹ͓
͍ͯɺ$0%&9�45"/����ô���� ͋Δ͍͸$PEFY�
$PNNJUUFF�PO�'PPE�"EEJUJWFT（$$'"）΍$PEFY�
$PNNJUUFF�PO�.JML�BOE�.JML�1SPEVDUT（$$..1）
౳ͷଞͷ෦ձͰͷݕ౼をצҊ͠ɺୈ ��� ߲ʹ͍ͭ
ͯͷ࠶౼ٞをఏҊすΔ͜ͱͱͨ͠ɻ

˓ 1roposed %raft Regional Standard for TeNpe（テ
ンϖの地域֨ن）（Step 5��）ɿ提Ҋ௨りঝೝ

'ɽ�'"0�8)0�$PPSEJOBUJPO�$PNNJUUFF�GPS�/FBS�&BTU
（$$/&"）

˓ 1roposed %raft Regional Standard for %ate 1aste
（ナπϝϠγϖースτの地域֨ن）ɿ提Ҋ௨りঝೝ

(ɽ�$PNNJUUFF�PO�/VUSJUJPO�BOE�'PPET� GPS�4QFDJBM�
%JFUBSZ�6TFT（$$/'4%6）

˓ %raft (uidelines on ForNulated CoNpleNentary 
Foods for Older Infants and :oung Children（ೕ幼
用調整ิॿ食品のΨイυライン）（Step �）ɿ提Ҋࣇ
௨りঝೝ

ٞ୊ �ɽ�৯͓ࣄΑͼӡಈͱ݈߁ʹؔすΔ8)0ੈքઓུ
ͷ࣮ߦʹؔすΔ݅：

ʮӫཆ͓Αͼ݈ڧ߁ௐදࣔͷ࢖༻ʹؔすΔΨΠυϥΠϯ
（$"$�(-��������）ʯͷվఆఏҊ：/PO�"EEJUJPO�PG�
4PEJVN�4BMUT（εςοϓ �）

ୈ �� ճ $$'-（����）ΑΓ
◦�7.2�Non-Addition�of�Sodium�Salts（ナトリウム塩不添
加）：Option1（ナトリウム源を全て含む）、Option2（食
塩すなわち塩化ナトリウムに限定）の 2案が提議され、
Option1 では厳しすぎ、ナトリウム塩は技術的理由か
らも使用され、その場合栄養学的にはほとんど有意で
はない等の意見も表明されたが、大勢はOption1（食
塩無添加と言い換え可）の支持となり、緩和条件に関
する脚注を採用することでステップ 5採択、次回部会
会議での継続討議を合意した。
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���� /PO�"EEJUJPO� PG� 4PEJVN� 4BMUT�� Claims�
regarding�the�non-addition�of�sodium�salt�to�a�food,�
including�“no�added�salt ”,�may�be�made�provided�
the�following�conditions�are�met�（Step5）.
（a）�The� food� contains� no� added� sodium� salts�

（Examples : � sod ium� ch lor ide , � sod ium�
triphosphate,�etc.）

（b）�The�food�contains�no�ingredients�that�contain�
added�sodium�salts�（Example:�Worcestershire�
sauce,�pickles,�pepperoni,�soya�sauce,�etc.）

（c）�The�food�contains�no�ingredients�that�contain�
sodium�salts� that�are�used� to� substitute� for�
added�salt�（Examples:�seaweed,�depending�on�
how�it�is�used）

'PPUOPUF��National� authorities�may�permit� the�
addition� for� technological� purposes� of� sodium�
salts� other� than� sodium� chloride�where� such�
addition�would�not�result�the�food�not�meeting�the�
conditions�for�a�“low�in�sodium”�claim�as�described�
in�the�Table�of�these�Guidelines.

˓ まͣ全ൠతなҙ見としては、現ߦҊで֓Ͷ߹ҙで
あったが、ྫࣔについてޡ解の༨地があり࡟除す
るべきとするҙ見、ྫࣔの਺もଟくないので༗用
であるとするҙ見があり、&YaNples およͼ etc� を
including but not liNited to に変ߋし、ׅހॻきを
とることとした。

˓ （b） について、ྫ ࣔにsalted fishと fish sauceを௥Ճ。
˓ （c） の depending on hoX it is used の取ѻいについ

て、日本は、೑や໺ࡊ౳ナτϦ΢ϜをؚΉ食品の使
用にӨڹが出ることについてのݒ೦から維持を支
持。部会としては、同จষのจ຺においてその৚݅

（condition）はΧόーされているとして同จの࡟除を
߹ҙ（日本からそのࢫ議事࿥にه࿥するよう要੥）。

஫の৚٭ ˓ （݅loX in sodiuN）について、free of sodiuN
とするべきとのҙ見もあったが、ݫしす͗るとして
部会としては loX in sodiuN で߹ҙ。

˓� Լهͷ௨Γमਖ਼ͷ্ɺεςοϓ �ʹਐΊɺ$"$૯
ձͷঝೝをಘΔ͜ͱͰ߹ҙͨ͠ɻ
����φτϦ΢ϜԘෆఴՃڧௐදࣔ：lOP�BEEFE�TBMU z
をؚΉ৯඼ͷφτϦ΢ϜԘෆఴՃڧௐදࣔʹ͍ͭͯ
͸ɺҎԼͷ৚݅をຬͨͨ͠৔߹ʹͯͬߦ΋Α͍ɻ
（B）��φτϦ΢ϜԘをఴՃ͍ͯ͠ͳ͍͜ͱɻԘԽφτ

Ϧ΢ϜɺϦϯࡾࢎφτϦ΢ϜをؚΉ͕ɺ͜ΕΒ
ఆ͠ͳ͍ɻݶʹ

（C）��ఴՃφτϦ΢ϜԘをؚΉࡐݪྉを࢖༻͍ͯ͠ͳ
͍͜ͱɻ΢ελʔιʔεɺϐΫϧεɺϖύϩʔ
χɺে༉ɺԘଂڕɺڕেをؚΉ͕ɺ͜ΕΒʹݶ
ఆ͠ͳ͍ɻ

（D）��ఴՃ৯Ԙͷ୅༻ͱͳΔφτϦ΢ϜԘをؚΉࡐݪ
ྉを࢖༻͍ͯ͠ͳ͍͜ͱɻւ૶をؚΉ͕ɺ͜Ε
ఆ͠ͳ͍ɻݶʹ

஫：ԘԽφτϦ΢ϜҎ֎ͷφτϦ΢ϜԘをٕज़త٭
໨తͰఴՃすΔ͜ͱʹ͍ͭͯ͸ɺ౰֘࠷ऴ৯඼ͷφ
τϦ΢Ϝؚ༗ྔ͕ l௿͍ࢫz ͷڧௐදࣔ৚݅をຬͨ
す৔߹ʹݶΓɺ੍ن౰ہ͸͜Εを༰ೝͯ͠΋Α͍ɻ

����/PO�"EEJUJPO�PG�4PEJVN�4BMUT��Claims�regarding�
the�non-addition� of� sodium�salt� to� a� food,� including�
“no�added�salt ”,�may�be�made�provided�the� following�
conditions�are�met.
（a）�The�food�contains�no�added�sodium�salts,�JODMVEJOH�

CVU� OPU� MJNJUFE� UP� sodium� chloride,� sodium�
tripolyphosphate.

（b）�The� food� contains� no� ingredients� that� contain�
added�sodium�salts,� JODMVEJOH�CVU�OPU� MJNJUFE� UP�
Worcestershire� sauce,� pickles,� pepperoni,� soya�
sauce,�TBMUFE�GJTI
�GJTI�TBVDF.

（c）�The� food� contains� no� ingredients� that� contain�
sodium�salts�that�are�used�to�substitute�for�added�
salt,�including�but�not�limited�to�seaweed.

'PPUOPUF��$PNQFUFOU� authorities�may� permit� the�
addition� for� technological� purposes� of� sodium� salts�
other� than�sodium�chloride�BT� MPOH�BT� the� GJOBM� food�
would�TUJMM�DPNQMZ�XJUI� � the�conditions� for�a� lMPX� JO�
TPEJVN z� claim� as� described� in� the�Table� of� these�
Guidelines.

ൺֱڧௐදࣔ：

ୈ ��ճ $$/'4%6（����）ΑΓ
◦�CCFL より照会のあった微量栄養素の比較強調表示
を行う際の栄養参照量（Nutrient�Reference�Value:�
NRV）の 10�％という条件について、CCNFSDUとし
て 10�％という値は、科学的根拠に基づくというより
むしろ実用的アプローチ（pragmatic�approach）の結
果であるとした。

◦�「栄養および健康強調表示に関するガイドライン」の
第 6.3 項（比較対照食品との量的差を規定した章）は
主要栄養素と微量栄養素の両方を含むため分かりにく
く、より明解な文章にすべきとの意見が示された。

◦�比較対照食品との比較は十分な量的差に基づくべきで
あり、微量栄養素含有量の 10�％差という条件は小さ
すぎるとの意見、微量栄養素含有量の 10�％差と「含
む旨（source）」のNRVの 15�％の間には一貫性が無
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いとする意見、微量栄養素含有量の差を 25�％とする
べきとする提案等、様々な意見が示された。
◦�部会としては、選択可能なアプローチについては様々
な意見があり、現時点ではこれ以上の検討はできない
が、前述の通り、CCFL により第 6.3 項の文章が明確
化されるべきとの見解を示した。

˓ ୈ ��� ߲について部会はҎԼの௨り修正し、CAC
૯会でのঝೝをಘることとした。
������೤ྔɺࡾେӫཆૉɺφτϦ΢ϜʹؔすΔൺֱ
ௐදࣔʹ͓͍ͯ͸ɺൺֱରর৯඼ʹରͦ͠ΕͧΕڧ
গͳ͘ͱ΋ ��ˋͷ͕ࠩ͋Γɺͦͷࠩͷઈରྔ͕গ
ͳ͘ͱ΋ l௿͍ࢫz ͋Δ͍͸ lؚΉࢫz ʹ૬౰すΔ
ྔͰͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍ɻ
����� φτϦ΢Ϝをআ͘ඍྔӫཆૉʹؔすΔൺֱڧ
ௐදࣔʹ͓͍ͯ͸ɺൺֱରর৯඼ʹର͠গͳ͘ͱ΋
/37（ӫཆࢀরྔ）ͷ ���ˋͷ͕ࠩͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍ɻ

����� For coNparatiWe claiNs about energy
 or 
Nacronutrients and sodiuN
 the coNparison should 
be based on a relatiWe difference of at least 25� in 
the energy Walue or the nutrient content respectiWely 
betXeen the coNpared foods and NiniNuN absolute 
difference in the energy Walue or nutrient content 
eRuiWalent to the figure defined as “loX” or as a 
“source” in the Table to these (uidelines�
������For coNparatiWe claiNs about Nicronutrients 

other than sodiuN
 the coNparison should be based 
on a difference of at least 10� of the NR7 betXeen 
the coNpared foods�

5'" ϑϦʔڧௐදࣔ：
　　

ୈ ��ճ $$/'4%6（����）ΑΓ
◦�CCFL から CCNFSDUに対し、TFAフリー強調表示
の要件の策定に関する助言を求められていたが、これ
についても、当該要件の策定を支持する意見、飽和
脂肪酸のレベルと関連付けることに対する賛否、「フ
リー」の解釈は各国で異なるとの意見、TFAが問題
になっているのは数か国のみであるとの意見等、様々
な意見が示された。また、サービング当たり表示につ
いても、消費者にとって重要な目安となり支持する意
見、サービングサイズが規定されていない国にあって
は、逆に消費者の誤認を招くとして反対する意見が示
された。
◦�部会では、TFAフリー強調表示の策定については、
CCFL でもまだ決定していない旨説明があったことか
ら、CCNFSDUとしては、CCFL が TFAフリー強調

表示の策定を決定した後に、当該要件について検討す
ることで合意した。

ୈ ��ճ $$."4（����）ΑΓ
◦�CCFLからの要請により、CCNFSDUは CCMASに対
しTFA分析法に関する諮問を行った。

◦�国際酪農連盟（international�Dairy�Federation,� IDF）
および国際標準化機構（International�Orgnization�for�
Standerdization,� ISO）より、乳製品、乳児用調整乳
および大人の栄養製品における、TFAを含む脂肪酸
の分析法が開発中であり、2014 年に公表予定。

◦�American�Oil�Chemists ’�Society（AOCS）より、TFA
用にAOCS�Ce�1Jô07を開発し、現在Collaborative�study
が進行中。

◦�以上のことから CCMASとしては、現時点では、TFA
に関する新たな分析法の承認は行わないとした。

˓ ෳ਺の国から TFA ϑϦーڧ調දࣔのࡦఆを支持す
るҙ見がද໌され、8)O からも、TFA は (lobal 
Monitoring FraNeXorL for NC%s にとって重要なࢦ
ඪであり、TFA のݮ࡟は࠷新の NC% Action 1lan 
201�ô2020 においても༏ઌ׆動とされていること
から、支持がද໌された。

˓ Ұํ他の୅දからは、TFA ϑϦーڧ調දࣔより
SFA（๞和ࢷ๱）の低ݮのํが༏ઌ౓は高い、あ
るいは TFA のڧ調දࣔは、SFA との関わりでݕ
討するべきであるとするҙ見、൓ରに TFA と SFA
は関わりが無いとするҙ見౳がද໌された。

˓ I%F より、ୈ �� 回 CCMAS（201�）での্هの議
論಺容が঺հされ、現時点では TFA に関する新た
な分ੳ๏のঝೝはߦわないとしたࢫ、報告した。

˓ 部会としては、TFA ϑϦーڧ調දࣔのՊ学తج४
（CCNFS%6）およͼ分ੳํ๏（CCMAS）がࡦఆ
された৔߹には、同දࣔج४のࡦఆをߦうとして、
CCNFS%6 に TFA ϑϦーڧ調දࣔのج४ࡦఆをࢾ
問することで同ҙした。

දࣔを໨తͱͨ͠ඇײછੑ࣬ױ（/$%）ͷϦεΫͱؔ
ΘΓͷ͋Δӫཆૉͷӫཆࢀরྔ（/37）ͷࡦఆͱධՁ
ͷݪଇ：
　　

ୈ ��ճ $$/'4%6（����）ΑΓ
◦�栄養表示ガイドライン第 3.4.4 項：NRV に関する記
載について CCNFSDU としては、「国際標準化や
ハーモナイゼーションのために（in�the� interests�of�
international� standardization�and�harmonization）」
との記載を削除し、「健康的な食事摂取につながる消
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費者選択の支援のために（to�help�consumers�make�
choices�that�contribute�to�an�overall�healthful�dietary�
intake）（表示目的でNRVを活用すべきである）」と
の記載を新たに挿入すること、ならびにこの修正案を
第 41 回 CCFL（2013）に照会することで合意した。
◦�ビタミン、ミネラルのNRV（NRVs-R）および一般
国民を対象とした非感染性疾患のリスクと関わりの
ある栄養素のNRV（NRVs-NCD）設定の一般原則の
統合：CCNFSDUとしては 2つの一般原則を統合し、
NRVs-R と NRVs-NCDの定義については、一般原則
に明記するのではなく、栄養表示ガイドラインの第
2.6 項（NRVs の定義）および第 3.4 項（栄養素含有量
の表示）に明記することとし、その修正案について第
41 回 CCFL（2013）に諮った上、第 36 回総会（2013）
での採択を目指すことで合意した。

˓ マϨーγアより、NR7sôNC% は NR7sôR とはผに
採୒するべきであり、また NR7 のఆٛ（NR7sôR）
はࡦۙ࠷ఆされたばかりであるため変ߋするべきで
はないとのҙ見ද໌があり、ϑΟϦϐンが支持した。

˓ 8)O より、ୈ ������2 ߲のナτϦ΢Ϝに関する٭஫
について、“The updated 8)O (uideline on SodiuN 
IntaLe for Adults and Children （8)O2012）” を௥
Ճするよう提Ҋがあり、߹ҙされた。

˓ 部会としては、্ه提Ҋの௨り修正の্、CAC ૯
会΁ૹ෇、ঝೝをಘることを߹ҙ。マϨーγアおよ
ͼϑΟϦϐンが ReserWation。

ٞ୊ �ɽ�༗ػ৯඼ͷੜ࢈ɺՃ޻ɺද͓ࣔΑͼྲྀ௨ʹؔす
ΔΨΠυϥΠϯ（$"$�(-���ô����）ʹ ؔすΔ݅：

（B）�ʮλϚωΪ͓ΑͼδϟΨΠϞͷൃժ๷ࢭʯを໨తͱ
ͨ͠ΤνϨϯͷ࢖༻（εςοϓ �）

　　

ୈ ��ճ $$'-（����）ΑΓ
◦�エチレンのタマネギおよびジャガイモの発芽抑制のた
めの使用については、前回部会会議で、当該作物の低
温保管でも対応可能だという理由で付属書 2（有機食
品の生産に使用可能な資材）への追加は合意されず、
米国を座長とする電子作業部会において再検討される
こととなった（日本では、エチレンは農薬登録されて
おらず、有機生産にも使用することはできない）。
◦�同作業部会は、エチレンのタマネギおよびジャガイモ
の発芽抑制のための使用を付属書 2に追加することを
支持し、そのための使用条件として、「オプション 1：
条件無し（タマネギおよびジャガイモの発芽抑制のた
め」と「オプション2：長期間休眠する特性のある品種が
入手できない場合またはこれらの品種がその土地での
生産条件に合致しない場合として、認証機関または当

局による承認が必要」の 2つを提案した。
◦�ノルウェーは、エチレンそのものの使用について、エ
チレン生産者への健康リスク等の懸念から（CRD23）、
更なる検討の必要性を表明した。

◦�最終的に合意に至らず、米国座長、カメルーンを共同
座長とする電子作業部会において更に検討を継続し、
次回会議で討議（εςοϓ �）することとした。

˓ ถ国࠲長より電子作業部会のݕ討の結Ռが঺հさ
れ、エチϨンのλマネギおよͼジϟΨイϞのൃժ཈੍
のための使用৚݅について、ҎԼの � Ҋがࣔされた。

オϓγϣン આ໌、組੒に関する要݅、使用৚݅

オϓγϣンA

௕ٳؒظ຾すΔಛੑͷ͋Δ඼छ͕ೖखͰ͖
ͳ͍৔߹ɺまͨ͸͜ΕΒͷ඼छ͕ͦͷ౔஍
Ͱͷੜ࢈৚݅ʹ߹க͠ͳ͍৔߹ʹɺอ؅͞
ΕͨλϚωΪ͓ΑͼδϟΨΠϞͷൃժ཈੍
ͷͨΊͷ࢖༻ʹ͍ͭͯೝূؔػまͨ͸౰ہ
ʹΑΔঝೝ͕ඞཁɻͯ͠ࡍʹ༺࢖͸ɺۀࣄ
ऀ͓Αͼۀ࡞һ΁ͷമ࿐を࠷௿ݶʹすΔํ
๏Ͱ࢖༻͞Εͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍ɻ
Need recogni[ed by a certification body or 
authority for sprout inhibition of stored 
potatoes and onions Xhere Warieties that 
haWe long dorNancy characteristics are not 
aWailable
 or these Warieties are not suited to 
local groXing conditions� Must be used in a 
Manner that NiniNi[es eYposure to operators 
and XorLers�

オϓγϣン#

長ظ間ٳ຾するಛ性のある品छがೖखでき
ない৔߹、またはこれらの品छがその౔地
での生産৚݅に߹கしない৔߹に、保؅さ
れたλマネギおよͼジϟΨイϞのൃժ཈੍
のための使用についてೝূ機関または౰ہ
によるঝೝがඞ要。

オϓγϣンC
（エチϨンを෇ଐॻ 2 のද 2 の資ࡐに௥Ճ
しない。）

˓ ϊル΢Σーは、エチϨン΁のമ࿐のӨڹのデーλ不
足のため &FSA のϦスク評価の結論が出ていない
こと౳からオϓγϣン C を支持。ϖルーが支持。

˓ オースτラϦア、ニϡージーランυはオϓγϣン #
を支持。

˓ ถ国、Χϝルーンを議長とした電子作業部会はオϓ
γϣン A を支持。また、&6、΢ルάアイ౳の大ଟ
਺もオϓγϣン A を支持。

˓ ෦ձ͸Φϓγϣϯ"࠾୒を߹ҙɻ෇ଐॻ�ɺ5BCMF��ɺ
*7 ͦͷଞͷ߲ʹه載すΔ͜ͱͱ͠ɺεςοϓ ���
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ͱͯ͠$"$૯ձʹࢾΔ͜ͱͱͨ͠ɻϊϧ΢Σʔ͓
Αͼϖϧʔ͕3FTFSWBUJPOɻ

（C）�ʮ༗ػཆ৩（0SHBOJD�"RVBDVMUVSF）ʯʹؔすΔ৽ن
εςοϓ）ۀ࡞ �）

ୈ �� ճ $$'-（����）ΑΓ
◦�第 38 回部会会議（2010）において、EUより提案さ
れたコーデックスの有機食品ガイドライン（CAC/
GL32-1999）に水産物および海藻の養殖に関する規定
を追加する新規作業提案が合意され、第 33 回 CAC
総会（2010）の承認を受け作業が開始された。第 39
回部会会議（2011）においては、EUが作成した改訂
案を総論および各論で検討し、部会で出された意見や
提案を踏まえて再度EUが改訂案を作成することを合
意した。
◦�第 40 回部会会議において、EUより関連文書の紹介
および具体的な条項案が提案されたが、各国からは
未だ議論が不十分、例えば閉鎖式循環システム（the�
allowance�of�closed�circulation�systems）、 養 殖 に
使用される種の起源（origin�of�stock）、変換期間
（conversion�periods）、寄生虫駆除剤の使用（use�of�
parasiticides）等の意見が多くだされ、条項案はステッ
プ 2に戻して EUを座長とする電子作業部会でさらに
検討（ステップ 3）し、次回部会会議（2013）直前に
物理的作業部会を開催、討議（ステップ 4）すること
とした。

˓ &6 長より、電子作業部会およͼ࠲ 5 月 1� 日の物
理త作業部会での討議結Ռから、本จの Section 1 

（Scope）、2 （%escription and %efinition） ౳や AnneY 
1 において SeaXeeds
 ARuaculture aniNals に関わ
る߲໨の௥Ճ、それに൐う AnneY 2 （Table 1
2）、
AnneY � の֤߲໨において௥Ճʗ修正を提Ҋ。

(VJEFMJOFT� GPS� UIF� 1SPEVDUJPO
� 1SPDFTTJOH
�
-BCFMMJOH�BOE�.BSLFUJOH�PG�0SHBOJDBMMZ�1SPEVDFE�
'PPET�（$"$�(-���ô����）
"OOFY����1SJODJQMFT�PG�0SHBOJD�1SPEVDUJPO
"OOFY������1FSNJUUFE�4VCTUBODFT�GPS�UIF�1SPEVDUJPO�

PG�0SHBOJD�'PPET
ɹ5BCMF������4VCTUBODFT�GPS�6TF� JO�4PJM
�'FSUJMJ[JOH�

BOE�$POEJUJPOJOH
ɹ5BCMF������4VCTUBODFT�GPS�1MBOU�1FTU�BOE�%JTFBTF�

$POUSPM
ɹ5BCMF������*OHSFEJFOUT�PG�/PO�BHSJDVMUVSBM�0SJHJO�

3FGFSSFE� UP� JO� 4FDUJPO� �� PG� UIFTF�
(VJEFMJOFT

ɹ5BCMF������1SPDFTTJOH�"JET�XIJDI�NBZ�CF�6TFE�

GPS� UIF� 1SFQBSBUJPO� PG� 1SPEVDUT� PG�
"HSJDVMUVSBM� 0SJHJO� 3FGFSSFE� UP� JO�
4FDUJPO���PG�UIFTF�(VJEFMJOFT

"OOFY������.JOJNVN� *OTQFDUJPO� 3FRVJSFNFOUT�
BOE�1SFDBVUJPOBSZ�.FBTVSFT�VOEFS� UIF�
*OTQFDUJPO�PS�$FSUJGJDBUJPO�4ZTUFN

˓ ๯಄、日本より、༗機生産（organic production）の
໨తを「ࣾ会త、生態త、ࡁܦతに持ଓ可能な生態
系のୡ੒」とするならば、その֓೦に、持ଓతに

（sustainably）ߦわれるั֫ړ業（capture fisheries）
もؚめるべきであるࢫをൃ言し、ϖルーが支持をද
໌したが、支持は޿がらͣ、ؚ まれないこととなった。

ɹ（ࢀ考ɿSection2 LiWestocL のఆٛの後ஈ部分で、“The 
product of hunting or fishing of Xild aniNals or of 
aRuaculture shall not be considered part of this 
definition� ” としている。ただし、同ఆٛは LiWestocL
のఆٛであって、Organic ARuaculture のものではな
いことから、߆ଋされるか൱か議論のあるとこΖ。）

˓ Section1 Scope において、飼料用్もؚめるとの
ことから、for huNan consuNption を for huNan or 
aniNal consuNption に修正。

˓ Section2 %efinitions において、aRuaculture
 closed 
recirculation systeNs
 containNent systeN
 algae�
seaXeed についてݸʑに討議、修正された。

˓ algae�seaXeed については、Algae に౷Ұすること
とした。（ࢀ考ɿAlgae Neans large aRuatic seaXeed 
occurring both naturally and under cultiWation
 and 
also phytoplanLton
 Nicroalgae and blue�green algae 

（such as Spirulina）�）
˓ AnneY1 A2 Algae and Their 1roducts お よ ͼ #2 

ARuaculture AniNals and Their 1roducts に お い
て、Site selection
 ConWersion period
 Origin of 
stocL
 1roduction rules for husbandry and breeding
 
StocLing density
 Closed recirculation systeNs
 
Nutrition
 )ealth and Xelfare
 Transport and 
handling についてݸʑに討議、修正された。

˓ Origin of stocL の߲、“ϗルϞン” の使用に関す
る討議において、その使用৚݅を໌֬にしたうえ
で使用をೝめるべきとするҙ見と、その使用をҰ
੾ೝめるべきではないとするҙ見があった。Χナ
ダは、“For species that cannot spaXn naturally in 
captiWity spaXning Nay be induced using eYogenous 
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releasing horNones only if other Nethods are 
not aWailable� #rood stocL treated Xith releasing 
horNone shall lose organic status Xhen slaughtered
 
the offspring Xill be organic if they haWe been 
raised according to this guideline� ” を提Ҋしたが、
さらにݕ討がඞ要であるとされたことから、次回会
議でݕ討することとなった。

˓� Ͱશͯͷ౼ٞ͸ऴྃ͠ͳ͔ͬͨ͜ͱɺ͓܎ͷؔؒ࣌
Αͼ෺ཧతۀ࡞෦ձͷใࠂॻʹ͍ͭͯ΋ɺ֤͕࣋ࠃ
すΔඞཁ͕͋Δ͜ͱ͔Βɺεςοϓ౼ݕͯͬؼͪ �
（શͯͷ߲໨ʹ͍ͭͯ౼͕ٞՄೳ）ʹ໭͠ɺ࣍ճ෦
ձձٞͰݕ౼ɻ

ٞ୊��ɽʮ日෇දࣔ（EBUF�NBSLJOH）ʯʹؔすΔ౼ٞࢿྉ�

ୈ �� ճ $$'-（����）ΑΓ
◦�ニュージーランドより、太平洋諸国／諸島において
「包装食品の日付表示」について混乱が生じている状
況が報告された。太平洋の島々では多くの食品を島外
からの輸入に頼っているが、生肉等は通常、冷凍品と
して扱われており、製造年月日表示と冷凍処理日とに
矛盾があるものがある。このような事態は消費者の健
康を損ねる恐れもあることから、CCFL での新規作業
としてこの問題を取り上げることが提案された。
◦�部会は、ニュージーランドが次回会議における新規作
業提案に関する討議文書を準備することで合意した。

˓ ニϡージーランυが現ߦ「日෇දࣔ（date NarLing）」
に関わるॾ問題の֓要をまとめた討議จॻを४උ
し、この問題を新たな部会作業とするかについて討
議した。

˓ 部会として֓Ͷࢍ同するҙ޲がࣔされ、8)O から
はଠฏ༸ॾ国ʗॾౡにお͚るこの問題の解ܾの重
要性がࢦఠされるとともに、┋┩┲┩┶┥┰ⓤ┗┸┥┲┨┥┶┨ⓤ ┪┳┶ⓤ
┐┥┦┩┰┰┭┲┫ⓤ┳┪ⓤ└┶┩┴┥┧┯┥┫┩┨ⓤ┊┳┳┨┷（┋┗┐└┊）のنఆの見
௚しにରして、ڧい支持がࣔされた。また、FAO か
らも本作業は、FAO が進めている (lobal InitiatiWe 
on Food Loss and 8aste Reduction のҰ部としてݕ
討しており、৘報提ڙ౳のྗڠをするࢫ、ൃ言。

˓� ϓϩδΣΫτ・υΩϡϝϯτをमਖ਼͠ɺ෦ձͱ͠
ͯ本ۀ࡞։࢝ͷ$"$૯ձ΁ͷఏҊɺ͓Αͼχϡʔ
δʔϥϯυ࠲௕ɺΦʔετϥϦΞڞಉ࠲௕ͱすΔి
ճձٞ௚લͷ෺࣍෦ձͷ্ཱͪ͛をɺまͨɺۀ࡞ࢠ
ཧతۀ࡞෦ձͷ։࠵΋߹ҙͨ͠ɻ

ٞ୊��ɽ�ʮҭछબผʹΑΓӫཆڧԽ͞Εͨ೶࡞෺͔Βಘ
ΒΕͨ৯඼ͷදࣔ（MBCFMMJOH�PG� GPPE�EFSJWFE�
GSPN�DSPQT�CJPGPSUJGJFE�CZ�OBUVSBM�TFMFDUJPO）ʯ
ʹؔすΔ౼ٞࢿྉ

ୈ ��ճ $$'-（����）ΑΓ
◦�国際食糧政策研究所（International�Food�Policy�Re-
search�Institute:� IFPRI）より「育種選別により栄養
強化された農作物から得られた食品の表示（labelling�
of�food�derived�from�crops�biofortified�by�natural�se-
lection）」に関する討議の提案があった。

◦�IFPRI より、途上国の食糧事情改善を目的とした育種
選別手法による農作物の栄養強化事業が報告され、こ
の栄養強化事業（biofortification）は、例えばナイジェ
リアにおいてキャッサバのプロビタミンAを 0�ppm
から 10�ppmへ、コンゴにおいて豆の鉄を 50�ppmか
ら 94�ppm へ、パキスタンにおいて小麦の亜鉛を 25�
ppmから 33�ppmへ、など、それぞれ引き上げようと
いう取り組みである、との紹介があった。

◦�部会として、同組織による討議資料の準備については
特に異議は示されなかったが、議長より、本件に興
味のあるメンバー国からの意向が反映されることが
CCFL 部会としては求められるとして、それら政府に
よる IFPRI�へのコンタクトが助言された。

ୈ ��ճ $$/'4%6（����）ΑΓ
◦�IFPRI は伝統的育種法による作物の栄養強化に関する
プレゼンを行い、次回部会用の討議文書を用意する
旨、提案した。

◦�部会ではこの提案を支持する意見があった一方で、討
議文書の目的を問う発言や、新規作業とすること自体
に否定的な意見もあったが、カナダが IFPRI と協同
して討議文書の目的を明確化していくことを提案し、
部会で承認された。

˓ IF1RI は、൴らの )arWest1lus ϓロάラϜ（మ、
Ϗλϛン A、ѥԖ౳の栄養ڧԽ事業）は఻౷తな育
छ๏による “#iofortification” であり、そういった
作物をݪ料とした食品のදࣔに関するものであると
した。

˓ 部会は、栄養੒分のڧ調දࣔに関してはط存の
CodeY Ψイυラインに֓Ͷࣔされているが、問題は
“#iofortification” のఆٛが֬立されていないこと
であるとした。

˓� ෦ձ͸ɺ$$/'4%6 ʹର͠ɺl#JPGPSUJGJDBUJPOz ͷ
ఆٛをཱ֬すΔΑ͏ཁ੥すΔ͜ͱを߹ҙͨ͠ɻ
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ٞ୊��ɽͦͷଞɺ৽ۀ࡞نͷఏҊɺ࣍ճձٞͷ日ఔ�
�ɽ�ΠϯυΑΓɺl%FWFMPQJOH�(FOFSBM�4UBOEBSE�GPS�-B�

CFMMJOH�PG�8IPMFTBMF�1BDLBHFT�PG�'PPEz（Էച༻৯
඼ͷแ૷ͷදࣔ）ͷ৽ۀ࡞نఏҊ

˓ 新ن作業にࢍ同する国がෳ਺あるҰํで、ط存の༌
出ೖೝূに関連するจॻでΧόーされており、新ن
作業のඞ要はないとするҙ見もෳ਺出された。

˓ 部会は、次回会議にお͚るߋなる討議のために、イ
ンυがط存の CodeY จॻと現実の๵易্の問題点

（gap）をもっと໌֬にした討議จॻの४උをする
ことで߹ҙした。

�ɽ�ΞϧδΣϦΞΑΓɺ৯඼ͷΠϯλʔωοτऔҾ（SFNPUF�
TBMFT）ʹ ؔすΔ໰୊ʹ͍ͭͯͷ౼ٞจॻ࡞੒ͷҙ޲
͕ද໌͞Εɺ෦ձ͸ྃঝͨ͠ɻ

�ɽ࣍�ճୈ �� ճදࣔ෦ձ͸ɺ໿ �� （ະఆࡉৄ）ޙ݄͔
ʹ։࠵༧ఆɻ

19�7 年ɹ ژ౎大学ༀ学部ɹଔ業

19�7 年ɹ エーβイࣜג会ࣾ

197� 年ɹ 日本ϊϘࣜג会ࣾ

19�5 年ɹ ϑΝイβーࣜג会ࣾ

  後に、Χルλーࣾ、ダニスコࣾによる߹หにより現在໊

となる。

200� 年ɹ ダニスコジϟύンࣜג会ࣾɹ学術・技術୲౰࠷高ސ問

200� 年ɹ ILSI Japan 事務ہ長

2011 年ɹ ILSI Japan ಛผސ問

ུྺ
඿໺ɹ߂ত（͸まͷɹͻΖ͖͋）
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"CPVU�'SPOU�PG�1BDL�/VUSJUJPO�-BCFMMJOH
（8PSLTIPQ�BU�UIF���TU�$$'-）

'01ʢ'SPOU�PG�1BDLʣ/VUSJUJPO�-BCFMMJOH
ͷݱঢ়

ླ໦　ॏ℄

Χΰϝࣜג会ࣾڀݚ�։ൃຊ෦
ࣗવ݈ڀݚ߁෦݈ڀݚ߁άϧʔϓ

ফඅऀ・ߪങऀのೝ஌্޲や݈߁増進のために用いられている、แ૷食品のલ面にදࣔされる栄養දࣔ（Front 
of 1acL Nutrition LabellingʀFO1 Nutrition Labelling）について、国際連߹食糧農業機関（FAO）と世界保݈機
の߹同によるワークγϣッϓがୈ（O(8）ߏ �1 回コーデックス食品දࣔ部会（201� 年 5 月 1� 日ʙ17 日、Χナダ・
ϓϦンスエυワーυౡγϟーロッτλ΢ンにて開催）にซせて開催された。ओな議題はҎԼの௨りである。
①แ૷લ面΁の栄養දࣔとはʁ
ɹɹඇײ染性࣬ױ（Non�CoNNunicable %iseases� NC%s）のϦスク低ݮを໨తとした、FO1 දࣔについて。
②લ面΁のදࣔのための栄養ϓロϑΝイϦンά
ɹɹNC%s Ϧスクを低ݮさせるための、FO1 දࣔでઃఆすべき栄養ϓロϑΝイϦンάの重要性について。
③֤国にお͚るදࣔの現ঢ়について
ɹɹϊル΢Σーをத৺とする๺Ԥでの ,eyhole マークによるೝূとアϝϦΧにお͚るදࣔのਪ঑について。
ᶆ૯߹࣭ٙ
 ɹ ɹࢀՃऀからはൃ׆なҙ見や࣭問が出され、今後の世界తなن໛での FO1 にରする取り組みがඞ要であるとײ

͡ることができた。
ɹなお本ߘでは、Fact�based FO1 Labelling、#etter�For�:ou FO1 Labelling、Traffic�light SysteN の � छྨに
大ผされる FO1 についてのදࣔྫもซせて঺հする。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

The Food and Agriculture Organi[ation（FAO）and the 8orld )ealth Organi[ation（8)O）organi[ed a 
XorLshop on Front�of�1acL（FO1）nutrition labelling as a satellite XorLshop of the �1st Session of the CodeY 
CoNNittee on Food Labelling（CCFL）held in CharlottetoXn
 1rince &dXard Island
 Canada froN 1��17 May 
201�� The Nain obKectiWe of the XorLshop Xas to proWide inforNation to CCFL delegates and obserWers regarding 
Warious issues such as the role
 uses
 and deWelopNent of FO1 nutrition labelling
 challenges to FO1 nutrition 
labelling and regional eYperience Xith FO1 nutrition labelling�

The agenda of XorLshop Xas as folloXs�
I� 8hat is Front of 1acL Nutrition Labelling 

4)*(&/03*�46;6,*
3FTFBSDI�BOE�%FWFMPQ�%JWJTJPO


,BHPNF�$P�
�-UE�

ཁɹࢫ
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̍ɽ͸じΊʹ

食品のදࣔは、ফඅऀが食品をબ୒・ߪೖする際の重
要な৘報源である。そのදࣔ಺容はྲྀ௨する国での๏ن
੍にैうඞ要があるために世界֤国でҟなっているが、
そのදࣔ৔ॴについてはแ૷食品のଆ面やཪ面という点
で共௨している。Ұํ、世界தで食品と݈߁の関܎、ಛ
にԘ分や౶分、࣭ࢷのա৒ઁ取による৺݂ױ؅࣬、が
ん、౶೘ප、ຫ性ױ࣬ثٵݺなどのඇײ染性࣬ױ（Non�
CoNNunicable %iseases� NC%s）の増Ճがݒ೦されてい
る。これらの問題にରして、จࣈや਺ࣈだ͚でଆ面やཪ
面にදهされるࡐݪ料や੒分、ΧロϦーなどのදࣔを、
แ૷食品のલ面に、1 日のਪ঑ઁ取ྔにରするׂ߹を
ύーηンテージでදࣔするέースや、そのׂ߹のఔ౓を
高・த・低（high�NediuN�loX）でදࣔするέース、そ
してそのׂ߹のఔ౓を৴߸৭でࣔすέースなどを組み߹
わせてදࣔするέースがある。これらはแ૷લ面΁の栄
養දࣔ（Front of 1acL Nutrition Labelling� FO1 Nutri�
tion Labelling）とݺশされており、༷ʑなදهスλイ
ルによって世界֤国で実ࢪされている。これらの৘報は
ফඅऀの食品のબ୒・ߪೖを、όランスの良い食事やΧ
ロϦーコンτロールという؍点からサϙーτすると考え
られている。Χナダ・ϓϦンスエυワーυౡγϟーロッ
τλ΢ンࢢで開催されたୈ �1 回コーデックス食品දࣔ
部会（CodeY CoNNittee of Food Labelling� CCFL）の
会ظத（201� 年 5 月 1� 日ʙ17 日）の 5 月 1� 日に、こ
の食品のแ૷લ面΁の栄養දࣔに関するワークγϣッϓ
が国際連߹食糧農業機関（FAO）と世界保݈機関（8)O）
によって開催された。CCFL ΁ࢀՃしていたචऀは、
本ワークγϣッϓもௌߨする機会にܙまれたため、その
಺容について౰日の議題にԊって֓要を報告し、ซせて

యܕతな FO1 についても؆୯にઆ໌する。

̎ɽ౰日ͷٞ୊͓Αͼ֓ཁ

（�）։ձʹ͋ͨͬͯ
ɹ（0QFOJOH�SFNBSLT）

Chi[uru Nishida（8)O）
and Janice Albert（FAO）

世界தの国において使用がൃ׆となっている Front of 
1acL Nutrition Labelling はফඅऀにとって݈߁తな食
生׆をૹる্で༗用であると考えられる。本ワーク
γϣッϓは国際తな食品දࣔをݕ討する CCFL のࢀՃऀ

（ϝンόー国୅දおよͼ N(O）にରして、༗用な৘報を
提ڙすることを໨తに開催された。なお本ワークγϣッ
ϓは CCFL からはಠ立して開催されており、CCFL に
お͚る議論やܾఆにӨڹを༩えないことが༧めࣔされた。

（�）แ૷લ໘΁ͷӫཆදࣔͱ͸Կ͔ʁ
ɹ（8IBU�JT�'SPOU�PG�1BDL�/VUSJUJPO�-BCFMMJOH ）

Mary L`AbbÉ
（6niWersity of Toronto）

ຫ性のප気、ಛに NC% の༧๷の؍点から、ඇ݈߁త
な食事は༧๷しうる（1reWentable）Ϧスク要Ҽであり、
このϦスク要Ҽをফඅऀの食品બ୒において回ආできる
ようにFO1がಋೖされている現ঢ়について঺հされた。
ここでは FO1 を①۩ମతな਺஋でදهされるもの

（Fact�based FO1 labelling）②ಛఆのγンϘルマーク
でදهされるもの（#etter�For�:ou FO1 Labelling）
③਺஋のҙຯから、γάナルのようにදهされるもの

（Traffic�light systeN）の � छྨに分͚て঺հされた（そ

II� Nutrient 1rofiling for Front�of�1acL Labelling
III� Country eYperiences Xith Front of 1acL Nutrition Labelling
  1 ）Nordic ,eyhole r &Yperience and Challenges
  2 ）RecoNNendations for front of pacL labelling in the 6S
I7� 1articipant discussion
This XorLshop Xas as inforNational Neeting
 solutions
 ideas and action points Xere not deWeloped� )oXeWer
 

participants engaged in liWely discussion about the efficacy of FO1 nutrition labelling for health proNotion
 and 
N(O actiWities related to FO1 nutrition labelling� 1resentation docuNents are currently aWailable at both the FAO 
and 8)O Xebsites� In this article
 three Linds of FO1 nutrition labelling（fact�based
 better�for�you
 and the 
traffic�light systeN）are briefly introduced�
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れͧれのઆ໌は後ड़）。またΧナダにお͚る取り組みや、
ެऺӴ生の؍点からのઓུతな取り組みのҙٛについて
もซせて঺հされた。しかし、これらにରするফඅऀの
ೝ஌౓はまだ高いとは言えͣ、効Ռを্͛るための取り
組みについては༷ʑなݕ討がඞ要であるという点が঺հ
された。

（�）લ໘΁ͷදࣔͷͨΊͷӫཆϓϩϑΝΠϦϯά
ɹ（/VUSJFOU�1SPGJMJOH�GPS�'SPOU�PG�1BDL�-BCFMMJOH）

   MiLe Rayner
（6niWersity of OYford）

栄養දࣔにおいて重要なことは、Պ学తに৴པされた
ํ๏によって、ؚまれている栄養ૉを分ྨしてఆྔする
ことである。ಛにエネルギー（ΧロϦー）や࣭ࢷ、౶ྨ
の਺஋をどのようにࢉ出するか、そしてҰ日の栄養ྔを
どのようにઃఆするかが重要である。௨ৗ、この栄養஋
はҰ日にお͚る栄養ૉのਪ঑されるઁ取ྔであるため、
NC%s になるϦスクの؍点から考えるとඞͣしも低い஋
とはならない。そのため、NC%s Ϧスクをどこまで低ݮ
できるか、という஋をઃఆできるかがϓロϑΝイϦンά
において大੾であると঺հされた。またオースτラϦア
やス΢Σーデンにお͚る FO1 දࣔについての֓要、そ
してFO1ಋೖによる効Ռについてもซせて঺հされた。

ঢ়ݱΔแ૷લ໘΁ͷӫཆදࣔͷ͚͓ʹࠃ֤（�）
ɹ（�$PVOUSZ�FYQFSJFODFT�XJUI�'SPOU�PG�1BDL�/VUSJUJPO�

-BCFMMJOH）
1 ）ϊル΢Σーの ,eyhole r そのݧܦと௅ઓ
ɹ（Nordic ,eyhole r &Yperience and Challenges）

,ristina Lagerstrand SKolin
（National Food Agency
 SXeden）

ϊル΢Σーが提এしたΩーϗールද （ࣔ,eyhole SyNbol）
は、「)ealthy choices Nade easy」をスローΨンに、ফ
අऀが食品をߪೖする際やϨスτランでの食事の際に݈
うことができるようにಋೖされた（ਤߦతなબ୒を߁
1）。このදࣔは、同ΧテゴϦーのදࣔのない食品とൺֱ
して࣭ࢷ、୸ਫԽ物（౶࣭）、Ԙ分のいͣれかもしくは
全てがগないか、食物ણ維がଟい৔߹にදࣔすることが
できる。ϝーΧーがࣗओతにදࣔすることができるが、
Պ学తࠜڌにͮجかな͚ればならない。また、このදࣔ
の使用に際してඅ用はൃ生しない。現在はϊル΢Σーだ
͚でなくス΢Σーデン、デンマーク、アイスランυの �

か国で使用されており、国民によるೝ஌౓は 90� を௒
えること、そして༌出にඋえて 1� か国ޠのύンϑϨッ
τが४උされていることが঺հされた（日本ޠ൛につい
ては現時点でະ֬ೝである）。
2 ）アϝϦΧにお͚るલ面දࣔのਪ঑
ɹ（ RecoNNendations for front of pacL labelling in the 6S）

    Alice )� Lichtenstein
（Tufts 6niWersity）

アϝϦΧにとって৺࣬ױは性ผを問わͣࢮҼのୈҰҐ
となっている。このݪҼとして国民の � 分の 2 が高݂
ѹもしくは高݂ѹ༧උ܈と਍அされている現ঢ়があり、
この高݂ѹこそが৺ଁのෛՙを大きくし、৺࣬ױにつな
がっているとࢦఠされている。食品由དྷのナτϦ΢Ϝ、
そしてコϨ、（ࢎ๱ࢷやτランスࢎ๱ࢷಛに๞和）࣭ࢷ
ステロールのա৒ઁ取は、高݂ѹ、ひいては৺࣬ױのϦ
スクを高くすると考えられる。この現ঢ়にとって、
FO1 による栄養੒分දࣔのύーηンτදࣔ（Ұ日のਪ
঑ઁ取ྔに઎めるׂ߹）は、その食品の֤栄養ૉのଟՉ
をফඅऀが൑அできるҰつのπールになると考えられ
る。F%A はこの取り組みを௨͡て、ナτϦ΢Ϝ、૯ࢷ
๱、コϨステロールについて栄養੒分දࣔが 100� を௒
えないようにൃܒしていることが঺հされた。

ɹ
（�）૯߹࣭ٙԠ౴
ɹ（1BSUJDJQBOU�EJTDVTTJPO）

Ճऀから、FO1ࢀ の効Ռについて、ྫえば FO1 によ
るߪങߦ動の変Խを௨してফඅऀの݈߁ঢ়態にରしてど
のようなӨڹを༩えたかについて࣭問があった。しかし、
FO1 の効Ռを実ূするデーλについては݈߁面だ͚で
なく、ফඅऀのҙ思などにどのようにӨڹしているかに
ついての研究やデーλが૯͡て不足しているとの౴え
だった。また議題にはなかったが、Fact�based FO1 
labelling（後ड़）について、業界団ମ（N(O）からこ
れまでの取り組みなどが঺հされた。このதで、NC%s
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のݮগにରする取り組みやফඅऀの݈߁な食生׆΁のڭ
育にରして Fact�based FO1 labelling が༗効であるこ
と、そして本ϓロάラϜにアϝϦΧ F%A がڵຯを持っ
ていることなどが共༗された。

  ɹ   ɹ
（�）ดձʹ͋ͨͬͯ
ɹ（$MPTJOH�SFNBSLT）

 ɹMary L`AbbÉ
（6niWersity of Toronto）

̏ɽయܕతͳ '01ʹ͍ͭͯ

（�）'BDU�CBTFE�'01�-BCFMMJOH
ର৅となる食品தにؚまれる༷ʑな੒分について、Պ

学తに分ੳされたؚ༗ྔおよͼҰ日のਪ঑ઁ取ྔに઎め
るׂ߹について൑りやすくࡌهしたものが Fact�based 
FO1 labelling である（ਤ 2）。ઁ取աଟにより NC%s の
、ࢎ๱ࢷ๞和、࣭ࢷҼとなりಘるΧロϦー、ならͼにݪ
౶࣭、ナτϦ΢Ϝ（Ԙ分）のؚ༗ྔなどがࡌهର৅となっ
ている。いわΏるҰൠのٛ務දࣔとはҟなり、その食品
をઁ取することでҰ日のਪ঑ઁ取ྔのうͪどれだ͚がิ
なٛ務දࡶされているため、൥ࡌهされるかについてڅ
ࣔとൺֱして൑りやすいとফඅऀから支持されている。
本දࣔはアϝϦΧやϤーロッύだ͚でなく、λイなどの
アジアにおいても޿がりつつある。

（�）#FUUFS�'PS�:PV�'01�-BCFMMJOH
ಛఆの栄養価をຬたしている、もしくはݮらしている

঎品について、ಛఆのγンϘルをදࣔすることでফඅऀ
のબ୒をॿ͚ることを໨తにしている。લड़の ,eyhole
はこれに֘౰するが、他にもオランダから޿がりを見せ
ている Choice prograNNe（ਤ �）も஌られている。

（�）5SBGGJD�MJHIU�TZTUFN
Fact�based FO1 Labelling にྨࣅしているが、本දه

は食品、またはそれにؚまれる栄養ૉの栄養価を൑りや
すくফඅऀにࣔすための、৴߸を໛したܯ告もしくはਪ
঑のサインと、それに෇ਵしたೝ஌しやすい言༿と਺ࣈ
を組߹せたදࣔであり、イギϦスやオースτラϦアなど
でಋೖされている（ਤ �）。දࣔのର৅は࣭ࢷ、๞和ࢷ
๱ࢎ、౶࣭、そしてԘ分である。サーϏンάサイζ

（SerWing si[e� Ұ回ઁ取ྔ）でදࣔしていること、そし
て৭を使ったදࣔが൑りやすいとの評価をಘている。

ਤ�ɹӳࠃʹ͓͚Δ5SBGGJD�MJHIU�4ZTUFNʹΑΔදࣔྫ �）

ɹɹɹ�-08 ͷ෦෼͸྘৭Ͱɺ.&% ͸ΦϨϯδ৭Ͱɺ
)*()͸੺৭Ͱදࣔ͞Ε͍ͯΔɻ

'JHVSF�� ɹ�&YBNQMF�PG�5SBGGJD�MJHIU�4ZTUFN�/VUSJUJPO�
-BCFMMJOH�JO�&OHMBOE

̐ɽॴײ

本 ワ ー ク γ ϣ ッ ϓ は、 今 回 の CCFL に お い て は
InforNation Meeting のҐஔ෇͚であったため、Կらか
のܾ議がなされることも、׆動のϙインτや໌֬な今後
の༧ఆなどについてまで議論されることもなかった。し
かし FO1 の༗効性をೝめるҙ見が出されたҰํで、༏

ਤ �ɹ'BDU�CBTFE�'01�/VUSJUJPO�-BCFMMJOH ͷදࣔྫ �）

'JHVSF�� ɹ�&YBNQMF� PG� 'BDU�CBTFE� '01�/VUSJUJPO�
-BCFMMJOH

ਤ � ɹ�Φϥϯμʹ͓͚Δ#FUUFS�GPS�:PVͷ'01ද （ࠨࣔ）
ͱӳݍޠͰͷಉදࣔ（ӈ）�）

'JHVSF�� ɹ�#FUUFS�GPS�:PV�'01�/VUSJUJPO�-BCFMMJOH� JO�
UIF� /FUIFSMBOE�（MFGU）� BOE� JO� &OHMJTI�
TQFBLJOH�DPVOUSJFT�（SJHIU）

'01ʢ'SPOU�PG�1BDLʣ/VUSJUJPO�-BCFMMJOH ͷݱঢ়
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良ޡೝをটかないためのࡦࢪや、๵易時のฆ૪をආ͚る
ための࢓組みや੍نがඞ要ではないかという࣭問が૬次
いだことから、次回 CCFL（201� 年ळقに開催༧ఆ）
Ҏ߱において CCFL での新ن作業として提Ҋされる可
能性がある。わが国ではެతにೝূされるಛఆ保݈用食
品のೝূ（ਤ 5）が FO1 としてೝࣝされているが、そ
れҎ֎ではҰ部の঎品においてもطにදࣔされているも
のがあるため（ਤ �）、զʑがදࣔを໨にする機会は今
後、ますますଟくなるかもしれない。そのため、ফඅऀ
のࠞཚをটか͵ような੍౓の֬立や׆ൃܒ動がҰ૚重要
となってくると思われる。

なお、本ワークγϣッϓにおいて用いられた資料は
FAO7）もしくは 8)O�）の΢Σϒサイτにࡌܝされてい
るので、そͪらもࢀরされたい。

ʻߟࢀ΢ΣϒαΠτʼ（201� 年 7 月 2 日֬ೝ）

 1）  http���XXX�slW�se�en�gb�(roup1�Food�labelling�
,eyhole�syNbol� より

 2）  http���XXX�gNaonline�org�issues�policy�health�
nutrition�facts�up�front�front�of�pacL�labeling�
initiatiWe� より

 �） http���XXX�choicesprograNNe�org� より
 �）  http���XXX�nidirect�goW�uL�traffic�light�labelling より
 5）  http���XXX�caa�go�Kp�foods�pdf�syoLuhin���pdf より
 �）  http���nestle�Kp�faR�nutrition� より
 7）  http���XXX�fao�org�ag�huNannutrition�foodlabel 

!1�5�02�en� より
 �）  http���XXX�Xho�int�nutrition�eWents�201�@FAO@

8)O@XorLshop@frontofpacL@nutritionlabelling�en�
indeY�htNl より

1999 年ɹ৴भ大学農学部生物生産Պ学Պɹଔ業

2001 年ɹ৴भ大学大学Ӄ農学研究Պɹ修ྃ

2001 年ɹچઇҹラϏオࣜג会ࣾ開ൃ研究ॴ

2001 年ɹಠ立ߦ੓๏人 食品૯߹研究ॴにґཔ研究һとして೿ݣ

200� 年ɹΧゴϝࣜג会ࣾ૯߹研究ॴϓロόイオテΟクス研究部

2010 年ɹΧゴϝࣜג会ࣾ૯߹研究ॴࣗવ݈߁研究部

ུྺ
ླ໦ɹॏ℄（す͖ͣɹ͛͠ͷΓ）

ਤ�ɹಛఆอ݈༻৯඼ͷදࣔ �）

'JHVSF�� ɹ�.BSLT� PG�'PPE� GPS�4QFDJBM�)FBMUI�6TFT�
（'04)6��MFGU）�BOE�2VBMJGJFE�'04)6�（SJHIU）

ਤ �ɹωεϨʹ͓͚Δ日本ࠃ಺঎඼Ͱͷදࣔྫ �）

'JHVSF�� ɹ�'01�/VUSJUJPO�-BCFMMJOH�PO�/FTUMFὼ�
QSPEVDUT�JO�+BQBO

'01ʢ'SPOU�PG�1BDLʣ/VUSJUJPO�-BCFMMJOH ͷݱঢ়
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3FQPSU�PG�UIF���UI�4FTTJPO�PG�
$PEFY�"MJNFOUBSJVT�$PNNJTTJPO

'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը

ୈ ��ճίーσοΫεҕһձʢ૯ձʣใࠂ

߳村　ਖ਼ಙ

ຯͷૉࣜג会ࣾ
඼࣭อূ෦

."4"/03*�,0).63"
�1I�%�
"TTPDJBUF�(FOFSBM�.BOBHFS

2VBMJUZ�"TTVSBODF���&YUFSOBM�4DJFOUJGJD�"GGBJST�%FQBSUNFOU
"KJOPNPUP�$P�
�*OD�

ୈ �� 回コーデックスҕһ会（CAC）૯会は 201� 年 7 月 1 日から 7 月 5 日まで、ローマの FAO 本部にて開催された。
12� Ճໍ国およͼ 1 Ճໍ組৫、1 ๣ௌ国、�1 国際੓෎組৫およͼඇ੓෎組৫から �20 人がࢀՃした。

日本੓෎୅ද団はް生࿑ಇল食品安全部部長の新ଜࢯをϔッυとし、ް 生࿑ಇলおよͼ農ྛਫ産লから7໊ܭがࢀՃした。
今年はه೦すべきコーデックスҕһ会ઃ立 50 प年にあたり、ظ間தにه೦ύーテΟーとه೦ࣜయがߦわれた。

̍ɽٞ୊

（ftp���ftp�fao�org�codeY�Neetings�CAC�CAC���
cac��@01e�pdf）

� ٞ୊ͷ࠾୒
� ୈ �� ճࣥߦҕһձͷٞ௕ใࠂ
� ஍Ҭௐ੔෦ձͷใࠂͱ஍Ҭௐ੔໾ͷબग़
� खଓ͖ϚχϡΞϧ（1SPDFEVSBM�.BOVBM）ͷվఆ
� εςοϓ�（εςοϓ�ɼ�লུࠂק෇͖͓Αͼਝ଎Խख

ଓ͖ͷεςοϓ�をؚΉ）Ͱͷ͓֨نΑͼؔ࿈จॻҊ
� εςοϓ �ͷ͓֨نΑͼؔ࿈จॻҊ�
� ࢭΑͼؔ࿈จॻͷഇ͓֨نଘίʔσοΫεط
� ίʔσοΫε֨نͱؔ࿈จॻͷվగ
� ৽͓֨ننΑͼจॻͷࡦఆ͓Αͼۀ࡞தࢭͷఏҊ
�� ෦ձ͓Αͼಛผ෦ձ͔Β૯ձ΁෇ୗ͞Ε߲ͨࣄ
�� ίʔσοΫεҕһձͷઓུܭը
�� ߲ࣄすΔؔʹࢉ੓͓Αͼ༧ࡒ
�� '"0ͱ8)0͔Βఏ͞ىΕ߲ͨࣄ
�� ίʔσοΫεҕһձͱଞͷࡍࠃ૊৫ͱͷؔ܎
�� ٞ௕・෭ٞ௕͓Αͼଞͷࣥߦҕһͷબग़
�� ෦ձɺಛผ෦ձͷٞ௕を໊ࢦすΔࠃͷࢦఆͱ ����ô

���� ͷձٞεέδϡʔϧ
�� ͦͷଞͷۀ࡞
�� ࿥ͷঝೝࣄٞ

̎ɽ͸じΊʹ

今回はコーデックスҕһ会ઃ立 50 प年ه೦のため、
FAO と 8)O の૯長およͼ෭૯長、֤地域調整໾、新
Ճໍ国（τルクϝニスλン）およͼϗスτ国のイλϦア
からܴ׻のѫࡰがあった。アジア地域調整໾の日本から
は農ਫলফඅ安全ہফඅ安全੓ࡦ՝調ࠪ׭௰ࢯࢁがѫࡰ
をߦった。

̏ɽձٞ֓ཁ

ٞ୊ �ɽٞ୊ͷ࠾୒
議題 11（b）のコーデックスઓུܭը 201�ô2019 Ҋ

については 2 日໨の � 時からとする議長提Ҋがྃঝさ
れ、議題Ҋはঝೝされた。

ٞ୊ �ɽୈ �� ճࣥߦҕһձͷٞ௕ใࠂ
議長から૯会の௚લに開催されたୈ �� 回ࣥߦҕһ会

の報告がߦわれた。ࣥߦҕһ会からのק告はそれͧれの
議題で考ྀされることがه࿥された。ࡦ֨نఆのための

'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը　ୈ��ճίʔσοΫεҕһ会ʢ૯会ʣ報ࠂ
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Պ学తॿ言の要੥がଟ਺あるが、この໨తの༧ࢉの不足
はコーデックス作業に重大であり、ࣥߦҕһ会は、த立
性、ಠ立性およͼಁ໌性を保ͪつつ、Ӭଓతな民間ا業
からのものもؚΉυナー・ϕースの可能なアϓローチに
ついてのจॻを考ྀしたことが報告された。ಛஈの議論
はなくঝೝされた。

ٞ୊ �ɽ஍Ҭௐ੔෦ձͷใࠂͱ஍Ҭௐ੔໾ͷબग़
֤地域調整部会（アϑϦΧ、アジア、Ϥーロッύ、ラ

テンアϝϦΧ・ΧϦϒւ、ۙ౦、๺ถ・ೆ੢ଠฏ༸）よ
り֤部会の׆動と次ظ調整໾の報告がߦわれた。

アϑϦΧはΧϝルーン、Ϥーロッύはオランダ、ラテ
ンアϝϦΧ・ΧϦϒւはコスλϦΧ、ۙ౦はϨόϊン、
๺ถ・ೆ੢ଠฏ༸はύϓアニϡーギニア、アジアは日本
が調整໾となることが報告された。

ٞ୊ �ɽखଓ͖ϚχϡΞϧ（1SPDFEVSBM�.BOVBM）ͷվఆ
（�）෼ੳ・αϯϓϦϯά๏෦ձ（$$."4）

खଓきマニϡアル（ݕ出限界（LiNit of %etection� LO%）

ならͼにఆྔ限界（LiNit of 2uantitation� LO2））தの
ద߹性౳のための分ੳ๏クライテϦアとʗまたは分ੳ๏
の評価のために਺஋を֬立するためのΨイυラインの修
正Ҋ。提Ҋ௨りঝೝされた。
೶ༀ෦ձ（$$13）ཹ࢒（�）

農ༀの࠷大جཹ࢒४の見ੵもりのためにൺྫ੍の֓೦
をద用するためのݪଇとΨイダンス。提Ҋ௨りঝೝされた。
෺෦ձ（$$''1）࢈ਫ・ྨڕ（�）

にछを௥Ճするためのखଓきの改గ֨نとਫ産物ྨڕ
提Ҋは提Ҋ௨りঝೝされたが、ϒラジルがط存のछにख
ଓきがద用されないことについてཹ保をද໌した。

ٞ୊ �ɽ�εςοϓ �（εςοϓ �ɼ� লུࠂק෇͖͓Α
ͼਝ଎Խखଓ͖ͷεςοϓ �をؚΉ）Ͱͷ֨ن
͓Αͼؔ࿈จॻҊ

લ回૯会Ҏ߱、֤部会でステッϓ �（ステッϓ � ɼ7
লུק告෇きおよͼਝ଎Խखଓきのステッϓ 5 をؚΉ）
に進められたҊ݅、ステッϓํࣜでない採୒Ҋ݅のܭ
�9 ݅が৹議された。

˙1BSU�� ɹεςοϓ �ɺਝ଎Խखଓ͖ͷεςοϓ �͓Αͼεςοϓ ����ͷ֨نҊ͓Αͼؔ࿈จॻ

/P� ෦ձ Ҋ݅ ಺༰֓ཁ（ˎ） ݁Ռ

� ੜ઱Ռ࣮・໺ࡊ
෦ձ（$$''7）

ΞϘΧυ֨نҊ：ۉҰੑ͓Αͼ
αΠζʹؔすΔͦͷଞͷ৚߲Ҋ
（�� ��͓Αͼ �� �� � ষ）

ΞϘΧυͷۉҰੑ͓ΑͼαΠζ౳を
Ҋɻ֨نఆͨ͠ن

4UFQ�Ͱঝೝ͞ΕͨɻλΠ͕෗ഊ（EFDBZ）
ͷఆ͕͍ٛ͋ま͍ͱͯ͠෗ഊͷڐ༰ʹର
͠ཹอをද໌ͨ͠ɻ

� $$''7 βΫϩ֨نҊ βΫϩͷ඼࣭ɺ౳ڃ෼͚౳をنఆ͠
Ҋɻ֨نͨ

4UFQ� Ͱঝೝ͞Εͨɻ

� $$''7 βΫϩݪ֨نҊ
αΠζ͓ΑͼۉҰੑʹؔすΔ৚
߲Ҋ（�͓Αͼ �� � ষ）

βΫϩͷۉҰੑ͓ΑͼαΠζʹؔす
Δݪ֨نҊɻ

4UFQ��� Ͱঝೝ͞Εͨɻ

� Ԥभ஍Ҭௐ੔�
෦ձ
（$$&630）

Ξϯζλέͷ஍Ҭ֨نվగఏҊ ੜ઱ΩϊίɺΞϯζλέͷ஍Ҭ֨ن
ͷվగఏҊɻ

ී௨໊শʹ͍ͭͯฤू্ͷमਖ਼を͍ߦ
4UFQ��� Ͱঝೝ͞Εͨɻ

� ෺࢈ਫ・ྨڕ
෦ձ（$$''1）

ᗉ製ڕɺᗉ製෩ຯ෇ڕɺס૩ᗉ
製ڕ製඼ͷ֨نҊ

ᗉ製ڕɺᗉ製෩ຯ෇ڕɺס૩ᗉ製ڕ
製඼ͷఆ͓ٛΑͼՃํ޻๏ɺఴՃ෺
ͷ࢖༻౳をఆΊͨ֨نҊɻ

4UFQ�Ͱঝೝ͞Εͨɻ&6͓Αͼϊϧ΢Σʔ
͕TVOTFU�ZFMMPX�'$' ͷ࢖༻ʹର͠ཹอ
をද໌ͨ͠ɻ

� $$''1 ௚઀ফඅまͨ͸Ճ޻༻ͷ׆Ξϫ
Ϗͱੜ઱ྫྷଂまͨ͸ྫྷౚΞϫϏ
ͷ֨نҊ

ΞϫϏͱੜ઱ྫྷଂまͨ͸ྫྷౚΞϫ׆
Ϗͷఆٛɺ֋ಟͷ͓֨نΑͼදࣔ౳
をఆΊͨ֨نҊɻ

ͷੜ෺֨نΑͼੜͷೋຕ֋ೈମಈ෺͓׆
ಟૉܾఆ๏ͷࢀরをؚΊ4UFQ� Ͱঝೝ͞
Εͨɻ

� $$''1 मਖ਼֨نεςΟοΫڕ଎ྫྷౚٸ
ఏҊ

ͯؔ͠ʹ֨نεςΟοΫڕ଎ྫྷౚٸ
ςΟϥϐΞͱ4PVUI�"UMBOUJD�)BLF ͷ
஠ૉ܎਺を௥ՃすΔ֨نमਖ਼ݪҊɻ

4UFQ��� Ͱঝೝ͞Εͨɻ

� $$''1 छڕΔ͚͓ʹ֨ن෺࢈ͱਫྨڕ
を௥ՃすΔͨΊͷखଓ͖վగఏҊ

ڕʹ֨ن෺ʹؔすΔ࢈Αͼਫ͓ྨڕ
छを௥ՃすΔࡍͷखଓ͖を୯७Խす
ΔվగఏҊɻ

4UFQ��� Ͱঝೝ͞Εͨɻϒϥδϧ͕طଘ
ͷछʹखଓ͖͕ద༻͞Εͳ͍͜ͱʹ͍ͭ
ͯཹอをද໌ͨ͠ɻٞ୊ �ɻ

� Ճ޻Ռ࣮・໺ࡊ
෦ձ（$$1'7）

ςʔϒϧΦϦʔϒ֨نఏҊ ςʔϒϧΦϦʔϒ֨نͷमਖ਼ɻ 4UFQ� Ͱঝೝ͞Εͨɻ
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/P� ෦ձ Ҋ݅ ಺༰֓ཁ（ˎ） ݁Ռ

�� ΞδΞ஍Ҭௐ੔
෦ձ（$$"4*"）

ςϯϖͷ஍Ҭ֨نఏҊ ςϯϖͷ஍Ҭ֨نఏҊɻ� $$."4Ͱͷमਖ਼を4͍ߦUFQ��� Ͱঝೝ
͞Εͨɻ

�� ৯඼Ӵੜ෦ձ
（$$')）

ඍੜ෺ج४ͷཱ͓֬Αͼద༻ͷ
ͨΊͷݪଇ͓ΑͼΨΠυϥΠϯ
ఏҊ

৯඼தͷඍੜ෺ن४ͷઃఆͱద༻ʹ
ؔすΔݪଇʹ͍ͭͯɺ৽͍͠ϦεΫ
؅ཧʹؔすΔ਺తࢦඪ΍)"$$1�౳
ͷ৯඼Ӵੜ؅ཧγεςϜͷධՁ౳΁
ͷద༻を൓өͤ͞ΔվగݪҊɻ

4UFQ��� Ͱঝೝ͞Εͨɻ

�� $$') ੜ઱Ռ࣮͓Αͼ໺ࡊͷӴੜൣن
ͷϕϦʔʹؔすΔ෇ଐॻఏҊ

ੜ઱໺ࡊ・Ռ࣮ʹؔすΔӴੜ࣮نࢪ
ൣʹɺ৽ͨʹϕϦʔྨʹؔすΔ෇ଐ
ॻを௥Ճɻ

෇ଐॻҊ͸෇ଐॻをॊೈʹద༻Ͱ͖
ΔΑ͏ʹすΔͨΊɺ�� � ষͷ ┊┶┥┫┥┶┭┥ⓤ
┫┶┥┲┨┭┪┰┳┶┥�-� ͱ ┊┶┥┫┥┶┭┥ⓤ┺┩┷┧┥�-�ͷछ
໊をଐ໊ͷ ┊┶┥┫┥┶┭┥�-�ͷΈͱすΔमਖ਼を
���ɺ4UFQ͍ߦ Ͱঝೝ͞Εͨɻ

�� ӫཆ・ಛघ༻్�
৯඼෦ձ
（$$/'4%6）

ͷௐ製ิ༺ࣇΑͼ༮͓ࣇೕظޙ
ॿ৯ͷΨΠυϥΠϯͷվగҊ

ͷௐ੔ิॿ৯༺ࣇΑͼ༮͓ࣇೕظޙ
ΨΠυϥΠϯʹ͍ͭͯɺଞͷج४ͱ
ͷ੔߹ੑ౳をؚΊͨվగɻ

本Ҋ݅͸ࠓճɺ࠷΋΋ΊͨҊ݅Ͱ͋ͬ
ͨɻमਖ਼Ҋ͸4UFQ� Ͱঝೝ͞Εͨɻถࠃ
͕ཹอをද໌ͨ͠ɻৄࡉ͸ޙड़˞ɻ

�� $$/'4%6 ӫཆࢀরྔ（/37）Ҋ ӫཆࢀর （ྔ̍日౰ͨΓ）ͱͯ͠๞࿨
ࢎ๱ࢷ ��H（�
���LDBM ౰ͨΓ）ɺφτ
Ϧ΢Ϝ �
���NH�をઃఆすΔվగҊɻ

๞࿨ࢷ๱ࢎͷ/37 ʹ͍ͭͯϑΟϦϐϯ
΍ϚϨʔγΞ౳͕๞࿨ࢷ๱ࢎͷϦεΫʹ
͍ͭͯՊֶతͳূे͕ڌ෼Ͱ無͍ͱ൓ର
͕ͨ͠4UFQ� Ͱঝೝ͞Εͨɻ্هͷ͕ࠃ
ཹอをද໌ͨ͠ɻ

�� $$/'4%6 Ұൠूஂͷӫཆࢀরྔ（/37Tô
/$%）ཱ֬ͷͨΊͷҰൠݪଇఏ
Ҋ͓Αͼ౷߹όʔδϣϯͷӫཆ
ଇݪরྔཱ֬ͷͨΊͷҰൠࢀ

Ұൠूஂをର৅ͱͨ͠ /37Tô/$%
をઃఆすΔͨΊͷҰൠݪଇఏҊʹͭ
͍ͯɺϏλϛϯɺϛωϥϧͷ /37T
をઃఆすΔͨΊͷҰൠݪଇͱ౷߹ͷ
্ɺӫཆදࣔΨΠυϥΠϯͷ෇ଐॻ
ͱすΔɻ

ϚϨʔγΞ͕(SBEJOH�PG�3FDPNNFOEBUJPOT
�
"TTFTTNFOU
�%FWFMPQNFOU�BOE�&WBMVBUJPO
Ξϓϩʔν͸ $$/'4%6 Ͱे෼ྀ͞ߟ
Ε͍ͯͳ͍ͱͯ͠൓ର͕ͨ͠ɺ$$'- Ͱͷ
मਖ਼を4͍ߦUFQ���Ͱঝೝ͞ΕͨɻϚϨʔ
γΞ͕ཹอをද໌ͨ͠ɻ

�� $$/'4%6 ίʔσοΫεӫཆදࣔΨΠυϥ
Πϯதͷදࣔ໨తͷӫཆࢀরྔ
ͷ௥Ճ͋Δ͍͸վగఏҊ

Ϗλϛϯ,ɺ#�ɺ#�ɺ#�ɺ#��ɺφ
ΠΞγϯɺ༿ࢎɺύϯτςϯࢎɺϏ
ΦνϯɺΧϧγ΢Ϝ͓ΑͼϤ΢ૉͷ
/37ɺͳΒͼʹφΠΞγϯͱ༿ࢎͷ
ม܎׵਺を௥Ճʗվగɻ

/)'͕ $B ͱ.H͸ҰॹʹྀߟすΔ΂͖
ͱɺ*%' ͕ $B ͸ $$/'4%6 Ͱੜ෺త
༗ޮੑをߟ࠶ྀͯ͠ߟすΔ΂͖ͱओு͠
ͨɻจݴͷमਖ਼を4ͯͬߦUFQ��� Ͱঝೝ
͞Εͨɻϕχϯ͕ཹอをද໌ͨ͠ɻ

�� ۙ౦ΞδΞ஍Ҭ
ௐ੔෦ձ
（$$/&"）

φπϝϠγϖʔετͷ஍Ҭ֨ن φπϝϠγϖʔετͷ஍Ҭ֨نҊɻ 4UFQ��� Ͱঝೝ͞Εͨɻ

�� ಈ෺ࣂཆಛผ෦
ձ（5'"'）

ྉ΁ͷϦεΫΞηεϝϯτͷࣂ
ద༻ʹؔすΔΨΠυϥΠϯҊ

͏ߦྉͷϦεΫධՁをࣂ੓෎͕ࠃ֤
ͷΨΠυϥΠϯҊɻࡍ

4UFQ� Ͱঝೝ͞Εͨɻ

�� 5'"' ʹͷ༏ઌॱҐ͚ͮ֐ةྉதͷࣂ
ؔすΔΨΠμϯεఏҊ

ߦ੓෎͕༏ઌతʹϦεΫ؅ཧをࠃ֤
͏΂͖ࣂྉதͷ֐ةをܾΊΔख๏を
ࣔͨ͠΋ͷɻ

ϒϥδϧ΍ϥςϯΞϝϦΧॾ͕ࠃ෇ଐॻ
�ͷ֐ةͷྫ͕ෆ౰ͳ๵қোนͱͳΔڪ
Ε͕͋Δ౳ͱओு͕ͨ͠ɺಛผ෦ձͷٞ
௕ࠃεΠε͕෇ଐॻ �を '"0ͷ΢Σϒ
αΠτʹஔ͍ͯࢀরすΔͱ͍͏ଥڠҊを
ࣔ͠4UFQ��� Ͱঝೝ͞Εͨɻ

�� ৯඼༌ग़ೖࠪݕ
・ೝূ੍౓෦ձ
（$$'*$4）

ଇ͓Αͼݪ಺৯඼؅ཧ੍౓ͷࠃ
ΨΠυϥΠϯҊ͓ΑͼఏҊ

಺ͷ৯඼؅ཧγεςϜをཱ֬すΔࠃ
ͨΊͷ࿮૊Έ౳をࣔͨ͠ݪଇ͓Αͼ
ΨΠυϥΠϯҊ͓ΑͼఏҊɻ

4UFQ� ͓Αͼ 4UFQ��� Ͱঝೝ͞Εͨɻε
ϖΠϯޠ൛ͷϚΠφʔͳฤू্ͷमਖ਼を
ɻͨͬߦ

�� ༉ࢷ෦ձ
（$$'0）

໊લͷ͍ͭͨ২෺༉֨نதͷถ
ᡢժ༉ͷม਺ͷमਖ਼ఏҊ

ถᡢժ༉ͷʮࢷ๱ࢎ૊੒ʯ͓ Αͼʮσ
εϝνϧεςϩʔϧʯͷ਺஋ͷमਖ਼Ҋɻ

4UFQ��� Ͱঝೝ͞Εͨɻ

�� ෼ੳ・αϯϓϦ�
ϯά๏෦ձ
（$$."4）

৯඼๵қʹ͓͚ΔαϯϓϦࡍࠃ
ϯά͓Αͼ࢖ࠪݕ༻ͷݪଇҊ

৯඼๵қʹ͓͚ΔαϯϓϦϯάࡍࠃ
΍ͯ͠ࡍʹࠪݕՊֶతͳ؍఺͔Βฆ
૪を๷͙ͨΊͷݪଇҊɻ

4UFQ� Ͱঝೝ͞Εͨɻ

�� ৯඼ఴՃ෺෦ձ
（$$'"）

৯඼ఴՃ෺Ұൠ（"'4)）֨ن
ͷ৯඼ఴՃ෺৚߲

(4'"�ͷ 5BCMF�� ͓Αͼ �ʹؚΊΔ
৯඼ఴՃ෺৚߲Ҋ͓ΑͼఏҊɻਣࢎɺ
ΞείϧϏϯࢎͳͲ �� छྨͷ৯඼
ఴՃ෺ʹ͍ͭͯ֨نをࡦఆɻ

4UFQ� ͓Αͼ 4UFQ��� Ͱঝೝ͞Εͨɻ
&6ͱϊϧ΢Σʔ͕Ξϧϛχ΢Ϝؚ༗ఴ
Ճ෺ͷ৚߲ʹ͍ͭͯఴՃ෺͔ΒͷΞϧϛ
χ΢Ϝമ࿐を͞Βʹ੍ݶすΔ΂͖ͱͯ͠
ཹอをද໌ͨ͠ɻ
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/P� ෦ձ Ҋ݅ ಺༰֓ཁ（ˎ） ݁Ռ

�� $$'" ৯඼ఴՃ෺ࡍࠃ൪߸γεςϜ
（*/4）（(-��ô����）΁ͷमਖ਼Ҋ

'"0�8)0߹ಉ৯඼ఴՃ෺ઐ໳Ոձ
ٞ（+&$'"）ʹΑΔධՁ͕ऴྃͨ͠
৯඼ఴՃ෺౳ʹࡍࠃ൪߸（*/4）を
ׂΓ౰ͯΔɺまͨܝʹط載͞Ε͍ͯ
Δ৯඼ఴՃ෺ʹ͍ͭͯͷमਖ਼ɻ�

4UFQ��� Ͱঝೝ͞Εͨɻ

�� $$'" ୈ ��ճ+&$'"Ͱఏٞ͞Εͨ৯඼
ఴՃ෺ͷಉҰੑ͓Αͼ७౓֨ن

ୈ ���ճ +&$'"ʹ͓͍ͯઃఆ͞Εͨ
�ͭͷ৯඼ఴՃ෺͓Αͼ �� ͷ߳ྉʹ
ؔすΔ֨نɻ

4UFQ��� Ͱঝೝ͞Εͨɻ&6͕֨ن͸製
Ͱ͸ͳ͘෺࣭ʹؔ࿈すΔ΂͖ͱͯ͠ཹࡎ
อをද໌ͨ͠ɻ

�� ౶ྨ෦ձ
（$$4）

෼ຶͤͣʹ୤ਫͨ͠͞ͱ͏͖ͼ
ोͷ֨نҊ

ୈ ���ճ૯ձͰίϩϯϏΞΑΓఏҊ
͞Εͨʮ෼ຶͤͣʹ୤ਫͨ͠͞ͱ͏
͖ͼोʯͷ֨نҊɻ

ٞ௕ࠃͷίϩϯϏΞ͕͞ΒͳΔۀ࡞をߦ
͏͜ͱͱ͠4UFQ� Ͱঝೝ͞Εͨɻ

�� ৯඼Ԛછ෺࣭෦
ձ（$$$'）

Ռ࣮ҿྉ（ωΫλʔをؚΉɻ）ɺ
Ռ࣮٧͓؈Αͼ໺٧؈ࡊதͷԖ
ͷ࠷େج४஋（.-）ͷվగఏҊ

৯඼͓ΑͼࣂྉதͷԚછ෺࣭͓Αͼ
ಟૉʹؔすΔίʔσοΫεҰൠ֨ن
（(4$5''）தͷಛఆ඼໨தͷԖͷ.-
ͷվగҊ：�Ռ࣮ҿྉ（ωΫλʔをؚ
Ήɻ）ɺՌ࣮٧͓؈Αͼ໺٧؈ࡊɻ

͍͔ͭ͘ͷ͕ࠃಛʹੜࠃ࢈஍Ҭを୅දす
Δσʔλ͕ෆ଍͍ͯ͠Δͱͯ͠ݒ೦をද
໌ͨ͠ɻ+&$'" ͸ہ຿ࣄ �� ճ +&$'"
Ͱ 158* '$$$Εͨ͜ͱɺ͞غഁ͕ ͷ
ͷσʔλࠃ࢈ΒΕͨੜݶ෦ձ͸ۀ࡞ࢠి
΋༻͍ɺͲͷ͘Β͍ͷ製඼͕मਖ਼.-を
ຬͨͤΔ͔ධՁ͠ɺΘ͔͔ͣ͠͸ͣΕͳ
͍͜ͱ͕ࣔ͞Ε͍ͯΔͱઆ໌ͨ͠ɻ.-
͸ 4UFQ� Ͱঝೝ͞Ε $$$' Ͱݕ౼すΔ
ͨΊ �೥ؒ͞ΒʹσʔλをूΊΔ͜ͱͱ
ͳͬͨɻ

�� $$$' ৯༺ࣇྉͱすΔೕ༮ݪをओྨࠄ
඼தͷσΦΩγχόϨϊʔϧ
（%0/）ͷ࠷େج४஋ఏҊ

৯඼த༺ࣇྉͱすΔೕ༮ݪをओྨࠄ
ͷ%0/�ͷ .-Ҋɻ

.-͕ BT�DPOTVNFE ͳͷ͔ESZ�NBUUFS ͳ
ͷ͔໌֬ʹすΔ΂͖ͱͯ͠ɺ$$$'Ͱ͞
ΒͳΔݕ౼ͷͨΊ4UFQ� Ͱঝೝ͞Εͨɻ

�� $$$' ίίΞதͷΦΫϥτΩγϯ "Ԛ
છ๷͓ࢭΑͼ௿ݮͷͨΊͷ࣮ࢪ
ఏҊൣن

ίίΞதͷΦΫϥτΩγϯ"�ͷԚછ
๷͓ࢭΑͼ௿ݮʹؔすΔ࣮ൣنࢪʹ
͍ͭͯɺίίΞͷҰ࣍ੜ࢈ஈ֊΋ؚ
Ίͯࡦఆɻஷଂ͓Αͼ༌ૹʹ༻͍Δ
ାͷཁ߲ࣄٻͷ௥Ճ౳をؚΉमਖ਼Ҋ
ͷจݴͷमਖ਼ɻ

4UFQ��� Ͱঝೝ͞Εͨɻ

�� $$$' Ωϟοαό͓ΑͼΩϟοαόՃ
ࢪͷͨΊͷ࣮ݮ௿ࢎ඼தͷ੨޻
ఏҊൣن

Ωϟοαόதͷ੨ࢎ௿ݮͷͨΊͷ೶
نࢪ๏をؚΉ࣮ํ޻ΑͼՃ͓࢈ੜۀ
ൣͷࡦఆɻ༷ʑͳΩϟοαό製඼ʹ
ద༻Ͱ͖ΔΑ͏Ҋをमਖ਼ɺ௥Ճɻ

4UFQ��� Ͱঝೝ͞Εͨɻ

�� ೶ༀ෦ձཹ࢒
（$$13）

೶ༀͷ࠷େجཹ࢒४஋（.3-）Ҋ ৯඼まͨ͸ࣂྉதͷ೶ༀʹ͍ͭͯୈ
�� ճ $$13 ʹ͓͍ͯ 4UFQ� Ͱ߹ҙ
͞Εͨ �೶ༀͷ.3-Ҋɻ

4UFQ� Ͱঝೝ͞Εͨɻ&6ɺϊϧ΢Σʔ
͕͍͔ͭ͘ͷ೶ༀͷ.3- ͱ࡞෺ͷ૊Έ
߹Θͤʹ͍ͭͯཹอをද໌ͨ͠ɻ

�� $$13 ೶ༀͷ࠷େجཹ࢒४஋ఏҊ ৯඼ຢ͸ࣂྉதͷ೶ༀʹ͍ͭͯୈ ��
ճ $$13 ʹ͓͍ͯ 4UFQ��� Ͱ߹ҙ
͞Εͨ �� ೶ༀͷ.3-ఏҊɻ

4UFQ���Ͱঝೝ͞Εͨɻ&6ɺϊϧ΢Σʔ
͕͍͔ͭ͘ͷ೶ༀͷ.3- ͱ࡞෺ͷ૊Έ
߹Θͤʹ͍ͭͯཹอをද໌ͨ͠ɻ

�� ৯඼දࣔ෦ձ
（$$'-）

ӫཆ͓Αͼ݈ڧ߁ௐදࣔͷ࢖༻
ʹؔすΔΨΠυϥΠϯͷվగҊ
（φτϦ΢ϜԘෆఴՃ）

ӫཆ͓Αͼ݈ڧ߁ௐදࣔͷ࢖༻ʹؔ
すΔΨΠυϥΠϯͷ �� � ষͱͯ͠ɺ
φτϦ΢ϜԘෆఴՃڧௐදࣔͷཁ݅
ఆɻࡦఆをنΔ܎ʹ

4UFQ� Ͱঝೝ͞Εͨɻ

�� $$'- ༗ػతʹੜ͞࢈ΕΔ৯඼ͷੜ࢈ɺ
Ճ޻ɺද͓ࣔΑͼൢചʹ܎ΔΨ
ΠυϥΠϯͷվగఏҊ（ۄͶ͗
͓Αͼഅླॼͷൃժ཈੍ͷͨΊ
ͷΤνϨϯͷ࢖༻）

༗ػతʹੜ͞࢈ΕΔ৯඼ͷੜ࢈ɺՃ
ΔΨΠυϥ܎ʹɺද͓ࣔΑͼൢച޻
ΠϯʹɺۄͶ͓͗Αͼഅླॼͷൃժ
཈੍ͷͨΊͷΤνϨϯͷ࢖༻ʹ͍ͭ
৚݅を෇্ͨ͠Ͱ௥Ճɻ༺࢖ͯ

4UFQ��� Ͱঝೝ͞Εͨɻ

ˎୈ ��ճίʔσοΫε࿈བྷٞڠձࢿྉを΋ͱʹͨ͠ɻ
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˞�ʮ��ɽظޙೕ͓ࣇΑͼ༮ࣇ༻ͷௐ製ิॿ৯ͷΨΠυϥ
ΠϯͷվగҊ（$$/'4%6）ʯʹ͍ͭͯ
本改గҊが今回、࠷も長時間の議論になった。ೕ幼ࣇ

がର৅なので、୤ࢷ໖実ค、Ҩ఻子組׵え食品、রࣹ食
品をࢭېする৚߲を੝り込まな͚ればঝೝできないとײ
৘తにओுするアϑϦΧならͼにதೆถ్্ॾ国と、こ
れはΨイυラインでありそのような੍نは֤国の๏཯で
できるとするઌ進ॾ国とのର立が際立った。୤ࢷ໖実
คについては、ಛにൃల్্国では੡଄ϓロηスがे
分؅理されておらͣώτのফඅにదさない、とのことで
あったが、Ҩ఻子組׵え食品、রࣹ食品については、理
由はड़べͣジンόϒエ、Χϝルーンなどがײ৘తにҨ఻
子組׵え食品にରするڪれをड़べ、他のアϑϦΧॾ国や
தೆถॾ国がԆʑとそれにରする支持をද໌する事態と
なった。Ұํ、ઌ進国やアジアॾ国は、このΨイυライ
ンはݹくなっており改గがඞ要であること、これはΨイ
υラインでありಛఆの食品੒分をࢭېする৚߲は無いこ

と、CCNFS%6 でԿ౓も議論したがどの国もཹ保はද
໌していないこと、֤国でҨ఻子組׵え食品をೝ可する
かしないかは国の൑அでありόイオテクϊロジーԠ用
食品ಛผ部会（TF#T）が安全性評価のΨイυラインจ
ॻを作੒していること、ൃల్্国の栄養問題の重要性
౳をओுした。CCNFS%6 の議長国であるυイπが現
在のจॻと改గจॻのൺֱについてઆ໌することとな
り、改గҊにはԿも不利は無いこと、୤ࢷ໖実คの৚߲
は同͡であること、食品੒分をࢭېするಛఆの৚߲は
無いこと、Ψイυラインは֤国౰ہがಛఆの੒分の༌ೖ
や国಺生産品の除֎をؚΉಠࣗの安全性やڐೝ可の要ٻ
をઃఆできることを変えるものでは無いことをઆ໌し
た。長時間にわたる議論の຤、“The decision to add oil 
seeds flour to a forNulated coNpleNentary food should 
taLe into account local conditions and reRuireNents” と
いうจ言を௥Ճしてステッϓ � でঝೝされた。ถ国が
reRuireNents という言༿についてཹ保をද໌した。

˙1BSU�� ɹ࠷ऴ࠾୒ʹࢾΔͦͷଞͷ͓֨نΑͼؔ࿈จॻ
ҎԼの֨نおよͼ関連จॻが৹議されঝೝされた。

/P� ෦ձ Ҋ݅ ಺༰֓ཁ（ˎ）

�� ඼෦࢈ਫ・ྨڕ
ձ（$$''1）

ੜ͓Αͼ׆ೋຕ֋ͷن （֨*ô�� �ɺ
*ô�� � ͓Αͼ **ô�� � ষ）ฒͼʹ
製඼ʹؔすΔ࣮࢈Αͼਫ͓ྨڕ
��）ൣنࢪ ��͓Αͼ �� �� �� � ষ）
ͷमਖ਼

ੜ͓Αͼ׆ೋຕ֋ͷ֨نதͷαϧϞωϥଐەͷج४を࡟আ͠ɺ͓ྨڕΑͼਫ࢈
৯඼ͷ࣮ൣنࢪʹʮڥ؀ϞχλϦϯά΍ͦͷଞαʔϕΠϥϯεͷ݁ՌʹΑͬͯ
ࣔࠦ͞ΕΔӸֶతͳঢ়گをྀͯ͠ߟద੾ͳ৔߹ʹ͸ɺ੍ن౰ہ͸αϧϞωϥଐ
ఆを௥ՃすΔ΋ͷɻنをܾఆͯ͠΋ྑ͍ʯͱͷࢪ४ͷ࣮جͷە

�� Ճ޻Ռ࣮・໺ࡊ
෦ձ（$$1'7）

Ռ࣮٧؈ͷॆరഔମͷΨΠυϥ
Πϯͷमਖ਼

Ռ࣮٧؈ͷॆరഔମͷΨΠυϥΠϯʹ͍ͭͯ l3FHVMBS�QBDLz ͷఆٛをฤू্
ͷमਖ਼ͱͯ͠ΨΠυϥΠϯʹؚΊΔ΋ͷɻ

�� $$1'7 ٧ɺอଘτϚτ͓Αͼ؈٦ྨ׷
Ճ޻τϚτೱॖ෺ͷ֨نͷमਖ਼
（�ষʵ৯඼ఴՃ෺）�

"'৯඼ఴՃ෺ͷ৚߲ʹ͍ͭͯɺ(4：٧؈٦ྨ׷ Δ΋͑׵ड़ʹஔ͖هরすΔࢀ
ͷɻอଘτϚτ：ࢎ౓ௐ੔ࡎ�ͷ৯඼ఴՃ෺Ϧετͷߋ৽͓Αͼ҆ఆࡎʹ͍ͭͯ
(4'" ͷද �をࢀরすΔهड़ʹஔ͖͑׵Δ΋ͷɻՃ޻τϚτೱॖ෺：ࢎ౓ௐ੔
৽ɻߋ�ͷ৯඼ఴՃ෺Ϧετͷࡎ

�� $$1'7 Ξοϓϧιʔε֨ن٧؈ͷमਖ਼
（�ষʵ෼ੳ๏）

Ξοϓϧιʔε֨ن٧؈ʹՄ༹ੑܗݻ෺͓Αͼ࠷খॆరྔͷ෼ੳ๏を௥ՃすΔ
΋ͷɻ

�� ΞδΞ஍Ҭௐ੔
෦ձ（$$"4*"）

ൃ߬େ౾ϖʔετ͓ΑͼνϦ
ιʔεͷ஍Ҭ֨نͷ৯඼ఴՃ෺
৚߲ͷमਖ਼

ൃ߬େ౾ϖʔετ͓֨نΑͼνϦιʔε஍Ҭ֨نͷ৯඼ఴՃ෺৚߲ͷमਖ਼ɻ

�� ৯඼༌ग़ೖݕ
ࠪ・ೝূ੍౓෦
ձ（$$'*$4）

৯඼҆શͷࣄٸۓଶʹ͓͚Δ৘
ใަ׵ʹؔすΔΨΠυϥΠϯͷ
मਖ਼

৯඼҆શͷࣄٸۓଶʹ͓͚Δ৘ใަ׵ʹؔすΔΨΠυϥΠϯʹ͍ͭͯɺಈ෺༻
ड़を௥ՃすΔ΋ͷɻهྉͷࣂ

�� ෼ੳ・αϯϓϦ
ϯά๏෦ձ
（$$."4）

ҟͳΔεςοϓʹ͓͚Δίʔ
σοΫε֨نͷ෼ੳ๏

ʮᗉ製ڕɺຯ෇͚ᗉ製ڕɺס૩ᗉ製ڕ製඼ͷ֨نҊʯதͷਫ૬Ԙೱ౓ͷ෼ੳ๏ɺ
ਫ෼ੑ׆ͷ෼ੳ๏͓Αͼώελϛϯͷ෼ੳ๏ΫϥΠςϦΞɺʮੜ઱ʗ͓׆Αͼྫྷ
ౚΞϫϏͷ֨نҊʯதͷྫྷౚΞϫϏͷ૯ॏྔͷଌఆ๏ɺςϯϖͷ஍Ҭ֨نதͷ
ਫ෼ؚྔ౳ʹؔ࿈すΔ෼ੳ๏ɺඇൃ߬େ౾製඼ͷ஍Ҭ֨نதͷਫ෼ؚྔ͓Αͼ
λϯύΫؚ࣭ྔͷ෼ੳ๏౳ɺߋ৽・هड़मਖ਼をؚΊ ��Ҏ্ͷ෼ੳ๏ͷঝೝɻ

�� ༉ࢷ෦ձ
（$$'0）

ɺ໊લࢷͷͳ͍৯༻༉֨نผݸ
ͷ෇͍ͨಈ෺ੑ༉ࢷͱΦϦʔϒ
༉͓ΑͼΦϦʔϒപ༉ͱ໊લͷ
͋Δ২෺༉ͷ֨نͷमਖ਼

Ԛછ෺࣭ͷ৚߲ʹ͍ͭͯɺ৯඼͓ΑͼࣂྉதͷԚછ෺࣭͓ΑͼಟૉʹؔすΔ
ίʔσοΫεҰൠ（''5$4)）֨نをࢀরすΔهड़ʹஔ͖͑׵Δ౳ɺॴཁͷվ
గを͏ߦ΋ͷɻ
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ٞ୊̒ɽεςοϓ �ͷ͓֨نΑͼؔ࿈จॻҊ
લ回૯会Ҏ߱、֤部会でステッϓ 5 に進めることが

ܾఆされたҎԼの 7 Ҋ݅が৹議、ঝೝされ、ステッϓ �
に進められた。
（�）ΰʔϧσϯύογϣϯϑϧʔπݪ֨نҊ
（�）�ੜ͓Αͼ׆ೋຕ֋ͷ֨نʹ͓͚Δւ༸ੜ෺ಟૉࢀ

র๏͓Αͼ֬ೝ๏ͷੑೳج४Ҋ（*ô�� � ষɹੜ෺ಟ
ૉܾఆ๏）

（�）Ռ࣮٧؈ͷ֨نҊ͓ΑͼϚϯΰʔͷ෇ଐॻҊ
Ҋ֨نͷࡊ଎ྫྷౚ໺ٸ（�）
（�）ඇൃ߬େ౾製඼ͷ஍Ҭ֨نҊ

Ճໍ国から、「౾ೕ」という用ޠが他のコーデックス
จॻ、ಛにೕ੡品用ޠҰൠ֨نとҰ؏性がないこと、��2
ষのҨ఻子組׵え大౾のදࣔに関し、コーデックス֨ن
に国の੍نのࢀরをೖれることはద੾でないことなどの
ҙ見がද໌された。දࣔの৚߲は CCFL で৹議されঝ

ೝされなかったことから、次回の CCASIA で CCFL の
ॿ言にͮجき৹議しな͚ればならないとのק告が෇い
た。
（�）�ੜྨࠄ（ίʔϯɺখഴͱେഴ）த（ͱؔ࿈すΔαϯ

ϓϦϯάϓϥϯ）ɺͳΒͼʹখഴɺେഴ͓Αͼίʔ
ϯをݪྉͱすΔϑϥϫʔɺηϞϦφɺϛʔϧ͓Α
ͼϑϨʔΫதͷ%0/ͷ࠷େج४஋Ҋ

生穀ྨにج४஋をઃఆするඞ要性にରするٙ問、ج४
より低くても安全性のݒ೦があるなどのҙ見がද໌され
࿥された。CCCFه でݒҊ事߲をݕ討することがק告
された。ถ国、Ϥルダン、&6、ϊル΢Σー、エジϓτ
がཹ保をද໌した。
（�）�৯඼͓Αͼಈ෺༻ࣂྉͷίʔσοΫε෼ྨͷվగ

ྨࡊঢ়໺ܪΑͼմ͓ࡊࠜ：Ҋݪ

ٞ୊̓ɽطଘίʔσοΫε͓֨نΑͼؔ࿈จॻͷഇࢭ

/P� ෦ձ Ҋ݅ ಺༰֓ཁ（ˎ）

�� $$'0 όϧΫͰͷ৯༻༉ࢷͷอ؅͓Α
ͼ༌ૹʹؔすΔ࣮ൣنࢪʹ͓͚
Δɺڐ༰͞ΕΔલՙϦετͷमਖ਼

౰֘Ϧετͷ౶ຶ͓Αͼҿ༻ਫͷهड़をվగすΔ΋ͷɻ

�� Ԛછ෺࣭෦ձ
（$$$'）

৯༻ΩϟοαόคɺΨϦ͓Αͼ
εΠʔτΩϟοαόͷ֨نͷ݁
Ռతमਖ਼

਺஋をมͣͤߋʹ੨ࢎͷ.-を (4$5'' ʹ৽ͨʹنఆすΔमਖ਼ɻ

�� ೶ༀ෦ձཹ࢒
（$$13）

Ռ࣮܈ͷ֤෼ྨͷվగʹ൐͏೶
ༀͷ࠷େجཹ࢒४ͷ݁Ռతमਖ਼

ୈ ��ճ $$13ʹ͓͍ͯ߹ҙ͞ΕͨՌ࣮܈ͷ෼ྨͷվగʹ൐͏.3-ͷमਖ਼ɻ

�� ৯඼දࣔ෦ձ
（$$'-）

ӫཆ͓Αͼ݈ڧ߁ௐදࣔͷ࢖༻
ʹؔすΔΨΠυϥΠϯͷൺֱڧ
ௐදࣔʹؔすΔ �� � ষを໌֬ʹ
すΔ݁Ռతฤू্ͷमਖ਼

�� � ষをൺֱڧௐදࣔͷݪଇཁ݅をنఆすΔ �� �� ��ষͱɺφτϦ΢ϜҎ֎ͷඍ
ྔӫཆૉʹ܎Δཁ݅（ൺֱରর৯඼ʹൺ͠ ��ˋ͕ࠩඞཁ）をنఆすΔ �� �� ��
ষͷ �ͭʹ෼͚Δमਖ਼ɻ

�� $$'- ӫཆදࣔͷΨΠυϥΠϯͷमਖ਼
（ఆ͓ٛΑͼ෇ଐจॻͷஔ׵：Ұ
ൠूஂʹ͓͚Δ/37をઃఆすΔ
ͨΊͷҰൠݪଇ）

ӫཆࢀরྔ（/37T）͸ɺඞཁྔʹ37/ͮ͘جT（/37ô3）ͱඇײછੑ࣬ױ༧
๷ͷͨΊͷ/37T（/37Tô/$%）ͷ �͕ͭ͋Δ͜ͱ͔ΒɺӫཆදࣔΨΠυϥΠ
ϯʹ͓͚Δ/37T�ͷఆٛをमਖ਼すΔ΋ͷɻ

˙ 1BSU�� ɹ૯ձͰεςοϓ ��Ͱอཹ͞Ε͍ͯΔ͓֨نΑͼؔ࿈จॻ

/P� ෦ձ Ҋ݅ ಺༰֓ཁ（ˎ） ݁Ռ

�� ۙ౦஍Ҭௐ੔෦
ձ（$$/&"）

࿏্ൢച৯඼ͷ஍Ҭ࣮ൣنࢪҊ ࿏্Ͱൢച͞ΕΔ৯඼ͷ஍Ҭ࣮ൣنࢪɻ 4UFQ� Ͱঝೝ͞Εͨɻ

�� ৯඼ཹ࢒ಈ෺༻
ҩༀ඼෦ձ
（$$37%'）

࢒େ࠷ιϚττϩϐϯ（#45）ͷڇ
४஋Ҋجཹ

ೕ෼ൻଅਐޮՌͷ͋Δ #45 ͷ .3-
Ҋɻલճ૯ձʹ͓͍ͯɺ+&$'" ʹ
ධՁをґཔ্ͨ͠Ͱɺͦͷ݁Ռを࠶
$$37%' ʹૹ෇͠ɺ૯ձʹରͯ͠
ΊΔ͜ͱͱ͞ΕɺͦΕまͰٻをࠂק
ͷؒ本݅͸ 4UFQ� ʹอཹすΔ͜ͱͰ
߹ҙ͞Ε͍ͯΔɻ

.3- Ҋݶظ౼ݕͷ࣭໰ʹର͠ɺ+&$'"
����͸ہ຿ࣄ ೥ �݄ʹσʔλืूを͍ߦ
εϙϯαʔͱ੓෎͔Βσʔλをड͚औͬ
͓ͯΓɺ���� ೥ �� ݄ʹ +&$'" ධՁ͕
����ΘΕɺߦ ೥ॳΊͷୈ��ճ$$37%'
ʹใࠂॻ͕ఏग़͞Εݕ౼͞ΕΔ͜ͱを
ใͨ͠ࠂɻ.3- Ҋ͸ 4UFQ� ʹอཹ͞Ε
$$37%'ͷ͍ͯͮجʹࠂק ���� ೥ͷ૯
ձͰݕ౼͞ΕΔ͜ͱ͕ه࿥͞Εͨɻ
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ҎԼの � ݅の֨ن・จॻのഇࢭが৹議され、（�）Ҏ
֎についてはഇࢭがঝೝされた。（�）については議題 5
で࠷大ج४஋の改గҊがঝೝされなかったことからഇࢭ
されなかった。
ΔఴՃ෺৚߲͚͓ʹ֨نผ৯඼ݸ（�）
（�）�ϛωϥϧΦΠϧͷ༹ഔ͓Αͼ௿೪౓ʹؔすΔ֨ن

（*/4����FɺG�͓Αͼ H）
（�）�৯඼͓ΑͼࣂྉதͷԚછ෺࣭͓ΑͼಟૉʹؔすΔ

(4$5'' தͷݸผ͍ͯͬ࢒ʹ֨نΔԖͷ࠷େج४
஋：Ռ࣮٧͓؈Αͼ໺٧؈ࡊ

࢒େ࠷ྉதͷ೶ༀࣂআ͕ఏҊ͞Εͨ৯඼まͨ͸࡟�（�）
४஋Ҋجཹ

ٞ୊̔ɽίʔσοΫε֨نͱؔ࿈จॻͷվగ
本݅は、現在進ߦதのコーデックス事務ہによるコー

デックスจॻのҰ؏性を֬保するための作業のҰ؀であ
る。೑のӴ生実ൣنࢪといくつかの分ੳ・サンϓϦンά
๏のจॻの修正について৹議され、提Ҋ௨りঝೝされた。

ٞ୊̕ɽ৽͓֨ننΑͼจॻͷࡦఆ͓Αͼۀ࡞தࢭͷఏҊ
ҎԼの 17 ݅の新ن作業が৹議され、（�）、（9）と（10）

Ҏ֎はঝೝされた。
（�）ൃ߬ϊχδϡʔεͷ஍Ҭ（481"/$$）֨ن
（�）ΦΫϥͷ（7''$$）֨ن
（�）δϟΨΠϞͷ（7''$$）֨ن
（�）ϑΟογϡιʔεͷ࣮（1''$$）ൣنࢪ
（�）ே઱ਓࢀ（HJOTFO）製඼ͷ（7'1$$）֨ن
（�）࿏্ൢച৯඼ͷӴੜ࣮（"*4"$$）ൣنࢪ
（�）ਫ෼ؚྔ͕௿͍৯඼ͷӴੜ࣮ൣنࢪ
（�）�ϑΥϩʔΞοϓ・ϑΥʔϛϡϥͷίʔσοΫε֨ن

（$0%&9�45"/����ô����）ͷݟ௚͠ʹؔすΔఏҊ
（�）ϋϥϧ৯඼֨ن（$$/&"）
（��）�ྫྷ ଂ͓Αͼྫྷౚ৯೑ͷ஍Ҭʗ֨نࡍࠃͷࡦఆఏҊ

（$$/&"）
（��）�৯඼ఴՃ෺ͷઁऔྔͷγϯϓϧͳධՁͷͨΊͷΨ

ΠυϥΠϯͷվగ
೶ༀͷ෼ੳ๏ͷύϑΥʔϚϯε・ΫϥΠςϦཹ࢒�（��）

ΞʹؔすΔΨΠμϯεจॻ
（��）�೶ༀͷ.3-ઃఆʹؔすΔ༏ઌϦετ
（��）�৯඼ͷදࣔʹؔすΔҰൠ֨نͷվగ（日෇දࣔʹ

͍ͭͯ）
（��）Ϡʔίϯͷ஍Ҭ֨ن（$$-"$）

（��）ϥϒωͷ஍Ҭ֨ن（$$/&"）
（��）ࠞ߹βλʔϧͷ஍Ҭ֨ن（$$/&"）

（�）のジϟΨイϞの֨نについては、重要性はೝめる
ものの、作業ൣғがఆٛされた໌֬なϓロジΣクτจॻ
を次回のࣥߦҕһ会と૯会に提出するように部会に要੥
することとなった。
（9）のハラル食品֨نについては、௚લのࣥߦҕһ

会で、重要性はೝめるがط存のコーデックスจॻと
のギϟッϓを同ఆするためにϓロジΣクτจॻを “re�
scope” するべきとされた。૯会では、国際्Ӹ事務ہ

（OI&）がイスラϜ๏にԊった食೑ॲ理๏ج४があるこ
と、コーデックス作業΁のྗڠをܴ׻することをද໌
し、またจॻを作੒したエジϓτが、ハラルに関する問
題は食೑ॲ理だ͚でなくఴՃ物౳の他の੡品にもٴͿと
してその重要性をڧ調した。エジϓτがࣥߦҕһ会のק
告にԊってจॻを “re�scope” することとなった。
（10）のྫྷଂおよͼྫྷౚ食೑の地域ʗ国際֨نについ

ては、ࣥߦҕһ会でط存のコーデックスจॻとのギϟッ
ϓを同ఆするためϓロジΣクτจॻをॻき௚すべき、
CCF) のॿ言を考ྀするべきとされ、エジϓτがࣥߦ
ҕһ会のק告にそってจॻをॻき௚し、CCF) のॿ言
をٻめることとなった。

ҎԼの 2 ݅の作業தࢭが৹議され、ঝೝされた。
（�）�(4$5''�தͷ์ࣹੑ෺࣭ͷΨΠυϥΠϯ஋ͷվగ

Ҋ（ΨΠυϥΠϯ஋ͷద༻͓Αͼ࣮ࢪをଅਐすΔ
ͨΊͷΨΠμϯεͷ࡞੒をؚΉ）

（�）�Ωϟοαό͓ΑͼΩϟοαόՃ޻඼தͷ੨ࢎͷ࠷
େج४஋Ҋ

ٞ୊ ��ɽ෦ձ͓Αͼಛผ෦ձ͔Β૯ձ΁෇ୗ͞Ε߲ͨࣄ
（�）�όϧΫͰͷ৯༻༉ࢷͷอ؅͓Αͼ༌ૹʹؔすΔ࣮

（༰͞ΕΔલՙͷϦετҊ͓ΑͼఏҊڐ）ൣنࢪ
本݅はୈ �� 回૯会においてそれͧれステッϓ � とス

テッϓ 5�� で採୒されたが、CCFO にରしてج४にج
ͮき౰֘Ϧスτの見௚しをするようࣔࢦが出されてい
た。૯会では部会にରしてこのϦスτをܧଓతに見௚す
よう要੥することで߹ҙした。
（�）�༌ೖ৯඼ͷड͚ೖΕڋ൱ʹ͍ͭͯͷ৘ใަ׵ʹؔ

すΔΨΠυϥΠϯ（$"$�(-��ô����）ͷվగ
৘報提ڙのみでಛஈの議論は無かった。

"'ͷ৯඼ఴՃ෺৚߲ͱ(4֨نผ৯඼ݸ�（�） ͷؔ࿈৚
߲ͷ੔߹
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৘報提ڙのみでಛஈの議論は無かった。
（�）�άϩʔόϧ・δϣΠϯτ・ϨϏϡʔର৅Խ߹෺ʹ

ʹ࿥すΔલొ͕ؔػ੓෎ຢ͸஍Ҭొ࿥ࠃ֤͍ͯͭ
'"0�8)0߹ಉཹ࢒೶ༀઐ໳Ոձٞ（+.13）͕
.3-をࠂקすΔύΠϩοτ・ϓϩδΣΫτ

৘報提ڙのみでಛஈの議論は無かった。
（�）ϓϩηενʔζʹؔすΔ৽ۀ࡞ن

લ回૯会で作業தࢭとされたが、ϓロηスチーζの安
全性およͼ品࣭要݅に関連するギϟッϓについての৘報
収ूをߦい、ಘられた৘報を分ੳした্で次回૯会にお
いて新ن作業のඞ要性についてݕ討することとされ、ま
た、֤地域調整部会において議論することとされてい
た。分ੳ結Ռは、新ن作業を๬Ή国ʑと作業தࢭを๬Ή
国ʑは長年変わらないが、ラテンアϝϦΧとΧϦϏア
ン、ۙ౦地域౳のଟくの国がࡦ֨نఆを๬んでいること
から、ࡦఆが実効可能かどうかについてܾఆするための
さらなる౒ྗをするのがద౰というものであった。議長
は① ϓロジΣクτจॻの作੒を考ྀするための電子作
業部会を立্ͪ͛る。② 作業தࢭ。の 2 つのオϓγϣ
ンをࣔし、議論の結Ռ、ϓロηスチーζのࡦ֨نఆの可
能性をݕ討するため、ニϡージーランυと΢ルάアイを
議長として電子作業部会を立্ͪ͛ることになった。
（�）�εύΠε・๕߳ϋʔϒ͓ΑͼͦΕΒͷ製ࡎʹؔす

Δ෦ձͷઃཱʹ͍ͭͯͷ౼ٞจॻ
લ回૯会でインυより新部会のઃ立が提Ҋされ、֤地

域調整部会の見解およͼインυが作੒する討議จॻをも
とに本૯会でݕ討することとされたもの。ଟくの国がઃ
立を支持したが、いくつかの国はࡁܦతな問題をࢦఠし
た。また、作業のൣғを໌֬にすべき、ハーϒは料理用
に限ఆすべきことから、部会の໊শはスύイス・料理用
ハーϒ部会にすべきとのࢦఠがあった。૯会はインυを
ϗスτとするスύイス・料理用ハーϒ部会（CCSC)）
のઃ立に߹ҙした。

ٞ୊ ��ɽ�ίʔσοΫεҕһձͷઓུܭը（4USBUFHJD�1MBO）
（B）�ίʔσοΫεઓུܭը（����ô����）ͷҰൠతͳ

گঢ়ࢪ࣮
௚લのୈ �� 回ࣥߦҕһ会で、ܭըがಛに問題無く進

ҕһ会はコーߦࣥ、していることが議論されたことߦ
デックス事務ہに次回のୈ �9 回ࣥߦҕһ会に͚޲て׆
動ঢ়گをハイライτした࠷ऴ報告ॻの作੒を要੥したこ
とが報告された。૯会はࣥߦҕһ会の結論を支持し次回

に͚޲て׆動ঢ়گをハイライτした࠷ऴ報告ॻが作੒さ
れることをه࿥した。

ٞ୊ ��ɽ�ίʔσοΫεҕһձͷઓུܭը（4USBUFHJD�1MBO）
（C）�ίʔσοΫεઓུܭըҊ（����ô����）

ըҊは΄とんどの国から支持された。いくつかの国ܭ
は、ঝೝは支持するが、ফඅऀのݒ೦は݈߁の保ޢのみ
をࢀরすべきこと౳、ಛఆの事߲についてཹ保をද໌し
たことがه࿥された。૯会はઓུܭըҊ（201�ô2019）
をঝೝした。

ٞ୊ ��ɽࡒ੓͓Αͼ༧ࢉʹؔすΔ߲ࣄ
（�）ίʔσοΫε༧ࢉ

事務ہより 2012ô201� 年౓の結߹会ܭॻ、2012 年の
支出、201�ô2015ࡉৄ の༧ࢉҊについてઆ໌があった。
8)O ୅දから 201� 年から 8)O のコーデックス༧ࢉ
が 6S%500
000 増え、このためγΣアが 1��7 ˋ から
20 ˋ に増Ճし、201�ô2015 年౓の༧ࢉが維持されるこ
とが報告された。しかし、8)O 財੓のة機తなঢ়گか
ら、能ྗ開ൃ׆動などの༧ࢉの೚ҙڌ出ۚ΁のґ存౓が
高くなることにより、これらがϦスクにさらされるとの
஫ҙىשがあった。
（�）ίʔσοΫε΁ͷ '"0�8)0Պֶతࢧԉ

FAO と 8)O のそれͧれの事務ہより 2012ô201� 年
౓༧ࢉと 201�ô2015 の༧ࢉҊについてઆ໌があった。
૯会は FAO と 8)O のܧଓతなサϙーτにँײし不安
ఆな財੓ঢ়گについてه࿥した。
ௐୡͷΦϓγϣϯۚࢿ（�）

૯会は FAO と 8)O に、コーデックス׆動に重要な
Պ学తアυόイスの༧ࢉの持ଓと支ԉを要੥し、Պ学త
アυόイスのಠ立性、ެฏ性およͼ品Ґを保つためのద
੾な๷ޢાஔをઃ͚た民間からの資ۚもؚΉυナー・
ϕースの資ۚについて考ྀするように要੥した。

ٞ୊ ��ɽ'"0ͱ8)0͔Βఏ͞ىΕ߲ͨࣄ
（B）�ίʔσοΫε΁ͷࢀՃଅਐͷͨΊͷ '"0�8)0߹

ಉܭը͓Αͼ৴ୗۚج
FAO と 8)O より 2012 年౓報告ॻの要໿、2012 年

17 回現گ報告、ϞニλϦンά報告ॻ౳についてઆ໌が
あった。&6 から৴ୗۚجの 70 ˋ をෛ୲しているとの
ද໌があった。

'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը　ୈ��ճίʔσοΫεҕһ会ʢ૯会ʣ報ࠂ
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ٞ୊ ��ɽ'"0ͱ8)0͔Βఏ͞ىΕ߲ͨࣄ
（C）ͦͷଞͷ '"0ɺ8)0͔Βͷ߲ࣄ
1）Պ学తアυόイスの提ڙ

FAO から J&CFA、JM1R と FAO�8)O ߹同ඍ生物
学తϦスク評価ઐ໳Ո会議（J&MRA）とその報告ॻに
ついて報告があった。8)O からは、ඍ生物ج४の֬立
とద用に関する実ྫをৄड़するためのύイロッτ・ύー
τナγッϓと、ML のඞ要性に関する CCCF での議論
を஌らせるためのϓロジΣクτ（ιルΨϜதのマイコτ
Ωγンのλイϓとྔの分ੳ）に関して報告があった。
2）Capacity building

8)O から、8)O の΢ΣϒサイτにできたϦスクアη
スϝンτとҙ思ܾఆのマネジϝンτを্޲させる、さま
͟まなデーλϕースや৘報源を結߹する FOSCOLLA#
に つ い て 報 告 が あ っ た。FAO か ら は Food Safety 
AssessNent in Situations of LoX LeWel 1resence 
of RecoNbinant�%NA 1lant Material in Food in the 
(uideline for the Conduct of Food Safety AssessNent 
of Foods %eriWed froN RecoNbinant�%NA 1lants （CAC�
(L �5ô200�）の෇ଐॻ � の実ࢪのサϙーτをするため
にՃໍ国からの要੥で立্ͪ͛た “(MôplatforN” にՃ
ໍ国のڧい関৺がूまっていることが報告された。

ٞ୊ ��ɽίʔσοΫεҕһձͱଞͷࡍࠃ૊৫ͱͷؔ܎
܎੓෎ؒ૊৫ͱͷؔࡍࠃ（�）

OI&、世界๵易機関（8TO）、国際ϒυ΢・ワイン機
から報告があった。8TO（OI7）ߏ の報告の際、コス
λϦΧがラテンアϝϦΧ・ΧϦϏアン調整໾として、民
間֨ن（priWate standards）のຮԆにରするݒ೦をද໌
した。事務ہから、ࣥߦҕһ会が、国際食品安全イニ
γアテΟϒ（(FSI）がଐする ConsuNer (oods Council
にオϒβーόー資֨を༩えるようק告し、これはそのよ
うな団ମのコーデックス・ϓロηス΁のࢀՃをڐすこと
が報告された。日本から、෱ౡൃݪ事ނ関連のアッϓ
デーτがCR%12にࣔされていることがコϝンτされた。
OI7 から、コーデックス作業΁のࢀըとして CCCF が
ワインதのԖの ML を 0�2 Ng�l から 0�15Ng�l に修正す
るようにק告したことが報告された。
܎ඇ੓෎૊৫ͱͷؔࡍࠃ（�）

ISO からコーデックスとのྗڠについて報告があり、
Ճໍ国からこのようなྗڠは国Ϩϕルにも֦大すべきと
のコϝンτがあり、Ωϡーόからハόナでۙ࠷開催され

たコーデックス、OI&、(FSI ౳がࢀՃしたワークγϣッϓ
についてコϝンτがあった。૯会は、コーデックスに関܎
する׆動について৘報提ڙした国際組৫にँײし、事務
ըの໨తܭが新しいઓུతہ 1�� にԊって、ܧଓしてこ
れらの団ମとର࿩して連ܞをڧԽすることをه࿥した。

ٞ୊ ��ɽٞ௕・෭ٞ௕͓Αͼଞͷࣥߦҕһͷબग़
ҎԼのようにܾఆされた。

ٞ௕：� .S��4BOKBZ�%"7&�（*OEJB）
෭ٞ௕：� %S��4BNVFM�(0%&'30:�（$BOBEB）
� .ST��"XJMP�0$)*&/(�1&3/&5�（4XJU[FSMBOE）
� 1SPG��4BNVFM�4&'"�%&%&)�（(IBOB）

஍Ҭௐ੔ࠃ
（஍ҬͰબߟɺ૯ձͰ໊ࢦ）

஍Ҭ୅ද
ҕһձߦࣥ
ϝϯόʔ

"GSJDB $BNFSPPO ,FOZB

"TJB +BQBO $IJOB

&VSPQF 5IF�/FUIFSMBOET 'SBODF

-BUJO�"NFSJDB�
BOE�UIF�$BSJCCFBO

$PTUB�3JDB +BNBJDB

/FBS�&BTU -FCBOPO 5VOJTJB

/PSUI�"NFSJDB�BOE
UIF�4PVUI�8FTU�1BDJGJD

1BQVB�/FX�(VJOFB $BOBEB
/FX�;FBMBOE

ٞ୊ ��ɽ�෦ձɺಛผ෦ձͷٞ௕を໊ࢦすΔࠃͷࢦఆͱ
����ô���� ͷձٞεέδϡʔϧ

CCSC) がインυをϗスτとしてઃ立されたこと、
TFAF は作業をྃ׬し解ࢄすることがه࿥された。૯
会は、෇ଐॻᶞにϦスτされたϗスτ੓෎を֬ೝした。

ٞ୊ ��ɽͦͷଞͷۀ࡞
ಛه事߲なし。

19�5 年ɹஜ೾大学ɹଔ業

19�5 年ɹຯのૉࣜג会ࣾதԝ研究ॴૅج研究部

199� 年ɹ同 食品૯߹研究ॴおよͼライϑサイエンス研究ॴ

200� 年ɹ同 品࣭保ূ部੡品評価άルーϓ

2007 年ɹ同 アηアン本部（λイ）

2011 年ɹ同 品࣭保ূ部੡品評価άルーϓ

現在にࢸる

ུྺ
߳ଜɹਖ਼ಙ（͜͏ΉΒɹま͞ͷΓ）೶ֶത࢜
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ILSI த国事務ॴの創立 20 प年ه೦ࣜయ出੮のためத国を๚問した %r� Jerry )Kelle ILSI 本部会長が、ILSI 
Japan 事務ॴを � 月 20 日（໦）にདྷ๚された。会長からは本部、他支部の׆動、ಛにઓུܭըにয点を౰てた׆
動についての঺հをड͚た。その後、ILSI Japan 事務ہ、ILSI Japan C)1、研究部会ϝンόーから׆動঺հをߦ
なった。さらに、ILSI 全ମとしての C)1 き込んだ今後のר૝を঺հし、本部、他支部をߏ動についてのকདྷ׆
議論を要੥すると共にҙ見ަ׵した。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

%r� Jerry )Kelle of ILSI president Wisited the ILSI Japan office on Thursday
 June 20 after participating the 
20th anniWersary cereNony of the ILSI Focal point in China� )e has Lindly proWided the eYplanation of actiWities 
that focused on strategic planning of ILSI headRuarter and other branches�  AfterXards
 there Xere actiWity 
presentations froN the ILSI Japan
 C)1
 and Research CoNNittees�  FurtherNore
 ILSI Japan introduced a future 
design about the C)1 actiWity and called for the future discussion that inWolWed the headRuarters and other 
branches
 and eYchanged opinions�

*-4*ͷ஥ؒͨͪ

*-4*ຊ෦%S��+FSSZ�)KFMMFձ௕དྷ೔৘ใަ׵ձ

̍ɽࢀՃऀ（ܟশུ）

ʲདྷෂʳ %r� Jerry )Kelle 会長、ࠜࢁਫ਼Ұ࿠（日本Ϟンサ
ンτ）、:ong (ao
 1h�%�（Monsanto CoNpany）

ʲ理事ʳ�໦ଜ修Ұ会長、੢ࢁప理事長、্໺઒修Ұ෭理
事長、࢘و্ށ理事、দࢁѴ理事、

ʲ研究部会ʳ�ງ൲ࠤ子（食品Ϧスク）、૲໺߳ཬ（食品ඍ
生物）、ڮ本ত栄（όイオテクϊロジー）、ɹ
ۚ子఩෉（栄養）、大ੴ進（஡ྨ）

ʲ事務ہʳ඿໺߂ত、ฏ઒஧、ਿ࡚༞ࢁ、࢘口ོ࢘

̎ɽ本෦ձ௕ͷϓϨθϯςʔγϣϯ

ILSI 本部会長 %r� )Kelle から本部׆動（より݈߁で
持ଓ可能な世界を໨ࢦしたՊ学）の঺հがあった。

（�）ެऺӴੜ΁ͷؔ༩
1） 食品、ҩༀ品、農業、ਫ、ڥ؀分໺にまたがったಠ

創తな研究や߹੒されたՊ学のਪ進
2）価஋あるデーλ・৘報の提ڙ
�）新ن国際問題の同ఆ、Պ学の国際ීٴ

ཁɹࢫ

ོ࢘　ޱࢁ
*-4*�+BQBO ௕ہ຿ࣄ

ʻ 'SJFOET�JO�*-4* ʼ
*OGPSNBUJPO�&YDIBOHF�.FFUJOH�XJUI�%S��+FSSZ�)KFMMF
�
1SFTJEFOU�PG�*-4*�)FBE�2VBSUFS

3:6+*�:"."(6$)*
�1I�%�
&YFDVUJWF�%JSFDUPS

*-4*�+BQBO

ʻ *-4* ͷ஥ؒͨͪʼ　*-4* ຊ෦%S��+FSSZ�)KFMMF 会௕དྷ೔৘報ަ׵会
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（�）����� ೥Ҏ߱ͷઓུ໨ඪ（݈߁ɺ޾෱ʹ͚ͨ޲Պֶ
（Խڧͷྗڹ΁ͷؔ༩ɺӨࡦղܾ͍ͨͮجʹ

� つの分໺
1）Պ学、ಎྗ࡯、ӨྗڹのڧԽ
2）価஋のೝࣝ（ILSI の৴པ性、஌໊౓、ೝ্ࣝ޲）
�）ステークϗルダーのԉॿ（資源と提ܞ）
�）౷੍、組৫ྗڧԽ（׆用可能な資源）

（�）ઓུ໨ඪҠߦνʔϜ
1） �� つの分໺に � ໊ͣつ配ஔし、ҠߦチーϜを作੒（๺

ถ、Ԥभ、౦ೆアジア地域から）
2）ઓུ໨ඪཤߦに͚޲たステッϓ֬ೝ

（�）�ͭͷॏ఺՝୊ྖҬʹয఺を౰ͯͨߴ౓ͳՊֶ
1）食品とਫの安全
2）ಟ性学とϦスクサイエンス
�）栄養、݈޾、߁෱
�）持ଓ可能な農業と栄養保障

（�）ઓུ໨ඪཤߦͷ໨త
1）ILSI のڠ調・ྗڠମ੍のॆ実
2）಺֎関ऀ܎との事લ連བྷ
�）֎部ステーΩϗルダー΁の支ԉ
�）効率తな؅理

（�）๬ま͍݁͠Ռ
「Ұつの ILSI としてൃ৴し、ߦ動する」

ͷεςοϓͱͯ࣍͠（�）
� つの重点ྖ域にお͚る本年౓のϓロάラϜ঺հ。

（�）*-4* ͷڧΈ
「より݈߁で持ଓ可能な世界を໨ࢦしたՊ学を提ڙで

きる世界తなネッτワーク」

̏ɽ*-4*�+BQBO ಈུ֓׆

�口から、201ࢁ 年 1 月の本部૯会で報告した಺容を
த৺に ILSI Japan の組৫、׆動֓گを঺հ。

（�）*-4*�+BQBO ͷ૊৫・ߏ଄঺հ

（�）���� ೥౓׆ಈ੒Ռ
1） 支部間׆ྗڠ動（#eSeTo 会議、౦アジアϓロジΣ

クτ報告会౳）
2）  研究部会׆動（౦大د෇࠲ߨத間報告会、食品安全

ϑΥーラϜ・TTC ηッγϣン౳）
�）৘報ൃ৴（イルγーࢽ、栄養学ϨϏϡーࢽ౳）

（�）���� ೥౓׆ಈܭը
1）ILSI Japan2012�1� のઓུܭը঺հ
2）౦アジアϓロジΣクτのܧଓ
�） ୈ 10 ൛「࠷新栄養学」（日本ޠ຋༁൛）出൛ϓロジΣ

クτ
�）)&SI との「Ϧスク評価ワークγϣッϓ」開催

̐ɽ�೶ྛਫ࢈লิॿۚʗ౦ΞδΞͷ৯඼౳ͷن
༗Խڞ४ɺ৯඼ఴՃ෺ͷௐࠪͱ݁Ռͷج֨

඿໺ސ問から、農ྛਫ産লのॿ੒をड͚ 2009 年に開
४、食品ఴՃ物の調ج֨نした「౦アジアの食品౳の࢝
ࠪと結Ռの共༗Խ」のϓロジΣクτについて঺հ。

（�）౦ΞδΞϓϩδΣΫτͷ૯߹໨త

（�）ୈᶗظʙୈᶚظͷ׆ಈུ֓

（�）�֤ ४（ίʔج४ͱͯ͠ͷίʔσοΫεج௨ڞͷࠃ
σοΫεݸผ৯඼֨ن）

（�）�日本ɺؖࠃɺதࠃɺϚϨʔγΞɺγϯΨϙʔϧɺ
ϑΟϦϐϯɺΠϯυωγΞɺλΠɺϰΣτφϜʹ
͓͚Δ৯඼֨نͷίʔσοΫεج४ͱͷൺֱɺؔ
࿈๏ن

（�）�ใࠂձͱͯ͠ͷࡍࠃϫʔΫγϣοϓɺใࠂॻ࡞੒
ͷ঺հ

（�）�ୈᶙظ：৯඼ఴՃ෺ͷఆٛͷൺֱɺଟ༷ੑ঺հ

（�）�ୈᶚظ：ΠϯυฒͼʹΠϯυपลࠃͷௐࠪใࠂɺ
౦ژͰͷϫʔΫγϣοϓ（׆ಈ࣮ྫ঺հͱͯ͠）

ʻ *-4* ͷ஥ؒͨͪʼ　*-4* ຊ෦%S��+FSSZ�)KFMMF 会௕དྷ೔৘報ަ׵会
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（�）�ୈᶛظਃ੥಺༰（ର৅ࠃ：ϛϟϯϚʔɺΧϯϘδ
ΞɺϥΦεɺϒϧωΠɺ୆࿷ʀɹ৽نௐࠪ಺༰：ػ
ೳੑ৯඼）঺հ

̑ɽ*-4*�+BQBO�$)1׆ಈ

্ށ ILSI Japan C)1 ୅දから C)1（݈߁ਪ進ྗڠ
ηンλー）׆動について঺հ。

（�）*-4*�+BQBO�$)1શମͷ׆ಈ໨ඪ・໨త

（�）మܽ๡ੑශ݂঱ͷ๾໓ӡಈ（1SPKFDU�*%&"）
1）研究と実ࢪの݉Ͷ߹いについて
2）ΧンϘジア、ϑΟϦϐン、ϰΣτナϜでのల開

（�）�̓ શͳਫͷڅڙͱӫཆ・อ݈ڥ؀վળ（1SPKFDU�
48"/）

1） S8AN1、S8AN2、S8AN� とଓ͚てきた֤ϓロジΣ
クτの֤ظ間の໨ඪ、໾ׂを঺հ

2） 地ํߦ੓との関܎もؚめたS8AN1の۩ମతな׆動、
結Ռ

�） S8AN1 から S8AN2 ΁の׆動変ભ。ILSI Japan の
関わりのҧいについて

�）国ՈϨϕル΁の֦大にಋく S8AN� ΁のࢼみ

（�）਎ମ׆ಈͱӫཆ（1SPKFDU�1"/）
1） LiSM10� � 動（ಇき੝りの大人をର৅）と׆ TaLe10� �

動（࿝人をର৅）׆
2）TaLe10� � 動のུ֓঺հ׆
�） ੴר TaLe10� � ϓロジΣクτ、ϰΣτナϜ΁のల開

౳もؚめた 2012 年౓׆動঺հ

̒ɽόΠΦςΫϊϩδʔڀݚձ・২෺ڀݚ෦ձ

。ったߦ動঺հを׆ه本部会長から、Լڮ

ಈ಺༰׆（�）
1） ઃ立Ҏདྷ、本研究部会は、(MO の安全面の分໺で

日本をϦーυするҐஔ෇͚にある
2） ILSI が提ڙする৘報が੓෎のҙ思ܾఆ、ا業にとっ

てফඅऀとのҙ思ૄ௨౳に利用されている

（�）日本ʹ͓͚Δ(.�২෺ͷݱঢ়
1）ଟくの (M 作物が飼料用、Ճ޻用に༌ೖされている
2）国民は、(M 作物の安全性にݒ೦を持っている
�） (M 作物の঎業࠿ഓにおいて地ํߦ੓によるݫしい

がઃఆされている੍ن

（�）෦ձߏ੒঺հ
Ϧスク評価分Պ会ɿIF#iC（国際食品όイオテڥ؀ （1

クϊロジーҕһ会）や C&RA（(M 作物のڥ؀Ϧス
ク評価研究ॴ）とのྗڠによる国際会議開催（200� 、
2005 、2010 、2011 、2012 、201� 年）

2） アϨルギー性λンύク࣭の分ੳํ๏分Պ会ɿ)&SI
とのワークγϣッϓ開催（保݈Պ学研究ॴڥ؀）
（200� 年）

�） 組׵えମݕ஌๏分Պ会ɿIF#iC（国際食品όイオテ
クϊロジーҕһ会）のྗڠによる国際会議開催

（200� 、2010 年）

̓ɽӫཆڀݚ෦ձ

ۚ子部会長からԼ׆ه動঺հをߦった。

：෦ձͷ໨తڀݚ（�）
日本にお͚る栄養と݈߁に関わるॾ問題を取り্͛、

研究・調ࠪし、その੒Ռを日本、アジア、Ԥถॾ国に޲
͚てൃ৴する。

Ңܦಈ׆（�）
ここ਺年の࠷大ߦ事は、ୈ � 回「栄養とエイジンά」

国際会議の開催である。本国際会議は、௒高ྸࣾ会の΢Σ
ルネス ʵ食料څڙから食ߦ動までʵ にয点を౰てた。

その他の大きな׆動は、“日本人のංຬとϝλϘϦック
γンυローϜʵ栄養、ӡ動、食ߦ動、ංຬ生理研究ʵ”

（ӳޠ൛、日本ޠ൛）ॻ੶の出൛である。

گݱಈ׆（�）
Ճϝンόーɿ21ࢀ （1 ໊のϝンόー（19 の食品関連会ࣾ）

でߏ੒
動テーマ׆（2
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⿠ 時間栄養学にͮجいたංຬを༧๷する食べํ研究ɿ
಺ଁࢷ๱ංຬを๷ぐには「いつ、Կを、どのように食
べるか」

⿠ ϝλϘϦックγンυローϜとೝ஌機能障ൃ֐঱஗
Ԇ・進ߦ཈੍との関連

ංຬは、しばしばϝλϘϦックγンυローϜ࣬ױのݪ
Ҽとされることから、্ه 2 つの՝題は、૬ޓに関連し
ている。ϝλϘϦックγンυローϜの人は、౶೘ප、݂
にରし高いϦスクをෛっている。それら࠹ߎや೴ױ؅࣬
のප気は、ೝ஌機能障֐のൃ঱と進ߦをしばしばՃ଎さ
せている。日本では、ೝ஌機能障֐を持った࿝人やத高
年ऀの਺がٸ଎に増Ճし、長ظతհޢのඞ要性というࣾ
会問題をಋいていることから、これら 2 つの՝題がબ୒
された。

日本は、࿝年人口において࠷ઌ進国であり、日本でಘ
られた৘報を世界の࿝ྸઌ進国に提ڙする価஋がある。

̔ɽ৯඼ϦεΫڀݚ෦ձ

ງ部会長からԼ׆ه動঺հをߦった。

෦ձͷ໨తڀݚ（�）
食品の安全性評価の༷ʑな取り組みを研究しެදする。

Ճϝϯόʔࢀ（�）
2� ໊（食品会ࣾ、食品ఴՃ物会ࣾ）。

گݱಈ׆（�）
Ϧスク評価に関する৘報共༗。
⿠ 論議ܧଓதの߲໨（CodeY）
⿠ Ϧスク評価の新しい取り組み（TTC
 MO& ౳）
⿠ 安全評価ʗݧࢼにお͚る՝題

 

ɹɹ新஌ࣝの習ಘ
ɹɹ੒Ռのެද（΢Σϒサイτ、イルγーࢽ）

̕ɽҙ׵ަݟձ

（�）4PDJBM�1SPHSBN�*OJUJBUJWF（41*）૑ઃఏҊ

本৘報ج（1
① ɹࣾ会ݙߩϓロάラϜは、Պ学తな研究と調ࠪを௨

͡て重要な結Ռをもたらす。
② ɹϦスクऀ΁の௚઀తな利ӹを提ڙするため、Պ学

త解ܾࡦは、地域΁の実ࢪϓロάラϜ΁と変׵される。
2）ILSI Japan C)1 のࣾ会׆ݙߩ動

①ɹ׆動ྖ域が౦ೆアジアॾ国である。
② ɹ֤国の学術ネッτワークとのྗڧな連ܞによる支

ԉをड͚ている。
③ ɹILSI S&AR との共同ワークが、ϓロάラϜ਱ߦ

能ྗを্޲させている。
�）国際తなՊ学組৫の ILSI として考ྀすべき点

① ɹࣾ会ݙߩϓロηスは、CSR としての機会ばかり
ではなく #O1（ශࠔ૚）にお͚るϏジネス開ൃを
創଄する。

② ɹՊ学తҙ思ܾఆを௨͡てެऺӴ生を改良するため
のՊ学ϕースとその取り組みをڧԽする。

③ ɹϦスクをෛった人ʑ、地域の݈߁ଅ進に௚઀関༩
することがظ଴されている。

�） ILSI 本部΁の提言ʗࣾ会ݙߩϓロάラϜにରする能
ྗをڧԽ

① ɹެऺӴ生問題のՊ学త解ܾࡦを֬立。
② ɹ現৔で実ߦ可能なϞデルを開ൃ。
③ ɹϞデルを現৔での実ફにҠߦする。

5）S1I ըܭ
① ɹՊ学తな問題解ܾをج本としたࣾ会ݙߩϓロάラ

Ϝを਱ߦする能ྗをڧԽする国際組৫として、
ILSI Social 1rograN InitiatiWe（ILSI S1I）をઃ立。

② ɹ産׭学ڠ調のもと、調ࠪ研究から現৔ಋೖまでࣾ
会׆ݙߩ動を実ࢪする。

③ ɹILSI 本部、日本、౦ೆアジア、Ԥभ֤地域にお
いて組৫を作る。

ᶆ ɹ他の N(O とのྗڠをਪ進する。
ᶇ ɹ৘報ൃ৴を௨͡て、ILSI ϝンόーا業の CSR 部

໳との関܎をڧԽし、ܧଓతなサϙーτを要੥する。 

（�）ҙ׵ަݟ
1）会長からのコϝンτ

① ɹҎલ AleY Malaspina がओ要会ࣾの Top Manager
と面ஊし、ILSI のϙϦγーをઆ໌し資ۚ提ڙを要
੥したࠒとൺֱして、ۙ࠷は、ݫしいঢ়گにあるの
は事実である。
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② ɹILSI Japan C)1 のૉ੖らしい׆動にはܟҙをද
する。そして、その׆動をܧଓするために ILSI 本
部をத৺とした新しい組৫のઃ立については、ੋඇ
とも日本からだ͚ではなく、౦ೆアジアもؚめた

「ILSI S&ARとの共同提議」というܗで進めたํが、
ड容性が高い。

2）Ԡ౴
ILSI S&AR と本݅に関しڠ議する機会をઃ͚、಺容

を理解いただき、ILSI S&AR との共同提議を進めてい
きたい。現時点で ILSI S&AR も ILSI Japan C)1 動׆
にはे分理解をࣔし、৘報ަ׵、共同׆動を進めている
ので、۩ମతな議論にすぐೖれるはͣである。

��ɽࠓճͷ *-4* 本෦ձ௕ͱͷձٞをड͚

ILSI Japan の੠を本部΁ 
⿠  )Kelle 会長がઆ໌した、「ઓུ໨ඪҠߦチーϜ」に

ILSI Japan からのϝンόーがೖっていない。こういっ
た機会にࢀՃすることにより ILSI Japan の੠を本部
੓ࡦに൓өできると考えられる。

⿠  ILSI 本部໾һ、研究財団、事務ہといった֤Ϩϕル
でのରԠを整理するඞ要がある。۩ମతに、① 現在
どんな৘報提ڙの৔があるか、② 今後どんなことが
可能か、を整理する。

⿠  S1I ըをਪ進する্でも、ILSI Japanܭ からのみな
らͣ、他のアジア支部からのྗڠ・サϙーτをड͚て
本部にରして進言するܗがඞ要である。2009 年から
スλーτした #eSeTo 会議、౦アジアϓロジΣクτ
を௨͡て、ྗڠମ੍をஙいていきたい。

19�� 年ɹ౦๺大学大学Ӄ理学研究Պത࢜՝ఔલظɹ修ྃ

19�� 年ɹຯのૉࣜג会ࣾೖࣾɹૅج研究ॴ配ଐ

1992 年ɹ౦๺大学大学Ӄത࢜߸取ಘ

199� 年ɹຯのૉࣜג会ࣾ੡品評価ࣨ

1999 年ɹຯのૉࣜג会ࣾԤभ本部ύϦ事務ॴ

2001 年ɹถ国ຯのૉワγンτン %C 事務ॴ

2005 年ɹຯのૉࣜג会ࣾ品࣭保ূ部

2011 年ɹILSI Japan 事務ہ長

ུྺ
（ཧֶ）࢜ത（΍ま͙ͪɹΓΎ͏じ）࢘ɹོޱࢁ
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*-4*�5BJXBO�r�UIF�/FXFTU�*-4*�#SBODI�UP�"JE�
(MPCBM�$POOFDU�BOE�&OTVSF�'PPE�BOE�1VCMJD�
)FBMUI�GPS�5BJXBO

+FOOZ�$IBOH
�1I�%�
&YFDVUJWF�%JSFDUPS
�*-4*�5BJXBO

The first neX branch to Koin the ILSI netXorL since 
1997
 ILSI TaiXan
 1�th globally and �th in Asia
 has 
been inaugurated on July 2�
 201�� In the Nilestone 
Neeting
 there Xere close to 100 participants including 
Nany distinguished guests� 

“The iNNediate goal is to linL goWernNent Xith indus�
tries and acadeNia
 locally and globally
 to collaborate 
on food safety and public health�” 1rof� Lucy Sun )uang 
is the inspiring initiator and ChairNan of the 1ro TeN 
CoNNittee for the organi[ation
 Xho is a distinguished 
professor of food science and technology at National 
TaiXan 6niWersity� “The industries giWe out the test 

Ruestions� The acadeNia seeLs solutions and passes the 
recoNNendations to the goWernNent to ultiNately benefit 
the consuNers ”� She Xent on to elaborate upon the 
essence of the tripartite relationship� 

%r� Jerry )Kelle
 1resident of ILSI
 forNally XelcoNed 
ILSI TaiXan into the faNily Wia Wideotape� )e eNpha�
si[ed ILSI `s strength lies on international netXorL of 
scientists
 researchers and health professionals� Local 
branch Xith the uniRue insights Xill NaLe ILSI stronger 
in its global initiatiWes�   

%r� 8en�Ta Chiu
 Minister of Ministry of )ealth and 
8elfare eYpected ILSI TaiXan to play a role in helping 
consuNers in TaiXan to be Xorry free in food consuNp�
tion after seWeral serious food safety eWents in recent 
years� 7ice�1reNier Chih�,uo Mao of the &YecutiWe 
:uan noted “8e are Xhat Xe eat� ILSI TaiXan should 
utili[e life science to help achieWe the ultiNate height of 
Xellbeing Wia its uniRue organi[ation and N(O partici�
pation in global affairs� ”

The iNportance of ILSI in adWancing the understanding 
of scientific issues iNpacting huNan heath Xas further 
eNphasi[ed by (eoffry SNith
 1resident of ILSI South 
&ast Asia Region� The need in partnerships aNong 
organi[ations
 nations
 regions and betXeen priWate and 

*-4*ͷ஥ؒͨͪ

ʻ 'SJFOET�JO�*-4* ʼ
*-4*�5BJXBO�r�UIF�/FXFTU�*-4*�#SBODI�UP�"JE�(MPCBM�$POOFDU�BOE�
&OTVSF�'PPE�BOE�1VCMJD�)FBMUI�GPS�5BJXBO

+&//:�$)"/(
�1I�%�
&YFDVUJWF�%JSFDUPS

*-4*�5BJXBO
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public sectors Xas also presented� CoNpleY probleNs 
liLe healthy aging
 food safety and food security Xere 
illustrated� %r� NishiyaNa
 1resident of ILSI Japan
 
echoed by inWiting TaiXan to Koin neYt #eSeTo Neeting 
and to participate in Warious collaboratiWe proKects 
in his talL titled “ILSI Japan`s eYpectation for ILSI 
TaiXan”� The Nission and plan of ILSI Japan� MAFF 
proKect Xere detailed by Mr� )aNano� 

%r� Shu�Jean Tsai
 %irector of Food Safety %iWision 
of the TaiXan Food and %rug AdNinistration
 presented 
the recent ANendNent to the Act (oWerning Food 
Sanitation Xhich iNposes coNprehensiWely stricter 
penalties on non�coNpliant business� She said it aiNs 
to better protect consuNers Xith greater goWernNent 
and industry accountability and Xith Nore registration
 
labeling and traceability reRuireNent for the industry� 
She stated “The reWised act needs support froN the 
industry and acadeNia to be effectiWe
 and the platforN 
proWided by ILSI TaiXan can help proWide such platforN 
for coNNunication and consensus building� ” 

The plenary speeches concluded the historical inaugural 
Neeting� The First AsseNbly of MeNbers Xent on to 
conduct routine business Xhere the #oard of %irectors 
and officers Xere elected� This thus opened the era of 
ILSI TaiXan� 
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1IPUP��ɹ�7JDF�1SFNJFS�$IJI�,VP�.BP�PG�UIF�
&YFDVUJWF� :VBO� EFMJWFSFE� IJT�
QMFOBSZ�TQFFDI

1IPUP��ɹ�1SPG��-VDZ�4VO�)VBOH�XBT�JOUFS�
WJFXFE�CZ�UIF�QSFTT

1IPUP��ɹ�1SPG��-VDZ�4VO�)VBOH�QSFTFOUFE� USPQIZ�
UP�.S��(FPGGSZ�4NJUI
�1SFTJEFOU�PG� *-4*�
4PVUIFBTU�"TJB�3FHJPO

1IPUP��ɹ�1SPG��-VDZ�4VO�)VBOH�QSFTFOUFE� USPQIZ�
UP�%S��/JTIJZBNB
�1SFTJEFOU�PG�*-4*�+BQBO

1IPUP��ɹ�%S��/JTIJZBNB
�1SFTJEFOU�PG�*-4*�+BQBO
�BE�
ESFTTFE�UP�UIF�BVEJFODF



"HFOEB�PG�UIF�*OBVHVSBM�.FFUJOH�BOE�UIF�'JSTU�"TTFNCMZ�
PG�.FNCFST（���������）

1���0r1���0

Call to Order & 8elcoNe
Opening ReNarLs
└┶┳┪⓲ⓤ┐┹┧┽ⓤ┗┹┲ⓤ┌┹┥┲┫⓰ⓤ┇┬┥┭┶┱┥┲ⓤ┳┪ⓤ┍┐┗┍ⓤ
┘┥┭┻┥┲ⓤ└┶┳ⓤ┘┩┱ⓤ┇┳┱┱┭┸┸┩┩ⓤ

1���0r15�00

Congratulatory ReNarLs� 
┈┶⓲ⓤ┛┩┲⓱┘┥ⓤ┇┬┭┹⓰ⓤ┑⓲┈⓲⓰ⓤ└┬⓲┈⓲⓰ⓤ┑┭┲┭┷┸┩┶⓰ⓤ
┑┭┲┭┷┸┶┽ⓤ┳┪ⓤ┌┩┥┰┸┬ⓤ┥┲┨ⓤ┛┩┰┪┥┶┩
┑┶⓲ⓤ┛┩┲⓱┈┩┶ⓤ┇┬┩┲⓰ⓤ┈┩┴┹┸┽ⓤ┑┭┲┭┷┸┩┶⓰ⓤ
┇┳┹┲┧┭┰ⓤ┳┪ⓤ┅┫┶┭┧┹┰┸┹┶┩ 

1lenary Speech�
┈┶⓲ⓤ┇┬┭┬⓱┏┹┳ⓤ┑┥┳⓰ⓤ┚┭┧┩⓱└┶┩┱┭┩┶ⓤ┥┲┨ⓤ┇┬┥┭┶⓰ⓤ
┊┳┳┨ⓤ┗┥┪┩┸┽ⓤ┇┳┹┲┧┭┰ⓤ┳┪ⓤ┸┬┩ⓤ┉┼┩┧┹┸┭┺┩ⓤ┝┹┥┲

ILSI and the Walue of scientific partner�
ships r 1erspectiWes froN S& Asia and 
the Xorld
┑┶⓲ⓤ┋┩┳┪┪┶┽ⓤ┗┱┭┸┬⓰ⓤ└┶┩┷┭┨┩┲┸ⓤ┳┪ⓤ┍┐┗┍ⓤ
┗┳┹┸┬┩┥┷┸ⓤ┅┷┭┥ⓤ┖┩┫┭┳┲

ILSI Japan`s eYpectation for ILSI TaiXan 
┈┶⓲ⓤ┘┳┬┶┹ⓤ┒┭┷┬┭┽┥┱┥⓰ⓤ└┶┩┷┭┨┩┲┸ⓤ┳┪ⓤ┍┐┗┍ⓤ
┎┥┴┥┲ⓤ

（┥┰┷┳ⓤ┻┭┸┬ⓤ┴┶┩┷┩┲┸┥┸┭┳┲ⓤ┳┲ⓤ┍┐┗┍ⓤ┎┥┴┥┲⓳ⓤ
┑┅┊┊ⓤ└┶┳┮┩┧┸ⓤ┳┲ⓤ╏┐┩┫┥┰ⓤ┊┶┥┱┩┻┳┶┯ⓤ┳┪ⓤ
┊┳┳┨ⓤ┗┸┥┲┨┥┶┨┷ⓤ┭┲ⓤ┉┥┷┸ⓤ┅┷┭┥╝ⓤ┦┽ⓤ┑┶⓲ⓤ
┌┭┶┳┥┯┭ⓤ┌┥┱┥┲┳）ⓤ

1resentation on the ANendNent to the 
Food Sanitation Act
┈┶⓲ⓤ┗┬┹⓱┎┩┥┲ⓤ┘┷┥┭⓰ⓤ┈┭┶┩┧┸┳┶ⓤ┳┪ⓤ┊┳┳┨ⓤ┗┥┪┩┸┽ⓤ
┈┭┺┭┷┭┳┲⓰ⓤ┊┳┳┨ⓤ┥┲┨ⓤ┈┶┹┫ⓤ┅┨┱┭┲┭┷┸┶┥┸┭┳┲ⓤ┳┪ⓤ
┑┭┲┭┷┸┶┽ⓤ┳┪ⓤ┌┩┥┰┸┬ⓤ┥┲┨ⓤ┛┩┰┪┥┶┩  

15�00r15�20 Tea breaL and press interWieX

15�20r1��10
The First AsseNbly of MeNbers r 

business Neeting and election

1��10r1��50
The First #oard of %irectors
 

SuperWisors Meetings

.FNCFS�$PNQBOZ�-JTU

.FNCFS�$PNQBOZ�� .FNCFS�$PNQBOZ��
"(7�1SPEVDUT�$PSQPSBUJPO /V�4LJO�5BJXBO
$FSFCPT�*OUFSOBUJPOBM�)FBMUI�
-UE�
�5BJXBO�#SBODI

/VUSJUFD�&OKPZ�
$PSQPSBUJPO

$IJFO�$IFOH�5SBEJOH�$P�
�-UE����� /VUSJUFD�&OKPZ�/VUSJUJPO�
$FOUFS�*OD�（/&/$）

$IJOB�(SBJO�1SPEVDUT�
3FTFBSDI���%FWFMPQNFOU�
*OTUJUVUF

0SJFOU�&VSP1IBSNB�$P�
�
-UE�

Coca-Cola Far East Ltd. 
Taiwan Branch

1GJ[FS�-JNJUFE

(SBQF�,JOH�*OD� 4UBOEBSE�'PPET�
$PSQPSBUJPO

(SFBU�8BMM�&OUFSQSJTF�$P�
�-UE� 5BJTVO�&OUFSQSJTF�$P�
�
-UE�

)FSCBMJGF�5BJXBO�*OD�
�5BJXBO�
#SBODI

5BJXBO�$IMPSFMMB�
.BOVGBDUVSJOH�$P�
�-UE�

,JOH�$BS�'PPE�*OEVTUSJBM�$P�
�
-UE��

5PPOH�:FVBO�&OUFSQSJTF�
$P�
�-UE��

.D%POBME `T�3FTUBVSBOUT
（5BJXBO）�$P�
�-UE��

6OJ�1SFTJEFOU�
&OUFSQSJTFT�$PSQPSBUJPO

Monsanto Far East Ltd., 
Taiwan Branch

8FJ�$IVBO�'PPET�
$PSQPSBUJPO

/FTUMF�5BJXBO�-UE� 8SJHMFZ�5BJXBO�-JNJUFE

0GGJDFST�MJTU

1osition NaNe Affiliation
1resident 1rof� Lucy Sun 

)uang
(raduate Institute 
of Food Science 
and Technology
 
National TaiXan 
6niWersity

7ice�1resident %r� JiNNy Tsai %epartNent 
of #ioscience 
Technology
 Chung 
:uan Christian 
6niWersity

ChairNan
 #oard 
of %irectors

%r� Ter�Fung Tsao Standard Foods 
Corporation

7ice�ChairNan
 
#oard of %irectors

Ms� Coyea Lin Mc%onald `s  
Restaurants

（TaiXan） Co�
 Ltd�
&YecutiWe 
%irector

（Non�elected）

%r� Jenny Chang

ʻ *-4* ͷ஥ؒͨͪʼ　*-4*�5BJXBO�r�UIF�/FXFTU�*-4*�#SBODI�UP�"JE�(MPCBM�$POOFDU�BOE�&OTVSF�'PPE�BOE�1VCMJD�)FBMUI�GPS�5BJXBO
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%S��+FOOZ�$IBOH�is the &YecutiWe %irector for ILSI TaiXan� 
ConcoNitantly
 %r� Chang serWes as the Technical 7ice�
1resident for Toong :euan &nterprise Co�
 Ltd�
 TaiXan� 
As a flaWor scientist by training
 her prior positions in�
cluded Scientist�Sr� Scientist
 SodiuN and FlaWor Center 
of &Ycellence
 CaNpbell Soup CoNpany
 6SA and Manager
 
FlaWor Research
 Royal FlaWors & Fragrances Co�
 Ltd�
 
TaiXan
 etc� %r� Chang receiWed her 1h�%� degree in Food 
Science and Nutrition froN 6niWersity of Minnesota
 6SA� 

ུྺ

ʻ *-4* ͷ஥ؒͨͪʼ　*-4*�5BJXBO�r�UIF�/FXFTU�*-4*�#SBODI�UP�"JE�(MPCBM�$POOFDU�BOE�&OTVSF�'PPE�BOE�1VCMJD�)FBMUI�GPS�5BJXBO
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ϑϥοシϡɾϦϙーτ

*-4* +BQBO ӫཆڀݚ෦ձͰ͸ɺʮӫཆͱΤΠδϯάʯࡍࠃγϯϙδ΢Ϝ։࠵ͳͲΛ௨してɺظྸߴに׆ಈྗͷ͋

Δ日ৗΛૹΔたΊにॏཁͳӫཆͷ໾ׂにؔ͢Δ৘ใൃ৴Λͬߦて͍Δ。৘ใͷཁૉに͓͚Δۙ࠷ͷ޲܏ͱしてಛ

にɺத年ظͷංຬ໰୊΍ϝλϘϦοΫγϯυϩʔϜ໰୊΁ͷؔ৺ͷߴまΓが͡ײΒΕΔ。͜ΕΒ͸݈߁ण໋ͷԆ৳

ͷ࣮ݱに͓͍てେ͖ͳো֐ཁҼͰ͋ΓɺͱΓΘ͚ೝ஌ػೳো֐͸௒ྸߴԽࣾձͷਂࠁͳཁհޢ໰୊ͱਂؔ͘Θͬて

͍Δ。͜͏したഎ͔ܠΒɺڀݚ෦ձ׆ಈͷয఺ΛϝλϘϦοΫγϯυϩʔϜͱೝ஌ػೳো֐ͱͷؔ࿈ੑڀݚにઃఆ

した͓ΓɺʮたΊしてΨοςϯʯͱ͍͏ /), ͷςϨϏ൪૊Ͱɺೝ஌ػೳো֐ͱ౶೘පͱͷؔΘΓが࠾Γ্͛ΒΕた。

ͦͷՊֶత৴ጪੑにؔ৺が࣋たΕた͜ͱ΋͋ͬて͜ͷ౓ɺஜ೾େֶҩֶҩྍྟܥচҩֶҬਫ਼ਆҩֶڭत　ேాོઌ

ੜΛ͓ট͖しɺ2�1� 年 5 月 1� 日ɺʮೝ஌঱ͱ৯ʯͱ୊したษڧձΛ։࠵した。ߨԋ͸ 2 に͓ΑͿ΋ͷͰɺۙؒ࣌͘

ඇৗにൣ޿ғͷ಺༰が੝ΓࠐまΕた。ҎԼにߨԋͷ֓ཁΛใ͢ࠂΔ。

̍ɽ̡ ೝ஌঱΍ΞϧπϋΠϚʔප༧๷ʳͷํ͑ߟ

（�）ΞϧπϋΠϚʔපͷݥةҼࢠ
ΞϧπϋΠϚʔපにݶΒͣɺපؾͷ༧๷ͷجຊ͸ݥةҼࢠΛ໌Β͔に͢Δ͜ͱͰ͋Δ。ೝ஌঱΍ΞϧπϋΠϚʔ

පͷ࠷େͷݥةҼࢠ͸ՃྸͰ͋Δ。࠷৽ͷௐࠪ݁ՌにΑΕ͹ɺΘがࠃに͓͚Δೝ஌঱ऀ਺͸ ��� ສਓҎ্ͱਪఆ

͞ΕɺҩྍͷجຊͱͳΔ � ࣬පͷதͰ࠷΋ଟ͍౶೘පऀױ਺ͷ 2 ഒにୡしɺैདྷͷ༧ଌΛ্ճΔ૿Ճ࣮ଶͰ͋

Δ。͜ͷഎܠに͸ɺ平ۉण໋がঁੑ �� ɺஉࡀ

ੑ �� ͱͳͬて͍ΔΑ͏にɺೝ஌঱΍Ξϧπࡀ

ϋΠϚʔපͷଅਐҼࢠͱしてͷՃྸͷϦεΫ

がऀྸߴ͍ߴਓޱが૿ٸして͍Δ͜ͱにՃ͑ɺ

ຊਓͱͷ໘ஊ͚ͩͰͳ͘ɺը૾਍அ΋ซ༻し

てجࡍࠃ४にैͬてઐ໳ҩͷ਍அがՃΘͬた

͜ͱにΑΓܰ౓ೝ஌ػೳো֐ͷ਍அਫ਼౓がߴ

まͬたたΊͱ͑ߟΒΕΔ。

೦ͳがΒɺೝ஌঱΍ΞϧπϋΠϚʔප͸Ճ࢒

ྸに൐͏ੜཧతݱ৅ͳͷͰίϯτϩʔϧ͢Δ

͜ͱ͸Ͱ͖ͳ͍がɺظྸߴにೖͬて͔Βͷೝ

஌঱Λଅਐ͢ΔҼࢠͱしてɺ੨年ظɺத年ظ

ͷࣾձࡁܦతཁҼ΍ɺத年ظͷ݂ߴѹɺංຬɺ

͋Δ͍͸͏ͭප౳が஌ΒΕて͓Γɺ͜ΕΒ͸

ίϯτϩʔϧͰ͖Δཁૉͱ΋͑ߟΒΕΔ。

ೝ஌঱΍ΞϧπϋΠϚʔපΛଅਐ͢Δ͜ΕΒ

ͷϦεΫにରしɺ๷͢ޚΔཁҼ΋͛ڍ͔ͭز

ΒΕて͍Δ。ͦͷҰͭにɺੈքதͲ͜ͷࠃͰ΋

ʮೝ஌঱ͱ৯ʯߨԋʹ͍ͭͯ

ILSI Japan 栄養݈߁研究会 栄養研究部会
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（ް生࿑ಇল΢Σϒサイτɿ
http���XXX�NhlX�go�Kp�LoLoro�speciality�detail@recog�htNl より）



๔ͷ਺ͦ͜૿͑ͳ͍΋ͷͷɺࡉܦΔͱɺਆ͢ڧΛͱͬて͔Βษࡀ。ΘΕて͍Δͷが就ֶ年਺΍ֶྺͷ長͞Ͱ͋Δݴ

ਆࡉܦ๔ಉ࢜ͷωοτϫʔΫ࡞ΓΛ͢Δγφϓεͷ਺΍εύΠϯ͸ɺಈ෺͚ͩͰͳ͘ώτに͓͍て΋͔֬に૿Ճ͢

Δ。またɺத年ظͷ݂ѹ؅ཧ͸ඇৗにॏཁͰ͋Δ。దྔͷ日ຊञ΍ϫΠϯɺͦして੨ڕが͍͍ͱ΋औΓࠫଡ͞Εて

͍Δ。ҰํɺԌ঱௟௧ࡎ͸༗ޮͱҰݴ࣌ΘΕたがɺͦͷޮՌ͸൱ఆ͞Εͭͭ͋Δ。

ࡦରݮਓϨϕϧͰऔΓ૊ΈՄೳͳϦεΫ௿ݸ（�）
ԽにしΖɺࣗ෼ͰͰ͖Δ͜ͱ͸Կͳͷ͔ͱ͍͏͜ͱͰɺΞڧͷࢠҼޚにしΖɺ๷ݮେͷؔ৺事͸ɺϦεΫͷܰ࠷

ϝϦΧͷཱࠃӴੜڀݚॴʢ/*)ʣ͸հೖڀݚした݁ՌΛ಺Պֶࢽࡶにൃදして͍Δ。ͦΕにΑΔͱɺೝ஌ػೳ௿Լ

に༗ޮͳհೖͰ͖Δཁૉ͸ɺӡಈͱೝ஌τϨʔχϯάͷ 2 ͭͷΈͰ͋ͬた。Ϗλϛϯ $ ʴ Ќ� ΧϩςϯɺΠνϣ

΢༿ΤΩε୯ಠɺO�� ͸͍ࡎ֐Ԍ঱ༀɺίϦϯΤεςϥʔθ્߅୯ಠɺελνϯɺඇεςϩΠυੑࢎ๱ࢷෆ๞࿨ܥ

ͣΕ΋ʮແޮʯͱͷ൑ఆͰɺϏλϛϯ # ʴ ༿ࢎɺͦしてߴ߅ѹༀがʮ݁࿦͸อཹʯͱ͍͏成੷Ͱ͋ͬた。また

/*) ͷ΢ΣϒαΠτ্に͸ɺࣗ෼ͰίϯτϩʔϧՄೳͳೝ஌঱༧๷に༗๬ͳऔΓ૊ΈͱしてɺҎԼͷ߲໨が঺հ

͞Εて͍Δ。

◦ 2 ౶೘පͷίϯτϩʔϧܕ

⿠݂ߴѹͱ݂ࢷߴ঱ͷվળ

⿠๬まし͍ମॏͷҡ࣋

⿠ࣾձަྲྀͱ஌తͳ׆ಈ

⿠ӡಈͷश׳

⿠Ռ࣮ͱ໺ࡊͷଟ͍݈߁తͳ৯ੜ׆

⿠ېԎ

⿠͏ͭප༧๷ɾվળ

ԋͰ͸ɺྫ͑͹ମॏͰ͍͑͹ɺ�5ߨ Ҏ্Ͱ૫ͤΔͷ͸ΉしΖΞϧπϋΠϚʔපͷϦεΫϑΝΫλʔͰ͋Δͱࡀ

ͷ؅ཧͦ͜がॏཁظ๱ɺମॏͳͲͷ؅ཧに͓͍て͸ɺத年ࢷΘΕて͍ΔΑ͏にɺ݂౶஋΍݂ѹɺதੑݴͰ͸ۙ࠷

ͩɺͱڧௐ͞Εた。

（�）ೝ஌঱ͱΞϧπϋΠϚʔප
ංຬ͔ΒҰؾにೝ஌঱ͱ͍͏ܦաΛたͲΔྫ΋͋ΔがɺҰൠతに͸౶೘ප΍݂ࢷߴ঱ɺ݂ߴѹɺಈ຺ߗԽがհࡏ

͢ΔՄೳੑが͍ߴͱ͍͏આ໌が成͞Εて͍Δ。͜ΕΒͷ࿩Λཧղ͢Δ্Ͱ೦Λԡして͓͔ͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍جຊత

ͳ͜ͱが͋Δ。ͦΕ͸ʮೝ஌঱ͱΞϧπϋΠϚʔප͸ҧ͏ʯͱ͍͏͜ͱͰ͋Δ。ೝ஌঱ΠίʔϧɺΞϧπϋΠϚʔ

පͱޡղして͍Δਓが࣮にଟ͍がɺೝ஌঱͸ঢ়ଶ૾Ͱ͋Δʮ΅͚ʯͷ૯শͰ͋Δ。ͦͷૅجͱͳΔපؾがଟछଟ༷

に͋ΔதɺҰ൪ଟ͍ͷがΞϧπϋΠϚʔපͰ͋Δ。ͦして 2 ൪໨にଟ͍ͷが೴ଔதͰ͋Δ。ޡղがੜまΕ΍͍͢എ

ͱしてɺ日ຊਓに͸ΞϧπϋΠϚʔපͷཁૉͱ೴ଔத౳ͷ݂؅ੑͷཁૉͱがࠞ͡Γ߹ͬたλΠϓͷೝ஌঱がҰ൪ܠ

ଟ͍͜ͱに͋Δͱ͑ߟΒΕΔ。

（�）ϝλϘϦοΫυϛϊͱೝ஌঱
೴݂؅ੑͷཁҼͱਂؔ͘ΘΔੜ׆श׳පͱして౶೘පが஌ΒΕて͍Δ。ԤถͰ͸౶೘පͷጶऀױͰ͸݂؅ੑೝ஌

ো֐ͷϦεΫ͸໿ 2 ഒにߴまΔͱݴΘΕて͍Δ。日ຊͰ΋ڀݚࢁٱに͓͍てಉ༷ͷ݁ՌがಘΒΕɺͦͷϦεΫ͸Ԥ

ถਓ͹͔ΓͰͳ͘日ຊਓに΋౰て͸まΔ͜ͱが໌Β͔に͞Εた。またۙ࠷ͷڀݚͰ͸ɺ�5 ΍ࡀ �� にͳͬてॳΊࡀ

て͔͔Δ౶೘පͰ͸ͳ͘ɺத年ظͷ౶೘පͷϦεΫ౓߹が͍ߴͱࢦఠ͞Εて͍Δ。͜ΕまͰ͸ɺϝλϘϦοΫ঱ީ

ͱΛʮϝλϘϦοΫυϛϊʯ͜͢͜ىॏ૗ʯΛҾ͖࢛ͷࢮ౶ͷ͍ΘΏΔʮ݂ߴ঱ɺ݂ࢷߴѹɺංຬɺ݂ߴにΑͬて܈

ͱݺΜͰ͍Δがɺංຬ΍ΠϯεϦϯ఍ੑ߅に͓͚ΔϑϦʔϥδΧϧ΍ࢎԽετϨεͷ૿Ճɺ͋Δ͍͸݂؅ͷߗԽ΍

Ԍ঱がυϛϊͷઌに͋Δ࣬පɺ͢ͳΘͪೝ஌ػೳো֐΍ΞϧπϋΠϚʔපͷපҼͱͳͬて͍Δͱཧղ͞Εて͍Δ。

ϑϥογϡɾϦϙʔτ
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ͦͷたΊੜ׆श׳ප͸ɺಛに日ຊਓにଟ͍ྸߴظޙにͳͬて͔Βͷೝ஌঱ൃ঱΁ͱͭͳがͬて͍Δͱ͑ߟΒΕΔ。

͢ͳΘͪɺυϛϊ౗しͷԆ長にೝ஌঱が͋Δͱ͍͏͜ͱͰ͋Δ。

̎ɽ̡ ೝ஌঱΍ΞϧπϋΠϚʔප༧๷ʳͷΤϏσϯε

ͲΜͳපؾͰ͋Ζ͏ͱɺ༧๷ରࡦ͸ � ͭし͔ͳ͍。ӡಈͱӫཆͱٳཆͰ͋ΓɺͦΕҎ֎に͸ແ͍。たͩしɺೝ஌

঱༧๷に͸ྫ֎తにͦΕҎ֎ͷ༧๷ରࡦが͋Δ。ࣾձతܹࢗͱ஌తܹࢗͰ͋Δ。

（�）ೝ஌঱΍ΞϧπϋΠϚʔප༧๷ʹ͓͚Δӡಈͷํ͑ߟ
༗ࢎૉӡಈ͸ྗٱ࣋ΛΞοϓͤ͞Δܥ౷ͷӡಈͰɺ۩ମతに͸าߦɺδϣΪϯάɺਫӭɺମૢɺμϯεɺೄ௓

ͼɺࣗసं૨͗ͳͲがͦΕに౰たΔ。ϝλΞφϦγεにΑΔͱɺ1 ճ 2�ʙ�� ෼ͷ༗ࢎૉӡಈΛগͳ͘ͱ΋िに �

ճ͔Β 5 ճ͏ߦͱޮՌతͰ͋Δͱ͍ΘΕて͍Δ。ͪͳΈにɺҰ൪ޮՌが͋Δ年ྸ૚͓Αͼੑผ΋໌Β͔に͞Εて͓

Γɺ�5ʙ�9 ͱにΑΓɺूதྗ΍஫ҙྗ͜͏ߦૉӡಈΛࢎ΋ޮՌが͋Δͱͷ͜ͱͰ͋Δ。͜͏した༗࠷ͷঁੑͰࡀ

にؔΘΔલ಄લ໺ͷػೳがߴまΔޮՌが͋Δ͜ͱΛࣔ͢ΤϏσϯεがಘΒΕて͍Δ。し͔しɺւഅͷػೳがมΘͬ

てهԱྗがྑ͘ͳΔͱ͍͏΋ͷͰ͸ͳ͍。

ӡಈにΑΔೝ஌ػೳͷվળޮՌΛධՁ͢Δݧࢼ͸ 2��� 年୅にೖͬて͔Βւ֎Ͱଟ਺ߦΘΕて͍Δ。ͦΕΒ͸େ

֓ɺΞϧπϋΠϚʔපにͳΒͳ͍ݶΓに͓͍てɺՃྸに൐ͬて௿Լ͢ΔλΠϓͷೝ஌ػೳにରして͸௿ԼਐߦΛε

ϩʔμ΢ϯͤ͞ΔϙδςΟϒͳޮՌΛใࠂして͍Δ。

ೝ஌঱ͷൃපにର͢Δ્ޮࢭՌに͍ͭて͸ɺμϯεͷΈにޮՌが͋Δͱ͢Δڀݚใࠂが͋Δ。͋Δ͍͸ɺ1 日౰

たΓ 2 ϚΠϧʢ��2 LNʣҎ্า͘ͱޮՌが͋Δͱͷใࠂ΋͋Δ。

（�）ೝ஌঱΍ΞϧπϋΠϚʔප༧๷ʹ͓͚Δ৯ࣄͷํ͑ߟ
͜ͷ෼໺に͓͍て͸ɺ஍தւࣜμΠΤοτΛ͸͡ΊɺϏλϛϯ $ɺ&ɺΧϩςϯɺO�� ɺ͋Δ͍ࢎ๱ࢷෆ๞࿨ܥ

͸Πνϣ΢༿ΤΩεͱ͍ͬたɺࢎ߅Խ࡞༻Λ༗͢Δ΋ͷがଟ͘࠾Γ্͛ΒΕて͍Δ。Πνϣ΢༿ΤΩε͸ɺυΠπɺ

ϑϥϯεͰ͸ΞϧπϋΠϚʔපༀͱしてѻΘΕて͍Δ。またɺ݂؅อ࡞ޢ༻ͱࢎ߅Խ࡞༻Λ༗͢Δ΋ͷͱ͍͏͜ͱ

ͰɺϫΠϯ౳ͷΞϧίʔϧɺϏλϛϯ#�ɺ#12ɺ͋Δ͍͸༿ࢎɺͦして஍தւࣜμΠΤοτが͛ڍΒΕΔ。し͔しɺ

͜ΕΒに͍ͭて͸໌֬ͳ༧๷ޮՌΛࣔ͢ΤϏσϯε͸ಘΒΕて͍ͳ͍。1 ߹গʑ͙Β͍ͷञ͸ϙδςΟϒにͱΒ͑

ΒΕΔがɺͦΕ͸ҿΊ͹ҿΉ΄Ͳ೴ଔதͷϦεΫがߴまΔ͜ͱͷཪฦしͱ΋͑ݴΔ。

஍தւࣜμΠΤοτ͸ࡏݱɺΞϝϦΧͰ͸がΜ༧๷ɺ৺࠹ߎے༧๷ɺ͋Δ͍͸ΞϧπϋΠϚʔප༧๷ͷఆ൪ͱ

ͳͬて͍Δ。ݹయతͳ日ຊͷྉཧͱͷྨࣅ఺が͋Γɺ໺ࡊ΍౾ͷઁऔがଟ͘ɺڕ΋ଟ͍。Ұ൪ҧ͏ͱ͜Ζ͸ɺ஍த

ւࣜμΠΤοτͰ͸φοπྨがछྨ΋ྔ΋ଟ͍఺Ͱ͋Δ。φοπྨͷੵۃతͳઁऔͱ৺࠹ߎے΍౶೘පɺがΜɺͦ

してΞϧπϋΠϚʔපͷ༧๷ͱͷؔ࿈ੑがඇৗに஫໨͞Εて͍Δ。

（�）ʮೝ஌঱༧๷͸ ��෼Ҏ಺ͷன৸͔ͳʯ
�ʢ2�1ࢽԋձͷ௚લにൃച͞Εたʮจܳय़ळʯߨ 年 5 月߸ ��2 ทʣにɺʮ�� ෼Ҏ಺ͷன৸がೝ஌঱ϦεΫΛܰݮ

͢Δʯͱ͍͏ேాઌੜͷه事がたまたま͞ࡌܝΕた͜ͱ΋͋Γɺ͜ͷ࿩୊がղઆ͞Εた。

༩して͍Δͷ͔に͍ͭてɺ͋Δ࿝دにରしてਭ຾がͲͷΑ͏に߁に͓͚Δ৺਎ͷ݈ऀྸߴがɺऀڀݚౡେֶͷ޿

ਓձͷී௨ͷձһͱձ長ͱにΘ͚てௐࠪしɺձ長にಛ௃తͳਭ຾ͷύλʔϯΛௐ΂た。ղੳͷ݁Ռɺձ長に͸ ��

෼Ҏ಺ͷன৸ͷश׳が͋Δͱ͍͏ཁૉがͬ࢒た。ͦͷޙɺػձが͋Γɺ1
��� ਓఔͷऀױに͍ͭてௐ΂たͱ͜Ζɺ

�� ෼Ҏ಺ͷன৸श׳ͷ͋ΔऀױͰ͸ඇৗにϦεΫが௿͘ɺ1 ͱ͍͍ߴにϦεΫがٯͷώτͰ͸׳Ҏ্ͷன৸शؒ࣌

͏成੷ͱͳͬた。ͦͷϝΧχζϜΛࣔࠦ͢Δ次ͷΑ͏ͳใࠂが͋Δ。

ϑϥογϡɾϦϙʔτ
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ΞϧπϋΠϚʔප͸ɺΞϛϩΠυЌͱ͍͏

λϯύΫ࣭ͷूڽ෺が೴಺に௜ண͢ΔաఔͰɺ

ͦͷपลに͋Δਆࡉܦ๔がো֐ɺࡴই͞ΕてҾ

ༀ͸͜ྍ࣏ΕΔ。ΞϧπϋΠϚʔපͷ͜͞ى͖

ΕまͰに 1� ΄Ͳ։ൃ͞Εɺୈᶙ૬ݧࢼまͰߦ

ΘΕて͍Δがɺ1� ࿈ഊͱ͍͏݁ՌにऴΘͬて

͍Δ。ͱ͜Ζがɺ͜ΕΒͷݧࢼͰ͸͍ͣΕ΋ױ

ऀͷ೴಺ΞϛϩΠυ͸ফ͑て͍た。͢ͳΘͪɺ

ΞϛϩΠυЌͷ௜ணがਐΉͱɺͷͪにΞϛϩ

ΠυЌがফ͑て΋ɺطにผͷϝΧχζϜが૸

Γ࢝Ίて͍Δͱ͑ߟΒΕΔͷͰ͋Δ。

΋͏Ұͭͷใࠂ͸ɺJ14 ΘߦηϯλʔͰڀݚ

Εた┭┲ⓤ┺┭┸┶┳ͷ࣮݁ݧՌͰ͋Δ。ΞϧπϋΠϚʔ

පऀױͷൽෘࡉ๔Λجにਆࡉܦ๔Λ࡞ΓɺλϯύΫ࣭΍͞ま͟まͳ෺࣭ͱ஫໨ͷϨηϓλʔͳͲ 25 छྨ΄ͲΛͦ

ΕͧΕؚΉഓཆӷにೖΕたͱ͜Ζɺ%)" ΛೖΕたഓཆӷ͚ͩがਆࡉܦ๔Λ長ͤͪ࣋͞たͱ͍͏ใࠂͰ͋Δ。

ҰํɺώτΛର৅にした %)"ɾ&1" ͷհೖݧࢼͷ݁Ռが � ݅΄Ͳใ͞ࠂΕて͍Δ。ΞϧπϋΠϚʔපに͸ޮՌ

ແしͱͷ݁࿦にͳͬて͍Δがɺ݈ৗऀにରして͸ੜཧతͳೝ஌ػೳ௿ԼΛ཈੍͢Δ成੷がಘΒΕて͍Δ。͢ ͳΘͪɺ

。がࣔ͞Εて͍Δ޲܏ͳਓに͸ޮ͘ɺපతͳਓに͸ޮ͔ͳ͍ͱ͍͏߁݈

ͦ͜Ͱਭ຾に࿩Λ໭͢ͱɺਭ຾ෆ଍ͱΞϛϩΠυ Ќ ͷ஝ੵͱがؔ࿈͢Δ͜ͱがΘ͔ͬて͖た。ਭ຾に͸ϨϜਭ

຾ͱϊϯϨϜਭ຾ͱが͋ΓɺϊϯϨϜਭ຾͸هԱにେ事ͳ໾ׂΛՌたして͍Δ。ͦͷϊϯϨϜਭ຾に͸ 1 ͔Β � ͷ

εςʔδが͋ͬてɺεςʔδ � ɺ� ͸ೖ຾ޙ 2�ʙ�� ෼ఔ౓ͷͱ͜ΖͰग़͢ݱΔ。࣮͸ɺهԱͷݻఆに͸ਭ຾がඞཁ

ͰɺதͰ΋ϊϯϨϜਭ຾ͷεςʔδ � ɺ� がඞཁͰ͋Δ͜ͱが෼͔ͬて͖た。ऀྸߴͷ೴ͷ׆ಈ͸ɺޕલத͸ൃ׆

Ͱ͋ΔがޙޕにͳΔͱ௿Լ͢Δ。ޙޕͷൺֱతૣ͍ࠁ࣌に �� ෼ఔ౓ͷਭ຾ΛͱΔͱɺޕલதにֶशした͜ͱがه

Աͱしてし͔ͬΓͱݻఆ͞ΕΔͷͰ͋Ζ͏ͱਪଌ͞Εて͍Δ。ͪͳΈにɺޙޕ � にன৸͢Δͱɺ໷ؒɺී௨にࠒ࣌

৸て͍Δͱ͖ͷεςʔδ �ɺ� ͷग़ํがݮΔΑ͏Ͱ͋Δ。͞ Βにɺӡಈश׳ͷ͋Δਓ͸ͳ͍ਓにൺ΂てɺன৸にΑͬ

てεςʔδ � ɺ� がଟ͘ग़ΔΑ͏Ͱ͋Δ。ӡಈश׳がͳͥਓͷ݈߁にྑ͍͔ͱ͍͏͜ͱͷ๣ূͱ΋͑ݴΔ。

（�）αϓϦϝϯτ
ேాڭतΒͷάϧʔϓ͸ɺҵ৓ݝརࠜொͱλΠΞοϓしɺ2��1 年͔ΒʮརࠜϓϩδΣΫτʯͳΔೝ஌঱༧๷ର

ͷϕουμ΢ϯͱしてൃୡして͖たརࠜொ͸ɺҠॅしたαϥϦʔϚϯͷଟ͘がఆ年ୀ৬ݍΛਐΊて͍Δ。ट౎ڀݚࡦ

。が͋ΔܠΛେ͖ͳ՝୊ͱして๊͑て͍Δͱ͍͏എࡦରऀྸߴͷޙࠓԽがՃ଎͢ΔたΊɺྸߴϐονͰٸΛܴ͑ɺظ

ʢࢀর΢ΣϒαΠτɿ

IUUQ���XXX�DIJJLJ�EVLVSJ�IZBLLB�PS�KQ�CPPL�NPOUIMZ��511�IUNM�U���IUNMʣ

རࠜϓϩδΣΫτͰ͸ɺ�5 Ҏ্ͷொຽࡀ �
��� ਓͷ಺͓Αͦ໿ 2
��� ਓͷࢀՃྗڠΛಘてௐࠪڀݚͱհೖݧࢼが

ਐΊΒΕて͍Δ。ௐࠪڀݚͰ͸ɺ"10ô&� &ͷώτ͸ɺ"10ôܕ ͸͡Ίɺ૯ίϨεςϩʔϧɺதੑࢷ๱ɺળۄίϨ

εςϩʔϧɺ"10ô"1 ͷ݂தೱ౓が܈͍ߴ΄Ͳೝ஌ػೳςετͷείΞがߴ஋Ͱ͋Δ͜ͱがࣔ͞Εた。͜ΕΒ݂

தࢦ࣭ࢷඪͷதͰ΋ͱΓΘ͚ "10ô& ೱ౓ͱͷؒに͍ؔڧ࿈ੑがݟΒΕɺ� 年ؒͷ௥੻ௐࠪͷؒҡ࣋͞Εて͍た。

し͔しɺ"10ô&� ػΕͣɺೝ஌͞شѹͷώτͰ͸ൃ݂ߴΛೝΊΔがɺͦͷޮՌ͸޲܏ͷώτͰ΋֓してಉ༷ͷܕ

ೳ͸༗ҙに௿Լ͢Δ͜ͱ΋໌Β͔にͳͬた。

հೖݧࢼͰ͸ɺຊߨԋͰ͜ΕまͰ৮Εて͖た৘ใ౳Λ౿ま͑ɺೝ஌ػೳো֐༧๷にޮՌが͋Γͦ͏ͩͱ͞࡯ߟΕ

たબΓ͙͢ΓͷҎԼͷ � ͭͷհೖがߦΘΕて͍Δ。

ᶃӫཆʢ%)" ʴ &1" ʴΠνϣ΢༿ΤΩεʴτϚτͷϦίϖϯ͔Β成ΔαϓϦϝϯτʣ

ϑϥογϡɾϦϙʔτ
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ᶄ༗ࢎૉӡಈͳͲ

ᶅਭ຾վળͱ୹ؒ࣌ਭ຾

ʢࢀর΢ΣϒαΠτɿ

IUUQ���XXX�NDX�GPSVN�PS�KQ�JNBHF@SFQPSU�%-�2�12122��1�QEG�TFBSDI���&5����"9�&��"��#9�&����

�9��&�����"%�&���2�#��&���2�"��&���2�"'�&��������ʣ

� 年ؒͷ௥੻ௐࠪͷ݁Ռɺ� ͭͷ成෼がೖͬた্هᶃͷαϓϦϝϯτΛઁऔした܈͸ɺઁऔしͳ͔ͬた܈にൺし

てهԱͷείΞが༗ҙに͘ߴɺαϓϦϝϯτにೝ஌ػೳো֐ͷ༧๷ޮՌがೝΊΒΕた。ߨԋͷલ൒に঺հ͞Εたα

ϓϦϝϯτͷωΨςΟϒͳ成੷ͱ͸ҟͳΓɺ͜͜Ͱ࢖༻したαϓϦϝϯτにޮՌがೝΊΒΕたཧ༝ͱしてɺࢎ߅Խ

Ԍ঱ੑ成෼΋ؚまΕ߅に༺࡞ͷ΋ͷͱが߹Θͬ͞てೖͬて͓Γɺし͔΋ੑ༹ࢷΛ༗͢Δ成෼にਫ༹ੑͷ΋ͷͱ༺࡞

て͍Δ͜ͱに͋ΔΑ͏Ͱ͋Δ。成෼తに͸ਫ༹ੑͷϦίϖϯが஫໨͞Εた。

（�）ɹ৯඼Τίϩδʔ
にͭͳがΔͷ͔൱͔に͍ͭて͸ෆ໌Ͱ͋ΔதͰɺ͜ͷूڽԽμϝʔδがຊ౰にΞϛϩΠυЌͷࢎ 2� 年ؒɺΞϧ

πϋΠϚʔපͷ༧๷΍ྍ࣏に͓͚ΔαϓϦϝϯτͷޮՌが͞ڀݚΕて͍Δ。αϓϦϝϯτͷଟ͘͸ΧςΰϦʔతに

͸ࢎ߅Խ෺࣭Ͱ͋Δ。୯඼Ͱ࢖༻͢Δ͜ͱͷ༗ੑ֐がฒߦしてٞ࿦͞Εて͓ΓɺঁੑϗϧϞϯ΍ೕがΜɺ͋Δ͍͸

৺࠹ߎےͷ૿Ճがࢦఠ͞Εて͍Δ。୯඼ͰઁΔͱɺͦͷ成෼ࣗମ͸ྑ͍ϞϊͰ͋ͬて΋ɺମ಺Ͱ͸͍Θ͹৯඼ͷΤ

ίϩδʔΛյしɺόϥϯεΛյ͢͜ͱにΑͬて͔͑ͬて༗֐にͳΔͷͰ͸ͳ͍͔ͱ͑ߟΔ͖޲が͋Δ。ͦͷԆ長ઢ

্Ͱɺෳ਺ͷαϓϦϝϯτにΑΔ༗ޮੑがใ͞ࠂΕて͍Δ。৯඼Τίϩδʔͱ͍͏؍఺͔ΒݟΔͱɺݶఆしたඪత

ͷॾಛੑにద͏αϓϦϝϯτͷ͓ํ͍࢖Αͼڥ؀ͷ࡞Γํͷݕ౼がෆ଍して͍Δ。ΉしΖ༷ʑͳ৯඼͔Βόϥϯε

Α͘ઁΔ΂͖Ͱ͋Δ。

̏ɽࢀՃϨϙʔτ

ϝλϘͱೝ஌ػೳো֐ϫʔΩϯάୈҰճษڧձʮೝ஌঱ͱ৯ʯにࢀՃして

ʢࣜגձࣾ ໌ࢠۚ　࣏　఩෉ʣ

ษڧձにઌཱͭ � 月 1 日ͷே日৽ฉͷୈҰ໘にɺʮೝ஌঱ऀྸߴ ��2 ສਓ　༧උ܉ ��� ສਓʯͱ͍͏ݟग़しͰɺ

ްੜ࿑ಇলڀݚ൝ௐࠪ݁Ռが͞ࡌܝΕた。͜ͷڀݚ൝ͷϦʔμʔがࠓճͷேాઌੜͰɺ࣮にλΠϜϦʔͳاըにࢀ

Ճ͢ΔػձΛಘた。

またɺ౶೘පがೝ஌ػೳো֐ͷॏཁͳϦεΫཁҼͰ͋Δ͜ͱͷ༷ʑͳ৘ใ͸ಘて͍た΋ͷͷɺ/), ͷςϨϏ൪

૊ʰたΊしてΨοςϯʱͰ͸͞ΒにҰา౿ΈࠐΜͰɺΞϧπϋΠϚʔපͷݪҼͱͳΔΞϛϩΠυ Ќ ͷूڽɾ௜ண

がΠϯεϦϯͷ෼ղ߬ૉͱີ઀ͳؔ܎に͋Δ͜ͱΛใ͡て͍た。Ͳ͜まͰがΤϏσϯεͱしてಘΒΕて͍Δͷ͔Λ

஌Δྑ͍ػձͱͳͬた。

ݱғΛ໢ཏして͍た͹͔ΓͰͳ͘ɺֶज़৘ใΛެ平ͳཱ৔ͰධՁしɺ뱌͞Εた平қͳදൣ޿ԋ͸ɺඇৗにߨ͝

Ͱ͓࿩し͍た͍ͩたͱ͍͏ͷが཰௚ͳҹ৅Ͱ͋Δ。౶೘පΛ͸͡Ίͱ͢ΔϝλϘϦοΫγϯυϩʔϜがೝ஌঱΍Ξ

ϧπϋΠϚʔපͷϦεΫҼࢠͰ͋Δ͜ͱ͸΍͸Γ͔֬ͳΑ͏Ͱ͋Δ。ΠϯεϦϯ෼ղ߬ૉͱͷؔ࿈ੑに͍ͭて͸ɺ

ΠϯεϦϯͷͭ࣋೴ಟੑ࡞༻ͱͱ΋にॏཁͳઆ໌ҼࢠͷҰͭͰ͸͋ΔΑ͏ͩ。ͦͷ΄͔ʮ৯඼Τίϩδʔʯͱ͍͏

。たͬ࢒༿がҹ৅にݴ
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*-4*�+BQBO�৯඼ϦεΫڀݚ෦ձษڧձ
ʮ৯඼தԽֶ෺࣭ͷϦεΫ෼ੳʹ͍ͭͯʯ
ʢཱࠃҩༀ඼৯඼Ӵੜڀݚॴ�҆શ৘ใ෦ɹ੊ࢁஐ߳ࢠઌੜʣ

Χルϐスࣜג会ࣾ

吉村　千秋

*-4* +BQBO ৯඼ϦεΫڀݚ෦ձͰ͸ɺ平成 25 年 � 月 2� 日ʢ໦ʣɺ*-4* +BQBO 事務局ձٞࣨにてɺཱࠃҩༀ඼৯

඼Ӵੜڀݚॴ ҆શ৘ใ෦ͷ੊ࢁஐ߳ࢠઌੜΛ͓ট͖してʮ৯඼தԽֶ෺࣭ͷϦεΫ෼ੳに͍ͭてʯͱ୊しɺٛߨ

Λして͍た͍ͩた。

੊ࢁઌੜに͸ 2��� 年に΋౰෦ձにてʮ৯඼҆શੑධՁに͓͚ΔϦεΫ৘ใͷऩूに͍ͭてʯͷٛ͝ߨΛ͍た͖ͩɺ

େมൃ׆ͳ࣭ٙがͳ͞Εɺ༗ҙٛͳษڧձͱͳͬた。ࠓճ͸ͦͷୈ 2 ஄ͱしてɺ৯඼ϦεΫධՁに͍ͭてΑΓ਎ۙ

に͑ߟΒΕΔΑ͏にɺϦεΫ෼ੳͷํ͑ߟͱ۩ମతͳ事ྫݕ౼に͍ͭて͓࿩し͍た͍ͩた。

ษڧձに͸৯඼ϦεΫڀݚ෦ձϝϯόʔΛத৺に 2� ໊ͷࢀՃが͋ͬた。੊ࢁઌੜ͸ɺ৯඼҆શ৘ใ CMPHʢIUUQ���

E�IBUFOB�OF�KQ�VOFZBNB�ʣに͓͍てຖ日ͷΑ͏にɺւ֎΋ؚΊた৯඼にؔ͢Δ҆શ৘ใΛまͱΊてൃ৴して͍Βͬ

しΌΔͷͰɺࢀՃऀͷதに͸ීஈ͔Β੊ࢁઌੜにେม͓ੈ࿩にͳͬて͍Δํ΋ଟ͘ɺ࿨΍͔ͳงғؾͷதɺษڧձ

がߦΘΕた。

͸ɺ৯඼҆શϦεΫ෼ੳに͍ͭてͷ֓ཁɺ৯඼΁ͷٛߨ 55$ʢ5ISFTIPME PG 5PYJDPMPHJDBM $PODFSOɿಟੑֶత

ͱしてɺถͷΧυϛ΢Ϝɺ์ࣹੑ౼ݕ೦ͷᮢ஋ʣͷಋೖに͍ͭてɺまたɺ৯඼தԚછ෺࣭ͱしてͷ۩ମతͳ事ྫݒ

রࣹ৯඼தͷ 2ô ΞϧΩϧγΫϩϒλϊϯɺまたࡢ年ɺҿྉۀքͰ࿩୊にͳͬたΧϥϝϧ৭ૉதͷ �ôϝνϧΠϛμ

κʔϧʢ�ô.*ʣに͍ͭて΋͝঺հ͍た͖ͩɺ੝Γͩ͘͞Μͳ಺༰ͩͬた。またຊษڧձにઌが͚てɺ৯඼ϦεΫ

*.෦ձͰ͸ɺ�ôڀݚ に͍ͭてϝϯόʔ಺

ͰࣗओతͳϦεΫධՁͷέʔεελσΟΛ

ձにྟΜͩ。ͦͷたΊɺඇڧた্Ͱษͬߦ

ৗにີ౓ͷೱ͍ษڧձにͳͬた。ͦしてࠓ

ճͷษڧձͰ΋ɺઌੜͷϢʔϞΞΛަ͑た

໿ 1 ͳ࣭ٙൃ׆ɺޙͷٛߨ൒に౉Δؒ࣌͝

Ԡ౴がߦΘΕた。

େม͓๩し͍தɺษڧձͰͷٛ͝ߨΛշ

୚͍た͖ͩوॏͳ͓࿩Λしてͩͬ͘͞たઌ

ੜに৺͔Βँײਃし্͛Δ。ݸਓతに͸ɺ

ୈ � ஄ͷ։࠵΋ظ଴した͍ͱ͜ΖͰ͋Δ。

ͷࡌܝに͍ͭて͸ɺઌにࡉ಺༰ͷৄٛߨ

੊ࢁઌੜͷߘݪΛ͝ཡ͍た͖ͩた͍。

ϑϥογϡɾϦϙʔτ
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第ᶙ期
東京大学 ILSI	+apan 寄付講座「機能性食品ήノミクス」

͝参加募集の͝案内

ɹILSI Japan では、ฏ੒ 15（200�）年 12 月 1 日に౦ژ大学大学Ӄ農学生໋Պ学研究Պ
に ILSI Japan �を開ઃகしました。200「機能性食品ゲϊϛクス」࠲ߨ෇د 年 11 月にୈ
ᶗظを無事にऴྃし、Ҿきଓき、同年 12 月からୈᶘدظෟ࠲ߨをଓ͚ております。

ɹ同࠲ߨは、本年（201�）11 月にୈᶘظをऴྃகしますが、現ࢀՃا業ばかりでなく、
ඇࢀՃا業からも、࠲ߨのܧଓについてଟくのお問い߹わせを௖いております。また、౦
رくڧଓをܧのظてのόックアッϓのもと、ୈᶙ͛ڍ大学からも農学生໋Պ学研究Պをژ
๬されております。ୈᶙظにおいては、ୈ I、ᶘظからのඈ༂を໨ࢦし、新しいゲϊϛク
ス・エϐジΣネテΟクスの研究をਪ進する༧ఆになっています。同時に、これからの࿝ྸ
Խࣾ会にىҼする生׆習慣පにも໨を͚޲るとともに、人ʑの生׆の࣭（2OL）の্޲
にݙߩし、݈全（XholesoNe）な食品のՊ学・技術をथ立すべく׆動をܧଓしてߦく༧ఆ
です。

ɹ会һ֤Ґにおかれましては、ୈᶙدظ෇࠲ߨのझࢫを͝理解௖き、ୈᶗ、ᶘࢀظՃا業
だ͚でなく、新ان業もؚめ、ੋඇ͝ࢀՃ௖͚ますよう͝Ҋ಺ਃし্͛ます。

Ұ口ɿɹ 220 ສԁʗ年（د෇ۚ 200 ສԁ、事業؅理ӡӦඅ 20 ສԁ）
間ɿɹฏ੒ظ࠲ߨ 25（201�）年 12 月ʙฏ੒ �1 年（2019）年 � 月

お問߹せฒͼに連བྷઌɿɹILSI Japan 事務ہ長ɹࢁ口ོ࢘

ୈᶙظ　౦ژେֶ *-4*�+BQBO Ճืूͷ͝Ҋ಺ࢀೳੑ৯඼ήϊϛΫεʯ͝ػʮ࠲ߨ෇د
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˔会　報˔

事務局からのお知らせ

ʲ事務ہ人事ʳ
平成 25 年 9 月 1 日付にて倉井 真氏が事務局次長に就任しました。

Ⅰ．会員の異動（ܟশུ）

ධ ٞ һ ͷ ަ ୅

ަ୅年月日 ࣾɹ໊ 新 چ

201��9�1 クϊール食品᷂ 開ൃ技術ηンλーɹ部長
ɹɹޚಊɹ௚थ

取క໾ 開ൃ޻業Խηンλーɹ次長
ɹɹถຬɹफ໌

ೖ ɹ ձ

ೖ会年月日 ࣾɹ໊ ୅ɹද（評議һ）

201��10�2 イϏデン᷂ 機能性੒分開ൃ 1JɹϓロジΣクτϦーダー
ɹɹ日ൺɹ޿੒ɹ

Ⅱ．ILSI Japanの主な動き（2013 年 7 月～2013 年 9 月）

ˎ ಛهない৔߹の会৔は ILSI Japan 会議ࣨ

7 月 1 日	 バイオテクノロジー研究部会懇談会：CERA東京シンポジウムの反省会。
7月 4 日	 食品機能性研究部会：3分科会合同会議。今後の活動方針について議論。
7月 5 日	 	HESI ワークショップ「21 世紀のリスク評価」：韓国で 6/30～7/4 に開催された第 13 回国際毒性学会に

参加したHESI 関連メンバーが日本に立ち寄り、シンポジウムを開催。新しいリスク評価法に焦点を当
てた会議。	 （KDDI 大手町ビル）

7月 12 日	 茶情報分科会：
	 　①	ICOS2013	ILSI セッション内容と準備状況確認
	 　②	茶成分データベース
	 　③	お茶の安全性に関する発信プロジェクトの提案
7月 22 日	 食品微生物研究部会／MALDI-TOF/MS分科会：菌株のデータベース化について打ち合わせ。
	 （Bruker 社）
7月 24 日	 食品微生物研究部会／芽胞菌分科会：Alicyclobacillus 属菌検査法の共有化。
7月 29, 31日	 震災被災地支援：いしのまきテイクテン	 （石巻市北上地区仮設にっこりサンパーク団地集会所、　
	 北上地区女川集会所、石巻市仮設南境第 4団地集会所）
7月 25 日	 国際協力委員会：
	 　①	BeSeTo 会議（日中韓）での日本からの発表題材について討議

会　報
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	 　②	H25 年度農水省プロジェクトへの応募進捗状況の確認
7月 28 日	 	ILSI 台湾創立総会に西山理事長が参加し、祝辞を述べた。また、浜野顧問も参加され、農水省東アジ

アプロジェクトの概略を説明、同時に本年度の台湾からの協力を要請した。
7月 31 日	 第 2 回理事会：
	 　		科学諮問委員会（SAC）設置、理事選任（古野先生）について承認。科学諮問委員会WG（仮称）も

同時に進める必要あり。PKN10 翻訳版作成、東大寄附講座の進捗を紹介。
＊CHP　「すみだテイクテン」第 9期フォローアップ教室（7/9,	16,	17,	18	,19,	25）　　　	 （墨田区 6会場）

8月 5 日	 本部理事会電話会議：ILSI 戦略計画作業チームから執行部への報告文書について情報交換。
8月 5 日	 	日本食品添加物協会主催「食品添加物技術フォーラム」にて、東アジアプロジェクト、ASEANハーモ

ニゼーションに基づく ILSI	SEARの食添データベース作成について紹介。
8月 6 日	 栄養研究部会：ライフサイエンスシンポジウム企画委員会。主題、コンセプトについて議論。
8月 19 日	 バイオテクノロジー研究部会懇談会：NBT東京ワークショップ開催検討。
8月 21, 22 日	 震災被災地支援：いしのまきテイクテン	 （石巻市北上地区女川集会所、
	 　北上地区仮設にっこりサンパーク団地集会所）
8月 26 日	 食品微生物研究部会：
	 　①	全体会議。分科会報告、グローバル規格動向に関する勉強会進捗確認、今後の活動計画について
	 　②	MALDI	TOF/MS勉強会（講師：Bruker 社、島津／ビオメリュー社、東京海洋大学	高橋肇助教授）
	 （サントリーカトラリーハウス）
8月 26 日	 食品リスク研究部会：
	 　①	運営委員会。核活動の進捗報告、今後の活動計画について議論
	 　②	勉強会「HESS（有害性評価支援システム）について」
	 　③	WG活動。食品の安全性試験を考える会
	 　④	書籍「毒性学教育講座（下巻）」原稿作成
8月 26 日	 	バイオテクノロジー研究部会：The	International	Workshop	on	Comparative	Approaches	to	Safety	

Assessment	of	GM	Plant 勉強会。　　　　　　　　　	 （富士ソフトアキバプラザ）
8月 27 日	 国際協力委員会：
	 　① BeSeTo 会議での発表内容について確認
	 　②H25 年度農水省プロジェクトの進捗状況の確認（9/2 付で補助金交付承認）
8月 28 日	 PIP 電話会議：WHO、FAOとの共同ワークの現状紹介。Codex 会議参加申請について。
8月 29 日	 墨田区高齢者福祉課主催	「すみだテイクテン」栄養講演会
　	 	『健康長寿のための食の手立て～シニアは “新型栄養失調” ？～』（講師：熊谷修先生）
	 （東京・墨田区	リバーサイドホール）
8月 30 日			 テイクテンサポーター講習会

9月 2 日	 「栄養学レビュー」編集委員会：22 巻 2 号（通巻 83 号、来年 2月刊行予定）編集会議（5編選択）。
9月 5 日	 食品微生物研究部会：芽胞菌分科会：Alicyclobacillus 属菌検査法の共有化。
9月 6 日	 茶情報分科会：
	 	 　①	ICOS2013	ILSI セッション演者と演題確認
	 	 　②茶成分データベース
9月 6 日	 「お茶の安全性に関するメタアナリシスプロジェクト」第 1回会議：全体の枠組み確認。
9月 9 日			 テイクテンサポーター講習会

会　報
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9 月 10, 11 日	 	第 5 回 BeSeTo 会議：ILSI 中国事務所がホスト。会議に先立つ 10 日午前に、「栄養表示規制要求ワー
クショップ」と題するセミナーを催し、三極および東南アジアの政府関係者による講演が行われた。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 （北京	マリオットホテル）

9月 17, 18 日			震災被災地支援：いしのまきテイクテン	 （石巻市北上地区仮設にっこりサンパーク団地集会所、
	 北上地区女川集会所、石巻市仮設南境第 4団地集会所）
9月 19 日	 バイオテクノロジー研究部会：	ERA調査報告書 10 月発刊（12 号）分の検討。
9月 20 日	 	Session	Program	at	 IUNS	20th	International	Congress	of	Nutrition:	“Micronutrient	Fortification	

Science	and	Strategies	for	Public	Health	Improvement	in	Asia”	（Chaired	by		戸上貴司）
	 （スペイン、グラナダ）
9月 25 日　	 国際協力委員会：
	 　①	BeSeTo 会議（日中韓）報告
	 　②	20th	International	Congress	of	Nutrition 報告
	 　③	農水省プロジェクト作業分担決定
9月 26 日	 食品機能性研究部会：3分科会会長会議（モノグラフ翻訳検討）。
9月 27 日	 バイオテクノロジー研究部会懇談会：NBT東京ワークショップの最終打ち合わせ。
＊CHP	 「すみだテイクテン」第 9期フォローアップ教室（9/5,	10,	17,	18,	19,	27）　　　	 （墨田区 6会場）
＊CHP		 「すみだテイクテン」第 9期講習会（初心者対象：9/11,	12,	20,	24,	26）　　　　	 （墨田区 4会場）

Ⅲ．発刊のお知らせ

栄養学レビュー（Nutrition Reviews® 日本語版）
第 21 巻第 4 号　通巻 81 号（2013/SUMMER）

ϓロόイオテΟクスの新たな݈߁効Ռ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓵ⓤ
ʦಛผ論จʧ
ɹ 結௎がんの༧๷にお͚るエϐジΣネテΟックλーゲッτとしてのϓロόイオ

テΟクスの୅ँ産物

┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓴⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓵⓵
ʦಛผ論จʧ
ɹ 幼ظૣظࣇの੒長્֐と生׆習慣පのൃ生ى源ɿ௎ײ؅染঱と栄養不良はϝ

λϘϦックγンυローϜのϦスクを্ঢさせるかʁ
ʦ栄養˱Պ学੓ࡦʧ
ɹԤभにお͚るύンのԘ分ɿݮ࡟により見込まれる利点

┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓴⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓵⓶
ʦר಄論จʧ
ɹమɼѥԖɼಔɼηϨンのܽ๡およͼա৒と関連する大೴ลԑ系ප態

会　報
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┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓵
ʦಛผ論จʧ
ɹΧルγ΢Ϝઁ取ɼ݂؅ੴփԽɼそして݂ױ؅࣬
ʦ࠷新Պ学ʧ
ɹクローデΟンɼೕλンύク࣭ɼ௎؅όϦア調અ

ఆ価ɿ֤ 2
205 ԁ（੫込）（本ମɿ2
100 ԁɹ୅Ҿきૹ料ɿ200 ԁʗ࡭）
ˎ *-4*�+BQBO ձһʹ͸ຖ߸̍෦無ྉͰ഑෍͍ͨ͠ます
ˎͦͷଞߪೖํ๏
ILSI Japan 会員 ILSI Japan 事務局にお申し込み下さい（１割引になります）

非会員 下記販売元に直接ご注文下さい。
（女子栄養大学出版部 TEL：03-3918-5411 FAX：03-3918-5591）

ILSI Japan 出൛物は、ϗーϜϖージからもߪೖおਃし込みいただ͚ます。
ԼهҎલの߸については ILSI Japan ϗーϜϖージを͝ཡԼさい。

（http���XXX�ilsiKapan�org�ilsiKapan�htN）

  定期刊行物

ʲイルシーʳ

ɾίーώーҿ༻ͱ̎ܕ౶೘ප
ɾ௕ߴ࠯౓ෆ๞࿨ࢷ๱ࢎʢ-$16'"ʣͱՃྸʹ൐͏೴ػೳͷ௿Լ
ɾシϦーζ
ɹʙੈքͷಈ޲΍ௐࠪ݁ڀݚՌ͔ΒޙࠓΛಡΈղ͘ʙʰզ͕ࠃʹ͓͚Δӫཆද੍ࣔ౓ʱ
ɹୈ�ճɹফඅऀͷೝࣝ౳࣮ଶ͔Β͑ߟΔ
ɾฏ੒��೥౓ *-4*�+BQBO�$)1׆ಈใࠂ
ɾ$POGFSFODF�PO�)FBMUIZ�"HJOH�JO�"TJB
ɾ'"0ʗ8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը
ɹୈ��ճίーσοΫε৯඼ఴՃ෺෦ձใࠂ
ɾ'"0ʗ8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը
ɹୈ�ճίーσοΫεԚછ෺࣭෦ձใࠂ
ɾʻ *-4* ͷ஥ؒͨͪʼ
ɹɾձٞใࠂ
ɹɹイϯυɺόϯάϥσシϡɺωύールɺεϦϥϯΧʹ͓͚Δ৯඼ٴͼ৯඼ఴՃ෺ͷ๏త࿮૊Έͱڀݚྫࣄ

Ⅳ．ILSI Japan 出版物

イルシー　 114 号
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ɹɾ*-4*�4&"3ͷඈ༂ɹ૑ཱ��प೥૯ձʹࢀՃͯ͠
ɾߨԋձใࠂ
ɹΫϨϒεڢಛผߨԋձˍύωルσΟεΧοシϣϯ
ɹʮ৯ͱՊֶʕαεςφϏϦςΟʹ͚ͯ޲ʕʯ

ɾ೔ຊ৯ͷҨ఻ࢠղੳ͔ΒΈͨӫཆಛੑ
ɾ೘੒෼෼ੳʹΑΔӫཆૉઁऔྔ͓Αͼӫཆঢ়ଶͷධՁ
ɾҿञश׳ʹͱ΋ͳ͏্෦ফԽ؅ͷൃ͕ΜϦεΫ૿େͱߢޱ಺ΞητΞルσώυআٕڈज़
ɾαルίϖχΞͱ௿ӫཆ༧๷
ɾシϦーζ
ɹʙੈքͷಈ޲΍ௐࠪ݁ڀݚՌ͔ΒޙࠓΛಡΈղ͘ʙʰզ͕ࠃʹ͓͚Δӫཆද੍ࣔ౓ʱ
ɹୈ�ճɹ੍౓૑ઃ͔Βٛ຿Խʹ͚ͨ͜޲Ε·Ͱͷऔ૊ΛৼΓฦΔ
ɾイルシーɾδϟύϯد෇࠲ߨ
ɹʮػೳੑ৯඼ήϊϛΫεʯͷୈᶙ͚ͯ޲ʹظ
ɾ5IF��UI�"TJBO�$POGFSFODF�PO�'PPE�BOE�/VUSJUJPO�4BGFUZ
ɾ'"0ʗ8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը
ɹୈ��ճίーσοΫεӫཆɾಛघ༻్৯඼෦ձใࠂ
ɾ*-4*�����ຊ෦૯ձใࠂ
ɾಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓࡍࠃੜ໋Պֶߏػڀݚ
ɹฏ੒��೥౓௨ৗ૯ձٞࣄ࿥
ɾϑϥοシϡɾϦϙーτ
ɹɾʮߏ଄ੑ׆૬ؔΛ༻͍ͨಟੑධՁख๏ʯߨԋʹ͍ͭͯ

ʲӫཆֶϨϏϡーʢ/VUSJUJPO�3FWJFXT╽೔ຊޠ൛ʣr

ϓϩόイΦςΟΫεͷ৽ͨͳ݈ޮ߁Ռ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓵ⓤ
ʦಛผ࿦จʧ
ɹ݁௎͕Μͷ༧๷ʹ͓͚ΔΤϐδΣωςΟοΫλーήοτͱͯ͠ͷϓϩόイΦςΟΫεͷ୅ँ࢈෺
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓴⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓵⓵
ʦಛผ࿦จʧ
ɹ�༮ظૣظࣇͷ੒௕્֐ͱੜ׆श׳පͷൃੜݯىɿ௎ײ؅છ঱ͱӫཆෆྑ͸ϝλϘϦοΫシϯυϩーϜͷϦεΫΛ্ঢ
ͤ͞Δ͔ʁ
ʦӫཆ˱Պֶ੓ࡦʧ
ɹԤभʹ͓͚ΔύϯͷԘ෼ɿݮ࡟ʹΑΓࠐݟ·ΕΔར఺

イルシー　 113 号
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┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓴⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓵⓶
ʦר಄࿦จʧ
ɹమɼѥԖɼಔɼηϨϯͷܽ๡͓Αͼա৒ͱؔ࿈͢Δେ೴ลԑܥපଶ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓵
ʦಛผ࿦จʧ
ɹΧルシ΢Ϝઁऔɼ݂؅ੴփԽɼ݂ͦͯ͠ױ؅࣬
ʦ࠷৽Պֶʧ
ɹΫϩーσΟϯɼೕλϯύΫ࣭ɼ௎؅όϦΞௐઅ

栄養学レビュー　第21巻第 3 号　通巻第80号（2013/SPRING）

৳ण໋ͷԆ߁ӫཆֶ͕ಋ݈ؒ࣌͘
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓴⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓼�
ʦಛผ࿦จʧ
ɹ݈߁ण໋ͷ੍ߏػޚɿܭ࣌Ҩ఻͔ࢠΒςϩϝΞ΁
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓴⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓼
ʦಛผ࿦จʧ
ɹώτେ௎͕ΜͷόイΦϚーΧーʹର͢ΔϓϨόイΦςΟΫεͷӨڹɿܥ౷తϨϏϡー
ʦಛผ࿦จʧ
ɹੈքʹ͓͚Δػೳੑ৯඼ͷফඅɿܥ౷తϨϏϡー
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓴⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓽
ʦר಄࿦จʧ
ɹτίτϦΤϊールڀݚɿա͔ڈΒࡏݱ΁
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓴⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓵⓴
ʦաڈͱࡏݱʧ
ɹूஂʹ͓͚ΔϤ΢ૉӫཆঢ়ଶͷධՁɿաڈɺࡏݱɺະདྷ
ʦಛผ࿦จʧ
ɹ�ඍྔӫཆૉ͓ΑͼΦϝΨࢷܥ�๱ࢎαϓϦϝϯτͷઁऔʹΑΔೝ஌ɺֶशɺߦಈ΁ͷӨڹɿํ๏࿦త࡯ߟͱઌਐࠃ
ͷখ͓ࣇΑͼ੨೥ʹ͓͚Δҙٛ

  安全性
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 安全性評価国際シンポジウム 1984.11
研究委員会報告書 加工食品の保存性と日付表示―加工食品を上手においしく食べる話―

（「ILSI・イルシー」別冊Ⅲ）
1995. 5

研究部会報告書 食物アレルギーと不耐症 2006. 6
ILSI Japan Report Series 食品に関わるカビ臭（TCA）その原因と対策

A Musty Odor （TCA） of Foodstuff: The Cause and Countermeasure
（日本語・英語 合冊）

2004.10

ILSI Japan Report Series 食品の安全性評価のポイント 2007. 6
ILSI Japan Report Series 清涼飲料水における芽胞菌の危害とその制御 2011.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ ADI 一日摂取許容量（翻訳） 2002.12
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ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 食物アレルギー 2004.11
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 毒性学的懸念の閾値（TTC）

―食事中に低レベルで存在する毒性未知物質の評価ツール―（翻訳）
2008.11

その他 ビタミンおよびミネラル類のリスクアセスメント（翻訳） 2001. 5
その他 食品中のアクリルアミドの健康への影響（翻訳）

（2002 年 6 月 25～27 日 FAO/WHO 合同専門家会合報告書
Health Implication of Acrylamide in Food 翻訳）

2003. 5

その他 好熱性好酸性菌―Alicyclobacillus 属細菌― 2004.12 建帛社
その他 Alicyclobacillus 2007. 3 シュプリンガー

･ジャパン
その他 毒性学教育講座 上巻 2011.12

  バイオテクノロジー
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 バイオ食品―社会的受容に向けて
（バイオテクノロジー応用食品国際シンポジウム講演録）

1994. 4 建帛社

研究部会報告書 バイオ食品の社会的受容の達成を目指して 1995. 6
研究部会報告書 遺伝子組換え食品 Q&A 1999. 7
ILSI Japan Report Series 生きた微生物を含む食品への遺伝子組換え技術の応用を巡って 2001. 4
ILSI Japan Report Series 遺伝子組換え食品を理解するⅡ 2010. 9
その他 FAO/WHO レポート「バイオ食品の安全性」（第 1 回専門家会議翻訳） 1992. 5 建帛社
その他 食品に用いられる生きた遺伝子組換え微生物の安全性評価

（ワークショップのコンセンサス・ガイドライン翻訳）
2000.11

  栄養・エイジング・運動
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 栄養とエイジング（第 1 回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 1993.11 建帛社
国際会議講演録 高齢化と栄養（第 2 回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 1996. 4 建帛社
国際会議講演録 長寿と食生活（第 3 回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 2000. 5 建帛社
国際会議講演録 ヘルスプロモーションの科学（第4回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 2005. 4 建帛社
国際会議講演録 「イルシー」No. 94

＜特集：第 5 回「栄養とエイジング」国際会議講演録＞
ヘルシーエイジングを目指して～ライフステージ別栄養の諸問題

2008. 8

国際会議講演録 Proceedings of the 5th International Conference on “Nutrition and Aging”
（第 5 回「栄養とエイジング」国際会議講演録 英語版）CD-ROM

2008.12

国際会議講演録 「イルシー」No. 110
＜特集：第 6 回「栄養とエイジング」国際会議講演録＞
超高齢社会のウェルネス―食料供給から食行動まで

2012. 9

栄養学レビュー特別号 ケロッグ栄養学シンポジウム「微量栄養素」―現代生活における役割 1996. 4 建帛社
栄養学レビュー特別号 「運動と栄養」―健康増進と競技力向上のために― 1997. 2 建帛社
栄養学レビュー特別号 ネスレ栄養会議「ライフステージと栄養」 1997.10 建帛社
栄養学レビュー特別号 水分補給―代謝と調節― 2006. 4 建帛社
栄養学レビュー特別号 母体の栄養と児の生涯にわたる健康 2007. 4 建帛社
ワーキング ･ グループ報告 日本人の栄養 1991. 1
研究部会報告書 パーム油の栄養と健康（「ILSI・イルシー」別冊Ⅰ） 1994.12
研究部会報告書 魚介類脂質の栄養と健康（「ILSI・イルシー」別冊Ⅱ） 1995. 6
研究部会報告書 畜産脂質の栄養と健康（「ILSI・イルシー」別冊Ⅳ） 1995.12
研究部会報告書 魚の油―その栄養と健康― 1997. 9
ILSI Japan Report Series 食品の抗酸化機能とバイオマーカー 2002. 9
ILSI Japan Report Series 「日本人の肥満とメタボリックシンドローム

―栄養、運動、食行動、肥満生理研究―」（英語版 CD-ROM 付）
2008.10

ILSI Japan Report Series 「日本の食生活と肥満研究部会」報告 2011.12
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ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 油脂の栄養と健康（付：脂肪代替食品の開発）（翻訳） 1999.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 食物繊維（翻訳） 2007.12
その他 最新栄養学（第 5 版～第 9 版）（“Present Knowledge in Nutrition” 邦訳） 建帛社
その他 世界の食事指針の動向 1997. 4 建帛社
その他 高齢者とビタミン（講演録翻訳） 2006. 6

  糖類
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 国際シンポジウム 糖質と健康
（ILSI Japan20 周年記念国際シンポジウム講演録・日本語版）

2003.12 建帛社

国際会議講演録 Nutrition Reviews –International Symposium on Glycemic Carbohydrate 
and Health（ILSI Japan20 周年記念国際シンポジウム講演録）

2003. 5

ILSI Japan Report Series 食品の血糖応答性簡易評価法（GR 法）の開発に関する基礎調査報告書 2005. 2
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 炭水化物：栄養と健康 2004.12
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ 糖と栄養・健康―新しい知見の評価（翻訳） 1998. 3
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ 甘味―生物学的、行動学的、社会的観点（翻訳） 1998. 3
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ う触予防戦略（翻訳） 1998. 3
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ 栄養疫学―可能性と限界（翻訳） 1998. 3
その他 糖類の栄養・健康上の諸問題 1999. 3

  機能性食品
誌名等 発行年月 注文先

研究部会報告書 日本における機能性食品の現状と課題 1998. 7
研究部会報告書 機能性食品の健康表示―科学的根拠と制度に関する提言― 1999.12
研究部会報告書 上記英訳 “Health Claim on Functional Foods” 2000. 8
ILSI Japan Report Series 日本における機能性食品科学 2001. 8
ILSI Japan Report Series 機能性食品科学とヘルスクレーム 2004. 1

  CHP
誌名等 発行年月 注文先

TAKE10!® 「いつまでも元気」に過ごすための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
冊子第 4 版

2011. 9

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
の かんたんごはん

2008. 2

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
の かんたんごはん 2

2008. 2

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
の かんたんごはん 2 冊セット

2008. 2

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
DVD 基礎編

2007. 4

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
DVD 応用編

2009. 4

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
DVD 基礎編＋応用編（2 枚組）

2009. 4
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昨年 11 月、日本で開催されたコーデックス・アジア地域調整部会（CC for Asia）において、食用コオロギに
ついて議論された。結論としてラオス人民共和国が電子作業部会議長を務め、討議資料を修正し、次回の CC for 
Asia に再提出することとなった。

また、国連食糧農業機関（FAO）もオランダのワーゲニンゲン大学と共同で、食糧安全保障の面で食用 ･ 飼料
用昆虫の可能性評価を進めている。その大きな理由のひとつは、世界の人口動態（現在、全世界で70億人の人口が、
2050 年には 92 億人に増大する見込み）にある。限られた食糧をいかに効率よく分配するかが重要になるというこ
とである。昆虫食の利点は、① 高たんぱく、高栄養食品、② 昆虫の高エネルギーサイクル、③ 採取、飼育の容易
さ、にあると言われている。日本でも、イナゴやハチの幼虫の佃煮など昔から馴染み深い食べ物となっている。た
だし「食用昆虫」となると、食習慣というかなり高い壁が存在するのも事実である。今回の FAO の報告は、すぐ
に昆虫を食用とするというよりは、現在、飼料用に使われている食糧を人間の食用に回すことだと解釈される。

今後の食糧問題を考える際、① 現在の技術革新で、穀物生産をどこまで伸ばせるかという問題と同時に、② 食
糧の無駄の排除も重要なテーマである。

ILSI 研究財団では、2012 年に “The Center for Integrated Modeling of Sustainable Agriculture & Nutrition 
Security（CIMSANS）” を創立し、気候変動、資源不足、生態系維持といった問題を考え、低収率の食用穀物改
良にも取り組んでいる。

今後、ILSI Japan としても、本部、他支部の動きを見ながら、食糧問題をテーマとした研究部会を考えていき
たいと思う。

（RJ）
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